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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 国 語 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

東 京 書 籍 株 式 会 社  
国 語 1 0 9  1 1 0  

新 編  

あ た ら し い  こ く ご  

一 上 ・ 一 下  

国 語 2 0 9  2 1 0  

新 編  

新 し い  国 語  

二 上 ・ 二 下  

国 語 3 0 9  3 1 0  

新 編  

新 し い 国 語  

三 上 ・ 三 下  

国 語 4 0 9  4 1 0  

新 編  

新 し い 国 語  

四 上 ・ 四 下  

国 語 5 0 9  

新 編  

新 し い 国 語  

五  

国 語 6 0 9  

新 編  

新 し い 国 語  

六  

大  

観  

点  

小  観  点  
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

(1) 学習指導要領に示

された目標・内容に

ついて配慮されてい

るか。 

 

① 理解力と表現力

の育成 

 

 

 

 

② 伝え合う力の育

成 

 

 

 

 

 

③ 思考力や想像力

の育成 

 

 

 

 ④言葉がもつよさに

ついての理解及び言

語感覚を豊かにする

こと 

(1) 

 

 

 

 

①  「読むこと」の説明的な文章で学習した「言葉の力」を「情報の

とびら」で整理することで、理解する力を育成することができる

よう配慮されている。また「書くこと」の単元でそれらを活用し

て文章を書く活動を通して、書き方のポイントを明確にして表現

する力を育成することができるよう工夫されている。 

 

②  「話すこと・聞くこと」の各単元では、話合いで注意することや

方法を示すことで、対話例に沿って話し合うことを通して、目的

や条件に応じて伝え合う力を育成することができるよう工夫され

ている。また、話し合い活動の「見通し」部分で、二次元コード

を活用することで目的が明確になるよう配慮されている。 

 

 

③  「読むこと」における文学的な文章の単元では、読みの「ポイン

ト」を手掛かりに、題名や情景描写などの表現の効果について話

し合ったり、想像したことや感じたことを伝え合ったりすること

を通して、思考力や想像力を育成できるように配慮されている。 

 

④  「言葉相談室」では、日本語の文法や語彙について普段の生活で

も誤りやすい具体例を示し、よりよい日本語の表現のために、知

識を得たり特徴について理解したりすることができるよう工夫さ

れている。さらに、巻末資料「言葉の広場」もあり、言語感覚を

豊かにしようと工夫されている。 

(1) 

 

 

 

 

①２年「『どうぶつカード』を作

ろう」 

４年「『和と洋新聞』を作ろ

う」 

５年「和の文化を発信しよう」 

 

②１年「すきなきょうかをはなそ

う」 

３年「グループの合い言葉を決

めよう」 

６年「話し合って考えを深め  

    よう」 

 

③２年「お手紙」 

４年「ごんぎつね」 

６年「模型のまち」 

 

 

④２～６年「言葉相談室」 

各学年「言葉の広場」 

 (2) 主体的・対話的で

深い学びの実現に資

する学習及び指導が

できるよう配慮され

ているか。 

 

 

(2) 各単元に「見通す」、「取り組む」、「ふり返る」を示すことで   

   課題解決的な学習に主体的に取り組むことができるよう配慮されて  

  いる。また、各単元の終末に友達との伝え合いが設定され、対話を   

 通して自分の考えが深められるよう工夫されている。 

 

(2)１年「おもい出してかこう」 

２年「みんなで話し合おう」 

３年「クラスの思い出作りのため 

に」 

４年「わたしたちのクラスの『生 

き物図かん』」 

５年「問題を解決するために話し 

合おう」 

６年「海のいのち」 

 (3) 読書習慣の形成に

配慮されているか。 

(3)児童が興味・関心をもてるような本を多く掲載し、本の紹介に著名

人の読書体験エッセーを併記することで、作者・筆者のものの見方

や考え方に触れ、読書する楽しさを実感することができるよう配慮

されている。 

(3)各学年「本は友達」 

 

 (4) 我が国の言語文化

に親しめるよう配慮

されているか。 

 

(4) 昔話や俳句、百人一首、古典芸能などを取り上げることで、伝統

的な言語文化に親しめるように配慮されている。また、古典や古典

芸能などの写真や解説を載せ、理解を深めることができるよう工夫

されている。 

(4)各学年「伝えたい言の葉」 

１年「むかしばなしをたのしも 

う」 

４年「百人一首に親しもう」 

６年「古典芸能への招待状」 

 
  

1

1



 

 

大
観
点  

小  観  点  
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

(1) 発達の段階、興味

・関心について考

慮されているか。 

 

(1)・ 説明的な文章など「読むこと」や「書くこと」の学習では、ＳＤ

Ｇｓなどの様々な現代的諸課題に関連の深い題材を取り上げ、児童

の興味・関心を引き出すことができるように配慮されている。 

 

 

 

 

・大きな挿し絵や写真を掲載することで、児童の興味・関心をもた

せたり、理解を深めたりできるよう配慮されている。 

 

 

・視覚化や動作化を取り入れることで、児童がつまずきやすい拗音

や促音などの特殊音節について、音節と文字の関係を分かりやすく

理解することができるよう配慮されている。さらに、拗音や促音を

横書きでも書くことができるように関連が図られている。 

 

(1)・５年「インターネットは冒険

だ」 

６年「『永遠のごみ』プラスチ 

ック」 

「発信しよう、私たちのＳ

ＤＧｓ」 

 

  ・２年「あなのやくわり」 

 

 

 

・ １年「ねことねっこ」 

「いしやといしゃ」 

 

(2) 補充的な学習、発

展的な学習につい

て配慮されている

か。 

 

 

(2)・ 巻末には、「新しく習った漢字」の使い方を豊富な熟語や文例と

ともに示すことで、正しい漢字の使い方を身に付けることができる

よう配慮されている。また、「小学校で習う漢字」では音読み・訓

読みそれぞれを合わせて五十音順に掲載され、関連が図られてい

る。 

 

・ 二次元コードを読み込むことによって、学習に関連する様々なデ

ジタル資料が見ることができ、今までの学習をふり返り定着を図

り、さらに理解を深めることができるよう工夫されている。 

 

 

・児童が興味・関心をもてる著名人からの児童へのメッセージを掲載

し、主体的に物事を考えるきっかけになるよう配慮されている。 

 

(2)・ 各学年「新しく習った漢字」 

 

 

 

 

 

・ ２～６年「言葉の相談室」 

２年「みんなで話し合お 

う」 

６年「話し合って考えを深 

めよう」 

各学年付録「デジタル資料を活用 

・２～６年「未来を生きる君へ」 

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

(1) 構成、配列、系統

性について配慮さ

れているか。 

 

 

(1)・ 単元で身に付けたい「言葉の力」を冒頭で提示し、また終末に再

度確認することができるように構成され、言葉を学ぶ学習であるこ

とを意識付けることができるように工夫されている。 

 

・「書くこと」の教材の前に「情報のとびら」を配置することで、

情報を整理し、「読むこと」の説明的な文章で学習したことを「書

くこと」の学習につなげることができるよう工夫されている。 

(1)・ 各学年「言葉の力」 

 

 

 

・ 共通「情報のとびら」 

 

(2) 他教科等との関連

について配慮され

ているか。 

 

 

(2)・「言葉の力」を活用する場面が「生かそう」で具体的に示され、

他教科等と関連付けた学習を展開することができるよう配慮されて

いる。 

 

 

 

 

 

 

・ 高学年の説明文では、インターネットやＡＩなどに関する教材を

取り上げることにより、情報の扱い方への意識を高めることができる

よう配慮されている。 

(2)・１年「子どもをまもるどうぶつた 

ち」 

２年「町で見つけたことを話そう」 

３年「自然のかくし絵」 

４年「ヤドカリとイソギンチャク」 

５年「地域のみりょくを伝えよう」 

６年「『永遠のごみ』プラスチッ 

ク」 

 

・５年「インターネットは冒険だ」 

「弱いロボットだからできるこ 

と」 

６年「インターネットの投稿を 

読み比べよう。」 

 

2

2



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 国 語 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

 

国語111 112 

ひろがることば 

しょうがくこくご 

一上・一下 

国語211 212 

ひろがることば 

小学国語 

二上・二下 

国語311 312 

ひろがる言葉 

小学国語 

三上・三下 

国語411 412 

広がる言葉 

小学国語 

四上・四下 

国語511 512 

広がる言葉 

小学国語 

五上・五下 

国語611 612 

広がる言葉 

小学国語 

六上・六下 

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

(1) 学習指導要領に示された目標・

内容について配慮されているか。 

 

① 理解力と表現力の育成 

 

 

 

 

 

 ②伝え合う力の育成 

 

 

 

 

 

③思考力や想像力の育成 

 

 

 

 ④言葉がもつよさについての理解

及び言語感覚を豊かにすること 

(1) 

 

 

①  「たしかめよう」「くわしくよもう」の段階

で、理解力の育成を図り、「まとめよう」「つた

えあおう」の段階で感想をまとめ、友達に伝える

等の表現力の育成を図ることができるよう配慮さ

れている。 

 

②  「読むこと」の単元では、文学的な文章・説明

的な文章において、どの単元でも「つたえあお

う」という学習活動へと展開することで、年間を

とおして伝えあう力を育成できるように工夫され

ている。 

 

③  学習内容と「ここが大事→P.95」、「言葉→

P.94」など学習を紐付ける表示がされ、自らの学

習の進め方をわかりやすくする配慮されている。 

 

④  単元末の「！ここが大事」により、言葉の効果的

な表現やその役割についての理解を深めることがで

きるように配慮されている。 

(1) 

 

 

① ２年「はるねこ」(物) 

４年「花を見つける手がかり」

(説) 

５年「まんがの方法」(説) 

６年「川とノリオ」(物) 

 

② ２年「きつねのおきゃくさま」 

５年「大造じいさんとがん」 

６年「きつねの窓」 

 

 

 

③ ３年「川をつなぐちえ」 

 

 

 

④  ５年「大造じいさんとがん」 

２年「ないた赤おに」 

 

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い
学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 

(2) 単元を通して学習したことをもとに、言葉に注目

し、語彙をふやす活動が取り入れられている。さらに教

材と関連させた学習用語を取り上げ、自分の学習に生か

せるように項立てする工夫されている。 

(2)各学年  

付録「言葉の道具箱」・言葉の木 

 (3) 読書習慣の形成に配慮されてい

るか。 

(3) 「読書の広場」は関連する本の紹介のみならず、読

後の感想を話し合ったり、おすすめの本をスピーチした

りする活動へとつなげる内容となっており、表現力育成

への工夫されている。 

(3) 各学年「読書の広場」 

１年「にほんのおはなし 

がいこくのおはなし」 

２･３･４･５･６年 

「ひろがる読書の世界」 

  

各学年「○年生で読みたい本」 

 (4) 我が国の言語文化に親しめるよ
う配慮されているか。 

 

(4) 「言葉の文化」という小単元を年間通して配置し、

学年段階に応じて、俳句、古典、ことわざなどにふれる

ことができるよう配慮されている。 

(4) 各学年「言葉の文化」 

２年「回文をたのしもう」 

３年「俳句に親しむ」 

４年「短歌の世界」 

５年「漢文に親しむ」 

６年「春はあけぼの」 

 
 
 

教育出版株式会社 

3

3



 

大
観
点  

小  観  点  
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

(1) 発達の段階、興味・関心につ
いて考慮されているか。 

 

( 1 )  ・説明的文章や「話すこと・聞くこと」の単元で
は、児童の発達段階に合わせた友達のとの関わり方

や生活に結び付いた身近な題材が多い。また、題材
をもとに児童が興味関心をもったり、自分の経験と
関連付けながら考えたりできるように配慮されてい

る。 
 
 

 
・各学年の始めの単元では、新しい出会いを意識し
た内容があり、対話を中心とした活動で学習が進め

られるように配慮されている。また低学年では、声
の大きさを視覚的に分かりやすく扱われていたり、
各学年ですごろくやビンゴなどのゲームを通じて、

テーマに合わせて楽しく対話したりできるように工
夫されている。 

 

(1)・１年「みぶりでつたえる」 
２年「クラスお楽しみ会をひ

らこう」 
３年「わたしのたからもの」 
４年「ぞうの重さを量る」 

５年「ことなる見方」 
６年「アイスは暑いほどおい

しい？」 

 
・１年「くまさんとありさんの

あいさつ」 

２年「すごろくトーク」 
３年「じこしょうかいビンゴ

ゲーム」 

４年「つないで つないで」 
５年「見つけたよ！」 

「自分との会話」 

(2) 補充的な学習、発展的な学習
について配慮されているか。 

 

 

(2) ・説明的文章や物語的文章と「書くこと」や「話す
こと・聞くこと」の題材を関連させた単元を設定す
ることで、「読むこと」での学習が「書くこと」

「話すこと・聞くこと」に活用できるように工夫さ
れている。 

 

 
・巻末の付録においては、漢字や言葉の内容を扱い
語彙力を高めたり、各学年に合わせた内容の読み物

教材を紹介して、児童の読書への興味関心を高めた
りすることができるように配慮されている。 

(2)・２年「すみれとあり」 
       「『生きものクイズ』でし

らせよう」 

４年「くらしを便利にするた
めに」 

       「『便利』をさがそう」 

 
・各学年巻末 

      「楽しく読もう」 

      「言葉の道具箱」 
      「漢字を学ぼう」 

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

てm
 

(1) 構成、配列、系統性について

配慮されているか。 
 
 

(1)・「書くこと」では、年間を通して身近な内容から始

まり、新聞や手紙などの社会とのつながりの深い内容
を扱ったり、物語や俳句などの想像を広げる内容を扱
ったりして、年度末には学習のまとめを位置付けてい

る。一年間の学習のつながりや学年間のつながりを意
識して学習できるように工夫されている。 

 

 
 

・物語的文章の後に「読書の広場」を位置付けたり、

「漢字の広場」や「言葉の広場」で大単元の間で、漢
字や言葉の学習の補充を位置付けたりして、児童の読
書に対する興味関心や語彙力を高めることができるよ

うに工夫されている。また、巻末の「言葉の木」で
は、発達段階に合わせて、多くの言葉に触れられるよ
うに配慮されている。 

(1)・６年「言葉と私たち」 

「考えや図を表に」 
「みんなで作ろうパンフレ
ット」 

「あなたは作家」 
「十二歳の主張」 
「６年間の思い出をつづろ

う」 
 

・各学年「言葉の木」 

「読書の広場」 
「漢字の広場」 
「言葉の広場」 

「言葉の文化」 
 

(2) 他教科等との関連について配
慮されているか。 

 

 

(2)・説明的な文章や「書くこと」の内容を中心として、
生活科や総合的な学習の時間、社会科などに関連した
題材を取り上げている。また、観察カードの書き方を

扱い、生活科での学習に活用できるようにしたり、環
境や福祉、ＳＤＧｓに関する内容を扱い総合的な学習
の時間の調べ学習などに活用したりすることができる

ように配慮している。 

(2)・１年「しらせたい、いきものの
ひみつ」 

２年「おもちゃのせつめい書を

書こう」 
３年「くらしと絵文字」 
４年「くらしをべんりにするた

めに」 
５年「世界遺産 白神山地から

の提言」 

６年「雪は新しいエネルギー」 

  

4

4



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 国 語 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

光 村 図 書 出 版 株 式 会 社  

国語 113 114  

こくご一上 

 かざぐるま 

 こくご一下 

 ともだち 

国語 213 214  

こくご二上  

たんぽぽ  

こくご二下  

赤とんぼ 

 国語 313 314 

国語三上 

 わかば  

国語三下 

 あおぞら 

国語 413 414  

国語四上  

かがやき 

 国語四下  

はばたき 

国語 513  

国語五 

 銀河 

国語 613  

国語六  

創造 

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

(1)  学習指導要領に示された目標
・内容について配慮されてい

るか。 
 

①理解力と表現力の育成 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 ②伝え合う力の育成 
 
 

 
 
 

 ③思考力や想像力の育成 
 
 

 
 ④言葉がもつよさについての理解

及び言語感覚を豊かにすること 

(1) 
 

 
 
① 「書くこと」の教材では、説明的な文章で学んだ

内容を活用して表現する活動を示すことで、必要な情
報を整理し、伝えたいことが明確に表現することがで
きるよう工夫されている。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

② 「話すこと・聞くこと」の単元では、学年に応じ
て、ペアやグループ学習などで大切にするところの考
えを明確にできるよう配慮されている。また、話し合

いの活動後、感想を伝え合うだけでなく、次の話し合
いに生かすためのポイントが取り上げられている。 
 

③ 「読むこと」における文学的な文章の教材では、
「問いをもとう」において、自分の考えを意識しても 
 つことができるように工夫している。 

 
④言葉がもつよさを考えさせる教材では、相手に伝
わらなかった場面を具体的に想起させ、言葉が持つ

意味の違いに気付きやすいよう配慮されている。 

(1) 
 

 
 
① １年「じどうしゃくらべ」 

２年「おもちゃの作り方を説明
しよう」 

３年「すがたをかえる大豆」 

「食べもののひみつを教え
ます」  

４年「工芸品のみりょくを伝え

よう」  
５年「自然環境を守るために」 
６年「発見、日本文化のみりょ

く」 
 
 

② ３年「おすすめの一さつを決め 
よう」 

５年「よりよい学校生活のため

に」 
 
  

③ ２年「ふきのとう」 
５年「銀色の裏地」  

 

 
④ ２年「ようすをあらわすことば｣ 

３年「つたわる言葉であらわそ

う」 
５年「言葉を使い分けよう」 

    

 (2) 主体的・対話的で深い学びの実
現に資する学習及び指導ができる
よう配慮されているか。 

 
 

(2) 各単元に「問いをもとう」、「目標」、「学習過
程」を提示することで、各自が取り組むべき課題を明
確にするよう配慮されている。また、「深い学び」の

実現のために「習得・活用・探求」が計画的に指導さ
れるよう「とらえよう・ふかめよう・まとめよう・ひ
ろげよう」という段階をおって指導できるよう配慮さ

れている。 

(2)各単元「どうやって学んでいくの
かな」 

 ３年「すがたをかえる大豆」 

 ４年「白いぼうし」 

 (3) 読書習慣の形成に配慮されてい
るか。 

(3) 各単元に｢この本を読もう｣が示されていることで、
作者や単元に関連した本が紹介されている。 

  各学年｢本は友達｣という単元が示されており、学年に
応じた読書習慣が形成されるように配慮されている。 

(3) 
・各学年 ｢この本を読もう｣ 

｢本は友達｣ 

 (4) 我が国の言語文化に親しめるよ
う配慮されているか。 

 

(4) 神話や短歌・俳句、古典文学など伝統的な言語文化
を発達段階に合わせた方法で親しめるよう配慮されて
いる。低学年では音読や身振りを通して言葉の豊かさ

に気付き、中学年では、慣用句や故事成語を作成する
活動を通して自ら使えるようになり、高学年では、古
人と自分を対比させる活動を通して昔の人のものの見

方や感じ方を知ることができるよう配慮されている。 

(4) ３年 ことわざ・故事成語 
５年   浦島太郎「御伽草子」よ

り 

5

5



 

 
大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程
度
・
選
択
・
取
扱
に
つ
い
て 

 
(1) 発達の段階、興味・関心につ

いて考慮されているか。 

 

(1)・文学や説明文の内容や文章量が、学年の発達に応じて

配慮されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・低学年では、身近なことを表す語句が、中学年では様

子や行動、気持ちや性格を表す語句が、また高学年では

思考に関わる語句が豊富に用いられ、発達の段階に配慮

されている。 

 

(1) ・ 文学的な文章  

１年「ずうっと、ずっと、大す 

きだよ」 

２年「みきのたからもの」 

３年「まいごのかぎ」 

４年「友情のかべ新聞」 

５年「銀色の裏地」 

６年「ぼくのブック・ウーマ 

ン」 

 

・説明的な文章 

 １年「つぼみ」 

 ２年「ロボット」 

３年「ありの行列」 

４年「風船で宇宙へ」 

５年「固有種が教えてくれるこ 

と」 

    ６年「インターネットでニュー 

ス を読もう」 
 
(2) 補充的な学習、発展的な学習

について配慮されているか。 
 

 

(2)・各単元の冒頭にある「たしかめよう」に、これまでに

学んだことを振り返ることができる単元名が記されて

いる。また、単元の終末にある「生かそう」には本単

元で学んだことを生かせる活動が例示され発展的な学

習につながるように配慮されている。 

 

・巻末にある「言葉のたから箱」には自分の表現を豊か

にする言葉の例が豊富に掲載されている上、二次元コー

ドで遡って「言葉のたから箱」を見ることができ、児童

が理解を深められるよう工夫されている。 

(2)・１～６年 大単元 

 

 

 

 

 

 ・各学年「言葉のたから箱」 

３ 

組
織
・
配
列
等
に
つ
い
て 

 
(1) 構成、配列、系統性について

配慮されているか。 
 

 

(1)・ 巻末の「図を使って考えよう」では、全ての学年で発

達の 段階に即した考えの整理の仕方や伝え方が提示する

ことで、児童の思考力・判断力の向上を図ることができ

るよう工夫されている。 

 

  

・ ｢問いをもとう｣｢目標｣｢ふりかえろう｣と学習過程を明

示することで、段階を踏んだ系統的な学習ができるよう

工夫されている。 

(1)・各学年｢図を使って考えよう｣ 

 

 

 

 

 

・各学年単元｢問いをもとう｣ 

｢目標｣｢ふりかえろう｣ 

 
(2) 他教科等との関連について配

慮されているか。 

 

 

(2)・ 各教科等で学習する内容と関連する題材を取り上げた

り、 各教科等での活用場面を示したりすることで、他教

科等で学んだことを生かすことができるよう配慮されて

いる。 

(2) 

・１年「どうぶつの赤ちゃん」 

２年「かんさつ名人になろう」 

３年「わたしの町のよいところ」 

４年「パンフレットを読もう」 

｢都道府県の旅｣ 

｢未来につなぐ工芸品｣ 

５年「固有種が教えてくれること」 

「自然環境を守るために」 

６年「日本語の特徴」 

 

6
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令和６年度使用 
 
 

小学校・義務教育学校前期課程用 

教科用図書調査研究資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那須塩原市・那須町採択地区協議会 
 
 
 
 
 

書 写 



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 書 写 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１ 年  ２ 年  ３ 年  ４ 年  ５ 年  ６ 年  

東 京 書 籍 株 式 会 社  
書 写  1 0 6  

新 編  

あたらしい しょしゃ 

一  

書 写  2 0 6  

新 編  

新しい しょしゃ 

二  

書 写  3 0 6  

新 編  

新しい 書写 

三  

書 写  4 0 6  

新 編  

新しい 書写 

四  

書 写  5 0 6  

新 編  

新しい 書写 

五  

書 写  6 0 6  

新 編  

新しい 書写 

六  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内
容
に
つ
い
て 

(1) 学習指導要領に示れた目標
・内容について配慮されてい
るか。 

 
〔１・２年〕 
 「姿勢」 

「筆記具の持ち方」 
「点画の書き方」 
「文字の形」 
「筆順」 

 
 
 
 
 
 
〔３・４年〕 
 「文字の組立て方」 

「漢字・仮名の大きさ」 
「配列」 
「点画の書き方」 

 
 
 
 

 
 
〔５・６年〕 

「目的に応じた書き方」 
 
 
 

⑴ 
   

  
  

 
〔１・２年〕  

・ 姿勢や筆記具の持ち方について、イラストや
写真とあわせて、児童に伝わりやすい音を使っ
た言葉で説明することで、児童が確かめながら
学習することができるよう配慮されている。  

  
・  点画の書き方や文字の形について、注目し

てほしい部分に色が付けられていたり、文字の
形の特徴をイラストを用いて説明したりするこ
とで、児童が学習内容を理解することができる
よう配慮されている。 

  
〔３・４年〕  

・ 毛筆の点画について、書き始めや書き終わり
の筆圧の大きさや筆先の角度をイラストで表さ
れており、児童が点画の書き方を理解すること
ができるよう配慮されている。  

  
・ 文字の組み立て方について、「土地」や「竹

笛」という題材により、一字の漢字がへんやか
んむりに変化したときの特徴を理解することが
できるよう工夫されている。  

  
〔５・６年〕  
  ・ 目的に応じた書き方については、「生活に広

げよう」で様々な事例が示されており、目的や
場面に応じて文字の大きさや筆記具、用紙など
に気を付けて書くことができるよう配慮されて
いる。 

 

⑴    
  
  
 
 
〔１・２年〕  

１年「はじめに」 
２年「しせい・もち方」  
 
 
 
１年「むすび」  
２年「はらいのほうこう」  

  
  
 
 
〔３・４年〕  

１年「むすび」  
３・４年「毛筆で書いてみよう」  
 
 
 
３・４年「組み立て方」  

  
  
  
 
〔５・６年〕  

５・６年「生活に広げよう 
５年「目的に合った筆記具」 

 

 (2) 主体的・対話的で深い学び
の実現に資する学習及び指導
ができるよう配慮されている
か。 

 
 

⑵ 
・ 各単元のはじめには、整った文字を書くため

にはどうしたらよいか「書写のかぎ」をみつけ
る問題があり、主体的に学習に課題を見つける
ことができるよう配慮されている。 

  
・  各単元に対話的な学習を促す設問があり、

児童同士などの対話を通して、自分の考えを深
めることができるよう工夫されている 

⑵ 
３年「横画」  
６年「点画のつながり」  
 
 
 
４年「画の長さと間かく」 
５年「漢字どうしの大きさ」 

 (3) 挿絵や写真等は、内容に対
応した適切なものであるか。 

⑶ 
・ 筆記具の持ち方の写真が児童の目線で示され

ており、自身の持ち方と教科書の持ち方を比
べ、正しい持ち方を身に付けることができるよ
う工夫されている。また、左利きの児童につい
ても道具の置き方が掲載されるなど、ユニバー
サルデザインの関連が図られている。 

⑶ 
１年「かきやすいもちかた」  
３年「毛筆で書いてみよう」 

 

1

1



 

 

大
観
点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

２ 

程
度
・
選
択
・
取
扱
に
つ
い
て 

(1) 発達の段階、興味・関心
について考慮されている
か。 

 

⑴ 
・ 硬筆、毛筆ともに、基本的な事項を習得する

上で適切な題材が取り上げられており、児童の
発達段階に応じて繰り返し学習できるよう配慮
されている。  

  
・ 学習したことを日常生活に生かすことのでき

る様々な題材が取り上げられており、児童が書
写の学習に親しみをもち、学ぶ意欲を高めるこ
とができるよう配慮されている。 

⑴ 
３年「横画『一』」  

「たて画と点『下』」  
「おれ『日』」  

  
 
各学年「学びを生かそう」  
４年「お礼の気持ちを手紙で伝えよ

う」  
６年「書写展覧会を開こう」 

(2) 補充的な学習、発展的な
学習について配慮されてい
るか。 

 
 

⑵  
・ 「おれ」、「曲がり」、「反り」などの似た 

形の文字の違いに着目させることにより、発展
的な文字の書き方を効率的に身に付けることが
できるよう工夫されている。  

  
・  巻末の「漢字表」を用いて、学習した文字の

特徴をもつ他の漢字を探す補充的な学習が設定
されており、知識や技能の定着を図ることがで
きるよう配慮されている。 

 
・ 裏表紙には「文字にこめた思い」が設定さ

れ、気持ちをこめて文字を書くことについて児
童が考えることができるよう配慮されている。 

 

⑶  
３年｢曲がりと反り『光』『心』｣  
     
  
 
３年「おれ」  

４年「いろいろな組み立て方」 

５年「組み立て方『にょう』」 

 
 
 
４・５・６年 
「文字にこめた思い」 

３ 

組
織
・
配
列
等
に
つ
い
て 

(1) 構成、配列、系統性につ
いて配慮されているか。 

 
 

⑴  
・  各教材は、四段階の学習過程に統一すること

で、見通しをもって学習に取り組むことができ
るよう工夫されている。  

  
  
 

・  巻末に、「姿勢・持ち方」、「点画の書き
方」、「字形」、「書くときの動き」、「配
列」、「筆記具・用紙」をポイントごとに記載
することで、必要に応じて確認することができ
るよう配慮されている。  

 
 

⑴  
・各学年「書写の学び方」  

四段階の学習過程  
「見つけよう」  
「たしかめよう」  
「生かそう」  
「ふり返ろう」  
・各学年「書写のかぎ」 

(2) 他教科等との関連について
配慮されているか。 

 
 

⑵ 
・ 国語で学習する古典文学や短歌、俳句を書いて
味わう活動を通して、伝統的な言語活動に触れる
ことができるよう配慮されている。 

 
 
 

・  絵日記や作文、原稿用紙や新聞、ポスターなど
の書き方を示すことで、学習したことを学校生活
や他教科に生かすことができるよう関連が図られ
ている。 またどの教科で生かすことができるの
か、他教科名の具体的な記載があり、配慮されて
いる。 

 

(2) 

・各学年「文字といっしょに」 

３年「書いて味わおう『俳句』」 

４年「書いて味わおう『百人一首』」 

５年「書いて味わおう『枕草子』」 

６年「書いて味わおう『春暁』」 

 

・各学年「生活に広げよう」   

２年「かんさつカードを書こう(生活科)」 

３ 年「実験したことを記録しよう（理

科）」 

４年「調べたことを伝える新聞をつく

ろう(社会科)」 

５年「委員会活動を伝えるリーフレッ

トを作ろう(学校生活)」 

６年「発表のためのポスターを書こう

(総合的な学習)」 

 

2

2



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 書 写 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１ 年  ２ 年  ３ 年  ４ 年  ５ 年  ６ 年  

教 育 出 版 株 式 会 社  
書 写  1 07  

しょうがく しょしゃ 

一 ね ん  

書 写  2 07  

小学 しょしゃ 

二 年  

書 写  3 07  

小 学  書 写  

三 年  

書 写  4 07  

小 学  書 写  

四 年  

書 写  5 07

小 学  書 写

五 年  

書 写  6 07  

小 学  書 写  

六 年  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内
容
に
つ
い
て 

(1) 学習指導要領に示れた目標・内

容について配慮されているか。 

 

 

〔１・２年〕 

 「姿勢」 

「筆記具の持ち方」 

「点画の書き方」 

「文字の形」 

「筆順」 

 

〔３・４年〕 

 「文字の組立て方」 

「漢字・仮名の大きさ」 

 「配列」 

「点画の書き方」 

 

 

〔５・６年〕 

「目的に応じた書き方」 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 

 

 

 

〔１・２年〕 

 ・ 姿勢や筆記具の持ち方について、写真・イラストを

使って確かめられるように配慮されている。また、

「ぴた」「とん」などの言葉でも表し、低学年の児童

が正しい方法をイメージしやすくする工夫されてい

る。 

 

〔３・４年〕 

・ 点画の書き方について、色や記号を使い筆使いや筆

圧、穂先の向きを示すことで、児童が点画の書き方を

理解できるよう配慮されている。また、文字の組み立

て方を分かりやすくするために、線で囲んだり、色別

に表したりするなど配慮されている。 

 

〔５・６年〕 

・ 毛筆は手本となるページに動画の二次元コードがあ

り、運筆を自分で確かめることができるよう、工夫さ

れている。 

 

・ 「文字の世界」や「レッツ・トライ」があり、知識

や学習の幅を広げるページがあり、筆記具の選び方や

罫紙の使い方についても配慮されている。 

 

 

 

 

〔１・２年〕 

 ・１・２年「はじめのがくしゅう」 

  １年「かくのおわりのかきかた」 

２年「画の方こう」 

 

 

 

〔３・４年〕 

 ・３年「横画の筆使い」 

    「たて画筆使い」 

  ４年「点画の筆使い」 

    「文字の組み立て方」 

 

 

〔５・６年〕 

 ・５年「文字の組み立て方」 

  ６年「文字の大きさと配列」 

 

 

・５・６年「知りたい文字の世界」 

「レッツ・トライ」 

 

 (2) 主体的・対話的で深い学びの実

現に資する学習及び指導ができる

よう配慮されているか。 

 

 

⑵ 

・ 各単元には「めあて」と「ふりかえろう」が示され

ており、児童が見通しをもって学習に取り組めるよう

配慮されている。また、終末の「ふりかえろう」で、

「めあて」に対する自己評価をすることで、主体的な

学びができるよう配慮されている。 

 

・ 「ここが大切」では、文字の整え方や釣り合いの取

り方が分かりやすく説明され、要点が捉えやすくなる

よう工夫されている。 

⑵ 

・各学年 

  2年「画の方こう」 

 

 

 

 

・３年「ひらがなの筆使い」 

４年「文字の組み立て方(左右)」 

  

(3) 挿絵や写真等は、内容に対応し

た適切なものであるか。 

 

(3) 

 ・当該学年の児童が友達と一緒に学んでいる写真は、書

写を通して交流する楽しさや学び甲斐を想起させるも

のになるよう配慮されている。また、筆記用具や毛筆

に関する知識を習得できるよう、用具制作中の写真が

取り上げられている。 

 

 

・各学年 

２年「文字をくらべて話し合お

う」 

４年「ふり返り 伝え合おう」 

６年「紙・すずり・すみの作り方」 

 

 

3

3



 

大
観
点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

２ 

程
度
・
選
択
・
取
扱
に
つ
い
て 

(1) 発達の段階、興味・関心につ

いて考慮されているか。 

 

⑴ 

・ 学年の発達段階に応じて、姿勢や鉛筆の持ち方を、

分かりやすい言葉「ぴたっ」「すうっと」などの擬態

語や写真などを使って説明することで、基礎的な技術

が習得できるよう工夫されている。 

 

・ 漢字の成り立ちや活字の形、文字の歴史など、日常

生活の中で文字が使われている様々な場面を取り上げ

ることで、文字に対する興味・関心を高められるよう

工夫されている。 

⑴ 

・各学年 「はじめの学習」 

 

 

 

 

・各学年「知りたい 文字の世界」 

  １・２年「なんのかたちからでき

たかん字かな」 

  ３年「手書き文字と活字」 

  ４年「さまざまなかるた」 

  ５年「平仮名のもとになる漢字」 

  ６年「文字の旅」 

(2) 補充的な学習、発展的な学習

について配慮されているか。 

 

 

⑵ 

・ 「レッツトライ」として、暑中見舞いや年賀状を書

く内容が扱われ、学習のまとめとして「書きぞめ」の

ほかに「書いて 伝え合おう」という単元が設定され

ており、書写で学習したことを生活や授業の中で活用

することができるように工夫されている。 

 

・ 「学習活動で生かす」として、書写の学習で学んだ

ことの活かし方を紹介し、活用の仕方を具体的に提示

している。 

 

 

⑵ 

・各学年 

「レッツトライ」 

「学習のまとめ」 

 

 

 

・各学年 

 「学習活動で生かす」 

３ 

組
織
・
配
列
等
に
つ
い
て 

(1) 構成、配列、系統性について

配慮されているか。 

 

 

⑴ 

・ 各学年の学習のまとめなどでは、次の学年の学習に

触れ、学年ごとの学習のつながりが分かるように配慮

されている。 

 

・ 各単元に、統一された学習の進め方が明記されてお

り、見通しをもって学習に取り組めるように工夫され

ている。 

⑴ 

・各学年 「学習のまとめ」 

 

 

 

・各学年 「学習の進め方」 

 

(2) 他教科等との関連について配

慮されているか。 

 

 

⑵ 

・ 掲示物のまとめ方やノートの書き方などの例を掲載

することで、身に付けた書写の知識・技能を生かす方

法が具体的に記載され、他教科と関連付けながら学習

を進めることができるように工夫されている。 

 

⑵ 

・各学年「レッツ・トライ」 

 １年「あさがおのかんさつカード」 

 ２年「算数ノート」 

 ３年「作品カード」 

 ４年「理科のノート」 

 ５年「ＳＤＧsのポスター」 

 ６年「校外学習のリーフレット」 

 

 
  

4
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 書 写 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称  発 行 者 名 

１ 年  ２ 年  ３ 年  ４ 年  ５ 年  ６ 年  

光 村 図 書 出 版 株 式 会 社  書 写 1 0 8  

し ょ し ゃ  

一 ね ん  

書 写  2 0 8  

し ょ し ゃ  

二 年  

書 写  3 0 8  

書 写  三 年  

書 写  4 0 8  

書 写  四 年  

書 写 5 0 8  

書 写  五 年  

書 写  6 0 8  

書 写  六 年  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

〔 １ ・ ２ 年 〕  

 「 姿 勢 」  

「 筆 記 具 の 持 ち 方 」  

「 点 画 の 書 き 方 」  

「 文 字 の 形 」  

「 筆 順 」  

 

 

 

 

〔 ３ ・ ４ 年 〕  

 「 文 字 の 組 立 て 方 」  

「 漢 字 ・ 仮 名 の 大 き さ 」  

「 配 列 」  

「 点 画 の 書 き 方 」  

 

 

〔 ５ ・ ６ 年 〕  

「 目 的 に 応 じ た 書 き 方 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴  

 

 

 

〔１･２年〕 

・ 姿勢について、イラストと写真に「ぺったん」「ぴ

ん」「ぐう」といった擬態語を添えることで、児童が

覚えやすいように配慮されている。タブレット使用後

の整理体操の仕方が取り上げられている。 

 

・ 点画について、整った文字を書くためのポイントが

イラストや動画を用いることで理解しやすいよう配慮

されている。 

 

〔３･４年〕 

・ 配列について、読みやすく書かれたノートを掲載

し、行間や字間など全体的なバランスを考えたノート

作りに気付けるよう配慮されている。 

 

 

 

〔５･６年〕 

・ 委員会のポスターの良い例と悪い例を比較させ、情

報の伝わりやすさについて考えられるよう配慮されて

いる。 

 

・ 筆、フェルトペン、ボールペンの筆跡を写真で示

し、内容によって筆記具を変えることで情報が整理さ

れ、相手に伝わりやすい文章が書けるよう配慮されて

いる。 

⑴  

 

 

 

〔１・２年〕 

１年「じをかくしせい」 

２年「字を書くしせい」 

 

 

 

１年「かきはじめとかきおわり」 

２年「点や画の間」 

 

 

〔３・４年〕 

４年「文字の配列 ノートの達人

になろう」 

 

 

 

 

〔５・６年〕 

６年「文字の配列 伝えるって、

どういうこと？」 

 

 

６年「書写広げたい パンフレッ

トの書き方」 

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

 

⑵  

・ 全学年には、学年の実態に合った「ふりかえり」が

取り上げられている。また、３年生以降では「ねら

い」が明確に示されており、児童が見通しをもって学

習に取り組み、知識や技能の定着を図ることができる

よう配慮されている。 

 

・ 各単元に動画の視聴ができる二次元コードがあり、

分からないところや復習したいところを自ら学習でき

るように配慮されている。 

 

(2) 

・各学年「ねらい」「ふりかえ

り」 

 

 

 

 

・各学年 二次元コード 

 ( 3 )  挿 絵 や 写 真 等 は 、 内 容

に 対 応 し た 適 切 な も の で

あ る か 。  

(3) 

・ 筆使いや筆圧をイラストや写真を用いて示されてお

り、 児童が実際に書くときに意識して書くことがで

きるよう配慮されている。  

 

・  書写の学習を活用した新聞やポスターなどの作品

例が示されており、文字の大きさや配列を意識して書

くことの効果について、理解を深めることができるよ

う工夫されている。 

⑶  

・３年「力のいれ方」 

 ４年「点画の種類」 

 

 

・４年「リーフレットの書き方」 

  ５年「めざせ！新聞記者」  

６年「ポスターを作るときの工夫」 

 

5

5



 

 

大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程
度
・
選
択
・
取
扱
に
つ
い
て 

(1) 発達の段階、興味・関心につ

いて考慮されているか。 

 

⑴  

・ 書写の学習が始まる1年と毛筆の学習が始まる３年で

は、書写の基本をまとめて指導できる題材が取り上げ

られており、児童が書写の学習への興味・関心を高め

ることができるよう工夫されている。 

 

・ 全学年で共通のキャラクターが登場し、書写のポイ

ントを教えていることで、児童が親しみをもって学習

に取り組めるよう配慮されている。 

 

 

⑴  

・１年「しょしゃすたーとぶっく」 

 ３年「毛筆スタートブック」 

 

 

 

・各学年 

 １年「『とめ』と『はらい』」 

(2) 補充的な学習、発展的な学習

について配慮されているか。 

 

 

⑵  

・ 特集ページ「もっと知りたい」では、書写の道具や

日常目にする文字について詳しく紹介されており、書

写に対する関心をさらに高めることができるよう配慮

されている。 

 

・ 二次元コードが随所にあり、学習の助けとなる様々

な資料が取り上げられている。 

⑵ 

・３年「もっと知りたい 全国筆・

紙・すみ・すずりマップ」 

・５年「もっと知りたい 手書き文

字と活字」 

３ 

組
織
・
配
列
等
に
つ
い
て 

(1) 構成、配列、系統性について

配慮されているか。 

 

 

⑴  

・  各教材は、「考えよう」「確かめよう」「生かそ

う」の三段階の学習過程を示し、見通しをもって学習

に取り組むことができるよう配慮されている。 

 

 

 

・ ６年においては既習内容のまとめとなる学習課題が

設定されており、小学校の学習のまとめができるよう

配慮されている。 

    

 

⑴  

・ 各学年「学習の進め方」 

 三段階の学習過程  

「考えよう」  

「確かめよう」  

「生かそう」 

 

・ 各学年「たいせつのまとめ」 

６年「書写ブック」 

(2) 他教科等との関連について配

慮されているか。 

 

 

⑵  

・  国語の教科書に掲載されている物語や古典文学を書

いて味わう活動を通して、言語文化に親しむことがで

きるよう工夫されている。 

 

  

・ 手紙やはがき、原稿用紙の書式を整理して示してお

り、学習内容を日常生活に生かすことができるよう配

慮されている。 

 

⑵ 

・ 各学年「ことば」  

２年「スイミー」 

３年「十二支のことわざえほん」 

５年「はじめて出会う 古典作品集」

  

・ 各学年「書写広げたい」  

１年「横書きの書き方」 

２年「げんこう用紙に書くとき」 

３年「手紙の書き方」 

４年「リーフレットの書き方」 

５年「英語で書いてみよう」 

６年「ポスターを作るときの工夫」 
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令和６年度使用 
 
 

小学校・義務教育学校前期課程用 

教科用図書調査研究資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那須塩原市・那須町採択地区協議会 
 
 
 
 

社  会 



 

        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 社 会 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

東 京 書 籍 株 式 会 社  社 会  30 5  

新 編  新 し い 社 ３  

社 会  40 5   

新 編  新 し い 社 会 ４  

社 会  50 5  5 0 6  

新 編  新 し い 社 会 ５

上  

新 編  新 し い 社 会 ５

下  

社 会  60 5  6 0 6   

新 編  新 し い 社 会 ６

 政 治 ・ 国 際 編   

新 編  新 し い 社 会 ６  

歴 史 編  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 
( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
① 地 域 社 会 （ 市 町 ） の 社
会 的 事 象  

（ 第 ３ 学 年 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 ② 地 域 社 会 （ 県 ） の 社 会

的 事 象  
（ 第 ４ 学 年 ）  

 
 
 
 
 
 
 
 ③ 我 が 国 の 国 土 と 産 業  

（ 第 ５ 学 年 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 ④ 我 が 国 の 政 治 、 歴 史 及

び 国 際 理 解  
（ 第 ６ 学 年 ）  

 
( 1 )  
① ・ 学 習 の 進 め 方 が 、 段 階 を 追 っ て 進 め ら れ

て い る 。 児 童 が 自 ら 学 習 問 題 を 作 り 、 問 題
解 決 に 向 か っ て 学 習 を 進 め や す い よ う 配 慮
さ れ て い る 。  

・ ペ ー ジ ご と に 、 「 つ か む 」 「 調 べ る 」
「 ま と め る 」 「 い か す 」 と 問 題 解 決 に あ た
っ て ど の 段 階 を 学 習 し て い る か 、 表 記 さ れ
て い る の で 分 か り や す い 。  

 
 
 
 
 
 
② ・ 身 近 な 地 域 に つ い て 、 見 学 や 聞 き 取 り 調

査 を 通 し て 調 べ る 学 習 の 進 め 方 が 例 示 さ れ
て お り 、 主 体 的 に 学 習 の 問 題 を 追 究 ・ 解 決
す る 活 動 を 行 う こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ
て い る 。  
・ 身 近 な 地 域 に 関 連 付 け て 、 提 案 ・ 発 信 す
る 学 習 場 面 が 設 け ら れ て お り 、 地 域 社 会 の
一 員 と し て の 自 覚 を も つ こ と が で き る よ う
配 慮 さ れ て い る 。  

 
③ ・ 単 元 の 導 入 の 場 面 で は 、 社 会 的 事 象 に 関

す る 身 近 な 例 示 が 多 く 、 実 生 活 と 関 連 付 け
な が ら 学 習 を 進 め や す い よ う に 工 夫 さ れ て
い る 。  
・ 単 元 の ま と め の 場 面 で は 、 学 習 し た こ と
を さ ま ざ ま な 方 法 で ま と め る 例 示 が 紹 介 さ
れ て お り 、 そ の 単 元 の 内 容 に あ っ た 方 法 で
学 習 の ま と め を 行 う こ と が で き る よ う に 工
夫 さ れ て い る 。  

 
④ ・ 学 び の ポ イ ン ト や 社 会 的 な 見 方 ・ 考 え 方

が 掲 載 さ れ て お り 、 社 会 的 事 象 の つ な が り
や 相 互 の 関 連 を 意 識 す る こ と が で き る よ う
工 夫 さ れ て い る 。   
・ 様 々 な 立 場 か ら 社 会 的 事 象 を 考 察 す る 活
動 が 設 け ら れ て お り 、 多 角 的 に 考 え る こ と
が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
( 1 )  
① ・ 「 わ た し た ち の ま ち  み

ん な の ま ち 」 で は 、 導 入 で
「 学 校 の ま わ り 」 を 学 習 す
る こ と で 、 次 の 「 １ 市 の 様
子 」 の 学 習 問 題 を 設 定 し や
す く な っ て い る 。  
・ 生 活 科 の 「 ま ち た ん け
ん 」 の 既 習 事 項 か ら 学 校 の
周 り の 絵 地 図 を 地 図 記 号 を
使 っ て 白 地 図 に 表 現 す こ と
を 丁 寧 に 取 り 上 げ て お り 、
生 活 科 か ら 社 会 科 へ の 移 行
が ス ム ー ズ で あ る 。  
 

② ・ 「 ご み の し ょ り と 利 用 」
の 「 い か す 」 で は 、 学 習 し
た こ と を 基 に 、 自 分 た ち の
生 活 と 関 連 付 け な が ら 考 え
を ま と め ら れ る よ う 工 夫 さ
れ て い る 。 （ p.68）  

 
 
 
 
③ ・ 「 水 産 業 の さ か ん な 地

域 」 の 「 ま と め る 」 で は 、
こ れ か ら の 日 本 の 水 産 業 に
つ い て 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ
ン ソ フ ト を 使 っ て 、 自 分 の
考 え や 意 見 を ま と め ら れ る
よ う 工 夫 さ れ て い る 。  
（ p.1 0 6）   

 
 
④ ・ 「 戦 国 の 世 か ら 天 下 統 一

へ 」 で は 、 豊 臣 秀 吉 が 作 っ
た き ま り が 世 の 中 に 与 え た
影 響 を 考 え さ せ る こ と で 、
江 戸 時 代 の 身 分 制 と の 関 連
が 図 ら れ て い る 。  
（ ６ 年 歴 史  p. 7 3）  

  
( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
 

 
( 2 )  

・ 単 元 の 学 習 の 過 程 に お い て 、 社 会 的 な 見
方 ・ 考 え 方 を 働 か せ た 学 び が 例 示 さ れ て お
り 、 既 習 事 項 を 関 連 付 け な が ら 理 解 す る こ
と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   
・ 様 々 な 方 法 に よ る 表 現 活 動 が 提 示 さ れ て
お り 、 課 題 に 向 き 合 い 、 対 話 し た り 多 角 的
に 考 え た り し な が ら 、 知 識 を 深 め る こ と が
で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
⑵  

・ 「 環 境 を 守 る わ た し た
ち 」 で は 、 立 場 で ま と め て
話 し 合 う 場 が 設 定 さ れ て い
る 。  
（ ５ 年 下  pp . 1 2 0－ 1 21）  

 

  
( 3 )  挿 絵 、 写 真 、 図 表 、 グ

ラ フ 等 は 内 容 に 対 応 し た
適 切 な も の で あ る か 。  

 

 
( 3 )  

・ 比 較 検 討 で き る 折 込 ペ ー ジ が 設 け ら れ て
お り 、 疑 問 や 気 付 き を 基 に 課 題 を 追 究 す る
こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
⑶  

・ 「 縄 文 の む ら か ら 古 墳 の
く に へ 」 で は 、 縄 文 時 代 と
弥 生 時 代 の く ら し の 様 子 が
比 較 し や す い よ う 配 置 さ れ
て い る 。  
（ ６ 年 歴 史  pp . 1 2－ 15）  

 

1

1



 

 

大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 
( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

 
( 1 )  

・ 各 学 年 の 発 達 の 段 階 を 考 慮 し て 、 具 体 的
な 技 能 や 方 法 を 学 ぶ こ と が で き る ペ ー ジ が
設 け ら れ て お り 、 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 や
技 能 を 習 得 す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ
て い る 。  

 
( 1 )  

・ 各 学 年 「 ま な び 方 コ ー ナ
ー 」 が 設 け ら れ て い る 。
（ ３ 年  p. 8 2）  

 
( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 
 

 
( 2 )  

・ 学 習 し た こ と を 書 き 込 め る ペ ー ジ が 単 元
の ま と め の 段 階 で 設 け ら れ て お り 、 既 習 事
項 を 理 解 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て
い る 。  
・ 学 習 指 導 要 領 に 選 択 的 に 例 示 さ れ て い る
事 例 が 掲 載 さ れ て お り 、 発 展 的 な 学 習 で 扱
う こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
( 2 )  

・ 「 せ り ふ を 考 え て 、 ま ん
が を 完 成 さ せ よ う 」 が 取 り
上 げ ら れ て い る 。  
（ ６ 年 歴 史  p. 5 4）  
・ 「 わ た し た ち の 国 土 」 の
学 習 の ま と め で は 既 習 し た
内 容 を 穴 埋 め 式 で ま と め ら
れ る よ う に な っ て い る 。  
・ 「 自 然 災 害 か ら 暮 ら し を
守 る 」 で は 、 自 分 た ち の 住
ん で い る 地 域 の 防 災 対 策 に
つ い て 調 べ る よ う に な っ て
い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 
 

 
( 1 )  

・ 全 て の 小 単 元 に お い て 、 学 習 の 流 れ が 明
示 さ れ て お り 、 学 習 の 見 通 し を も ち 、 問 題
を 追 及 ・ 解 決 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ
れ て い る 。   
・ 巻 頭 で は 、 前 学 年 で 学 ん だ こ と と 当 該 学
年 で 学 ぶ こ と が 見 開 き で 掲 載 さ れ て お り 、
前 年 の 学 習 を 受 け 、 見 通 し を も っ て 学 習 に
取 り 組 む こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。  

 
( 1 )  

・ 巻 頭 に 生 活 科 で 学 ん だ こ
と を 3年 生 の 社 会 科 で 学 ぶ
こ と に 生 か す た め の ガ イ ダ
ン ス が あ る 。  

(３ 年 pp .4 - 5 )  
・ 巻 頭 に 「 ５ 年 生 で 学 ん だ
こ と 」 、 「 ６ 年 生 で 学 ぶ こ
と 」 が 示 さ れ て い て 、 学 年
間 の 接 続 が 分 か る よ う に な
っ て い る 。  
（ ６ 年 pp. 4 - 5）  

 
( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 
 

 
( 2 )  

・ 「 ひ ろ げ る 」 の ペ ー ジ で 「 人 権 ・ 福 祉 」
「 伝 統 ・ 文 化 」 、 「 防 災 ・ 安 全 」 等 に 関 す
る 内 容 が 掲 載 さ れ て お り 、 道 徳 科 や 総  合 的
な 学 習 の 時 間 と の 関 連 を 図 る こ と が で き る
よ う 配 慮 さ て い る 。  

 
( 2 )  

・ 「 き ょ う 土 の 伝 統 ・ 文 化
と 先 人 た ち 」 で は 、 「 地 い
き の 医 り ょ う に つ く す 」 が
取 り 上 げ ら れ て お り 、 道 徳
科 と の 関 連 が 見 ら れ る 。  

（ ４ 年  p. 1 2 6）  

 

2

2



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 社 会 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

教 育 出 版 株 式 会 社  社 会  30 7   

小 学 社 会 ３  

社 会  40 7   

小 学 社 会 ４  

社 会  50 7   

小 学 社 会 ５  

社 会  60 7   

小 学 社 会 ６  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 
( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
① 地 域 社 会 （ 市 町 ） の 社
会 的 事 象  

（ 第 ３ 学 年 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ② 地 域 社 会 （ 県 ） の 社 会

的 事 象  
（ 第 ４ 学 年 ）  

 
 
 
 
 
 ③ 我 が 国 の 国 土 と 産 業  

（ 第 ５ 学 年 ）  
 
 
 
 
 
 
 ④ 我 が 国 の 政 治 、 歴 史 及

び 国 際 理 解  
（ 第 ６ 学 年 ）  

 
( 1 )  
① ・ 学 習 問 題 を つ く る ペ ー ジ が 設 け ら れ 、 学

習 の 見 通 し を も っ て 計 画 的 に 問 題 解 決 に 向
か え る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  
・ 問 題 解 決 に あ た っ て 、 「 つ か む 」 「 調 べ
る 」 「 ま と め る 」 「 つ な げ る 」 と 段 階 を 追
え る よ う に な っ て い る 。 意 図 的 に 話 合 い 活
動 が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る よ う に な っ
て い る 。  
 
 
・ 地 図 や 写 真 、 イ ン タ ビ ュ ー な ど の 資 料 が
と り あ げ ら れ て お り 、 児 童 自 ら が 問 題 解 決
的 な 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 配 慮
さ れ て い る 。  

 
 
② ・ 人 々 の く ら し や 先 人 の 働 き 等 に つ い て の

様 々 な 事 例 が  挙 げ ら れ て お り 、 地 域 社 会 に
つ い て 考 え る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て
い る 。  
・ 立 場 の 異 な る 人 々 の 思 い や 願 い が 取 り 上
げ ら れ て お り 、 社 会 参 画 に 向 け て 意 識 を 高
め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
③ ・ キ ー ワ ー ド と と も に 本 文 に そ の 説 明 が 書

か れ て お り 、 社 会 的 事 象 に つ い て 理 解 し や
す い よ う に 工 夫 さ れ て い る 。  
・ 単 元 の ま と め で は 、 学 習 し た 内 容 に つ い
て 、 持 続 可 能 な 社 会 の 視 点 か ら 、 社 会 的 事
象 の つ な が り を 意 識 す る こ と が で き る よ う
に 工 夫 さ れ て い る 。  

 
④ ・ 児 童 の 疑 問 や 気 付 き を 促 す 資 料 が 用 い ら

れ て お り 、 主 体 的 に 問 題 解 決 す る こ と が で
き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   
・ 単 元 同 士 を つ な ぐ 資 料 が 掲 載 さ れ て お
り 、 政 治 ・ 歴 史 ・ 国 際 関 係 と の 関 連 を 意 識
す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
( 1 )  
① ・ 「 3地 い き の 安 全 を 守

る 」 で は 、 各 小 単 元 ご と に
学 習 問 題 つ く り か ら 話 合 い
が で き る よ う に な っ て い
る 。  
（ 例 ） 「 火 事 か ら ま ち を 守
る 」  
Ｐ 98（ つ か む ） 学 習 問 題 つ
く り  
Ｐ 112（ つ な げ る ） 話 合 い  
・ 「 わ た し た ち の ま ち と
市 」 の 学 習 に お い て 、 児 童
の つ ぶ や き や 写 真 の 配 列 が
児 童 の 実 態 に 即 し た も の に
な っ て い る 。  

 
② ・ 「 地 域 で 受 け 継 が れ て き

た も の 」 で は 、 昔 か ら 受 け
継 が れ て き た 伝 統 行 事 に 携
わ る 人 た ち が 紹 介 さ れ て い
る 。 （ pp. 1 1 4－ 12 9）  

 
 
 
③ ・ 「 未 来 を 支 え る 食 糧 生

産 」 で は 、 持 続 可 能 な 社 会
の 視 点 を 重 視 し 、 こ れ か ら
の 日 本 の 食 糧 生 産 に つ い て
考 え た こ と を 意 見 交 換 で き
る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。
(P. 1 1 9 )  

 
④ ・ 「 大 陸 に 学 ん だ 国 づ く

り 」 で は 、 導 入 に 荒 波 を 行
く 遣 唐 使 船 を 大 き く 提 示
し 、 我 が 国 が 遣 唐 使 を 送 っ
た 理 由 を き っ か け に 、 飛 鳥
・ 奈 良 時 代 の 学 習 を 進 め て
い く 形 が と ら れ て い る 。
（ p.9 4）  

 

  
( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
 

 
( 2 )  

・ 学 習 の 進 め 方 を 示 す 「 モ デ ル 図 」 や 学 習
過 程 が 例 示 さ れ て お り 、 見 通 し を も っ て 問
題 解 決 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。   
・ 立 場 の 異 な る 人 の イ ン タ ビ ュ ー が 取 り 上
げ ら れ て お り 、 社 会 的 な 選 択 ・ 判 断 を す る
こ と で 、 今 後 の 社 会 を 構 想 す る こ と が で き
る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
( 2 )  

・ 各 学 年 の 巻 頭 に 「 社 会 科
の 学 習 の 進 め 方 」 が 示 さ れ
て い る 。  
・ 「 わ た し た ち の 県 の ま ち
づ く り 」 で  は 、 児 童 の 関
心 を 高 め ら れ る よ う 史 跡 や
文 化 財 に 携 わ る 人 の 話 が そ
の 思 い に も 触 れ な が ら 紹 介
さ れ て い る 。  
（ ４ 年  pp . 1 8 0 - 1 8 1）  

  
( 3 )  挿 絵 、 写 真 、 図 表 、 グ

ラ フ 等 は 内 容 に 対 応 し た
適 切 な も の で あ る か 。  

 

 
⑶  

・ イ ラ ス ト や 写 真 が カ ラ ー で 取 り 上 げ ら れ
て お り 、 当 時 の 暮 ら し な ど の 実 際 の 様 子 を
捉 え 、 現 在 の 自 分 自 身 の 生 活 と 関 連 付 け て
捉 え る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
⑶  

・ 「 戦 争 と 人 々 の く ら し 」
で は 、 白 黒 写 真 が カ ラ ー 化
さ れ て い る 。  
（ ６ 年  p. 2 1 2）  

 

3

3



 

 

大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 
( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

 
( 1 )  

・ 発 達 の 段 階 に 応 じ た 一 人 一 台 端 末 の 活 用
の 仕 方 が 例 示 さ れ て お り 、 児 童 の 興 味 ・ 関
心 を 高 め る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。   
・ 児 童 が 体 験 的 な 活 動 と 生 活 経 験 と を 関 連
付 け て 考 え る 活 動 を 重 視 し て お り 、 興 味 ・
関 心 を 高 め な が ら 学 習 に 取 り 組 む こ と が で
き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
( 1 )  

・ 各 学 年 の 巻 頭 に 「 社 会 科
の 学 習 を 広 げ る 」 が 示 さ れ
て い る 。  
・ 「 ご み は ど こ へ 」 で は 、
「 学 校 の ご み 調 べ 」 か ら 学
習 を 始 め る 事 例 が 取 り 上 げ
ら れ て い る 。  
（ ４ 年  p. 3 0）  

 
( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 
 

 
( 2 )  

・ 単 元 の ま と め で は 、 追 究 の 結 果 を 多 様 な
手 法 で 整 理 す る 活 動 が 位 置 付 け ら れ て お
り 、 補 充 的 な 学 習 に つ な げ る こ と が で き る
よ う 配 慮 さ れ て い る 。   
・ 各 学 年 に 学 習 を 広 げ た り 深 め た り す る ペ
ー ジ が 設 け ら れ て お り 、 発 展 的 な 学 習 に 取
り 組 む こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
⑵  

・ 各 学 年 「 も っ と 知 り た
い 」 の ペ ー ジ が 設 け ら れ て
い る 。 第 ６ 学 年 で は 、 日 本
と 世 界 の 関 わ り を 取 り 上 げ
た 教 材 が 多 く 掲 載 さ れ て い
る 。 各 学 年 、 巻 頭 「 社 会 科
の 学 習 を 広 げ  る 」 の ペ ー
ジ が 設 け ら れ て い る 。  

  （ ６ 年  p. 2 3 4）  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 
 

 
( 1 )  

・ 身 近 な 社 会 的 事 象 や 既 習 事 項 が 導 入 と し  
て 取 り 上 げ ら れ て お り 、 社 会 参 画 に 向 け て
意 識 を 高 め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て
い る 。   
・ 巻 頭 に 、 前 学 年 の 学 習 を 振 り 返 る ペ ー ジ
が 掲 載 さ れ て お り 、 内 容 の つ な が り を 踏 ま
え 、 当 該 学 年 の 学 習 を す る こ と が で き る よ
う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
( 1 )  

・ 「 日 本 国 憲 法 」 の 学 習 に
つ な げ る た め に 、 「 と も に
生 き る 暮 ら し と 政 治 」 で
は 、 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ
ン ピ ッ ク に つ い て 取 り 上 げ
ら れ て い る 。  
（ ６ 年  pp . 8 - 1 1）  

 
( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 
 

 
( 2 )  

・ 巻 頭 に 、 社 会 科 と 他 の 教 科 と の 学 習 連 携
の 例 が 示 さ れ て お り 、 他 教 科 と の 関 連 付 け
を 意 識 し て 学 習 を 進 め る こ と が で き る よ う
配 慮 さ れ て い る 。   
・ 「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と つ な げ て 考 え よ う 」 で は 、
既 習 事 項 と Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 目 標 を 関 連 付 け て 考
え る ペ ー ジ が 掲 載 さ れ て お り 、 こ れ か ら の
社 会 や 暮 ら し の 在 り 方 を 考 え る な ど 、 総 合
的 な 学 習 の 時 間 と の 関 連 が 図 ら れ て い る 。  

 
⑵  

・ 全 学 年 で 、 「 他 教 科 と の
関 わ り 」 が 掲 載 さ れ て い
る 。  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 社 会 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

日 本 文 教 出 版 株 式 会 社  社 会  3 08  

小 学 社 会  ３ 年  

社 会  4 08  

小 学 社 会  ４ 年  

社 会  5 08  

小 学 社 会  ５ 年  

社 会  6 08  

小 学 社 会  ６ 年  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 
( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
① 地 域 社 会 （ 市 町 ） の 社
会 的 事 象  

（ 第 ３ 学 年 ）  
 
 
 ② 地 域 社 会 （ 県 ） の 社 会

的 事 象  
（ 第 ４ 学 年 ）  

 
 
 
 
 
 
 ③ 我 が 国 の 国 土 と 産 業  

（ 第 ５ 学 年 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 ④ 我 が 国 の 政 治 、 歴 史 及

び 国 際 理 解  
（ 第 ６ 学 年 ）  

 
( 1 )  
① ・ 学 習 の 流 れ に 沿 っ て 資 料 が 配 置 さ れ て い

る 。 問 題 解 決 的 な 学 習 を 行 う こ と が で き る
よ う 配 慮 さ れ て い る 。  
・ 単 元 の ま と め に は 、 話 合 い 活 動 が 設 定 さ
れ て お り 、 既 習 事 項 を 比 較 ・ 分 類 し た り 、
関 連 付 け た り す る こ と を 通 し て 知 識 を 習 得
で き る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。  

 
② ・ 地 域 の 人 々 の 工 夫 や 努 力 に つ い て 掲 載 さ

れ て お り 、 地 域 の 人 々 の 思 い や 願 い に 触 れ
る こ と で 、 地 域 社 会 に 対 す る 誇 り や 愛 情 を
養 う こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   
・ 身 近 な 生 活 の 中 か ら 学 習 問 題 を 考 え る 場
面 が 設 定 さ れ て お り 、 自 分 自 身 の 生 活 と 関
連 付 け て 課 題 を 捉 え る こ と が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る 。  

 
③ ・ 社 会 的 事 象 の 見 方 が ３ つ の 視 点 に 分 類 さ

れ て お り 、 社 会 的 事 象 の つ な が り や 関 連 を
意 識 す る こ と が で き る よ う に 工 夫 さ れ て い
る 。  
・ 各 単 元 で 、 現 代 的 な 課 題 が 示 さ れ て お
り 、 将 来 を 担 う 子 供 た ち に ど う し た ら 社 会
的 課 題 を 解 決 で き る か を 問 う 内 容 に な っ て
い る 。  

 
④ ・ 様 々 な 資 料 が 示 さ れ て お り 、 比 較 検 討 し

な が ら 、 多 角 的 に 社 会 的 事 象 を 捉 え る こ と
が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   
・ 追 究 結 果 を 様 々 な 方 法 で ま と め 、 話 し 合
う 活 動 が 設 け ら れ て お り 、 思 考 力 や 表 現 力
を 高 め る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。  

 
( 1 )  
① ・ 単 元 の ま と め の 活 動 と し

て 、 ガ イ ド マ ッ プ や ポ ス タ
ー 作 り な ど 、 必 要 感 の あ る
活 動 が 例 示 さ れ て い る 。  
「 わ た し た ち の す ん で る 市
の よ う す 」 (pp . 4 0 - 4 1 )  

 
 
② ・ 「 地 域 の 伝 統 や 文 化 と 、

先 人 の は た ら き 」 で は 、
「 わ た し た ち に で き る こ
と 」 と し て 捉 え さ せ る こ と
で 、  地 域 社 会 に 対 す る 愛
情 、 地 域 の 一 員 と し て の 自
覚 を 養 う よ う 工 夫 さ れ て い
る 。 （ p.1 2 9）  

 
③ ・ 「 わ た し た ち の 食 生 活 を

支 え る 食 糧 生 産 」 の ま と め
で は 、 食 糧 生 産 の 問 題 を 解
決 す る 取 り 組 み に つ い て 考
え た こ と を 「 深 め 合 い 」 の
時 間 を 設 定 し て 、 意 見 交 換
が で き る よ う に 工 夫 さ れ て
い る 。 (pp . 1 3 2 - 1 3 3 )  

 
④ ・ 様 々 な 図 表 や グ ラ フ 、 写

真 が 掲 載 さ れ て お り 、 違 い
や 変 化 を 見 い だ す こ と が で
き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

  
( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
 

 
( 2 )  

・ 発 達 の 段 階 を 踏 ま え て 、 調 べ 方 や 調 べ た
こ と の 整 理 の 仕 方 が 例 示 さ れ て お り 、 進 ん
で 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 配 慮 さ
れ て い る 。   
・ 様 々 な 交 流 場 面 が 「 深 め 合 い 活 動 」 と し
て 具 体 的 に 掲 載 さ れ て お り 、 立 場 や 根 拠 を
明 確 に し て 議 論 す る こ と が で き る よ う 工 夫
さ れ て い る 。   

 
( 2 )  

・ 「 日 本 国 憲 法 と 政 治 の し
く み 」 で は 、 「 深 め 合 い 活
動 」 の 一 例 が 示 さ れ て い
る 。  
（ ６ 年  pp . 3 0－ 31）  

  
( 3 )  挿 絵 、 写 真 、 図 表 、 グ

ラ フ 等 は 内 容 に 対 応 し た
適 切 な も の で あ る か 。  

 

 
( 3 )  

・ 見 開 き ペ ー ジ の レ イ ア ウ ト で は 、 地 図 と
写 真 の 位 置 が つ な が る よ う に 配 置 さ れ て お
り 、 そ れ ぞ れ の 資 料 と 本 文 を 関 連 付 け な が
ら 理 解 す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。   
・ 様 々 な 視 覚 資 料 や 文 字 資 料 が 掲 載 さ れ て
お り 、 社 会 的 事 象 を 多 角 的 に 理 解 す る こ と
が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
⑶  

・ 「 世 界 か ら 見 た 日 本 」 で
は 、 本 文 の 近 く に 写 真 や イ
ラ ス ト が 配 置 さ れ て い る 。
（ ５ 年  pp . 1 6－ 17）  
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大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 
( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

 
( 1 )  

・ 当 該 学 年 の 学 習 内 容 を 簡 潔 に ま と め る と
と も に 、 学 習 の 進 め 方 を 示 し て お り 、 学 習
へ の 興 味 ・ 関 心 を 高 め る こ と が で き る よ う
配 慮 さ れ て い る 。   
・ 発 達 の 段 階 に 応 じ て 、 イ ラ ス ト や 写 真 が
使 い 分 け ら れ て お り 、 課 題 を 焦 点 化 し な が
ら 追 究 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。   

 
( 1 )  

・ 「 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト の
店 内 の よ う す 」  
（ ３ 年  pp . 7 9－ 80）   
・ 「 自 然 災 害 か ら 人 々 を 守
る 活 動 」  
（ ４ 年  pp . 8 0 - 8 1）  
・ 「 さ ま ざ ま な 土 地 の く ら
し 」  
（ ５ 年  pp . 3 0－ 31）   
・ 「 日 本 の あ ゆ み 」  
（ ６ 年  pp . 6 2－ 63）  

 
( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 
 

 
( 2 )  

・ 単 元 に お い て 学 習 し た 内 容 を 繰 り 返 し 使
っ た り 、 作 業 し た り す る ペ ー ジ が 設 け ら れ
て お り 、 既 習 事 項 を 習 得 す る こ と が で き る
よ う 工 夫 さ れ て い る 。   
・ 話 し 合 う 中 で 生 じ た 課 題 を 「 さ ら に 考 え
た い 問 題 」 と し て 例 示 さ れ て お り 、 既 習 事
項 を 使 っ て 、 課 題 解 決 を 図 る 学 習 を 設 け る
こ と で 、 よ り 深 く 追 究 す る こ と が で き る よ
う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
( 2 )  

・ 各 学 年 で 「 さ ら に 考 え た
い 問 題 」 の コ ー ナ ー が 設 け
ら れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 
 

 
( 1 )  

・ 「 社 会 科 の 学 習 の 進 め 方 」 や 、 学 習 の 段
階 を 示 す 「 イ ン デ ッ ク ス 」 が 例 示 さ れ て お
り 、 見 通 し を も っ て 追 究 す る こ と が で き る
よ う 配 慮 さ れ て い る 。   
・ 巻 末 に 当 該 学 年 で 学 習 し た こ と と 、 こ れ
か ら 学 習 す る 内 容 を 示 す ペ ー ジ が 設 け ら れ
て お り 、 つ な が り を 意 識 し て 次 学 年 の 学 習
を す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
( 1 )  

・ 全 学 年 で 「 ○ 年 生 の 学 習
を ふ り 返 っ て 」 、 「 ど ん な
力 が 身 に つ い た の か な 」 、
「 ○ 年 生 （ 中 学 校 ） に 向 か
っ て 」 の ペ ー ジ が 設 け ら れ
て い る 。  

 
( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 
 

 
( 2 )  

・ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に つ い て 考 え る ペ ー ジ が 全 学 年
に 掲 載 さ れ て お り 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 と
の 関 連 を 図 り 、 今 日 の 諸 課 題 へ の 意 識 を 高
め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   
・ 学 習 し た こ と を 基 に 、 様 々 な 表 現 に よ っ
て ま と め る 活 動 が  例 示 さ れ て お り 、 国 語 科
と の 関 連 が 図 ら れ て い る 。  

 
( 2 )  

・ 「 未 来 に つ な げ る ～ わ た
し た  ち の Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ～ 」 で 、 「 安
心 し  て 、 く ら し 続 け ら れ る ま ち
づ く  り に 向 け て 」  に つ い て 取
り 上  げ ら れ て い る 。   

（ ６ 年  p. 2 3 0）  
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令和６年度使用 
 
 

小学校・義務教育学校前期課程用 

教科用図書調査研究資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那須塩原市・那須町採択地区協議会 
 
 
 
 
 

地 図 



 種 目 地 図 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３  ・  ４  ・  ５  ・  ６  年  

東 京 書 籍 株 式 会 社  地 図  30 3  

新 編  新 し い 地 図 帳  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

① 我 が 国 や 世 界 の 国 々 の

自 然 の 様 子  

 

 

 

 

 ② 我 が 国 や 世 界 の 国 々 の

産 業 の 様 子  

 

 

 

 

 

 

 ③ 我 が 国 や 世 界 の 国 々 の

人 々 の 生 活 の 様 子  

 

 

 

 

 ④ 我 が 国 と 世 界 の 国 々 と

の 関 わ り  

 

 

( 1 )  

① ・ 土 地 の 高 低 を 捉 え る 配 色 が さ れ て お り 、

我 が 国 の 国 土 や 世 界 の 国 々 の 地 形 に つ い

て 、 視 覚 的 に 理 解 す る こ と が で き る よ う 工

夫 さ れ て い る 。  

・ 国 土 の 広 が り を 示 す 地 図 や 島 々 の 写 真 が

掲 載 さ れ て お り 、 国 土 に 対 す る 地 理 的 理 解

を 深 め る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。  

  

② ・ 日 本 の 農 業 、 水 産 業 、 工 業 等 に 応 じ て 、

関 連 す る グ ラ フ や 図 、 イ ラ ス ト が 取 り 上 げ

ら れ て お り 、 相 互 に 関 連 付 け な が ら 考 察 で

き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

・ 一 般 図 で は 、 特 産 物 や 工 業 生 産 品 が イ ラ

ス ト で 掲 載 さ れ て お り 、 地 域 の 特 色 を 捉 え

る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

③ ・ 一 般 図 で は 、 世 界 の 国 の 人 々 の 生 活 の 様

子 が 写 真 資 料 や イ ラ ス ト で 掲 載 さ れ て お

り 、 そ れ ぞ れ の 国 の 特 徴 を 比 較 す る こ と が

で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 

④ ・ 主 題 図 と 関 連 の あ る 資 料 が 見 開 き ペ ー ジ

に 掲 載 さ れ て お り 、 比 較 し な が ら 考 察 す る

こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

・ オ リ ン ピ ッ ク や ワ ー ル ド カ ッ プ の 主 題 図

を 掲 載 す る こ と に よ り 、 我 が 国 と の つ な が

り を 意 識 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て

い る 。  

 

( 1 )  

① ・ ５ 年 の 学 習 に つ な が る

よ う に 、 日 本 の 地 形 に お

い て 、 そ の 特 色 が 捉 え ら

れ る よ う 、 山 地 、 台 地 、

平 野 の 三 種 類 の み で 表 示

さ れ て い る 。  

 (p p . 6 7－ 68 )  

 

 

② ・ ５ 年 の 学 習 に つ な が る

よ う に 、 「 日 本 の 産 業 」

と 「 日 本 の 交 通 、 都 市 」

相 互 の 関 係 が 読 み 取 れ る

よ う に 、 並 べ て 掲 載 さ れ

て い る 。  

 (p p . 7 3－ 74 )   

 

③ ・ ６ 年 の 国 際 理 解 の 学 習

に つ な が る よ う に 、 ヨ －

ロ ッ パ や 世 界 の 料 理 が 写

真 と と も に 掲 載 さ れ て い

る 。 (p. 6 2 )   

 

④ ・ ５ 年 の 学 習 に つ な が る

よ う に 、 日 本 の 貿 易 に 関

す る 統 計 資 料 な ど が グ ラ

フ な ど で 掲 載 さ れ て い

る 。  （ pp .7 5－ 76）  

  

( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

 

 

( 2 )  

・ 地 図 中 に 児 童 の 思 考 に 沿 っ た 学 習 の 手 掛

か り が 例 示 さ れ て お り 、 社 会 的 事 象 に つ い

て 多 角 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 問 題 解

決 が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 ・ 主 題 図 で は 、 単 元 の 学 習 内 容 に 応 じ た

資 料 が 大 き く 掲 載 さ れ て お り 、 課 題 を 明 確

に し て 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る 。  

 

( 2 )  

・ 「 東 北 地 方 」 の 一 般 図

で は 、 登 場 す る キ ャ ラ ク

ー の 吹 き 出 し に よ り 、 地

図 を 見 る 視 点 を 示 し て い

る 。 （ pp. 4 8－ 50）  

  

( 3 )  挿 絵 、 写 真 、 図 表 、 グ

ラ フ 等 は 、 内 容 に 対 応 し

た 適 切 な も の で あ る か 。  

 

 

 

( 3 )  

・ 内 容 に 応 じ た 特 集 の ペ ー ジ が 掲 載 さ れ て

お り 、 児 童 が 学 習 に 必 要 な 情 報 を 選 択 し な

が ら 調 べ る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  

 

( 3 )  

・ ６ 年 の 学 習 に つ な が る

よ う に 、 「 京 都 市 中 心

部 」 の 地 図 が 掲 載 さ れ て

い る 。 (pp . 3 3－ 34 )  

1

1



大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ

て い る か 。  

 

 

( 1 )  

・ 地 図 活 用 の 技 能 や 知 識 を 身 に 付 け る こ と

が で き る よ う な 問 い や 活 動 の コ － ナ － が 掲

載 さ れ て お り 、 興 味 ・ 関 心 を も っ て 地 図 に

親 し む こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

・ 巻 頭 で は 、 地 図 の 仕 組 み と 約 束 を 解 説 し

た 地 図 学 習 の ペ ー ジ が 掲 載 さ れ て お り 、 地

図 の き ま り や 地 図 帳 の 使 い 方 を 身 に 付 け る

こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

( 1 )  

・ 各 所 に 「 ホ ッ プ ↗ ス テ ッ

プ ↗ マ ッ プ で ジ ャ ン プ ↗ 」

の コ ー ナ ー を 設 け て い る 。  

 

( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮

さ れ て い る か 。  

 

 

 

( 2 )  

・ 歴 史 や 産 業 な ど 多 様 な 主 題 図 が 掲 載 さ れ

て お り 、 そ れ ぞ れ の 単 元 で 学 習 し た 内 容 を

関 連 付 け て 理 解 す る こ と が で き る よ う 工 夫

さ れ て い る 。   

・ 一 般 図 で は 、 歴 史 人 物 や 世 界 遺 産 な ど の

イ ラ ス ト が 掲 載 さ れ て お り 、 興 味 ・ 関 心 に

応 じ て 違 う 視 点 で 地 図 を 見 る こ と が で き る

よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

・ 様 々 な 場 面 で 活 用 で き る QRコ ン テ ン ツ が

各 ペ ー ジ に あ り 、 学 習 す る 内 容 を よ り 理 解

し や す い よ う に 工 夫 さ れ て い る 。  

 

( 2 )  

・ ６ 年 の 学 習 に つ な が る よ

う に 、 「 日 本 の 歴 史 」 の ペ

ー ジ で 同 時 代 の 世 界 の 様 子

を 示 し た 地 図 や 年 表 が 掲 載

さ れ て い る 。  

( pp . 7 7－ 8 0)  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

 

 

( 1 )  

・ 「 日 本 列 島 を 見 渡 す 地 図 」 、 「 日 本 の 地

方 図 と 都 市 圏 図 」 、 「 世 界 地 図 」 と 配 列 さ

れ て お り 、 学 年 の 学 習 内 容 に 応 じ た 構 成 に

な る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

( 1 )  

・ ４ 年 の 学 習 に つ な が る よ

う に 、 都 道 府 県 の 位 置 や 名

称 が 「 日 本 の 47都 道 府 県 」

に て 掲 載 さ れ て い る 。  

( pp . 4 - 6 )  

 

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

 

( 2 )  

・ 日 本 の 食 文 化 を テ － マ と し た 地 図 が 掲 載

さ れ て お り 、 地 域 に 根 差 し た 食 文 化 を 学 ぶ

こ と が で き る よ う 、 家 庭 科 と の 関 連 を 図 る

こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

・ 日 本 の 気 候 地 図 で は 、 夏 と 冬 の 気 温 と 降

水 量 が 地 図 や グ ラ フ で 示 さ れ て お り 、 理 科

や 算 数 と の 関 連 が 図 ら れ て い る 。  

  

 

( 2 )  

・ 家 庭 科 の 食 事 や 調 理 の 学

習 に つ な が る よ う に 、 日 本

の 食 文 化 の 地 図 が 掲 載 さ れ

て い る 。 (p. 8 2 )  

 

 

2

2
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楽 し く 学 ぶ  小 学 生 の 地 図 帳 ３ ・ ４ ・ ５ ・ ６ 年  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 
( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
① 我 が 国 や 世 界 の 国 々 の
自 然 の 様 子  

 
 
 
 
 ② 我 が 国 や 世 界 の 国 々 の

産 業 の 様 子  
 
 
 
 
 
 
 ③ 我 が 国 や 世 界 の 国 々 の

人 々 の 生 活 の 様 子  
 
 
 
 
 
 
 ④ 我 が 国 と 世 界 の 国 々 と

の 関 わ り  
 

 
( 1 )  
① ・ 地 図 の 色 合 い が 用 途 に 応 じ て 使 い 分 け ら

れ て お り 、 我 が 国 や 世 界 の 国 々 の 地 形 に つ
い て 、 視 覚 的 に 理 解 す る こ と が で き る よ う
工 夫 さ れ て い る 。  
・ 山 の 高 さ や 川 の 長 さ 、 地 形 を 表 す イ ラ ス
ト が 掲 載 さ れ て お り 、 自 然 環 境 と 人 々 の 暮
ら し を 関 連 付 け て 考 え ら れ る よ う 配 慮 さ れ
て い る 。  
 

② ・ 一 般 図 に 特 産 物 や 工 業 製 品 な ど が 掲 載 さ
れ て お り 、 地 形 や 土 地 利 用 に 目 を 向 け て 産
業 の 特 色 を 理 解 す る こ と が で き る よ う 工 夫
さ れ て い る 。  
・ 主 題 図 で は 、 産 業 別 に 掲 載 さ れ て お り 、
目 的 に 応 じ て 情 報 を 収 集 す る こ と が で き る
よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
③ ・ 国 の 特 徴 に つ い て 整 理 さ れ て お り 、 文 化

を 比 較 し 、 他  国 へ の 理 解 を 深 め る こ と が
で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   
・ 一 般 図 と 国 の 特 徴 が 分 か る 写 真 資 料 が 同
一 ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て お り 、 国 の 位 置 や 特
徴 を 理 解 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て
い る 。  

 
④ ・ 主 題 図 と 関 係 す る 統 計 資 料 が 見 開 き ペ ー

ジ に 掲 載 さ れ て お り 、 我 が 国 と 世 界 の 国 々
と の 結 び 付 き を 意 識 す る こ と が で き る よ う
工 夫 さ れ て い る 。  
・ 貿 易 や 運 輸 の 様 子 が 掲 載 さ れ て お り 、 我
が 国 と 他 国 と の 関 わ り に 気 付 く こ と が で き
る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
( 1 )  
① ・ 一 般 図 で は 、 手 描 き 風

の 立 体 感 の あ る 地 図 表 現
が さ れ て い る 。  

 
 
 
 
 
 
② ・ ５ 年 の 学 習 に つ な が る

よ う に 、 「 日 本 の 産 業 の
よ う す 」 に お い て 、 産 業
別 に 主 題 図 が 掲 載 さ れ て
い る 。  
（ pp. 1 0 3－ 1 06）  

 
 
③ ・ 「 集 ま れ ！ 世 界 の 子 ど

も た ち 」 に  各 国 の 生 活 の
様 子 が 写 真 資 料 と 合 わ せ
て 掲 載 さ れ て い る 。
（ pp. 8 3－  9 2）  

 
 
 
④ ・ ５ 年 の 学 習 に つ な が る

よ う に 、 「 日 本 と 世 界 の
結 び つ き 」 に 関 す る 地 図
や 資 料 が 掲 載 さ れ て い
る 。  
（ pp. 1 0 7－ 1 08）  

  
( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
 

 
( 2 )  
  ・ キ ャ ラ ク タ － の 吹 き 出 し を 例 と し て 思

考 を 深 め 、 社 会 的 事 象 に つ い て 多 角 的 な
見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 問 題 解 決 す る こ
と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 ・ 導 入 に 見 出 し と 会 話 形 式 の 本 文 を 設
け 、 学 習 の 流 れ を 例 示 し て お り 、 児 童 が
課 題 意 識 を も っ て 自 ら 進 ん で 学 ぶ こ と が
で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
( 2 )  

・ ４ 年 の 学 習 に つ な が る
よ う に 、 「 関 東 地 方 南
部 」 で は 、 土 地 利 用 と 交
通 の 関 連 が 図 れ る よ う な
視 点 が 示 さ れ て い る 。
（ p.6 6）  

  
( 3 )  挿 絵 、 写 真 、 図 表 、 グ

ラ フ 等 は 、 内 容 に 対 応 し
た 適 切 な も の で あ る か 。  

 
 

 
( 3 )  

 ・ 一 般 図 と 学 習 課 題 に 沿 っ た 主 題 図 が 関
連 付 け て 掲 載 さ れ て お り 、 児 童 の 学 び を
深 め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。  

 ・ 比 較 さ せ て 考 察 で き る 主 題 図 が 掲 載 さ
れ て お り 、 社 会 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か
せ る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
( 3 )  

・ ５ 年 の 工 業 生 産 の 学 習
に つ な が る よ う に 、 「 自
動 車 産 業 の さ か ん な 愛 知
県 」 の 地 図 が 掲 載 さ れ て
い る 。  
( p. 6 1 )  

 
 

3

3



 

 

大
観
点  

小 観 点 

調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 
( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

 
( 1 )  

・ 地 図 活 用 の 技 能 や 知 識 を 身 に 付 け る た め
の 手 掛 か り が 掲 載 さ れ て お り 、 地 図 に 対 す
る 興 味 ・ 関 心 を 高 め る こ と が で き る よ う 工
夫 さ れ て い る 。  
・ 地 図 の 概 念 や 地 図 帳 の 使 い 方 を ス モ ー ル
ス テ ッ プ で 解 説 し た ペ ー ジ が 掲 載 さ れ て お
り 、 児 童 の 発 達 の 段 階 に 応 じ て 興 味 ・  関 心
を も っ て 学 ぶ こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て
い る 。  

 
( 1 )  

・ 各 所 に 「 地 図 マ ス タ ー へ
の 道 」 の コ ー ナ ー を 設 け て
い る 。  

 
( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 
 

 
( 2 )  

・ 統 計 資 料 や 歴 史 地 図 、 日 本 の 世 界 遺 産 分
布 図 な ど の 主 題 図 が 掲 載 さ れ て お り 、 単 元
の 学 習 と つ な げ る こ と が で き る よ う 工 夫 さ
れ て い る 。   
・ 大 都 市 と そ の 周 辺 の 様 子 が 詳 細 に 読 み 取
れ る 地 方 拡 大 図 や 都 市 圏 図 ・ 都 市 図 が 掲 載
さ れ て お り 、 観 光 地 や 寺 院 の 位 置 な ど 異 な
る 視 点 で 地 図 を 見 る こ と が で き る よ う 配 慮
さ れ て い る 。  

 
( 2 )  

・ ６ 年 の 学 習 に つ な が る よ
う に 、 「 江 戸 時 代 の 結 び つ
き 」 の 地 図 や 資 料 が 掲 載 さ
れ て い る 。  
（ pp. 5 5－ 56）  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 
 

 
( 1 )  

・ 「 広 く 見 わ た す 地 図 」 か ら 「 日 本 の 各 地
方 を 見 る 地 図 」 、 「 世 界 の 地 図 」 と い っ た
配 列 に な っ て お り 、 学 年 の 学 習 内 容  に 応 じ
た 構 成 に な る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  
・ 世 界 地 図 の ペ ー ジ で は 、 主 な 世 界 遺 産 や
「 な ん で も 世 界 一 」 な ど 様 々 な 凡 例 が 詳 し
く 掲 載 さ れ て お り 、 課 題 に 応 じ て 地 図 を 活
用 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
( 1 )  

・ ４ 年 の 学 習 に つ な が る よ
う に 、 都 道 府 県 の 特 徴 が 一
目 で 分 か る 「 広 く 見 わ た す
地 図 」 が 掲 載 さ れ て い る 。  
 (p p . 2 1－ 30 )  

 
( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 
 

 
( 2 )  

・ 世 界 地 図 の ペ ー ジ に は 、 国 際 理 解 や Ｓ Ｄ
Ｇ ｓ の 特 設 コ ー ナ ー が 掲 載 さ れ て お り 、 総
合 的 な 学 習 の 時 間 と の 関 連 が 図 ら れ る よ う
配 慮 さ れ て い る 。  
・ 一 般 図 に 、 音 楽 や 物 語 の 舞 台 と な っ た 場
所 が 掲 載 さ れ て お り 、 音 楽 や 国 語 と の 関 連
が 図 ら れ て い る 。  

 
( 2 )  

・ 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に
向 け た 各  地 の 課 題 や 取 り
組 み を 理 解 で き る よ う に 、
「 世 界 の Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 」 の コ ー
ナ  ー や 特 設 ペ ー ジ が 設 け
ら れ て い る 。  
（ pp. 8 3－ 92、  

p p . 1 2 5－ 1 26）  
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令和６年度使用 
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那須塩原市・那須町採択地区協議会 
 
 
 
 
 

算 数 



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 算 数 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

東 京 書 籍 株 式 会 社  
算 数  1 1 2  1 1 3  

新 編  
あたらしいさんすう １① 
はじめよう！さんすう 
あたらしい さんすう １② 
みつけよう！さんすう 

算 数  2 1 2  2 1 3  
新 編  

新 し い 算 数  ２ 上  
考えるって おもしろい！ 
新 し い 算 数  ２ 下
考えるって おもしろい！ 

算 数  3 1 2  3 1 3  
新 編  

新 し い 算 数  ３ 上
考えたことが つながるね！ 
新 し い 算 数  ３ 下
考えたことが つながるね！ 

算 数  4 1 2  4 1 3  
新 編  

新 し い 算 数  ４ 上  
考えたことが つながるね！ 
新 し い 算 数  ４ 下
考えたことが つながるね！ 

算 数  5 1 2  5 1 3  
新 編  

新 し い 算 数  ５ 上
考えたことが つながるね！ 
新 し い 算 数  ５ 下
考えたことが つながるね！ 

算 数  6 1 2  
新 編  

新 し い 算 数  ６  
数 学 へ ジ ャ ン プ ！  

大  

観  

点  

小 観 点 

調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

① 数 量 や 図 形 な ど に つ い

て の 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知

識 及 び 技 能 を 習 得 さ せ る

こ と  

 

 

 

② 問 題 解 決 に 必 要 な 数 学

的 な 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表

現 力 を 育 成 す る こ と  

 

 

 

 

 

③ 算 数 で 学 ん だ こ と を 生

活 や 学 習 に 活 用 す る こ と  

 

 

 

 

 

 

( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

 

 

 

 

 

 

( 3 )  図 、 表 、 式 、 グ ラ フ 、

挿 絵 な ど は 、 ね ら い の 達

成 に 適 切 か 。  

 

⑴   

 

 

 

①  日 常 生 活 の 場 面 が 導 入 で 設 定 さ れ て い る

た め 、 児 童 が 課 題 を 明 確 に 捉 え 、 見 通 し を

も っ て 学 習 を 始 め る こ と が で き 、 毎 時 の 学

習 に 練 習 問 題 が あ り 、 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知

識 及 び 技 能 を 習 得 で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。   

 

②  問 題 解 決 の 場 面 に お い て 、 順 を 追 っ て 自

分 の 考 え を 式 、 図 、 表 な ど の 数 学 的 表 現 を

用 い て 伝 え 合 う 活 動 が 設 定 さ れ て お り 、 児

童 が 学 ん だ 知 識 を 用 い て 表 現 す る こ と が で

き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

 

③  学 ん だ こ と を 活 用 し な が ら 、 日 常 の 事 象  

を 数 理 的 に 捉 え 、 児 童 が 生 活 の 中 に あ る 算

数 の 楽 し さ や よ さ を 感 じ 取 る こ と が で き る

よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

 

 

⑵  導 入 で は 、 疑 問 か ら 考 え さ せ て い く 流 れ に  

な っ て お り 、 問 題 解 決 に 向 け て 着 目 す べ き 視

点 が 示 さ れ て い る た め 、 そ れ を 基 に 児 童 が 新

た な 考 え を 見 い だ し た り 、 考 え を 深 め た り 、

主 体 的 な 学 び が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

⑶  導 入 の 絵 や 写 真 は 課 題 が 把 握 し や す く 、 図  

表 、 グ ラ フ な ど を 使 っ た 考 え 方 が 示 さ れ て い  

る た め 、 そ れ を 基 に し て 考 え た り 、 説 明 し た  

り す る こ と に よ り 、 授 業 の ね ら い を 達 成 す る  

こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

⑴   

 

 

 

 ①  ３ 年 下 （ p.14） 「 小 数 」

で は 、 単 元 の 冒 頭 に 、 日 常

生 活 と 関 連 し た 場 面 を 設 定

し 、 数 の 表 し 方 や し く み を

学 ぶ こ と が で き る よ う 工 夫

さ れ て い る 。  

 

 ②  ６ 年 （ pp. 1 6 2－ 16 3）

「 比 例 と 反 比 例 」 で は 、 既

習 の 概 念 を 基 に し て 、 様 々

な 解 き 方 で 説 明 す る 場 面 を

設 定 し 、 式 や 表 を 用 い て 表

現 す る こ と が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る 。  

 

 ③  ５ 年 上 （ p.70） 「 小 数 の

倍 」 で は 、 日 常 で 小 数 の 倍

を 使 う 場 面 が 設 定 さ れ て お

り 、 学 ん だ こ と を 活 用 し て

問 題 解 決 す る こ と が で き る

よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

⑵  ２ 年 下 ( p.９ )  「 か け 算

⑴ 」 で は 、 主 体 的 ・ 対 話 的

で 深 い 学 び に な る よ う な 課

題 が 掲 載 さ れ て い る 。 既 習

事 項 を 使 い な が ら 、 か け 算

の 式 に 表 す 方 法 に つ い て 、

理 由 を 説 明 し な が ら 導 き 出

す こ と が で き る よ う 工 夫 さ

れ て い る 。  

 

 

⑶  ４ 年 上  ( pp . 2 0－ 23 )「 グ  

ラ フ や 表 を 使 っ て 考 え よ  

う 」 で は 、 変 わ り 方 を 分 か  

り や す く 表 や グ ラ フ に 表 す  

こ と で 、 そ の デ ー タ か ら 新  

た な 課 題 に 気 付 か せ て い く  

よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

1

1



 

 

大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ

て い る か 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮

さ れ て い る か 。  
 

 

 

⑴  学 年 の 発 達 段 階 に 応 じ た 題 材 や 具 体 的 場 面

が 掲 載 さ れ て い る の で 興 味 ・ 関 心 を も ち や す

く 、 視 覚 資 料 、 写 真 、 挿 絵 を 基 に し て 課 題 を

把 握 し 、 進 ん で 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る

よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

⑵   巻 末 の 「 ほ じ ゅ う も ん だ い 」 で は 習 熟 状

況 に 応 じ て 個 別 最 適 化 さ れ た 学 習 に 取 り 組

む こ と が で き 、 「 考 え る 力 を の ば そ う 」 や

「 お も し ろ 問 題 に チ ャ レ ン ジ 」 で は 、 既 習

の 学 習 を 基 に し て 、 発 展 的 な 学 習 に 取 り 組

む こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

⑴  １ 年 (p p. 2 6－ 3 1） 「 ど ち

ら が な が い 」 で は 、 実 際 の

写 真 や 身 近 な 物 を 視 覚 的 に

捉 え や す い よ う 配 置 す る と

と も に 、 吹 き 出 し を 基 に 課

題 を 把 握 し 、 解 決 へ の 意 欲

を 高 め る こ と が で き る よ う

配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

 

⑵  ６ 年 (p p. 2 3 6－ 24 5） 「 ほ  

じ ゅ う も ん だ い 」 で は 、 習

熟 に 合 わ せ て 課 題 に 取 り 組

め る よ う に 色 分 け で 掲 載 さ

れ て い る 。 ま た （ pp .2 4 8－  

2 5 8） に は 、 中 学 校 1年 生 の

発 展 的 な 内 容 が 取 り 上 げ ら

れ 、 小 学 校 の 学 習 で 身 に 付

け た 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 内 容

を 基 に し て 、 学 習 を 深 め る

こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ

て い る 。  
 
 

 

  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

 

⑴  目 次 の 「 前 の 学 習 」 と 「 後 の 学 習 」 で 、 系

統 性 を 把 握 す る こ と が で き 、 各 単 元 の 導 入 で

は 、 関 連 す る 既 習 事 項 を 振 り 返 り 、 新 し い 課

題 に 気 付 く こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。  

 

⑴  ４ 年 下 (p p. 5 0－ 5 7） 「 変

わ り 方 調 べ 」 で は 、 ３ 年 の

「 □ を 使 っ た 式 」 の 既 習 事

項 に 基 づ い て 、 表 を 使 っ て

関 係 式 に 表 し な が ら 課 題 解

決 が で き る よ う に 配 慮 さ れ

て い る 。 ５ 年 で の 「 倍 を 使

っ た 変 わ り 方 調 べ 」 に つ な

が る よ う 系 統 性 が 配 慮 さ れ

て い る 。  

( 2)  他 教 科 等 と の 関 連 に
つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

⑵  環 境 教 育 や 防 災 教 育 、 他 教 科 と の 関 連 が あ

る 題 材 が 掲 載 さ れ 、 教 科 横 断 的 な 学 習 が で き

る よ う 図 ら れ て い る 。 ま た 、 「 私 と 算 数 」 や

「 算 数 で 読 み と こ う 」 で は 、 数 学 的 な 見 方 ・

考 え 方 を 働 か せ 、 算 数 の よ さ を 使 っ て 考 え る

よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

⑵  ５ 年 下 （ pp .1 2 2－ 1 23）

「 算 数 で 読 み と こ う 」 で は

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に 関 す る 内 容 を 取

り 上 げ 、 デ ー タ 分 析 を 生 か

し て 学 習 す る こ と が で き る

よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

2

2



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 算 数 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

大 日 本 図 書 株 式 会 社  

算 数  1 1 4  1 1 5  

新 版  

たのしいさんすう 

１ねん①･１ねん② 

算 数  2 1 4  

新 版  

た の し い 算 数  

２ 年  

算 数  3 1 4  

新 版  

た の し い 算 数  

３ 年  

算 数  4 1 4  

新 版  

た の し い 算 数  

４ 年  

算 数  5 1 4  

新 版  

た の し い 算 数  

５ 年  

算 数  6 1 4  

新 版  

た の し い 算 数  

６ 年  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 
( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
 

① 数 量 や 図 形 な ど に つ い
て の 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知
識 及 び 技 能 を 習 得 さ せ る
こ と  

 
 
 
 
 
 
 
 

② 問 題 解 決 に 必 要 な 数 学
的 な 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表
現 力 を 育 成 す る こ と  

 
 

 
 
 
 
 
 

 
③ 算 数 で 学 ん だ こ と を 生
活 や 学 習 に 活 用 す る こ と  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
 
 
 
 
 
 
( 3 )  図 、 表 、 式 、 グ ラ フ 、

挿 絵 な ど は 、 ね ら い の 達
成 に 適 切 か 。  

 
 

 

 

 

 

①  数 学 的 活 動 を 重 視 し た 学 習 過 程 で 構 成 さ

れ て お り 、 児 童 が 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 概 念

や 性 質 を 理 解 し 、 日 常 の 事 象 を 数 理 的 に

処 理 す る 技 能 を 身 に 付 け る こ と が で き る

よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

 

②  ｢読 み 取 る 力 を の ば そ う ｣｢学 ん だ こ と を 生

か そ う ｣ ｢算 数 た ま て ば こ ｣で は 、 学 ん だ こ

と を 生 か し て 考 え る 課 題 が 設 定 さ れ て お

り 、 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 を 育 成 で き

る よ う に な っ て い る 。  

 

 

 

③  各 単 元 で 日 常 生 活 に 関 連 し た 問 題 を 設 定

す る こ と で 、 児 童 が 数 学 的 活 動 を 通 し て

考 え る 楽 し さ を 実 感 で き る よ う 工 夫 さ れ

て い る 。  

 

 

 

 

 

 

( 2 )単 元 は じ め に 、 具 体 的 な 場 面 を 取 り 上 げ 、

ね ら い が 簡 潔 に 提 示 さ れ て い る 。 ま た 、 挿

絵 等 を 用 い る こ と に よ り 課 題 把 握 が し や す

く 、 児 童 が 問 題 解 決 の 見 通 し を も ち 、 主 体

的 に 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 工 夫

さ れ て い る 。  

 

( 3 )日 常 生 活 の 中 か ら 学 習 に 関 連 す る も の の 写

真 や 数 直 線 、 図 や 表 な ど が 児 童 の 思 考 に 沿

っ た 流 れ で 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 図 、

表 、 グ ラ フ 等 の レ イ ア ウ ト や 大 き さ 、 色 分

け 等 、 見 や す い 構 成 に な っ て い る 。  

 

 

 

 

①  １ 年 （ p p . 5 9－ 6 0） 「 な

が さ く ら べ 」 で は 、 日

常 の 事 象 を 、 数 学 的 な

活 動 を 通 し て 知 識 ・ 技

能 の 習 熟 を 図 る こ と が

で き る よ う 配 慮 さ れ て

い る 。  

 

②  ６ 年 「 比 」 の 学 習 で

は 、 P 1 5 9 に 既 習 内 容 を

活 用 し て 考 え る 問 題 が

位 置 付 け ら れ 、 思 考 力

・ 判 断 力 ・ 表 現 力 を 身

に 付 け る こ と が で き る

よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

③  ５ 年 （ p . 1 6 9） 「 身 の 回

り か ら ％ を さ が そ う 」

で は 、 「 ％ 」 で 表 示 さ

れ た  身 近 な 題 材 を 取 り

上 げ 、 学 習 し た こ と が

生 活 に 生 か さ れ て い る

と 実 感 す る こ と が で き

る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。  

 

⑵ １ 年 ( p p . 9 1－ 9 5 )「 い ろ い

ろ な か た ち 」 で は 、 活 動

の 内 容 が 分 か り や す く 見

通 し を も つ こ と が で き る

よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 

( 3 )３ 年 ( p p . 1 8 2－ 1 8 3 )「 分

数 の 大 き さ 」 で は 、 見 開

き の ペ ー ジ を 利 用 し て 数

直 線 が 示 さ れ て お り 、 児

童 が 1よ り 大 き い 分 数 の

概 念 を 獲 得 す る こ と が で

き る  よ う 配 慮 さ れ て い

る  

 

3

3



 

 
大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 
 
( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

 

 

( 1 ) 単 元 の 導 入 時 等 に 、 買 い 物 や 遊 園 地 の 場

面 、 地 図 な ど 、 児 童 の 興 味 ・ 関 心 が も て る

よ う な 身 近 な 日 常 場 面 や 題 材 を 用 い る こ と

で 、 児 童 が 興 味 ・ 関 心 を も っ て 課 題 解 決 す

る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 

 

 

( 2 )単 元 の 終 末 時 の 「 た し か め 問 題 」 や 巻 末 の

補 充 問 題 で は 、 難 易 度 ご と に 様 々 な 印 が 付

い て お り 、 児 童 が 習 熟 状 況 に よ っ て 問 題 を

選 択 で き る よ う に 配 慮 さ れ て い る 。 ま た 、

挿 絵 等 は 最 小 限 に し て 文 章 の み で の 問 題 も

多 く 、 学 習 定 着 の た め の 構 成 と な っ て い

る 。  

 

 

( 1 )２ 年 （ p p . 6 6－ 6 7） 「 数 の

し く み を し ら べ よ う 」 で

は 、 1 0 の ま と ま り を 捉  

え 、 操 作 活 動 を 通 し て 大

き い 数 を 理 解 す る こ と が

で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  

 

 

( 2 )２ 年 （ p p . 2 3 0－ 2 4 2） 「 プ

ラ ス ・ ワ ン 」 で は 、 学 習

内 容 を 確 認 し た 上 で 、 習

熟 に 合 わ せ て で き る 演 習

問 題 や 発 展 問 題 に チ ャ レ

ン ジ す る こ と が で き る よ

う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  
 

 

( 1 )目 次 で は 、 他 学 年 ・ 中 学 校 と の 関 連 や 単 元

内 の 学 習 事 項 が 提 示 さ れ て お り 、 系 統 性 を

踏 ま え た 学 習 が で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。 ま た 、 既 習 事 項 を 確 認 す る 印 が 付 い て

お り 、 児 童 が 学 習 し た こ と を 振 り 返 り 、 理

解 を 深 め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  

 

( 1 ) ４ 年 で は 、 単 元 を 「 が い

数 」 （ p p . 1 2 0  － 1 3 4 ）

「 ２ け た の 数 で わ る 計

算 」 （ p p . 1 3 5－ 1 5 1） の 順

に 配 列 す る こ と で 、 見 積

も り を 生 か し て 商 の 見 当

を 付 け る こ と が で き る よ

う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に
つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

( 2 )生 活 科 や 家 庭 科 、 社 会 と の 関 連 が あ る 内 容

が 取 り 上 げ ら れ 、 そ れ ら を 問 題 に し た り 写

真 と し て 扱 っ た り し て 関 連 を 図 っ て い る 。  

 

 

( 2 )６ 年 （ p . 1 4 7 - 1 5 0） 「 比 」

の 学 習 で は 、 ｢ド レ ッ シ ン

グ が 同 じ 味 に な る の は ど

れ か ｣と い う 家 庭 科 や 日 常

生 活 と の 関 連 が あ る 学 習

課 題 を 設 定 し 、 他 教 科 と

の 関 連 に つ い て 配 慮 さ れ

て い る 。  
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4



 

 
令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料 

 種 目 算 数 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

学 校 図 書 株 式 会 社  

算 数 1 1 6  1 1 7  

み ん な と ま な ぶ  

し ょ う が っ こ う  

さ ん す う  

１ねん上･１ねん下 

算 数 2 1 6  2 1 7  

み ん な と 学 ぶ  

小 学 校  算 数  

2 年 上 ･ 2 年 下 

算 数 3 1 6  3 1 7  

み ん な と 学 ぶ  

小 学 校  算 数  

3年 上 ･ 3年 下  

算 数 4 1 6  4 1 7  

み ん な と 学 ぶ  

小 学 校  算 数  

4年 上 ･ 4年 下  

算 数 5 1 6  5 1 7  

み ん な と 学 ぶ  

小 学 校  算 数  

5年 上 ･ 5年 下  

算 数 6 1 6  6 1 7  

み ん な と 学 ぶ  

小 学 校  算 数  

6年  

6年 中 学 校へ の かけ 橋 

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ
た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  
 

①  数 量 や 図 形 な ど に つ

い て の 基 礎 的 ・ 基 本
的 な 知 識 及 び 技 能 を
習 得 さ せ る こ と  

 
 
 

 
②  問 題 解 決 に 必 要 な 数

学 的 な 思 考 力 ・ 判 断

力 ・ 表 現 力 を 育 成 す
る こ と  

 

 
③  算 数 で 学 ん だ こ と を

生 活 や 学 習 に 活 用 す

る こ と  
 
 

 

( 1 )  
 

 
 
①  児 童 の 思 考 を 踏 ま え 、 問 題 発 見 ・ 解 決 の

過 程 が 提 示 さ れ て お り 、 児 童 が 数 量 や 図
形 な ど に つ い て の 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 概 念
や 性 質 な ど を 理 解 す る こ と が で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。  
 
 

 
②  キ ャ ラ ク タ ー を 用 い て 多 様 な 考 え 方 を 取

り 上 げ 、 図 や 表 等 に 適 宜 説 明 を 加 え る な

ど し て 、 問 題 解 決 に 必 要 な 思 考 力 ・ 判 断
力 ・ 表 現 力 が 育 成 で き る よ う に 工 夫 さ れ
て い る 。  

 
③  「 算 数 を 使 っ て 」 で 生 活 に 合 っ た 内 容 を

扱 い 、 学 ん だ こ と を 生 活 の 中 で 生 か し て

い こ う と す る き っ か け を 作 っ て い る 。  
 

( 1 )  
 

 
 
①  全 学 年 に お い て 、 何 を 学

ぶ か が 明 確 に 示 さ れ て お
り 、 さ ら に 「 め あ て 」 で
課 題 意 識 を も た せ 、 「 ま

と め 」 で 必 要 な 知 識 や 技
能 が 習 得 で き る よ う 工 夫
さ れ て い る 。  

 
②  3年 上 (p .3 3 )キ ャ ラ ク タ

ー 「 オ ナ ジ ン 」 が 既 習 の

内 容 に つ い て 気 付 か せ 、
問 題 解 決 へ と 導 こ う と し
て い る 。  

 
③  2年 上 (p .1 1 6 - 1 1 7 )「 算 数

を つ か っ て 」 で は 、 既 存

の 形 が 生 活 の 中 で 模 様 と
し て 使 わ れ て い る こ と に
気 付 か せ て い る 。  

  
( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )  各 単 元 の 導 入 「 ？ を 発 見 」 に お い て 、

疑 問 を 持 た せ た り 、 解 決 へ の 見 通 し を も

た せ た り す る な ど し 、 児 童 が 主 体 的 に 学

習 に 取 り 組 め る よ う な 配 慮 が さ れ て い

る 。  

 

( 2 )  4年 上 (p. 7 9 )「 ？ を 発

見 」 で は 、 学 校 生 活 の

中 で 起 こ り う る 場 面 を

設 定 し 、 主 体 的 に 問 題

を 解 決 し て い こ う と す

る 意 欲 を 高 め て い る 。  

  
( 3 )  図 、 表 、 式 、 グ ラ フ 、

挿 絵 な ど は 、 ね ら い の 達
成 に 適 切 か 。  

 

( 3 )  図 や 表 、 式 、 グ ラ フ 等 に 書 き 込 め る 箇

所 が 多 く 、 幅 広 の 教 科 書 と な っ て い る 。

解 き 方 の 例 示 を 参 考 に し て 児 童 が そ れ ら

に 書 き 込 み な が ら ね ら い を 達 成 で き る よ

う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 3)  3年 上 (p. 4 6 )「 わ り

算 」 で は 、 2つ の 異 な る

考 え 方 を 並 べ て 示 し 、

考 え 方 を 比 較 し な が ら

書 き 込 み 、 習 得 で き る

よ う 工 夫 さ れ て い る 。  
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大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 
( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 1 )  考 え 方 モ ン ス タ ー と い う キ ャ ラ ク タ ー を

用 い 、 児 童 の 興 味 を 引 く 工 夫 が さ れ て い

る 。  

( 1)  2 - 6年 上 (p.8 - 1 1 )「 ま と

め る 」 「 き ま り 」 「 別 の

表 し 方 」 等 、 算 数 で 用 い

た い 考 え 方 を キ ャ ラ ク タ

ー ご と に 設 定 し て い る 。  

 
( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

 

(２ ) 単 元 ご と に 、 基 本 問 題 ・ 発 展 問 題 が 設

定 さ れ て お り 、 ま た 、 巻 末 に は 「 も っ と

算 数 」 と い う コ ー ナ ー が あ り 、 補 充 的 な

学 習 が 十 分 で き る よ う に 配 慮 さ れ て い

る 。  

( 2 )  ６ 年 生 で は 、 ｢中 学 校 へ

の か け 橋 ｣ と 題 し た 小 冊

子 が 付 属 で あ り 、 数 学 的

な 見 方 ・ 考 え 方 を 焦 点 化

し な が ら 学 習 し た こ と の

復 習 が で き る よ う に な っ

て い る 。 さ ら に 、 中 学 校

に つ な が る 発 展 問 題 も 記

載 さ れ て お り 、 補 充 ・ 発

展 学 習 に つ い て の 配 慮 さ

れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

( 1 )  目 次 に 、 他 学 年 や 中 学 校 で 関 連 す る 単 元

名 が 示 さ れ て お り 、 系 統 が 分 か り や す い

よ う に 配 慮 さ れ て い る 。  

( 1)  6年 ( p. 1 )目 次 で は 、 小

学 校 だ け で な く 、 中 学 校

と の 関 連 も 示 さ れ て い

る 。  

 
( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

( 2 )  「 算 数 を つ か っ て 」 の ペ ー ジ で は 、 理 科

や 社 会 科 、 家 庭 科 、 SD Gｓ の 取 り 組 み 等 と

の 関 連 が 図 ら れ て い る 。  

( 2)  5年 上 (p. 1 3 0 - 1 3 1 )「 食

べ 物 か ら 環 境 を 考 え よ

う 」 で は 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 取

組 等 が 掲 載 さ れ て お り 、

環 境 教 育 と の 関 連 が 図 ら

れ て い る 。  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 算 数 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

教 育 出 版 株 式 会 社  
算 数 118 

し ょ う が く  

さ ん す う １  

算 数 218  2 1 9  

小 学 算 数  

２ 上 ･２ 下  

算 数 318  3 1 9  

小 学 算 数  

３ 上 ･３ 下  

算 数 418  4 1 8  

小 学 算 数  

４ 上 ･４ 下  

算 数 518 

小 学 算 数  

５  

算 数 618 

小 学 算 数  

６  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 
( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ
た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  
 

① 数 量 や 図 形 な ど に つ い
て の 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知
識 及 び 技 能 を 習 得 さ せ る
こ と  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 問 題 解 決 に 必 要 な 数 学
的 な 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表
現 力 を 育 成 す る こ と  

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 算 数 で 学 ん だ こ と を 生
活 や 学 習 に 活 用 す る こ と  

 
 
 

( 1 )  

 

 

①  単 元 を 通 し た 題 材 を 設 定 し 、 児 童 が 継 続

し て 問 題 を 解 決 す る こ と で 、 基 本 的 な 概 念

や 性 質 に つ い て 、 知 識 や 技 能 が 身 に 付 け ら

れ る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

ま た 、 数 学 的 活 動 が 適 度 に 盛 り 込 ま れ

「 ま な び リ ン ク 」 に よ る 動 画 や 作 業 が で

き 、 習 得 に 向 け た 工 夫 と な っ て い る 。  

巻 末 の 「 学 び の 手 引 き 」 で は 、 図 形 の 基

本 的 な 書 き 方 や 既 習 内 容 の 要 点 等 を ま と

め 、 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 及 び 技 能 が 習 得

で き る よ う な 工 夫 が さ れ て い る 。  

 

②  既 習 の 学 習 で 学 ん だ こ と を 生 か し て 働 か

せ た 見 方 や 考 え 方 を 踏 ま え 、 新 し い 課 題 を

解 決 す る こ と に よ り 、 学 習 内 容 の つ な が り

を 捉 え 、 筋 道 を 立 て て 考 え る 力 を 育 成 す る

こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

  

 

③  単 元 末 で は 、 学 習 し た こ と を 活 用 し て 日

常 に お け る 問 題 を 解 決 す る ｢学 ん だ こ と を 使

お う ｣が 設 定 さ れ て お り 、 児 童 が 数 学 的 活 動

の 楽 し さ を 感 じ る と と も に 、 算 数 が 実 生 活

に 結 び つ い て い る こ と に 気 付 き 、 算 数 を 活

用 す る よ さ を 実 感 で き る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。  

( 1)  

 

 

①  ３ 年 上 （ PP .5 6－ 67） ｢わ

り 算 ｣で は 、 日 常 の 身 近 な

場 面 を 取 り 上 げ て 継 続 し た

学 習 が で き る よ う に 工 夫 さ

れ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

②  ６ 年 (P P. 7 0－ 8 2) ｢分 数 の

わ り 算 ｣で は 、 既 習 事 項 か

ら 計 算 の 方 法 を 考 え る こ と

に よ っ て 分 数 へ の わ り 算 の

適 応 を 広 げ て 考 え る こ と が

で き る よ う に し て い る 。  

 

③  ２ 年 上 （ p. 10 2） 「 学 ん

だ こ と を つ か お う 」 で は 、

時 間 の 学 習 を 生 か し て 夏 休

み の 計 画 表 を 作 る 活 動 を 通

し て 、 算 数 を 生 活 に 活 用 す

る よ さ が 実 感 で き る よ う 配

慮 さ れ て い る 。   

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い
学 び の 実 現 に 資 す る 学 習 及
び 指 導 が で き る よ う 配 慮 さ
れ て い る か 。  
 

 

⑵  単 元 は じ め に ｢ど ん な 学 習 が 始 ま る か

な ？ ｣と し て 大 き な 課 題 を 投 げ か け 、 児 童 に

解 決 の 仕 方 や ど の よ う な 学 習 を し て い く の

か 見 通 し を も た せ 、 児 童 が 自 ら の 考 え を 広

げ た り 、 深 め た り す る こ と を 通 し て 、 主 体

的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び の 実 現 が で き る よ う

な 配 慮 が な さ れ て い る 。  

⑵  ５ 年 (P P. 4 8～ 5 8) ｢小 数 の

か け 算 ｣で は 、 整 数 ×小 数

の 立 式 や 計 算 方 法 を 考 え

説 明 す る 活 動 を 通 し て 、

主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学

び が で き る よ う 配 慮 し て

い る 。  

 ( 3 )  図 、 表 、 式 、 グ ラ フ 、
挿 絵 な ど は 、 ね ら い の 達
成 に 適 切 か 。  

 

⑶  図 、 表 、 式 、 グ ラ フ な ど 構 成 の 順 番 が 適

切 で あ り 、 数 学 的 活 動 を 踏 ま え て の 図 形 や

式 、 数 直 線 な ど へ の つ な が り が ス ム ー ズ に

な る よ う 工 夫 さ れ て い る 。 ま た 、 解 き 方 に

つ な が る 言 葉 や 数 量 も 提 示 さ れ て お り 、 そ

れ を 手 が か り に 問 題 解 決 を し て い く こ と に

よ っ て 、 授 業 の ね ら い を 達 成 す る こ と が で

き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

図 や 表 、 グ ラ フ は 他 社 と 比 較 す る と 大 き

め の サ イ ズ で 掲 載 さ れ て お り 、 余 白 も 多 く

す っ き り 見 や す い 作 り に な っ て い る 。  

⑶  ５ 年 生 ｢四 角 形 や 三 角 形

の 面 積 (p. 2 0 6～ ｣で は 、 大

問 題 の 図 を 大 き く 表 示 し

た り 、 実 際 の 大 き さ に し

て 示 し た り す る な ど 、 視

覚 的 に 捉 え や す く す る 工

夫 が な さ れ て い る 。  
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大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 
( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 1 )   教 科 書 の は じ め に 、 各 学 年 に 応 じ た ト ピ

ッ ク 学 習 が 掲 載 さ れ て お り 、 「 つ か む 」

「 考 え を も つ 」 「 話 し 合 う 」 「 広 げ る 」 の

ス テ ッ プ で 算 数 に 興 味 ・ 関 心 を も っ て 学 習

が ス タ ー ト で き る よ う な 考 慮 が さ れ て い

る 。 ま た 「 算 数 ワ ー ル ド 」 「 パ ズ ル の と び

ら 」 で は 生 活 の 中 に あ る 様 々 な こ と に つ い

て 触 れ 、 興 味 ・ 関 心 を も た せ る よ う 工 夫 さ

れ て い る 。  

( 1)  １ 年 (PP . 2～ 8 )｢な か よ し

あ つ ま れ ｣で は 、 イ ラ ス

ト が 大 き く 描 か れ て お

り 、 活 動 し や す く な っ て

い る 。 ま た 、 動 植 物 な ど

児 童 が 興 味 ・ 関 心 を も て

る よ う 工 夫 し て い る 。  

 
( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

 

⑵   自 分 の 学 習 の 進 み 具 合 に 合 わ せ て 取 り 組

む 「 ス テ ッ プ ア ッ プ 算 数 」 、 学 習 し た こ と

を 広 げ て 考 え る 「 算 数 ワ ー ル ド 」 や 「 広 が

る 算 数 」 、 中 学 校 の 学 習 に つ な が る 「 Let’

s  T r y」 が あ り 、 児 童 が 習 熟 度 に 応 じ て 問 題

に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。 ま た 、 十 分 な 量 の 問 題 と 難 易 度 を 変 え

た 問 題 を 掲 載 し 、 補 充 的 ・ 発 展 的 な 学 習 に

つ い て の 配 慮 が さ れ て い る 。  

⑵  ６ 年 (PP . 2 3 2～ 2 45 ) ｢ L e t

’ s ｔ ｒ ｙ ｣で は 、 ｢0よ り

小 さ い 数 ｣な ど 、 中 学 校 の

学 習 に つ な が る 内 容 が 取 り

上 げ ら れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

⑴  単 元 の 配 列 が 次 に つ な が っ て い く よ う に

な っ て お り 、 ま た 、 領 域 も バ ラ ン ス よ く 配

列 さ れ て い て 、 児 童 の 学 び に 無 理 が な い よ

う 工 夫 さ れ て い る 。 他 学 年 と の 系 統 に も 配

慮 し て 構 成 さ れ て い る 。   

ま た 、 学 習 過 程 を 「 は て な 」 「 な る ほ

ど 」 「 だ っ た ら 」 と い う 構 成 で 例 示 す る と

と も に 、 今 ま で に 学 習 し た 算 数 の 見 方 ・ 考

え 方 を 「 算 数 の ミ カ タ 」 、 「 つ な が る ミ カ

タ 」 と し て 整 理 す る こ と に よ り 、 内 容 の つ

な が り を 踏 ま え て 学 習 に 取 り 組 む こ と が で

き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

⑴  ４ 年 上 (PP . 2 6～ )｢わ り 算

の 筆 算 ｣の 学 習 後 ｢２ か た の

数 の 筆 算 ｣と つ な が り を も

た せ て い る 。 ま た 、 そ の 間

に ｢グ ラ フ ｣｢角 度 ｣の 学 習 を

行 い 、 領 域 ご と の 配 列 に も

配 慮 し て い る 。  

 

 

 
( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

⑵  単 元 は じ め の 大 問 題 で は 、 図 工 、 音 楽 、

家 庭 科 、 テ ク ノ ロ ジ ー 、 芸 術 等 の 題 材 が 扱

わ れ 、 教 科 横 断 を 意 識 し た 課 題 設 定 と な っ

て お り 、 他 教 科 と の 関 連 に つ い て 配 慮 が な

さ れ て い る 。  

ま た 「 算 数 ワ ー ル ド 」 や 「 広 が る 算 数 」

で は 、 図 画 工 作 や 理 科 に 関 連 し た 資 料 が 提

示 さ れ て お り 、 数 学 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働

か せ て 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 関

連 が 図 ら れ て い る 。 「 算 数 を 使 っ て 考 え よ

う 」 や 様 々 な 資 料 で は 、 社 会 や 体 育 な ど と

も 関 連 を 図 っ た 問 題 に 配 慮 し て い る 。  

 

 

⑵  ６ 年 生 で は 、 ｢並 べ 方 と

組 合 せ ｣の 導 入 問 題 (p. 1 9 4 )

に お い て 、 メ ロ デ ィ ー の 種

類 を 課 題 と し て 取 り 上 げ 、

他 教 科 と の 関 連 が 図 ら れ て

い る 。  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 算 数 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

株 式 会 社 振 興 出 版 社 啓 林 館  
算 数 121 

わくわく さんすう１ 

すたあと ぶっく 

算 数 220  2 2 1

わくわく 算数 

２ 上・２下 

算 数 320  3 2 1

わくわく 算数 

３ 上 ・ ３ 下  

算 数 420  4 2 1  

わくわく 算数 

４ 上 ・ ４ 下  

算 数 520 

わくわく 算数 

５  

算 数 620 

わくわく 算数 

６  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ
た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
① 数 量 や 図 形 な ど に つ い
て の 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知

識 及 び 技 能 を 習 得 さ せ る
こ と  

 

 
 

② 問 題 解 決 に 必 要 な 数 学

的 な 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表
現 力 を 育 成 す る こ と  

 

 
 
 

 
③ 算 数 で 学 ん だ こ と を 生
活 や 学 習 に 活 用 す る こ と  

 
 
 

 

 
 
 

 
①    単 元 を 通 し て 、 日 常 生 活 の 事 象 や 既 習

事 項 を 基 に 新 た な 課 題 に 取 り 組 む 場 面 が

設 定 さ れ て お り 、 数 学 的 活 動 を 取 り 入 れ
な が ら 、 児 童 が 数 量 や 図 形 な ど に つ い て
の 基 礎 的 、 基 本 的 な 概 念 や 性 質 な ど を 理

解 す る 力 を 育 成 で き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。   

②   様 々 な 解 き 方 を 考 え る 場 面 で 他 者 と 伝

え 合 う 活 動 が 設 定 さ れ て お り 、 よ り よ い
考 え 方 を 見 出 し 、 筋 道 を 立 て て 考 え て い
く 中 で 、 思 考 力 を 育 成 す る こ と が で き る

よ う 配 慮 さ れ て い る 。   
 
 

 
③    学 習 し た こ と を 生 活 や 学 習 に 活 用 す る

場 面 が 設 定 さ れ て お り 、 児 童 が 算 数 の 有

用 性 を 実 感 で き る よ う 配 慮 さ れ て い た
り 、 単 元 末 に 学 び の ま と め と し て 、 「 確
か め よ う 」 「 ふ り か え ろ う 」 「 や っ て み

よ う 」 の ３ 部 構 成 で 学 び の 振 り 返 り や 活
用 が で き る よ う し た り 工 夫 を し て い る 。  

 

 

 
 
 

  
①    ４ 年 下 （ pp. 2－ 15）

「 面 積 」 で は 、 数 学 的 な

見 方 ・ 考 え 方 を 徐 々 に 広
げ て い け る よ う ス モ ー ル
ス テ ッ プ で の 課 題 提 示 が

な さ れ て い る 。   
 
②    ６ 年 （ pp. 1 2 4－ 12 5）

「 見 方 ・ 考 え 方 を ふ か め
よ う 」 で は 、 既 習 事 項 を
生 か し て い ろ い ろ な 思 考

に つ い て 表 現 し 、 説 明 し
合 う 活 動 が 展 開 で き る よ
う 工 夫 さ れ て い る 。   

  
③    ５ 年 （ pp. 2 1 4－ 21 5）

「 学 び の ま と め 」 で は 、

日 常 生 活 や 他 教 科 の 場 面
で も 使 え る 内 容 を 扱 っ て
お り 、 算 数 の 見 方 ・ 考 え

方 を 用 い て 解 決 す る こ と
が で き る よ う 配 慮 さ れ て
い る 。   

  
( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 

 

 
⑵   課 題 が 身 近 な と こ ろ か ら 設 定 さ れ て い

た り 、 様 々 な 考 え が で き る よ う に 登 場 人

物 た ち の 言 葉 を た よ り に 考 え た り す る こ
と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

  

 

 
⑵    ４ 年 上 (p p3 6－ 45 )「 1

け た で わ る わ り 算 の 筆

算 」 で は 、 課 題 が 身 近 な
と こ ろ か ら 設 定 さ れ て お
り 、 内 容 が ス モ ー ル ス テ

ッ プ で 示 さ れ 既 習 事 項 を
生 か し て わ り 算 の 学 習 に
取 り 組 む こ と が で き る よ

う 工 夫 さ れ て い る 。   
  
 

 ( 3 )  図 、 表 、 式 、 グ ラ フ 、
挿 絵 な ど は 、 ね ら い の 達

成 に 適 切 か 。  
 

⑶    図 や 表 、 数 直 線 な ど 複 数 の 資 料 を 関 連
さ せ て 問 題 場 面 を 設 定 し 、 そ の 資 料 を 基

に し て 児 童 の 思 考 に 沿 っ た 流 れ で 配 列 す
る こ と に よ り 、 授 業 の ね ら い を 達 成 す る
こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

⑶    ２ 年 上 (p p. 5 2－ 5 3)
「 た し ざ ん の き ま り 」 で

は 、 花 の 数 を 求 め る 場 面
で 、 丸 の 数 と テ ー プ 図 が
関 連 し て 示 さ れ て お り 、

ス モ ー ル ス テ ッ プ で テ ー
プ 図 に つ い て 理 解 さ せ る
こ と が で き る よ う 配 慮 さ

れ て い る 。  
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大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 
( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

⑴    単 元 導 入 の 「 じ ゅ ん び 」 で は 、 身 近 な 事

象 か ら 教 科 と の 関 連 を 図 っ た 問 題 を 提 示 し

た り 、 写 真 や 絵 、 図 を 用 い て 関 連 を 提 示 し

た り し て お り 、 児 童 の 興 味 を 引 く 工 夫 が さ

れ て い る 。  

⑵   １ 年 (p p. 4 8－ 53)「 大 き

さ く ら べ （ １ ） 」 で は 、

単 元 の 導 入 で 、 身 近 な 事

象 か ら 教 科 と の 関 連 を 図

っ た 問 題 に つ い て 、 課 題

に 取 り 組 も う と す る 意 欲

に つ な が る 配 慮 が さ れ て

い る 。  

 
( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )    ｢学 び の サ ポ ー ト ｣で は 、 ｢じ ゅ ん び ｣

「 も っ と 練 習 」 で 、 こ れ ま で の 補 充 や 発

展 的 な 学 習 が で き る よ う に な っ て お り 、

児 童 が 自 ら 反 復 学 習 が で き る よ う 配 慮 さ

れ て い る 。  

( 2)  「 学 び の サ ポ ー ト 」 で 、

「 じ ゅ ん び 」 「 も っ と れ

ん し ゅ う 」 と 分 け て 提 示

し て あ る 。 「 ち ょ う せ ん

も ん だ い 」 で 発 展 的 な 課

題 が 示 さ れ て い る 。 ま

た 、 単 元 末 の 復 習 問 題 に

は 「 ま ち が え や す い 問

題 」 に マ ー ク が つ い て お

り 取 り 組 み や す い 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

( 1 )    目 次 で は 、 「 こ れ ま で に 学 ん だ こ と 」 と

し 、 関 連 が 図 ら れ て い る こ と を 児 童 に 示 す

配 慮 が さ れ て い る 。 単 元 末 の 「 学 び の ま と

め 」 で は 、 「 た し か め よ う 」 、 「 ふ り か え

ろ う 」 、 「 や っ て み よ う 」 ３ ス テ ッ プ で 学

び を ふ り 返 る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て

い る 。   

( 1 )    ３ 年 下 （ pp. 9 0 - 9 1）

「 学 び の ま と め 」 で は 、

「 た し か め よ う 」 、 「 ふ

り か え ろ う 」 、 「 や っ て

み よ う 」 の ３ ス テ ッ プ で

学 び を ふ り 返 る こ と が で

き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  

 

 
( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

( 2 )   社 会 科 、 図 工 、 理 科 、 保 健 と の 関 連 が 図

ら れ 、 そ の 中 で 数 学 の 良 さ を 使 っ て 考 え ら

れ る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

( 2 )   ５ 年 （ pp .2 4 4－ 2 47）

は 、 SDGｓ と の 関 連 を 図 っ

た 課 題 に 対 し 、 算 数 の 見

方 考 え 方 を 用 い て 、 解 決

し よ う と す る こ と が で き

る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 算 数 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

日 本 文 教 出 版 株 式 会 社  
算数 122 123 

しょうがく さんすう 

１ ① ・ １ ②  

算数 222 223 

小 学 算 数  

２ 上 ・ ２ 下  

算数 322 323 

小 学 算 数  

３ 上 ・ ３ 下  

算数 422 423 

小 学 算 数  

４ 上 ・ ４ 下  

算 数  5 22  

小 学 算 数  

５  

算 数  6 22  

小 学 算 数  

５  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 
( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
① 数 量 や 図 形 な ど に つ い
て の 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知
識 及 び 技 能 を 習 得 さ せ る
こ と  

 
 
 
 
 
 
 
 

② 問 題 解 決 に 必 要 な 数 学
的 な 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表
現 力 を 育 成 す る こ と  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 算 数 で 学 ん だ こ と を 生
活 や 学 習 に 活 用 す る こ と  

 
 
 

 

( 1 )  

 

①   単 元 末 に 、 間 違 え や す い 問 題 や 見 方 ・

考 え 方 に 関 す る 問 題 を 取 り 上 げ 、 確 か な

基 礎 ・ 基 本 習 得 の た め の 丁 寧 な 構 成 に な

っ て い る 。 単 元 は じ め に は 、 次 の 学 習 の

た め に と い う レ デ ィ ネ ス 学 習 が 位 置 付 け

ら れ 、 単 元 学 習 に つ な が る 工 夫 が さ れ て

い る 。  

 

②   ど の よ う な 見 方 ・ 考 え 方 を し た ら よ い

か に つ い て 、 各 学 習 の 要 所 に 記 載 さ れ て

お り 、 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 育 成 の 一

助 に な っ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

③  算 数 を 学 ぶ 楽 し さ や 数 理 的 に 処 理 す る こ

と の よ さ を 実 感 す る 活 動 が 設 定 さ れ て お

り 、 児 童 が 学 ん だ こ と を 生 活 や 学 習 に 活 用

し よ う と す る 態 度 を 育 成 す る こ と が で き る

よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

 

( 1 )  

 

①  ２ 年 （ p.1 1 4） 「 三 角 形 と

四 角 形 」 で は 、 具 体  的 な

場 面 を 多 く 取 り 上 げ 、 ス

モ ー ル ス テ ッ プ で 徐 々 に

理 解 が 深 め ら れ る よ う 配

慮 さ れ て い る 。  

  

 

②  ３ 年 下 （ p.6 2） の 「 見 方

・ 考 え 方 を み が こ う 」 で

は 、 計 算 の 仕 方 に つ い て

何 分 の 一 が い く つ 分 か 考

え 、 説 明 さ せ る こ と で 、

課 題 解 決 に 必 要 な 思 考 力

・ 判 断 力 ・ 表 現 力 を 育 成

で き る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。   

  

③   ４ 年 下 （ pp .9 0） 「 使 っ

て み よ う 」 で は 、 体 験 的

な 活 動 を 取 り 入 れ 、 活 動

の 楽 し さ 、 算 数 の よ さ に

気 付 き 、 学 ん だ こ と を 生

活 や 学 習 に 活 用 し よ う と

す る 態 度 を 育 成 す る こ と

が で き る よ う 工 夫 さ れ て

い る 。  

 

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い
学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
( 3 )  図 、 表 、 式 、 グ ラ フ 、

挿 絵 な ど は 、 ね ら い の 達
成 に 適 切 か 。  

 

⑵  学 び 合 い 学 習 の 充 実 の た め に 、 「 自 分 で

み ん な で 」 で は 、 学 習 を ４ つ の ス テ ッ プ で

示 し 、 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び の 実 現 が

で き る よ う に 、 配 慮 が さ れ て い る 。  

 

 

 

 

⑶  課 題 解 決 の 方 向 性 が 図 や 挿 絵 で 例 示 さ れ

て お り 、 児 童 が そ れ ら を 用 い て 説 明 し た

り 、 考 え を 伝 え 合 っ た り す る こ と に よ り 、

授 業 の ね ら い を 達 成 す る こ と が で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。  

 

⑵  ２ 年 (p p. 1 0 0 )「 分 数 」 で

は 、 数 学 的 な 見 方 ・ 考 え

方 を 働 か せ る よ う な 視 点

が 複 数 提 示 さ れ て お り 、

自 分 の 考 え を も っ て 話 合

い に 臨 む こ と が で き る よ

う 配 慮 さ れ て い る 。  

  

⑶  ５ 年 下 (pp . 2 3 4 - 2 3 5 )

「 表 や グ ラ フ の 利 用 」 で

は 、 複 数 の 表 や グ ラ フ を

活 用 し て 考 え る 課 題 が 提

示 し て あ り 、 人 物 の ふ き

出 し か ら 解 決 の 見 通 し を

も つ こ と が で き る よ う 工

夫 さ れ て い る 。  
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大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 
( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

( 1 )  

・ 課 題 を 把 握 す る 際 に 、 発 達 の 段 階 に 応 じ た

イ ラ ス ト や 写 真 が 提 示 さ れ て お り 、 児 童 が

興 味 ・ 関 心 を も っ て 課 題 解 決 す る こ と が で

き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

・ 各 単 元 の 導 入 で は 、 身 近 な 場 面 や 日 常 に 関

す る 学 習 課 題 を 示 し 、 写 真 や 挿 絵 を 用 い て

課 題 把 握 が し や す く な っ て い る 等 、 興 味 ・

関 心 を 高 め る 配 慮 が さ れ て い る 。  

 

   

( 2 )  

・ 巻 末 の 「 算 数 マ イ ト ラ イ 」 で は 、 「 し っ か

り チ ェ ッ ク 」 、 「 ぐ っ と チ ャ レ ン ジ 」 、

「 も っ と ジ ャ ン プ 」 と 段 階 的 に 設 定 さ れ て

お り 、 習 熟 の 状 況 に 応 じ て 選 択 し て 自 主 的

に 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 配 慮 さ

れ て い る 。  

 

( 1 )  

・ ６ 年 「 マ テ マ ラ ン ド を 探 検

し よ う 」 （ p.2 0 8） で は 、

学 習 し た こ と を 漫 画 の 世 界

の 中 で 解 決 し て い く 課 題 を

設 定 し 、 興 味 ・ 関 心 を 高 め

る こ と が で き る よ う 工 夫 さ

れ て い る 。   

  

 

 

( 2 )  

・ ６ 年 「 も う す ぐ 中 学 生 」

(p. 2 4 3～ )で は 、 中 学 １ 年

生 の 内 容 を 扱 い 、 数 学 の 学

習 に 慣 れ さ せ る 等 の 配 慮 を

し て い る 。  

 

 
  

 

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 1 )  

・ 各 単 元 の 導 入 ペ ー ジ の 前 に 、 「 次 の 学 習 の

た め に 」 と し て 既 習 の 学 習 を 振 り 返 る 内 容

が 提 示 さ れ て お り 、 学 習 の つ な が り を 意 識

す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・ 目 次 で は 、 他 学 年 の 関 連 単 元 が 示 さ れ て お

り 、 系 統 が わ か る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

⑴   ２ 年 下 （ pp .3 8） 「 学 習

を た し か に 」 で は 「 わ か

っ て い る か な 」 と 「 た し

か め よ う 」 に 分 か れ て お

り 、 段 階 を 踏 ん で 児 童 が

理 解 を 深 め る こ と が で き

る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

   

 

 
( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

( 2 )  

・ 「 算 数 ジ ャ ン プ 」 で は 、 他 教 科 等 と 関 わ る

様 々 な テ ー マ の 題 材 が 提 示 さ れ て お り 、 学

習 し た こ と を 生 か し て 教 科 等 横 断 的 に 学 習

し 、 理 解 を 深 め る こ と が で き る よ う 配 慮 さ

れ て い る 。  

⑵   ２ 年 下 (p p. 1 0 4― 10 5 )

「 レ ッ ツ プ ロ グ ラ ミ ン

グ 」 で は プ ロ グ ラ ミ ン グ

的 思 考 と の 関 連 を 図 る こ

と が で き る よ う 配 慮 さ れ

て い る 。  
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令和６年度使用 
 
 

小学校・義務教育学校前期課程用 

教科用図書調査研究資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那須塩原市・那須町採択地区協議会 
 
 
 
 
 

理 科 



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 理 科 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

東 京 書 籍 株 式 会 社  理 科 307 

新編 新しい理科 3 

理 科 407 

新編 新しい理科 4 

理 科 507 

新編 新しい理科 5 

理 科 607 

新編 新しい理科 6 

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ
た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
① 自 然 の 事 物 ・ 現 象 に つ
い て の 理 解 を 図 り 、 観

察 、 実 験 な ど に 関 す る 基
本 的 な 技 能 を 身 に 着 け る
よ う に す る こ と  

 
 
 

② 問 題 解 決 の 力 を 養 う こ
と  

 

 
 
 

 
 
 

 
 

③ 自 然 を 愛 す る 心 情 や 主

体 的 に 問 題 解 決 し よ う と
す る 態 度 を 養 う こ と  

 

 
 

（ 1）  

①  問 題 解 決 の 過 程 を 踏 ま え 、 学 習 の 流 れ が
示 さ れ て お り 、 見 通 し を も っ て 学 習 を す る
こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。 ま た 、

観 察 ・ 実 験 か ら 得 ら れ た 結 果 を 適 切 に 記 録
す る こ と で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

  実 験 の や り 方 を QRコ ー ド か ら 動 画 で 確 認

す る こ と が で き 、 知 識 ・ 技 能 を 習 得 で き る
よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 
 
 

②  導 入 で 、 単 元 全 体 の 学 習 を 通 し て 解 決 を
目 指 す 問 題 が 提 示 さ れ て お り 、 観 察 、 実 験
の 必 要 性 や 内 容 の つ な が り を 捉 え る こ と が

で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。 ま た 、 そ れ ぞ
れ の 問 題 解 決 の 過 程 に お い て 話 合 い の 視 点
が 示 さ れ て お り 、 自 然 の 事 物 ・ 現 象 を 多 面

的 に 捉 え 、 よ り 妥 当 な 考 え を つ く り だ す 力
を 育 成 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。  

 
 
③  単 元 末 に 「 理 科 の 世 界 探 検 部 」 が 設 定 さ

れ て お り 、 学 習 し た 自 然 の 事 物 ・ 事 象 の 性
質 や 規 則 性 が 、 生 活 や 社 会 の 中 で 実 際 に 成
り 立 っ て い る こ と に 気 付 く こ と が で き る よ

う 工 夫 さ れ て い る 。  

（ 1）  

①  ４ 年 「 水 の す が た と 温
度 」 で は 、 実 験 結 果 の グ
ラ フ や 表 が 大 き く 掲 載 さ

れ て お り 、 そ こ か ら 気 付
き を 得 る こ と が で き る よ
う 配 慮 さ れ て い る 。  

 3年 「 風 や ゴ ム の は た ら
き 」 で は 、 車 に 風 を あ て
て 走 ら せ る 実 験 の や り 方

が 動 画 で 見 ら れ る 。  
 
 

②  ６ 年 「 植 物 の か ら だ の は
た ら き 」 で は 、 児 童 が 思
考 す る 際 の 手 掛 か り が 吹

き 出 し で 示 さ れ て お り 、
そ の 手 掛 か り を 基 に 問 題
解 決 の 力 を 育 成 す る こ と

が で き る よ う 配 慮 さ れ て
い る 。  

 

 
 
③  ６ 年 「 て こ の は た ら き と

し く み 」 で は 、 自 転 車 に
活 用 さ れ た て こ の 原 理 を
示 す こ と に よ り 、 学 習 内

容 と 日 常 生 活 と の つ な が
り に 気 付 く こ と が で き る
よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い
学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 

⑵  
・  問 題 を つ か む た め の 活 動 「 レ ッ ツ ト ラ

イ ！ 」 で は 、 身 近 な 自 然 の 事 物 ・ 現 象 に
関 連 す る 内 容 が 掲 載 さ れ て お り 、 児 童 自
ら が 問 題 を 見 い だ し 、 主 体 的 に 学 習 に 取

り 組 む こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。  

・  予 想 や 考 察 を す る 場 面 で は 、 具 体 的 な

対 話 例 が 示 さ れ て い る と と も に 、 巻 末 に
「 発 表 の し か た 」 、 「 話 し 合 い の し か
た 」 が 明 示 さ れ て お り 、 対 話 の 流 れ や ポ

イ ン ト を 踏 ま え 、 話 し 合 う 活 動 の 充 実 を
図 る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 
・  領 域 ご と の 特 徴 的 な 視 点 や 重 視 し た い

考 え 方 が 例 示 さ れ て お り 、 そ れ を 手 掛 か

り と し て 思 考 す る こ と で 、 問 題 を 見 い だ
し 、 解 決 す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ
て い る 。 ま た 、 「 広 げ よ う 理 科 の 発 想 」

で は 、 単 元 を 通 し て 学 ん だ こ と を 広 げ た
り 、 深 め た り す る こ と が で き る よ う 工 夫
さ れ て い る 。  

⑵  
・  ５ 年 「 物 の と け 方 」 で

は 、 水 に 食 塩 が 溶 け る 様
子 を 示 す こ と で 気 付 き を
促 し 、 進 ん で 学 習 に 取 り

組 む こ と が で き る よ う 工
夫 さ れ て い る 。  

・  ４ 年 「 物 の 体 積 と 温 度 」

で は 、 金 属 が 温 め ら れ た
と き 体 積 が 変 化 す る か を
予 想 す る 場 面 に お い て 、

例 を 参 考 に し て 、 話 し 合
う 活 動 の 充 実 を 図 る こ と
が で き る よ う 配 慮 さ れ て

い る 。  
・  ６ 年 「 電 気 と 私 た ち の く

ら し 」 で は 、 「 広 げ よ う

理 科 の 発 想 」 で 電 気 を 効
率 的 に 使 う た め の 工 夫 が
示 さ れ て お り 、 学 習 内 容

の 理 解 を 深 め る こ と が で
き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。  

 

1

1



 

  

大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 
( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

⑴   写 真 が 大 き く て 見 や す く 、 掲 載 さ れ て い

る 量 も 多 い く 、 児 童 の 理 解 を 深 め る 手 立 て
と な り 、 学 習 へ の 興 味 ・ 関 心 を 高 め る こ と
が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。 文 字 の 書 体

が UD書 体 で あ り 、 読 み 仮 名 も つ い て い る た
め 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 意 識 し て い
る 。  

⑴    ３ 年 「 チ ョ ウ の よ う す

を く ら べ て み よ う 。 」 で
は 、 モ ン シ ロ チ ョ ウ が 育
っ て い く 様 子 を 鉛 筆 の こ

す り 出 し を 使 っ て 実 際 の
大 き さ な ど を 確 か め る な
ど 、 興 味 ・ 関 心 を 高 め る

こ と が で き る よ う 工 夫 さ
れ て い る 。  

 
( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

 

⑵   
・  そ れ ぞ れ の 単 元 で 既 習 し た 要 点 を 「 ふ り
か え ろ う 」 で 確 認 し 、 「 た し か め よ う 」 で

学 習 内 容 の 確 実 な 定 着 を 図 る こ と が で き る
よ う 配 慮 さ れ て い る 。  
 

 
 
・  「 広 げ よ う ！ 理 科 の 発 想 」 、 「 理 科 の 世

界 探 検 部 」 で は 、 日 常 生 活 で 見 ら れ る 身 近
な 事 象 が 発 展 的 内 容 と し て 取 り 上 げ ら れ て
お り 、 理 科 の 有 用 性 を 認 識 す る こ と が で き

る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

⑵  
・  単 元 末 の 「 た し か め よ
う 」 で は 、 学 習 内 容 の 定 着

を 図 り 、 日 常 生 活 と の 関 連
を 意 識 さ せ 、 学 ん だ こ と を
活 用 し 、 問 題 を 解 決 す る こ

と が で き る よ う 配 慮 さ れ て
い る 。  
・  ３ 年 「 太 陽 の 光 」 で

は 、 「 理 科 の 世 界 探 検 部 」
で 、 既 習 内 容 を 活 用 し た 太
陽 熱 発 電 が 発 展 的 内 容 と し

て 取 り 上 げ ら れ て い る 。  

 
( 3 )  学 習 を 安 全 に 行 う 上

で の 配 慮 が さ れ て い る
か 。  

 

 

⑶   実 験 ・ 観 察 の ペ ー ジ に は 、 感 染 症 予 防 マ

ー ク と 「 手 を 洗 お う 」 が 繰 り 返 し 掲 載 さ れ
て お り 、 感 染 症 予 防 に 対 し て 配 慮 さ れ て い
る 。 ま た 、 「 き け ん 」 の 注 意 事 項 に つ い

て 、 学 年 に 応 じ て 文 末 表 現 を 工 夫 し 、 児 童
が 意 識 し て 操 作 す る こ と が で き る よ う 配 慮
さ れ て い る 。  

⑶   注 意 事 項 に つ い て 、 ３ 年

で は 、 「 ～ し て は い け ま せ
ん 」 、 ４ ～ ６ 年 で は 、 「 ～
し て は い け な い 」 と 表 現 し

て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

⑴   

・  各 単 元 に お い て 「 問 題 」 、 「 観 察 ・ 実
験 ・ 活 動 」 、 「 ま と め 」 の 流 れ で 問 題 を 解
決 す る こ と が で き る よ う 構 成 さ れ て お り 、

問 題 解 決 の 過 程 を 踏 ま え 見 通 し を も っ て 学
習 を 進 め る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。  

・  各 学 年 の 巻 末 「 １ 年 間 を ふ り か え ろ う 」
に は 、 当 該 学 年 に お け る 領 域 ご と の 学 習
内 容 が ま と め ら れ て い る と と も に 、 他 学

年 と の 学 習 内 容 の つ な が り を 確 認 す る こ
と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

⑴   

・  導 入 ・ 展 開 ・ ま と め の
流 れ が 、 矢 印 や ペ ー ジ の 色
分 け な ど を 工 夫 し て 示 さ れ

て い る 。  
 
 

・  ６ 年 巻 末 で は 、 １ 年 間
の 学 習 内 容 が ４ 領 域 に ま と
め ら れ 、 中 学 校 で の 学 習 項

目 が 明 示 さ れ て い る 。  

 
( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

⑵   
・  巻 末 に は 、 「 算 数 科 で 学 ん だ こ と を 活

用 し よ う 」 が 掲 載 さ れ て お り 、 算 数 科 の 学
習 を 通 し て 学 ん だ こ と を 生 か し て 考 え る こ
と に よ り 、 理 解 を 深 め る こ と が で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。  
 
 

・  巻 末 に は 、 「 理 科 と プ ロ グ ラ ミ ン グ 」
が 掲 載 さ れ て お り 、 防 災 教 育 や 情 報 教 育 、
環 境 教 育 と の 関 連 が 図 ら れ て い る 。  

⑵   
・  ５ 年 「 物 の と け 方 」 で

は 、 算 数 科 で 学 ん だ 「 比 例
と 反 比 例 」 の 考 え 方 を 活 用
し て 、 溶 け た ミ ョ ウ バ ン の

量 と 水 の 量 が 比 例 の 関 係 に
あ る か を 考 え る こ と が で き
る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・  ３ 年 「 電 気 の 通 り 道 」 、
「 じ し ゃ く の せ い し つ 」 で
学 習 し た こ と を 基 に 、 仲 間

分 け の ア ル ゴ リ ズ ム を 使 っ
た プ ロ グ ラ ミ ン グ が 掲 載 さ
れ て い る 。  

 

2

2



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 理 科 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

大 日 本 図 書 株 式 会 社  
理 科 3 0 8  

新 版  た の し い 理 科  

３ 年  

理 科 4 0 8  

新 版  た の し い 理 科  

4年  

理 科 5 0 8  

新 版  た の し い 理 科  

5年  

理 科 6 0 8  

新 版  た の し い 理 科  

6年  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 

① 自 然 の 事 物 ・ 現 象 に つ
い て の 理 解 を 図 り 、 観
察 、 実 験 な ど に 関 す る 基

本 的 な 技 能 を 身 に 着 け る
よ う に す る こ と  

 

 
 
 

② 問 題 解 決 の 力 を 養 う こ
と  

 

 
 
 

 
 

③ 自 然 を 愛 す る 心 情 や 主

体 的 に 問 題 解 決 し よ う と
す る 態 度 を 養 う こ と  

 

( 1 )  

 
 
 

①   全 て の 学 年 に お い て 、 「 ～ を す る コ ツ 」
が 掲 載 さ れ て お り 、 学 習 を 進 め る 上 で の
手 掛 か り と な る よ う 配 慮 さ れ て い る 。

「 問 題 を 見 つ け る 」 、 「 結 果 か ら 考 え
る 」 で は 、 「 コ コ に 注 目 」 と し て 、 考 え
る 際 の ポ イ ン ト が 示 さ れ て お り 、 学 習 を

通 し て 知 識 等 を 身 に 付 け る こ と が で き る
よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

②  ・ 学 習 問 題 を 解 決 す る た め の 手 立 て と し
て 「 ポ イ ン ト 」  が 示 さ れ る な ど 、 児 童 が
実 験 か ら 得 た 結 果 を 処 理 し 、 考 察 す る こ

と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  
・ 実 験 に お い て 、 別 の 方 法 を 紹 介 し て お
り 多 様 な 方 法 で 問 題 解 決 で き る よ う 配 慮

さ れ て い る 。  
 

③   単 元 末 に 、 「 り か の た ま て ば こ 」 や 「 サ

イ エ ン ス ワ ー ル  ド 」 等 を 設 定 し 、 学 ん だ
こ と を 日 常 に お け る 自 然 の 事 物 ・ 事 象 と
関 連 付 け て 考 え る こ と に よ り 、 自 然 の 秩

序 や 規 則 性  に 気 付 く こ と が で き る よ う 工
夫 さ れ て い る 。  

( 1)  

 
 
 

①  ４ 年 「 天 気 と 気 温 」 で
は 、 変 化 が 分 か る よ う に
結 果 を 表 や 写 真 で 記 録 す

る よ う 示 さ れ て お り 、 必
要 な 技 能 を 身 に 付 け る こ
と が で き る よ う 配 慮 さ れ

て い る 。  
 
 

②  ３ 年 「 音 の ふ し ぎ 」 で
は 、 音 の 伝 わ る と き の 実
験 を 一 人 で も で き る 方 法

を 紹 介 し て い る 。     
            
            

          
 

③  ５ 年 「 電 磁 石 の 性 質 」 の

「 り か の た ま て ば こ 」 で
は 、 生 活 の 中 で 利 用 さ れ
る モ ー タ ー や Ｍ Ｒ Ｉ 、 超

伝 導 リ ニ  ア な ど の 科 学
技 術 に 視 点 を 当 て 、 理 科
の 有 用 性 に 気 付 く こ と が

で き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。  

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
 
 

 
 
 

 
 

( 2 )  

・ 単 元 の 導 入 の 「 問 題 を 見 つ け る 」 で は 、
事 物 ・ 現 象 に 対 し て 関 心 や 意 欲 を 高 め 、
問 題 を 見 い だ し 、 解 決 す る な ど の  活 動

を 位 置 付 け て お り 、 主 体 的 に 学 習 に 取 り
組 む こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

  

・ 計 画 を 立 て た り 、 考 察 を し た り す る 場 面
で は 、 話 し 合 う 様 子 が 例 示 さ れ て お り 、
既 習 の 内 容 や 生 活 体 験 を 基 に 、 根  拠 の

あ る 予 想 や 仮 説 を 発 想 す る 力 を 育 成 す る
こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 
 
 

 ・ 実 験 計 画 を 立 案 す る 過 程 や 、 考 察 を す る
過 程 に お け る 話 合 い 活 動 が 例 示 さ れ て お
り 、 児 童 が 、 話 し 合 う 活 動 を 通 し て 、 条

件 を 制 御 し て 、 観 察 ・ 実 験 を 行 っ た り 、
結 果 を 分 析 し 解 釈 し た り す る こ と が で き
る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 2)  

・ ３ 年 「 ゴ ム と 風 の 力 の
は た ら き 」 で は 、 ゴ ム
で 動 く 車 を 使 っ た 遊 び

で の  気 付 き か ら 、 問 題
を 見 い だ す こ と が  で き
る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  
 ・ ４ 年 「 も の の 温 度 と 体

積 」 で は 、 既 習 内 容 や

話 合 い の 視 点 が 示 さ れ
て お り 、 空 気 の 温 度 の
変 化 と 体 積 の 変 化 の 関

係 に つ い て 、 根 拠 の あ
る 予 想 を 発 想 す る こ と
が で き る よ う 工 夫 さ れ

て い る 。  
 ・ ５ 年 「 流 れ る 川 の は た

ら き と 土 地 の 変 化 」 で

は 、 実 験 計 画 に つ い て
話 し 合 う 活 動 を 提 示 す
る こ と で 、 実 験 す る 内

容 を 再 確 認 し た り 、 目
的 に 応 じ て  条 件 を そ ろ
え た り す る こ と が で き

る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。  

 
 

3

3



 

 

大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 1 )  

・ 表 紙 扉 に 学 年 で 扱 う 学 習 内 容 に つ い て 、
漫 画 に よ り 問 い 掛 け る こ と で 、 児 童 の 問 題
解 決 へ の 興 味 ・ 関 心 を 高 め る こ と が で き る

よ う 工 夫 さ れ て い る 。  
 ・ 写 真 に よ る 資 料 か ら 多 く 児 童 に 理 解 し や

す い よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

  

( 1 )  

・ ３ 年 の 「 地 面 の よ う す と
太 陽 」 で は 、 導 入 時 に か げ
ふ み 遊 び を 体 験 さ せ る  こ

と で 興 味 ・ 関 心 を 高 め 、 そ
こ か ら 気 付 い た こ と を 基 に
問 題 を 設 定 す る こ と が で き

る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

( 2)  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )  

・ 「 深 め よ う 」 で は 、 補 充 的 な 学 習 を 行
い 、 そ れ ぞ れ の 単 元 末 の 「 た し か め よ う 」
と 「 学 ん だ こ と を 生 か そ う 」 で 演 習 を 行 う

こ と に よ り 、 学 習 内 容 の 定 着 を 図 る こ と が
で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 
・ 発 展 的 な 学 習 と し て 、 「 サ イ エ ン ス ワ ー
ル ド 」 を 学 習 内 容 に 合 わ せ て 効 果 的 に 取 り

上 げ ら れ て い る 。  

( 2)  

・ 単 元 末 の 「 た し か め よ
う 」 で は 、 基 本 的 な 内 容 を
問 う 問 題 、 「 学 ん だ こ と を

生 か そ う 」 で は 、 自 然 の 事
物 ・  事 象 を 説 明 さ せ る 問
題 が 取 り 上 げ ら れ て い る 。  

 
 ・ ６ 年 「 体 の つ く り 」 で

は 、 内 臓 の 役 割 や つ く り な

ど が 発 展 的 な 内 容 と し て 取
り 上 げ ら れ て い る 。  

( 3)  学 習 を 安 全 に 行 う 上

で の 配 慮 が さ れ て い る
か 。  

 

 

⑶  巻 末 ペ ー ジ の 「 器 具 の 使 い 方 」 で は 、 器

具 の 使 い 方 や 注 意  が 目 的 別 に 記 述 さ れ て お
り 、 確 認 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て
い る 。 ま た 、 安 全 面 で の 配 慮 を 「 注 意 」 、

実 験 ・ 観  察 で の コ ツ を 「 ポ イ ン ト 」 と 区 別
し て 掲 載 す る こ と に よ り 、 観 察 ・ 実 験 を 安
全 に 行 う こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  

⑶  ６ 年 巻 末 ペ ー ジ  pp . 2 1 8－

2 19  で は 、 「 気 体 を 調 べ
る 」 と い う 項 目 で 、 気 体 検
知 管 、 石 灰 水 、 酸 素 測 定 器

の 使 い 方 が 示 さ れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

⑴   

・ 各 単 元 に お い て 「 見 つ け よ う 」 、 「 調 べ よ
う 」 、 「 伝 え よ  う 」 の 流 れ で 問 題 解 決 の 過
程 が 示 さ れ て お り 、 問 題 解 決 の 過  程 を 意 識

し な が ら 、 見 通 し を も っ て 学 習 を 進 め る こ と
が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  
・ 関 連 す る 内 容 に つ い て は 、 適 宜 既 習 内 容 が

示 さ れ た り 、 単 元 末 「 サ イ エ ン ス ワ ー ル ド 」
で は 、 上 位 学 年 や 中 学 校 で の 学  習 内 容 が 紹
介 さ れ て い た り し て お り 、 内 容 の 系 統 性 を 意

識 し て 学 習 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て
い る 。  

⑴  

・ 導 入 ・ 展 開 ・ ま と め の 各
段 階 が 、  緑 → 黄 → 紫 と ペ
ー ジ が 色 分 け さ れ て お り 、

学 習 過 程 を 踏 ま え て 学 ぶ こ
と が で き る よ う 工 夫 さ れ て
い る 。   

・ ５ 年 「 電 磁 石 の 性 質 」 で
は 、 単 元  の 途 中 に ３ 年 生
で の 学 習 項 目 が 示 さ れ 、 単

元 末 で は 中 学 校 の 学 習 内 容
が 示 さ れ て い る 。  

( 2)  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

⑵  

・ 巻 末 に 「 算 数 と つ な げ よ う 」 、 「 ほ か の
教 科 と も つ な げ よ う 」 が あ り 、 算 数 科 や 、
生 活 科 、 音 楽 科 、 社 会 科 等 と 関 連 が 図 ら れ

て お り 、 学 習 内 容 の 理 解 を 深 め る こ と が で
き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

  
 
 

  
・ 教 科 書 に 使 わ れ て い る マ ー ク に 「 〇 〇 と
の つ な が り 」 や 、 「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 、 環 境 、 防

災 、 理 科 と 仕 事 、 伝 統 、 科 学 技 術 、 英 語 」
が あ り 、 他 教 科 や 総 合 的 な 学 習 の 時 間 と の
関 連 が 図 ら れ て い る 。  

⑵  

・ ３ 年 「 植 物 の 育 ち 方 （ 生
活 科 ） 」 、  「 ゴ ム と 風 の 力
の は た ら き （ 生 活 科 ） 」 、

「 音 の ふ し ぎ （ 生 活 科 、 音
楽 科 ） 」 、 「 地 面 の よ う す
と 太 陽 （ 社 会 科 ） 」 と 他 教

科 と の つ な が り が ま と め ら
れ て い る 。  

  

 
・ ６ 年 「 も の の 燃 え 方 」 の
「 り か の た ま て ば こ 」 で

は 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と 環 境 、 科 学
技 術 に 関 連 す る 内 容 が 掲 載
さ れ て お り 、 総 合 的 な 学 習

の 時 間 等 と  つ な げ る こ と
が で き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 理 科 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

学 校 図 書 株 式 会 社  
理 科 309 

み ん な と 学 ぶ  

小 学 校  理 科  3年  

理 科 409 

み ん な と 学 ぶ  

小 学 校  理 科  4年  

理 科 509 

み ん な と 学 ぶ  

小 学 校  理 科  5年  

理 科 609 

み ん な と 学 ぶ  

小 学 校  理 科  6年  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

① 自 然 の 事 物 ・ 現 象 に つ

い て の 理 解 を 図 り 、 観

察 、 実 験 な ど に 関 す る 基

本 的 な 技 能 を 身 に 着 け る

よ う に す る こ と  

 

 

② 問 題 解 決 の 力 を 養 う こ

と  

 

 

 

 

 

 

③ 自 然 を 愛 す る 心 情 や 主

体 的 に 問 題 解 決 し よ う と

す る 態 度 を 養 う こ と  

 

 

 

 

⑴   

 

 

 

①   見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ る 場 面 の ポ イ

ン ト が キ ャ ラ ク タ ー で 示 さ れ 、 自 己

チ ェ ッ ク す る こ と が で き る よ う 工 夫

さ れ 、 知 識 や 技 能 の 確 実 な 定 着 を 図

る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。  

 

②  単 元 全 体 を 通 し て 、 問 題 解 決 の 過 程

が 示 さ れ て い る と と も に 、 児 童 が 立

て た 予 想 や 結 果 を 基 に 考 え た こ と を

比 較 ・ 検 討 す る 活 動 の 場 が 設 け ら れ

て お り 、 問 題 解 決 の 力 の 育 成 を 図 る

こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

③  各 単 元 末 で は 、 「 や っ て み よ う 」 が

設 定 さ れ て お り 、 関 心 を 高 め 、 新 た

な 疑 問 や 気 付 き を 得 る な ど 、 既 習 内

容 を 基 に 、 進 ん で 問 題 を 解 決 し よ う

と す る 態 度 を 育 む こ と が で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。  

⑴   

 

 

 

①  ５ 年 「 電 流 と 電 磁 石 」 で

は 、 計 画 や 予 想 、 考 察 で

の ポ イ ン ト を 簡 潔 に 示 す

こ と で 、 基 本 的 な 考 え 方

や 知 識 の 定 着 を 図 る こ と

が で き る よ う 配 慮 さ れ て

い る 。  

②  ６ 年 「 も の の 燃 え 方 と 空

気 」 で は 、 酸 素 ・ 窒 素 ・

二 酸 化 炭 素 を 粒 子 と し て

モ デ ル 化 し 、 よ り 妥 当 な

考 え を つ く り だ し 、 表 現

す る 際 の 手 掛 か り に す る

こ と が で き る よ う 工 夫 さ

れ て い る 。  

③  ６ 年 「 電 気 と 私 た ち の 生

活 」 の 「 や っ て み よ う 」

で は 、 「 風 力 発 電 機 を 作

っ て み よ う 」 と い う 問 題

が 設 定 さ れ て お り 、 学 習

内 容 と 日 常 生 活 と の つ な

が り に 気 付 く こ と が で き

る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

⑵   

・  単 元 の 導 入 で は 、 問 題 を 見 い だ す こ と

が で き る よ う 、 様 々 な 事 象 や 活 動 が 設 定

さ れ て い る 。 ま た 、 実 験 の 内 容 や 調 べ る

方 法 を 写 真 や 絵 で 示 す こ と に よ り 、 主 体

的 に 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る よ う 工

夫 さ れ て い る 。  

・  導 入 や 予 想 、 考 察 の 場 面 で は 、 自 分 の

考 え を 伝 え 合 う 場 面 が 設 定 さ れ て お り 、

話 し 合 う 活 動 を 通 し て 、 多 様 な 考 え に 触

れ て 学 び を 深 め る こ と が で き る よ う 工 夫

さ れ て い る 。  

・  「 ふ り か え ろ う 」 で は 、 説 明 す る 活 動

が 位 置 付 け ら れ て お り 、 生 活 に つ な げ た

り 、 既 習 内 容 を 基 に 根 拠 を 考 え た り し て

説 明 す る こ と に よ り 、 理 解 が 深 ま る よ う

工 夫 さ れ て い る 。 ま た 、 学 習 内 容 に 関 連

し た 資 料 が 提 示 さ れ て お り 、 学 ん だ 知 識

を 日 常 生 活 に 当 て は め て 考 え る こ と が で

き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

⑵  

・  ６ 年 「 植 物 の 養 分 と

水 」 で は 、 葉 に で ん ぷ ん

が 含 ま れ て い る か 調 べ る

方 法 な ど が 示 さ れ て お

り 、 主 体 的 に 問 題 を 解 決

す る こ と が で き る よ う 工

夫 さ れ て い る 。  

・  ４ 年 「 空 気 と 水 」 で

は 、 筒 の 中 の 空 気 の 様 子

を 図 で 書 き 込 め る よ う 掲

載 さ れ て お り 、 自 分 の 考

え を 表 現 し た り 、 話 し 合

う 活 動 を 通 し て 考 え を 深

め た り す る こ と が で き る

よ う 工 夫 さ れ て い る 。  
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大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ

て い る か 。  

 

 

⑴  身 近 な 事 物 ・ 現 象 の 写 真 や 絵 な ど の 資 料

を 用 い る と と も に 、 目 に 見 え な い も の に つ

い て は 、 モ デ ル 化 し て 図 示 す る こ と に よ

り 、 児 童 の 発 達 の 段 階 に 応 じ て 理 解 を 深 め

る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

⑴   ３ 年 「 し ぜ ん の か ん さ

つ 」 で は 、 春 の 野 原 の 生

き 物 と し て 、 様 々 な 写 真

が 掲 載 さ れ て お り 、 学 習

へ の 興 味 ・ 関 心 を 高 め る

こ と が で き る よ う 配 慮 さ

れ て い る 。  

 

( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮

さ れ て い る か 。  

 

 

⑵  

・  「 ふ り か え ろ う 」 で は 、 そ れ ぞ れ の 単 元 で

習 得 し た 科 学 的 な 言 葉 を 用 い て 演 習 を 行 う

こ と で 、 学 習 内 容 の 定 着 を 図 る こ と が で き

る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

 

・  「 も っ と し り た い 」 で は 、 発 展 的 な 内 容

が 、 ３ 年 で ４ 項 目 、 ４ 年 で ４ 項 目 、 ５ 年 で

８ 項 目 、 ６ 年 で ７ 項 目 を 取 り 上 げ て い る 。  

⑵   

・  「 ふ り か え ろ う 」 、

「 も っ と し り た い 」 で は ､

基 本 的 な 問 題 に 加 え 、 学

ん だ 科 学 的 な 用 語 を 用 い

て 、 事 象 を 説 明 す る な ど

の 問 題 も 取 り 上 げ ら れ て

い る 。  

・  ３ 年 「 光 を 調 べ よ う 」

の 「 も っ と し り た い 」 で

は 、 日 常 生 活 の 中 で 光  

の 反 射 を 利 用 し た も の が

発 展 的 内 容 と し て 取 り 上

げ ら れ て い る 。  

 

( 3 )  学 習 を 安 全 に 行 う 上

で の 配 慮 が さ れ て い る

か 。  

 

 

 

⑶   観 察 ・ 実 験 の ペ ー ジ や 巻 末 ペ ー ジ に は 、

器 具 の 使 い 方 や 安 全 面 の 注 意 事 項 が 掲 載 さ

れ て お り 、 安 全 に 問 題 解 決 を す る こ と が で

き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

⑶  ４ 年 「 も の の 温 ま り 方 」

で は 、 巻 末 ペ ー ジ が 示 さ れ

て お り 、 関 連 す る 器 具 の 使

用 に 関 す る 注 意 事 項 が 示 さ

れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

 

 

⑴   

・  単 元 を 通 し て 身 に 付 け た 問 題 解 決 の 力

を 、 計 画 的 に 育 成 す る こ と が で き る よ う 、

単 元 の 配 列 が 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 

 

・  同 一 学 年 に お い て 、 季 節 ご と に 学 習 す る

単 元 に つ い て は 、 枝 番 号 が 付 い た 単 元 表 記

と す る こ と に よ り 、 単 元 相 互 の 関 連 が 明 確

に な る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

⑴   

・  ５ 年 で は 、 最 初 の 単 元

「 ふ り こ の 運 動 」 で 条 件 制

御 の 考 え 方 を 学 び 、 そ の 学

び を 生 か し て 、 後 の 学 習 を

取 り 組 む こ と が で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。  

・  ３ 年 「 ２  植 物 を 育 て よ

う 」 で は 、 植 物 の 成 長 に

合 わ せ て 「 ２ － ４ 」 ま で

単 元 が 表 記 さ れ 、 関 連 が

図 ら れ て い る 。  

 

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

⑵   

・  単 元 末 で 、 学 習 し た こ と を 生 か し た 日

常 生 活 に 関 連 し た 事 象 を 取 り 上 げ て い る 。

ま た 、 右 上 に 「 仕 事 」 や 「 く ら し 」 が 示 さ

れ て お り 、 他 教 科 等 と の 関 連 が 図 ら れ て い

る 。  

 

・  各 学 年 の 巻 末 で は 、 「 理 科 の 世 界 を ふ

り か え ろ う 」 が 記 載 さ れ て お り 、 人 間 関

係 形 成 能 力 や 自 己 理 解 ・ 自 己 管 理 能 力 の

育 成 な ど 、 キ ャ リ ア 教 育 と の 関 連 が 図 ら

れ て い る 。  

⑵  

・  ３ 年 の 「 か げ と 太 陽 」

で は 、 学 習 し た こ と を 生

か し た 日 光 の 利 用 が 取 り

上 げ ら れ て お り 、 環 境 教

育 と の 関 連 が 図 ら れ て い

る 。  

・  ６ 学 年 の 巻 末 の 「 理 科

の 世 界 を ふ り か え ろ う 」

で は 、 自 己 の 成 長 を 確 か

め 、 中 学 校 の 学 び に 生 か

す こ と が で き る よ う 工 夫

さ れ て い る 。  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 理 科 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

教 育 出 版 株 式 会 社  
理 科 310 

み ら い を ひ ら く  

小 学 理 科 3 

理 科 410 

未 来 を ひ ら く  

小 学 理 科 4 

理 科 510 

未 来 を ひ ら く  

小 学 理 科 5 

理 科 610 

未 来 を ひ ら く  

小 学 理 科 6 

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ
た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
① 自 然 の 事 物 ・ 現 象 に つ
い て の 理 解 を 図 り 、 観

察 、 実 験 な ど に 関 す る 基
本 的 な 技 能 を 身 に 着 け る
よ う に す る こ と  

 
 
 

 
② 問 題 解 決 の 力 を 養 う こ
と  

 
 

 

 
 
③ 自 然 を 愛 す る 心 情 や 主

体 的 に 問 題 解 決 し よ う と
す る 態 度 を 養 う こ と  

 

 
 
 

    

 
 
 

 
①   観 察 す る 手 順 や ポ イ ン ト が 示 さ れ て お

り 、 実 験 や 観 察 す る 上 で 必 要 な 技 能 を 身

に 付 け る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。 ま た 、 単 元 の 導 入 に 「 学 習 の つ な が
り 」 が 位 置 付 け ら れ て お り 、 学 習 内 容 の

相 互 の 関 連 を 意 識 し 学 習 す る こ と が で き
る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 
②   全 学 年 に お い て 、 巻 頭 に 「 前 年 度 で 学

ん だ こ と 」 や 、 「 ○ 年 で 大 切 に し た い 言

葉 」 が 掲 載 さ れ て お り 、 当 該 学 年 の 目 標
な ど を 意 識 し て 学 習 す る こ と が で き る よ
う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
 
③  単 元 末 に 「 学 び を 広 げ よ う 」 が 掲 載 さ れ

て お り 、 身 の 回 り の 自 然 の 事 物 ・ 事 象 の
性 質 や 規 則 性 が 、 生 活 や 社 会 の 中 で 実 際
に 成 り 立 っ て い る こ と に 気 付 く こ と が で

き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 
 
 

 
①  ３ 年 「 生 き 物 を 調 べ よ

う 」 で は 植 物 と 動 物 の 観

察 の 手 順 を 分 け て 示 さ れ
て お り 、 観 察 す る 際 に 必
要 な 技 能 を 身 に 付 け る こ

と が で き る よ う 配 慮 さ れ
て い る 。  
 

 
②  ５ 年 「 ふ り こ 」 で は 、 実

験 方 法 を 立 案 す る 手 順 が

示 さ れ て お り 、 条 件 を 制
御 し な が ら 解 決 の 方 法 を
考 え る こ と が で き る よ う

配 慮 さ れ て い る 。  
 
③  ５ 年 「 天 気 の 変 化 」 で

は 、 「 自 分 が 住 ん で い る
場 所 の 天 気 予 報 を し て み
ま し ょ う 」 と い う 問 題 を

設 定 し 、 学 習 内 容 と 日 常
生 活 や 社 会 と の つ な が り
や 、 理 科 の 有 用 性 に 気 付

く こ と が で き る よ う 工 夫
さ れ て い る 。  

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い
学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 

 
 
 

 
 

( 2 )  
・  「 見 つ け よ う 」 で は 、 体 験 や 観 察 を 通 し

て 問 題 を 見 い だ し 、 主 体 的 に 学 習 に 取 り
組 む こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。
ま た 、 「 チ ャ レ ン ジ 」 が 設 定 さ れ て お

り 、 学 習 内 容  を 活 用 し て 、 新 た な 学 習
問 題 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 工 夫 さ
れ て い る 。  

 
・   巻 頭 に は 、 「 自 分 た ち の 考 え を 伝 え 合

い 、 学 び 合 お う 」 で 話 型 が 示 さ れ た り 、

問 題 解 決 の 過 程 で 話 し 合 う 場 面 が 設 定 さ
れ た り し て お り 、 対 話 を 通 し て 学 習 を 進
め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。

  
・  「 考 え 方 の カ ギ 」 や 「 見 方 の カ ギ 」 が 示

さ れ て お り 、 比 較 し た り 、 見 方 ・ 考 え 方

を 働 か せ て 問 題 解 決 に 取 組 ん だ り す る こ
と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。 さ ら に
「 学 び を 広 げ よ う 」 で は 、 習 得 し た 知 識

等 を 活 用 し て 考 え る こ と が で き る よ う 、
発 問 が 例 示 さ れ て お り 、 日 常 生 活 に 当 て
は め て 考 え る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ

て い る 。  

( 2)  
・  ５ 年 「 植 物 の 発 芽 や 成

長 」 で は 、 ３ 、 ４ 年 生 で
体 験 し た こ と を 「 見 つ け
よ う 」 で 想 起 さ せ 、 問 題

を 見 い だ す こ と が で き る
よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 
・  ５ 年 「 ふ り こ 」 で は 、 予

想 を 確 か め る た め に 何 と

何 を 比 べ れ ば よ い か に つ
い て 、 話 し 合 う 様 子 が 例
示 さ れ て い る 。   

 
・  ４ 年 「 雨 水 と 地 面 」 で

は 、 「 学 び を 広 げ よ う 」

の 中 で 、 粒 の 大 き さ に よ
っ て 水 の し み 込 み 方 が 異
な る 知 識 を 生 か し 、 植 木

鉢 の 底 に 石 を し く こ と の  
理 由 を 考 え さ せ る こ と に
よ り 、 日 常  生 活 に 当 て は

め て 考 え る こ と が で き る
よ う 工 夫 さ れ て い る  
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大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 1 )  誌 面 の 区 切 り を 少 な く し 、 文 字 を 大 き く

し た り 、 重 要 な 用 語 に 色 を 付 け た り す る こ
と で 、 読 み や す く な る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。 ま た 、 観 察 す る も の が 実 物 大 の 大 き さ

や 見 開 き ペ ー ジ を 使 っ て 絵 を 掲 載 す る こ と
に よ り 、 児 童 の 興 味 ・ 関 心 を 高 め る こ と が
で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 1)  ６ 年 「 人 や 他 の 動 物 の

体 」 で は 、 臓 器 の 様 子 が ほ
ぼ 実 際 の 大 き さ で 見 開 き ４
ペ ー ジ で 掲 載 さ れ て お り 、

そ れ ぞ れ の 臓 器 の 働 き に つ
い て 理 解 す る こ と が で き る
よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 2)  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )  

・  「 チ ャ レ ン ジ 」 で は 、 補 充 的 な 学 習
を 、 「 ふ り 返 ろ う 」 や 「 わ か っ た こ と は
何 か な ？ 」 で は 、 学 習 内 容 の 要 点 の 確 認  

を 、 「 確 か め よ う 」 で は 、 演 習 を 行 う こ
と に よ り 、 学 習 内 容 の 定 着 を 図 る こ と が
で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

  ・  「 科 学 の ま ど 」 で は 、 発 展 的 な 学 習 に
つ な が る よ う 、 様 々 な 資 料 が 取 り 上 げ ら
れ て い る 。  

⑵  

・  「 確 か め よ う 」 で は 、 基
本 的 な 知 識 等 を 問 う 問 題
と 、 事 象 に つ い て 説 明 さ せ

る 問 題 な ど が 掲 載 さ れ て い
る 。   

 

・  ４ 年 「 水 の ゆ く え 」 で
は 、 発 展 的  内 容 と し て
「 自 然 の 中 を め ぐ る 水 」  

が 取 り 上 げ ら れ て い る 。  

 

( 3 )  学 習 を 安 全 に 行 う 上
で の 配 慮 が さ れ て い る
か 。  

 
 

 

( 3 )  実 験 で 気 を 付 け る こ と を 「 注 意 」 、 け が
防 止 の 点 を 「 き け ん 」 と 区 別 し て 示 し 、 裏
表 紙 に は 、 単 元 に 応 じ た 「 理 科 の 安 全 の 手

引 き 」 が ま と め て 掲 載 さ れ て お り 、 安 全 に
観 察 ・ 実 験 を 行 う こ と が で き る よ う 配 慮 さ
れ て い る 。  

 

( 3 )  ５ 年 「 も の の と け 方 」 で
は 、 「 注 意 」 と 「 き け ん 」
を 区 別 し 、 薬 品 を 扱 う 際 の

人 体 へ の 危 険 性 を 強 調 し 、
安 全 に 実 験 を 行 う こ と が で
き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

 
( 1 )  

・  各 単 元 に お い て 、 「 見 つ け よ う 」 、 「 問
題 」 、 「 予 想 し よ う 」 、 「 計 画 し よ う 」 、
「 観 察 ・ 実 験 」 、 「 結 果 か ら 考 え よ う 」 、

「 結 論 」 、 「 学 び を 広 げ よ う 」 の 流 れ で 問
題 を 解 決 す る こ と が で き る よ う 構 成 さ れ て
お り 、 問 題 解 決 の 手 順 を 意 識 し な が ら 、 見

通 し を も っ て 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る  
よ う 工 夫 さ れ て い る 。   
・  教 科 書 の 巻 頭 と 巻 末 や 各 単 元 の 導 入 に

は 、 関 連 す る 既 習 内  容 や 今 後 の 学 習 内 容 と
の つ な が り が 示 さ れ て お り 、 系 統 性 を 意 識
し て 学 習 す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て

い る 。  

 
( 1 )  

・  全 学 年 の 巻 頭 「 学 習 の 進
め 方 」 に 、 学 習 の 手 順 と そ
の 説 明 が 記 載 さ れ て お り 、

構 成 に 配 慮 さ れ て い る 。  
 
・ ６ 年 「 植 物 の 体 」 で は 、

導 入 に 「 学 習 の つ な が り 」
や 「 思 い 出 そ う 」 が 示 さ れ
て お り 、 前 後 の 学 年 と の つ

な が り や 既 習 内 容 と の 関 連
が 明 確 に な る よ う 工 夫 さ れ
て い る 。  

 
( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

 
( 2 )  

・  全 て の 学 年 に お い て 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に つ い て
触 れ て お り 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 や 環 境
教 育 、 福 祉 教 育 と の 関 連 が 図 ら れ て い

る 。  
 
 

 
 
 

 
 
 

 
・  目 次 で 「 算 数 と の つ な が り 」 を 示 し て お

り 、 算 数 科 と の 関  連 が 図 ら れ て い る 。  

 
( 2 )  

・  ４ 年 「 体 の つ く り と 運
動 」 で は 、 ロ ン ド ン パ ラ リ
ン ピ ッ ク の 写 真 と と も に 、

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 10と 17の 目 標  
が 示 さ れ て い る 。 ま た 、
「 し ょ う が い 者 が 、 し ょ う

が い を も た な い 人 と ス ポ ー
ツ を 楽 し む に は 、 ど う す れ
ば よ い か な ？ 」 と 問 い 掛 け

る な ど 、 人 権 教 育 や 福 祉 教
育 と の 関 連 が 図 ら れ る よ う
工 夫 さ れ て い る 。  

 
・  ４ 年 「 天 気 に よ る 気 温 の

変 化 」 で は 、 折 れ 線 グ ラ フ

の か き 方 が 、 ６ 年 の 「 て
こ 」 で は 、 「 比 例 と 反 比
例 」 の 視 点 が 書 か れ て お

り 、 算 数 科 と 関 連 が 図 ら れ
て い る 。  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 理 科 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

株 式 会 社 新 興 出 版 社 啓 林 館  理 科 311 

わ く わ く 理 科  ３  

理 科 411 

わ く わ く 理 科  4 

理 科 511 

わ く わ く 理 科  5 

理 科 611 

わ く わ く 理 科  6 

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 
( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  
 
① 自 然 の 事 物 ・ 現 象 に つ
い て の 理 解 を 図 り 、 観
察 、 実 験 な ど に 関 す る 基
本 的 な 技 能 を 身 に 着 け る
よ う に す る こ と  

 
 
 
 

② 問 題 解 決 の 力 を 養 う こ
と  

 
 
 
 
 
 

 
③ 自 然 を 愛 す る 心 情 や 主
体 的 に 問 題 解 決 し よ う と
す る 態 度 を 養 う こ と  

 

 
( 1 )  
 
 
 

①  単 元 末 に 「 ふ り 返 ろ う  ま と め の ノ ー
ト 」 と 新 し く 学 習 し た 言 葉 」 が 掲 載 さ れ
て お り 、 学 習 内 容 に つ い て 確 認 す る 際 の
参 考 に す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て
い る 。 ま た 、 単 元 初 め と 単 元 末 に は 、 同
一 の 問 い が 示 さ れ て お り 、 学 習 の 成 果 を
自 身 の 変 容 か ら 捉 え る こ と が で き る よ う
配 慮 さ れ て い る 。  
 

②  問 題 か ら ま と め ま で の 一 連 の 流 れ が 点 線
で 結 ば れ て お り 、 問 題 解 決 の 過 程 を 分 か
り や す く 示 す こ と に よ り 、 予 想 や 仮 説 を
基 に 解 決 の 方 法 を 発 想 す る 力 な ど の 問 題
解 決 の 力 を 育 成 す る こ と が で き る よ う 工
夫 さ れ て い る 。  

 
 
 

③  単 元 末 で は 、 「 活 用 し よ う 」 が 位 置 付 け
ら れ て お り 、 学 習 内 容 と 日 常 生 活 や 社 会
に 関 連 す る 身 近 な 事 象 を つ な げ て 考 え る
こ と に よ り 、 新 た な 問 い を 見 い だ す こ と
が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
( 1 )  

①  ６ 年 「 ヒ ト や 動 物 の 体 」
で は 、 人 が 体 の 中 に 取 り
入 れ る も の と 排 出 す る も
の の 流 れ に つ い て 模 式 図
を 用 い て ま と め ら れ て お
り 、 知 識 を 習 得 す る こ と
が で き る よ う 配 慮 さ れ て
い る 。  
 

 

 

②  ５ 年 「 流 れ る 水 の は た ら
き 」 で は 、 問 い を 投 げ 掛
け 、 児 童 に 実 験 方 法 を 複
数 例 示 す る こ と に よ り 、
予 想 や 仮  説 を 基 に 解 決
の 方 法 を 発 想 す る こ と が
で き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。  

 
③  ６ 年 「 発 電 と 電 気 の 利

用 」 の 「 活 用 し よ う 」 で
は 、 プ ロ グ ラ ム に よ っ て
動 作 す る 身 の 回 り の も の
に 視 点 を 当 て 、 学 習 内 容
と 日 常 生 活 と の つ な が り
や 、 理 科 の 有 用 性 に 気 付
く こ と が で き る よ う 工 夫
さ れ て い る 。  

  
( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 

 
( 2 )  
・  問 題 解 決 を す る 際 に 着 目 す る 視 点 に は 、 マ

ー カ ー が 引 か れ て お り 、 自 然 の 事 物 ・ 現 象
か ら 問 題 を 見 い だ し 、 観 察 ・ 実 験 の 結 果 を
基 に 自 身 の 考 え を 整 理 す る こ と が で き る よ
う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
 
 
・  予 想 ・ 計 画 の 場 面 や 考 察 の 場 面 で は 、 話 し

合 う 活 動 が 例 示 さ れ て お り 、 根 拠 を 明 確 に
し た り 、 自 分 の 考 え の 妥 当 性 を 高 め た り す
る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
 
 
 
・  単 元 末 の 「 く ら し と リ ン ク 」 で は 、 日 常 生

活 と の 関 連 を 示 す と と も に 、 身 に 付 け た 知
識 等 を 基 に 、 身 近 な 事 象 を 比 較 し た り 、 関
係 付 け た り す る こ と に よ り 、 科 学 的 に 問 題
を 解 決 す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。  

 
( 2 )  
・ ３ 年 「 か げ と 太 陽 」 で は 、 時

間 の 違 う ２ 枚 の 写 真 か ら 、 時
間 の 経 過 と か げ の 向 き に 着 目
す る よ う ポ イ ン ト が 例 示 さ れ
て お り 、 理 科 の 見 方 ・ 考 え 方
を 働 か せ て 考 え る こ と が で き
る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
・ ５ 年 「 ふ り こ の き ま り 」 で は

話 合 い の 場 面 の 要 点 に マ ー カ
ー が 引 か れ て お り 、 振 れ 幅 、
お も り の 重 さ 、 振 り 子 の 長 さ
と い う 複 数 の 比 較 す る 条 件 を  
整 理 し て 問 題 解 決 す る こ と が
で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
・ ３ 年 「 電 気 で 明 か り を つ け よ

う 」 で は 、 単 元 末 に 日 常 生 活
で 安 全 に 電 気 を 使 う た め の 工
夫 が 例 示 さ れ て お り 、 学 習 内
容 を 基 に 電 化 製 品 の つ く り に
着 目 す る こ と が で き る よ う 工
夫 さ れ て い る 。  
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大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 
( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

 
( 1 )  単 元 の 導 入 時 に 、 学 習 問 題 と つ な が り の

あ る 身 近 な 経 験 や 実 際 に 調 べ て み た く な る
よ う な 実 験 の 写 真 を 掲 載 す る こ と に  よ り 、
単 元 へ の 興 味 ・ 関 心 を 高 め る こ と が で き る
よ う 工 夫 さ れ て い る  

 
( 1 )  ４ 年 「 も の の 温 度 と 体

積 」 で は 、 試 験 管 を 使 っ て
試 し て い る 写 真 を 掲 載 し 、
結 果 が 分 か ら な い よ う 試 験
管 の 先 を 隠 す な ど 、 児 童 の
興 味 ・ 関 心 を 高 め る こ と が
で き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。  

 
( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 
 

 
( 2 )  
・ 「 た し か め よ う 」 、 「 活 用 し よ う 」 で 演 習

を 行 う こ と に よ り 、 学 習 内 容 の 習 得 を 図 る
こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

   
 
 
・ 表 紙 に QRコ ー ド が あ り 、 タ ブ レ ッ ト に 入 れ

れ ば 家 で 学 習 で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  
   
・ 「 理 科 の 広 場 」 、 「 く ら し と リ ン ク 」 で 発

展 的 な 学 習 が 取 り 上 げ ら れ て お り 、 理 科 の
有 用 性 を 認 識 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ
れ て い る 。  
 
 
 

 
( 2 )  
・ 単 元 末 の 「 た し か め よ う 」

で は 、 基 礎 的 な 問 題 を 、
「 活 用 し よ う 」 で は 、 応 用
問 題 が 取 り 上 げ ら れ て い
る 。  

 
・ ５ 年 「 植 物 の 発 芽 と 成 長 」

で は 、 「 基 本 チ ェ ッ ク 」 で
内 容 を 確 認 で き る 。  

 
・ ４ 年 「 も の の あ た た ま り

方 」 で は 、 日 常 生 活 の フ ラ
イ パ ン の 構 造 を 例 示 し 、 発
展 的 内 容 と し て 熱 伝 導 が 取
り 上 げ ら れ て い る 。  

 
( 3 )  学 習 を 安 全 に 行 う 上

で の 配 慮 が さ れ て い る
か 。  

 
 

 
( 3 )  各 単 元 の 観 察 ・ 実 験 の ペ ー ジ で は 、 ユ ニ

バ ー サ ル デ ザ イ ン の 視 点 か ら 、 マ ー ク に よ
り 視 覚 的 に 注 意 喚 起 が さ れ て お り 、 安 全 性
に 配 慮 さ れ て い る 。 ま た 、 同 じ 器 具 を 使 用
す る 部 分 に つ い て は 繰 り 返 し 掲 載 す る こ と
に よ り 、 安 全 な 使 い 方 の 定 着 を 図 る こ と が
で き る よ う 配 慮 さ れ て い る  

 
( 3 )  ３ 年 で は 、 「 け が 」 、

「 や け ど 」 、 「 強 い 光 」 な
ど の マ ー ク を 、 虫 眼 鏡 を 使
用 し て 観 察 す る 学 習 で 、 繰
り 返 し 示 さ れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 
 

 
( 1 )  
・ 学 習 内 容 の 特 性 に 合 わ せ て 季 節 や 実 施 時 期

が 考 慮 さ れ て お り 、 ね ら い に 沿 っ て 問 題 を
解 決 す る こ と が で き る よ う 、 単 元 の 配 列 が
工 夫 さ れ て い る 。  

 
 
・ 表 紙 の QRコ ー ド で は 、 全 学 年 の 内 容 が 見 ら

れ る た め 履 修 内 容 が 確 認 で き 、 系 統 的 な 学
習 に つ な が る 工 夫 が さ れ て い る 。  

 
( 1 )  
・ ６ 年 「 水 よ う 液 の 性 質 」 で

は 、 外 気 温 が 高 い 時 期 に 実
施 す る こ と で 円 滑 に 実 験 を
進 め 、 期 待 さ れ る 結 果 を 得
る こ と が で き る よ う 工 夫 さ
れ て い る 。  

 
 
 
 
 
 
 
( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 
 

・  単 元 の 導 入 「 思 い 出 そ う 」 で 関 連 す る 既 習
内 容 が 図 や 写 真 と と も に 示 さ れ て お り 、 学
習 内 容 の 系 統 性 を 意 識 す る こ と が で き る よ
う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
 
 
( 2 )  
・  「 活 用 し よ う 」 、 「 理 科 の 広 場 」 で は 、 単

元 の 学 習 内 容 か  ら 他 教 科 と の 関 連 が 示 さ れ
て お り 、 教 科 等 横 断 的 に 学 習 し 、 理 解 を 深
め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・  巻 頭 に は 、 「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 」 と 「 Ｓ Ｔ Ｅ Ａ Ｍ 」
に つ い て の 説 明 、 巻 末 に は 、 「 伝 え る 」 、
「 施 設 の 利 用 」 、 「 理 科 に つ な が る 算 数 の
ま ど 」 が 掲 載 さ れ て い る 。 ま た 、 他 教 科 等
で の 学 習 内 容 が 明 記 さ れ る な ど 、 関 連 が 図
ら れ て い る 。  

・ ４ 年 「 電 気 の は た ら き 」 で
は 、 単 元 の 導 入 で 回 路 を 図
示 す る こ と に よ り 、 ３ 年 で
の 学 習 内 容 を 確 認 す る こ と
が で き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。  

 
( 2 )  
・ ６ 年 「 月 と 太 陽 」 で は 、 月

を 詠 ん だ 俳 句 を 掲 載 し 、 国
語 科 と 関 連 付 け て い る 。   

 
・ ５ 年 ｢流 れ る 水 の は た ら き ｣

で は 、 く ら し と リ ン ク で ス
タ ジ ア ム が 水 害 か ら 街 を 守
る シ ス テ ム を STEA Mや S DGｓ
と 繋 げ て 考 え ら れ た 記 事 が
掲 載 さ れ て い る 。  
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令和６年度使用 
 
 

小学校・義務教育学校前期課程用 

教科用図書調査研究資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那須塩原市・那須町採択地区協議会 
 
 
 
 
 

生 活 



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 生 活 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  

東 京 書 籍 株 式 会 社  
生 活  11 7   

ど き ど き  わ く わ く   

新 編  あ た ら し い  せ い か つ  上  

生 活  11 8   

あ し た へ  ジ ャ ン プ   

新 編  新 し い  生 活  下  

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

⑴  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ  

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

① 学 校 、 家 庭 及 び 地 域 の

生 活 に 関 す る こ と  

 

 

 

 

 

 

 

② 身 近 な 人 々 、 社 会 及 び

自 然 と 関 わ る 活 動 に 関 す

る こ と  

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 自 分 自 身 の 生 活 や 成 長

に 関 す る こ と  

 
 
 
 
 
 
 

⑴   上 下 巻 を 通 じ て 、 下 記 の 内 容 が 特 に 重 視 さ れ て お り 、 目 標 や 内 容 に つ

い て 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

①   【 地 域 と 生 活 】  

学 校 探 検 や 地 域 探 検 を 通 し て 、 児 童 と 大 人 の 会 話 を 色 分 け し た

り 、 イ ン タ ビ ュ ー 等 の 活 動 で の 会 話 を 数 多 く 取 り 上 げ た り す る こ

と で 、 自 分 た ち の 生 活 が 人 と 深 く 関 わ っ て い る こ と に 気 付 く こ と

が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

「 が っ こ う だ い す き 」 （ 上  pp . 1 4－ 2 5）   

「 ど き ど き わ く わ く ま ち た ん け ん 」 （ 下  p p. 2 0－ 29）  

「 も っ と な か よ し ま ち た ん け ん 」 （ 下  pp. 6 8－ 79）   

 

②   【 季 節 の 変 化 と 生 活 】  

季 節 ご と の 自 然 や 人 々 の 暮 ら し の 変 化 を 同 じ 風 景 で 比 較 す る こ

と を 通 し て 、 季 節 に よ る 違 い や 特 徴 を 見 付 け 、 四 季 の 変 化 に 気 付

く こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

二 次 元 コ ー ド が ２ か 所 に あ り 、 動 画 や 写 真 を 見 る こ と が で き 、

詳 し い 解 説 が 見 る こ と が で き る 。  

 「 な つ が や っ て き た 」 （ 上  pp . 4 0－ 4 3）  

 「 た の し い あ き い っ ぱ い 」 （ 上  pp . 6 4－ 67）  

 「 ふ ゆ を た の し も う 」 （ 上  pp . 8 8－ 9 1）   

「 校 て い で 春 を さ が そ う 」 （ 下  pp . 2－ 3）  

  

③   【 自 分 の 成 長 】   

自 分 の 成 長 を 振 り 返 っ た り す る こ と や 、 写 真 や 友 達 か ら の 手

紙 、 身 近 な 人 の 話 を 聞 い た り す る こ と な ど か ら 、 自 分 自 身 の 成 長

を 他 者 と の 関 わ り を 通 し て 、 こ れ か ら の 自 分 の 生 活 に 期 待 さ せ 、

意 欲 的 に 生 活 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

「 も う す ぐ ２ ね ん せ い 」 （ 上  pp . 1 0 2－ 112）   

「 あ し た へ ジ ャ ン プ 」 （ 下  pp . 9 2－ 1 02）  

 

 ⑵  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い  

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  
 

⑵   上 巻 で は 、 全 体 を 通 し て 吹 き 出 し を 多 用 す る こ と で 、 児 童 の 気 付 き を

促 す と と も に 、 友 達 と 交 流 す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。 ま た

下 巻 で は 、 一 人 一 人 の 気 付 き を 伝 え 合 い 、 交 流 し て い る 様 子 や 試 行 錯 誤

し て 何 度 も 挑 戦 す る 様 子 を 具 体 的 に 示 す こ と で 、 気 付 き の 質 を 高 め る こ

と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

（ 下  pp . 1 2－ 1 5、 pp . 4 8－ 5 1、 p p. 7 2－ 75）  

 

 ⑶  地 域 の 実 態 に 応 じ る 配  

慮 が さ れ て い る か 。  

 

⑶   各 地 の 伝 統 行 事 や 伝 承 遊 び な ど を 写 真 で 紹 介 す る と と も に 、 イ ラ ス ト

を 用 い て 同 じ 場 面 の 季 節 の 変 化 を 表 現 す る こ と で 、 児 童 が 地 域 の 人 や 自

然 に 興 味 ・ 関 心 を も つ こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

「 な つ の あ そ び ず か ん 」 （ 上  pp . 5 0－ 5 1）  

「 む か し か ら つ た わ る あ そ び を た の し も う 」 （ 上  p p. 1 0 0－ 1 01）   

「 春 の く ら し 」 （ 下  p .７ ） 「 夏 の く ら し 」 （ 下  p .4 3）   

「 秋 の く ら し 」 （ 下  p .5 7）  「 冬 の く ら し 」 （ 下  p. 9 1）  

 

1

1



 

 

大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

⑴  発 達 の 段 階 、 興 味 ・ 関  

心 に つ い て 考 慮 さ れ て

い る か 。  

 

⑴  ・  各 単 元 の 最 初 の ペ ー ジ は 、 見 開 き で 大 き な 写 真 を 掲 載 し 、 構 成 を 工 夫

す る こ と で 、 こ れ か ら 行 う 活 動 へ の 意 欲 を 高 め る こ と が で き る よ う 配 慮 さ

れ て い る 。  

  

・  幼 稚 園 や 保 育 所 な ど を 想 起 さ せ る 写 真 が 掲 載 さ れ て お り 、 経 験 し た こ

と が あ る と い う 安 心 感 を 与 え る と と も に 、 学 校 生 活 へ の 期 待 が 高 ま る 言 葉

掛 け を 提 示 す る こ と で 、 今 後 の 学 校 生 活 へ の 意 欲 を 高 め る こ と が で き る よ

う 工 夫 さ れ て い る 。  

 「 が っ こ う せ い か つ す た あ と 」 （ 上  pp . 1－ 1 3）  

 

 ・  上 巻 か ら 、 生 き 物 の 観 察 方 法 が 掲 載 さ れ て お り 、 「 も っ と 詳 し く 調 べ

た い 」 と い う 児 童 の 意 欲 を 生 か す こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  ま

た 、 下 巻 で は 、 各 単 元 の ま と め 方 や 振 り 返 り の 表 現 方 法 が 例 示 さ れ て お

り 、 児 童 が 伝 え た い 相 手 や 内 容 に よ っ て 、 手 法 を 選 択 し て 活 動 す る こ と が

で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

（ 上  p. 5 7， 下  pp . 3 8－ 3 9）  

⑵  補 充 的 な 学 習 、 発 展  

的 な 学 習 に つ い て 配 慮

さ れ て い る か 。  

 

 

⑵  ・  上 巻 末 の 「 ほ ん と う の お お き さ  い き も の ず か ん 」 で は 、 原 寸 大 の 資 料

が 掲 載 す る こ と で 、 児 童 の 学 習 意 欲 を 高 め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て

い る 。   

「 ほ ん と う の お お き さ  い き も の ず か ん 」 （ 上  p p. 1 2 1－ 1 28）  

  

・  下 巻 末 の 「 か つ ど う  べ ん り て ち ょ う 」 で は 、 学 習 に 必 要 な ま と め 方 や

調 べ 方 、 道 具 の 使 い 方 が 、 二 次 元 コ ー ド を 読 み 取 る こ と で 、 ス ラ イ ド 資 料

で 確 認 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

「 か つ ど う  べ ん り て ち ょ う 」 （ 下  pp . 1 0 3－ 1 20）  

 

 ・  植 物 の 一 年 間 の 様 子 が 、 「 年 間 を 通 し て 植 物 の 種 類 に よ る 違 い 」 、

「 生 長 の 段 階 に よ る 違 い 」 に よ っ て 比 較 で き る よ う 紙 面 が 構 成 さ れ て お

り 、 植 物 の 生 長 に 対 す る 意 欲 を 高 め る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。

 （ 上  p .2 8， p .3 0， p. 3 2， p .3 6） （ 下  p.1 1， p .1 3， p .1 7）  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

⑴  構 成 、 配 列 、 系 統 性 に  

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

⑴  ・  上 巻 の 巻 頭 で は 、 保 護 者 へ 向 け た ス タ ー ト カ リ キ ュ ラ ム の 説 明 の ペ ー

ジ が 掲 載 さ れ て お り 、 「 幼 児 期 の 終 わ り ま で に 育 っ て ほ し い 姿 」 を イ ラ ス

ト で 示 し 、 保 護 者 や 児 童 自 身 が こ れ ま で の 体 験 を 振 り 返 り な が ら 、 安 心 し

て 自 己 を 発 揮 し な が ら 学 校 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。

  

 

・  各 巻 の 巻 末 で は 、 「 つ な が る  ひ ろ が る 」 の ペ ー ジ で 、 次 学 年 の 活 動 内

容 や 新 た な 教 科 の 紹 介 が さ れ 、 特 に 、 下 巻 で は 、 ２ 年 間 学 習 し て き た こ と

が 、 ３ 年 生 の 新 た な 学 習 へ と つ な が っ て い く こ と を 感 じ る こ と が で き る よ

う 関 連 が 図 ら れ て い る 。   

「 つ な が る  ひ ろ が る 」 （ 上  p. 1 1 2， 下  p.1 0 2）  

⑵  他 教 科 等 と の 関 連 に つ  

い て 配 慮 さ れ て い る か 。  

 

⑵  ・  上 巻 の 巻 頭 の 「 が っ こ う せ い か つ す た あ と 」 で は 、 幼 児 期 に 育 ま れ て

き た 姿 と 学 校 生 活 と の 関 連 が 表 記 さ れ 、 児 童 が 入 学 直 後 の 生 活 を 安 心 し て

送 る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 （ 上  p p.１ － 13）   

 

・  他 教 科 と の 関 連 的 な 指 導 の ヒ ン ト や 関 連 を 図 っ た 学 習 活 動 例 を 掲 載 す

る こ と で 、 教 科 で 学 習 し た こ と を 生 か す こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。  

 (上  p. 3 6， 下  p. 1 5， 下  p .2 9， 下  p. 5 1 )  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 生 活 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  

大 日 本 図 書 株 式 会 社  
生 活  11 9  

 新 版  た の し い せ い か つ  上  

 だ い す き  

せ い か つ  12 0  

 新 版  た の し い せ い か つ  下  

 ひ ろ が れ  

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

⑴  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ  

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

① 学 校 、 家 庭 及 び 地 域 の

生 活 に 関 す る こ と  

 

 

 

 

 

 

② 身 近 な 人 々 、 社 会 及 び

自 然 と 関 わ る 活 動 に 関 す

る こ と  

 

 

 

 

 

③ 自 分 自 身 の 生 活 や 成 長

に 関 す る こ と  

 
 
 
 

⑴   上 下 巻 を 通 じ て 、 下 記 の 内 容 が 特 に 重 視 さ れ て お り 、 目 標 や 内 容 に つ

い て 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

①   【 地 域 と 生 活 】  身 近 な 生 活 圏 で 生 活 し て い る 人 々 や 働 く 人 々 と

接 し 、 様 々 な 場 所 を 調 べ た り 利 用 し た り す る こ と を 通 し て 、 接 し

た 人 々 や 地 域 の 場 所 に つ い て 考 え る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て

い る 。   

「 つ う が く ろ で み つ け た よ 」 （ 上  pp . 4 2－ 47）  

 「 春 の 町 を さ ん ぽ し よ う 」 （ 下  pp . 2 4－ 29）   

「 わ た し の 町  は っ け ん 」 （ 下  pp . 5 6－ 7 9）  

 

②   【 季 節 の 変 化 と 生 活 】  モ ノ ク ロ の 写 真 を 用 い る こ と で 、 生 活 の

中 で の 、 色 な ど に 気 付 い た り 、 感 じ た り で き る よ う 工 夫 す る と と

も に 、 季 節 を 変 え て 同 じ 場 所 に 何 度 も 出 掛 け る こ と で 、 音 や に お

い な ど の 自 然 の 特 徴 や 変 化 に 気 付 く こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て

い る 。   

「 み ん な の こ う え ん で あ そ ぼ う 」 （ 上  pp. 4 8－ 49）  

「 あ き を み つ け よ う 」 （ 上  pp . 8 2－ 9 9）  

 

③   【 自 分 の 成 長 】  自 分 が で き る よ う に な っ た こ と や 、 小 さ い 頃 の

自 分 を 写 真 や 友 達 の 手 紙 、 身 近 な 人 へ の イ ン タ ビ ュ ー な ど か ら 、

多 面 的 に 振 り 返 る 活 動 を 通 し て 、 自 分 の 成 長 を 実 感 し 、 支 え て く

れ て い る 人 々 へ の 感 謝 の 気 持 ち を も つ こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ

て い る 。  

 「 も う す ぐ ２ 年 生 」 （ 上  pp . 1 2 0－ 12 7）  

 「 わ た し ひ ろ が れ 」 （ 下  pp . 9 2－ 1 13）  

 ⑵   主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学

習 及 び 指 導 が で き る よ

う 配 慮 さ れ て い る か 。  

 

⑵  上 巻 で は 、 「 き も ち マ ー ク 」 を 使 っ て 活 動 の 振 り 返 り 表 現 を す る こ と

で 、 一 人 一 人 の 気 付 き を 伝 え 合 い 交 流 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て

い る 。  

 ま た 、 下 巻 で は 、 「 学 び 方 名 人  話 し 合 い 名 人 」 、 「 学 び 方 名 人  は っ

ぴ ょ う 名 人 」 と し て 、 話 合 い や発 表 の 仕 方 を 具 体 的 に 示 し 、 児 童 が 自

分 に 合 っ た 方 法 を 選 ぶ こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

（ 上  p.３ ， p.５ ， p.1 7， p .2 1， p .3 1， p .3 3， p. 3 9， p .4 7， p .5 5，  

p . 5 9， p .6 3， p .7 3）  

（ 下  pp . 1 1 6－ 119）  

 ⑶  地 域 の 実 態 に 応 じ る 配  

慮 が さ れ て い る か 。  

 

⑶   季 節 ご と の 行 事 や 郷 土 料 理 が 紹 介 さ れ 、 児 童 が 地 域 に 目 を 向 け る こ と

が で き る よ う 関 連 が 図 ら れ て い る 。   

（ 上  p. 6 0， 上  p. 7 7） （ 下  pp .４ － ５ ， 下  p .5 5）  
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大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

⑴  発 達 の 段 階 、 興 味 ・ 関  

心 に つ い て 考 慮 さ れ て

い る か 。  

 

⑴  ・  上 巻 の 前 半 は 、 振 り 返 り が 「 き も ち マ ー ク 」 で 表 せ る よ う に な っ て お

り 、 入 学 当 初 の 児 童 も 安 心 し て 活 動 の 振 り 返 り を す る こ と が で き る よ う 工

夫 さ れ て い る 。  

 （ 上  p .3， 上  p. 1 7， 上  p .6 3）  

 

 ・  生 き 物 の 写 真 は 、 一 枚 一 枚 を 大 き く 見 や す く す る こ と で 、 児 童 の 感 性

を 刺 激 し 、 生 き 物 に 対 し て 興 味 ・ 関 心 を 高 め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ

て い る 。  （ 上  pp . 7 0－ 7 1， 下  pp . 3 4－ 3 5）  

  

・  上 巻 の 「 が っ こ う と な か よ く な ろ う 」 、 「 あ き だ い す き 」 で は 、 端 末

で 写 真 を 撮 る 場 面 や 調 べ 学 習 の 場 面 、 下 巻 の 「 わ た し ひ ろ が れ 」 で は 端 末

を 使 っ た 発 表 会 の 場 面 が 提 示 さ れ て お り 、 児 童 の 発 達 の 段 階 に 合 わ せ て Ｉ

Ｃ Ｔ の 活 用 に つ な げ る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

「 が っ こ う と な か よ く な ろ う 」 （ 上  p. 2 4）   

「 あ き だ い す き 」 （ 上  p p. 6 8－ 69）   

「 わ た し ひ ろ が れ 」 （ 下  p p. 1 0 4－ 1 05）  

⑵   補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮

さ れ て い る か 。  

 

 

⑵  ・  「 が く し ゅ う ど う ぐ ば こ 」 の ペ ー ジ を 設 け る こ と で 、 観 察 学 習 の 仕 方

や 学 び 方 の ヒ ン ト を 確 認 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 「 が く し ゅ う ど う ぐ ば こ 」 （ 上  p. 1 3 0， 下  p .1 1 4）   

 

・  「 We b  が く し ゅ う ど う ぐ ば こ 」 で は 、 二 次 元 コ ー ド を 読 み 取 る こ と で 、

児 童 の 興 味 ・ 関 心 に 応 じ て 学 習 の 資 料 を 確 認 で き 、 発 展 的 な 学 習 を 深 め る

こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 「 We b  が く し ゅ う ど う ぐ ば こ  も く じ 」 （ 上  p. 1 3 1， 下  p. 1 1 5）   

 

・  紙 面 の 登 場 人 物 が 「 ど う し て 」 、 「 な ぜ 」 と い う 言 葉 を 投 げ 掛 け る こ

と で 、 児 童 が 疑 問 ・ 興 味 を も ち 、 学 習 に 広 が り を も つ こ と が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

⑴  構 成 、 配 列 、 系 統 性 に  

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

⑴  ・  上 巻 冒 頭 の ス タ ー ト カ リ キ ュ ラ ム が 教 師 に よ る 指 示 の み と な ら な い よ

う に 、 児 童 自 身 が 考 え 、 選 び 、 実 行 す る 流 れ と な る よ う 配 慮 さ れ て い る 。

 ま た 、 上 巻 「 も う す ぐ ２ 年 生 」 の 最 後 に は 、 ２ 年 生 の 活 動 の 様 子 を 写 真

で 紹 介 し 、 ２ 年 生 に な っ た ら ど ん な こ と に 挑 戦 し た い か に つ い て 考 え る ペ

ー ジ を 設 け る こ と で 、 次 学 年 へ の 期 待 を 高 め る こ と が で き る よ う 関 連 が 図

ら れ て い る 。   

（ 上  pp .２ － ７ ） 、 （ 上  p p. 1 2 6－ 1 27）  

 

 ・  単 元 構 成 を 、 上 巻 で は 大 単 元 に 「 〇 〇 な か よ し 」 、 ｢〇 〇 だ い す き ｣、

下 巻 で は 「 〇 〇 は っ け ん 」 、 「 〇 〇 ひ ろ が れ 」 と し 、 そ の 中 に 「 学 校 、 家

庭 及 び 地 域 の 生 活 に 関 わ る こ と に 関 す る も の 」 、 「 身 近 な  人 々 、 社 会 及

び 自 然 に 触 れ 合 っ た り 関 わ っ た り す る こ と に 関 す る も の 」 、 「 自 分 自 身 を

み つ め る こ と に 関 す る も の 」 の 内 容 を バ ラ ン ス よ く 配 置 す る 工 夫 が さ れ て

い る 。  

⑵  他 教 科 等 と の 関 連 に つ  

い て 配 慮 さ れ て い る か 。  

 

⑵  ・  我 が 国 の 郷 土 や 文 化 と 生 活 に 親 し む こ と が で き る よ う 、 季 節 ご と の 地

域 で の 行 事 を 取 り 上 げ る な ど 、 道 徳 教 育 と の 関 連 が 図 ら れ て い る 。   

（ 上  p. 6 0， 上  p. 1 0 5， 下  p. 5 5）  

 

 ・  他 教 科 領 域 と の 関 連 が 深 い と こ ろ に は 、 教 科 名 が 分 か る 教 科 名 の マ ー

ク を 入 れ る 配 慮 を し て い る 。   

（ 上  pp .６ － ７ ， 下  p .５ ）  
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令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料 

 種 目 生 活 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  

学 校 図 書 株 式 会 社  
生 活  12 1   

み ん な と ま な ぶ  

 し ょ う が っ こ う  せ い か つ  上  

生 活  12 2  

 み ん な と ま な ぶ   

し ょ う が っ こ う  せ い か つ  下  

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

⑴   学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ  

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

① 学 校 、 家 庭 及 び 地 域 の

生 活 に 関 す る こ と  

 

 

 

 

 

② 身 近 な 人 々 、 社 会 及 び

自 然 と 関 わ る 活 動 に 関 す

る こ と  

 

 

 

 

 

③ 自 分 自 身 の 生 活 や 成 長

に 関 す る こ と  

 

 

 
 

⑴   上 下 巻 を 通 じ て 、 下 記 の 内 容 が 特 に 重 視 さ れ て お り 、 目 標 や 内 容 に つ

い て 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

①   【 家 庭 と 生 活 】   

家 の 人 の 仕 事 を 学 ぶ こ と や 自 分 で や っ て み る こ と を 通 し て 、 家

族 の こ と や 家 庭 に お い て 自 分 で で き る こ と な ど 、 友 達 や 家 族 に つ

い て 伝 え る 活 動 に つ な げ る こ と が で き る よ う 関 連 が 図 ら れ て い

る 。   

「 あ り が と う が い っ ぱ い 」 （ 上  pp . 9 4－ 10 1）  

 

②   【 動 植 物 の 飼 育 ・ 栽 培 】  

あ さ が お の 種 の 数 や 植 木 鉢 の 置 き 場 所 、 野 菜 の 苗 や 種 を 選 ぶ こ

と な ど 、 自 己 決 定 を す る 場 面 が 大 切 に さ れ て お り 、 植 物 の 変 化 や

成 長 の 様 子 に 関 心 を も ち 、 自 ら 働 き か け る こ と が で き る よ う 工 夫

さ れ て い る 。  

「 わ た し の あ さ が お 」 （ 上  pp . 2 6－ 4 7）  

「 わ た し た ち の 野 さ い ば た け 」 （ 下  pp . 3 8－ 59）  

 

③   【 自 分 の 成 長 】  

友 達 の 良 い と こ ろ を 見 付 け る 活 動 や 、 話 を カ ー ド に ま と め る 活

動 を 通 し て 、 入 学 し て か ら の 自 分 の 成 長 を 感 じ 、 支 え て く れ た 人

に 対 す る 感 謝 の 気 持 ち を も つ こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

「 も う す ぐ ２ 年 生 」 （ 上  p p. 1 1 8－ 1 24）  

 「 わ た し た ん け ん 」 （ 下  pp . 9 8－ 1 12）  

 ⑵  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い  

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

⑵   児 童 の 観 察 活 動 が 深 め ら れ る よ う 「 も の し り ノ ー ト 」 を 設 け る こ と で ､

児 童 の 気 付 き や 疑 問 の ヒ ン ト と な る 具 体 例 を 示 す こ と に よ り 、 児 童 の 思

い や 願 い を 広 げ る 活 動 や 、 表 現 を 伝 え 合 う 活 動 の 充 実 を 図 る こ と が で き

る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 「 も の し り ノ ー ト 」 （ 上  pp . 3 4－ 3 5， 下  p p. 4 4－ 45）  

 ⑶  地 域 の 実 態 に 応 じ る 配  

慮 が さ れ て い る か 。  

 

⑶  上 巻 で は 、 身 近 に 見 ら れ る 動 植 物 や 昔 か ら の 遊 び 、 下 巻 で は 、 季 節 ご と  

の 各 地 の 様 子 や 野 菜 な ど が 紹 介 さ れ て お り 、 児 童 が 自 分 の 地 域 に 目 を 向

け る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

「 も の し り の う と 」 （ 上  p p. 5 4－ 55）  

 「 も の し り ず か ん 」 （ 上  pp . 6 8－ 6 9， 上  p p. 8 6－ 87，  

上  pp . 1 0 4－ 10 5， 下  p .4 3， 下  p. 5 9）  

 「 も っ と あ そ び た い な 」 （ 上  pp . 1 1 4－ 115）  

 「 ま ち の き せ つ 」 （ 下  pp .２ － ３ ， 下  pp. 1 8－ 21， 下  pp . 3 6－ 3 7）  
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大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

⑴  発 達 の 段 階 、 興 味 ・ 関  

心 に つ い て 考 慮 さ れ て

い る か 。  

 

⑴  ・  上 巻 「 は じ ま る よ し ょ う が っ こ う 」 で は 、 「 じ ぶ ん で で き る よ 」 と し

て 、 入 学 当 初 か ら 自 分 で で き る こ と を 紹 介 す る こ と で 、 児 童 が 安 心 し て 学

校 生 活 へ の 自 信 を 積 み 重 ね て い く こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

「 は じ ま る よ し ょ う が っ こ う 」 （ 上  pp .２ － 11）  

  

・  植 物 や 生 き 物 の 写 真 と 併 せ て 、 イ ラ ス ト を 用 い て 見 開 き で 掲 載 す る こ

と で 、 児 童 が 形 や 色 な ど の 特 徴 を 捉 え 、 実 物 を 観 察 し て み た い と い う 意 欲

・  関 心 を 高 め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

・  児 童 の 発 達 段 階 に 応 じ て 、 ひ ら が な や カ タ カ ナ の 表 記 の 工 夫 が さ れ て

い る 。   

（ 上  pp . 5 0－ 5 1， 上  p p. 6 8－ 69， 上  p p. 8 6－ 8 7， 上  pp . 1 0 4－ 10 5）  

 

・  各 単 元 の 終 わ り に 、 記 録 し て き た ワ ー ク シ ー ト を 活 用 す る 場 面 を 掲 載

す る こ と で 、 そ れ を 基 に 振 り 返 る 活 動 を 紹 介 し 記 録 を 見 返 す こ と に よ り 、

児 童 が 自 身 の 成 長 に 気 付 く こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

（ 上  pp . 1 1 6－ 117， 下  p .3 2， 下  p. 5 7， 下  pp . 9 4－ 9 5）  

⑵   補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮

さ れ て い る か 。  

 

 

⑵  ・  巻 末 に 図 鑑 が 設 け ら れ て お り 、 児 童 が 学 習 活 動 を 行 う 上 で 必 要 な 例 を

挙 げ 、 児 童 が 自 分 自 身 で 解 決 す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

「 ま な び か た ず か ん 」 （ 上  pp . 1 2 5－ 13 6） 、 「 学 び 方 図 か ん 」  （ 下  pp . 1

1 3－ 1 28）   

 

・  「 も っ と 見 つ け た い な 」 、 「 も っ と 大 す き 」 、 ｢も っ と つ づ け た い な 」

な ど の ペ ー ジ で は 、 学 習 し た こ と が 広 が る 資 料 を 示 す こ と に よ り 、 次 の 学

び へ の つ な が り を 意 識 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

「 も っ と 見 つ け た い な 」 （ 下  pp . 1 4― 1 5）  

「 も っ と 大 す き 」 （ 下  p .3 3）  「 も っ と つ づ け た い な 」 （ 下  pp . 7 4－ 75）  

 

 ・  「 も の し り ノ ー ト 」 、 「 も の し り 図 か ん 」 の ペ ー ジ で は 、 動 植 物 の 観

察 の 仕 方 や 工 作 の 例 な ど 、 児 童 の 興 味 を 広 げ ・ 深 め る よ う な 話 題 を 掲 載 す

る と と も に 、 二 次 元 コ ー ド を 読 み 込 む こ と で 、 詳 し く 動 植 物 の 様 子 や 工 作

の 作 り 方 を 動 画 で 確 認 す る こ と で 、 児 童 の 関 心 を 広 げ る こ と が で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

⑴  構 成 、 配 列 、 系 統 性 に  

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

⑴  ・  上 下 巻 の 目 次 に 一 年 間 の 単 元 計 画 を 提 示 す る こ と で 、 「 何 月 頃 に ど の

単 元 を 学 習 す る の か 」 、 「 ど の 単 元 が 同 時 期 に 重 な っ て 取 り 上 げ ら れ て い

る の か 」 な ど 、 一 年 間 の 見 通 し を も つ こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

・  一 つ の 活 動 が 、 １ ペ ー ジ の 見 開 き 単 位 で 構 成 さ れ て お り 、 見 開 き 右 下

に は 、 次 の 活 動 へ つ な が る 場 面 が 示 さ れ て お り 、 次 の 課 題 設 定 が 無 理

な く で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

  ・  上 巻 で は 校 内 図 、 下 巻 で は 校 区 の 地 図 を 用 い 、 身 の 回 り の 地 域 を 空 間

的 に 捉 え ら れ る よ う な 表 示 の 仕 方 を す る こ と で 、 ３ 年 生 の 社 会 科 の 学 習

へ つ な げ る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

校 内 図 （ 上  p. 2 3） 、 校 区 の 地 図 （ 下  pp .６ － ８ ， 下  pp . 3 0－ 3 1）  

⑵  他 教 科 等 と の 関 連 に つ  

い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

⑵  ・  巻 頭 の 「 は じ ま る よ  し ょ う が っ こ う 」 は 、 幼 児 期 の 教 育 と 関 連 さ せ る

こ と で 、 小 学 校 に 入 学 し た 児 童 が 安 心 し て 学 校 生 活 を 始 め て い く こ と が で

き る よ う 取 り 上 げ ら れ て い る 。  

 「 は じ ま る よ  し ょ う が っ こ う 」 （ 上  pp.２ － 11）  

 

  ・  全 て の 単 元 に お い て 「 話 す 」 、 「 聞 く 」 、 「 書 く 」 と い っ た 国 語 的 要

素 を 重 視 し た 活 動 に な っ て お り 、  巻 末 の 「 ま な び か た ず か ん 」 、 「 学 び

方 図 か ん 」 で は 、 そ れ ら の ポ イ ン ト を 分 か り や す く 示 す な ど 、 国 語 科 と

の 関 連 が 図 ら れ て い る 。  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 生 活 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  

教 育 出 版 株 式 会 社  
生 活  12 3  

 せ い か つ 上  

 み ん な  な か よ し  

生 活  12 4   

せ い か つ 下   

な か よ し  ひ ろ が れ  

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

⑴  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ  

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

① 学 校 、 家 庭 及 び 地 域 の

生 活 に 関 す る こ と  

 

 

 

 

 

 

② 身 近 な 人 々 、 社 会 及 び

自 然 と 関 わ る 活 動 に 関 す

る こ と  

 

 

 

 

 

③ 自 分 自 身 の 生 活 や 成 長

に 関 す る こ と  

 

 

 
 

⑴    上 下 巻 を 通 じ て 、 下 記 の 内 容 が 特 に 重 視 さ れ て お り 、 目 標 や 内 容 に つ

い て 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

①   【 地 域 と 生 活 】  

身 近 な 人 々 や 社 会 と 関 わ る 体 験 活 動 を 設 け る こ と で 、 気 付 い た

こ と や 考 え た こ と を 友 達 に 伝 え 合 う こ と を 通 し て 、 地 域 の 人 々 や

場 所 の 良 さ に 気 付 く こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

「 き せ つ と な か よ し あ き 」 （ 上  pp . 6 4－ 81）  

 「 ま ち が 大 す き た ん け ん た い 」 （ 下  pp . 2 2－ 37）  

 「 え が お の ひ み つ た ん け ん た い 」 （ 下  pp. 5 4－ 73）  

 

②   【 生 活 や 出 来 事 の 伝 え 合 い 】  

単 元 末 に 「 何 を か ん じ た か な 」 の ペ ー ジ を 設 け る こ と で 、 多 様

な 伝 え 方 を 示 し 、 児 童 が 伝 え た い こ と や 伝 え 方 を 選 ん だ り す る こ

と を 通 し て 、 身 近 な 人 々 と 関 わ る こ と の 良 さ や 楽 し さ に 気 付 く こ

と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 （ 上  p .1 4 , p . 3 6 , p . 4 6 , p . 6 0 , p . 7 0 , p . 8 2 , p . 8 8 , p . 1 0 2 , p . 1 0 6）  

 （ 下  p .1 4 , p . 3 6 , p . 4 8 , p . 6 0 , p . 7 0 , p . 8 0 , p . 8 6 , p . 1 0 4 , p . 1 1 4）  

 

③   【 自 分 の 成 長 】  

幼 稚 園 等 の ５ 歳 児 と の 交 流 や 周 り の 人 の 話 な ど か ら 、 自 分 自 身

の 成 長 を つ い て 多 面 的 に 考 え る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る ｡ 

 「 も う す ぐ ２ 年 生 」 （ 上  pp . 1 0 8－ 11 6）  

 「 あ し た へ つ な ぐ 自 分 た ん け ん 」 （ 下  pp. 9 6－ 10 8）  

 ⑵   主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学

習 及 び 指 導 が で き る よ

う 配 慮 さ れ て い る か 。  

 

 

⑵    単 元 導 入 の 「 わ く わ く ス イ ッ チ 」 で 、 や り た い こ と を 明 確 に す る こ と

で 、 児 童 の 思 い や 願 い を 実 現 す る た め の 体 験 活 動 を す る な ど 、 主 体 的 に

学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 ま た 、 生 活 科 で 育 成 す る 資 質 ・ 能 力 を 「 き づ く 」 、 ｢じ ぶ ん で で き る ｣､

「 か ん が え る 」 、 「 つ た え る 」 、 「 ち ょ う せ ん す る 」 、 「 じ し ん を も

つ 」 と い っ た 六 つ の 力 と し て 示 す こ と に よ り 、 児 童 が 学 び を 深 め る こ と

が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 ⑶  地 域 の 実 態 に 応 じ る 配  

慮 が さ れ て い る か 。  

 

⑶   各 地 の ま つ り や 施 設 、 郷 土 料 理 な ど を 紹 介 す る こ と で 、 児 童 が 地 域 に

興 味 ・ 関 心 を も つ こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

「 な つ や す み を げ ん き に す ご そ う 」 （ 上  p .5 3）   

「 わ た し の ま ち の じ ま ん 」 （ 下  pp . 3 4－ 35）  

「 北 風 が は こ ん で く る も の は な あ に 」 （ 下  p p. 9 4－ 9 5）  
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大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

⑴  発 達 の 段 階 、 興 味 ・ 関  

心 に つ い て 考 慮 さ れ て

い る か 。  

 

⑴  ・  各 単 元 の 途 中 で 選 択 式 の 迷 路 を 掲 載 し 、 気 付 き を 深 め る 問 い 掛 け に す

る こ と で 、 学 習 へ の 興 味 ・ 関 心 を 高 め る こ と が で き る よ う 取 り 上 げ ら れ て

い る 。  

（ 上  pp . 1 5， p p. 7 1）  

 

 ・  様 々 な 植 物 や 野 菜 の 写 真 を 1 ペ ー ジ に ま と め て 掲 載 し 、 学 習 を 進 め る

に つ れ て 生 長 の 様 子 が 見 ら れ る よ う に な っ て お り 、 児 童 が 植 物 や 野 菜 の

生 長 に 興 味 を も っ て 確 認 し た り 、 振 り 返 っ た り す る こ と が で き る よ う 工

夫 さ れ て い る 。  

 （ 上  p p. 2 6－ 34， 下  pp .８ － 13）  

 

 ・  下 巻 の 最 後 に 、 進 級 し て か ら 始 ま る 新 し い 学 習 や 、 生 活 科 で 身 に 付 け

た 力 が 新 し い 学 習 と ど の よ う に 関 わ る の か を 考 え る 内 容 を 記 載 す る こ と

で 、 新 し い 学 年 へ の 意 欲 を 高 め た り 、 自 分 自 身 の 成 長 を 振 り 返 っ た り す

る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

（ 下  pp . 1 0 4－ 107）  

⑵  補 充 的 な 学 習 、 発 展 的  

な 学 習 に つ い て 配 慮 さ

れ て い る か 。  

 

 

⑵  ・  巻 末 の 「 学 び の ポ ケ ッ ト 」 で は 、 学 習 に 必 要 な 見 方 ・ 考 え 方 の 指 標 や ､

記 録 や 伝 え 方 な ど が ま と め ら れ て お り 、 学 習 の 基 盤 と な る 知 識 や 技 能 を

確 認 す る こ と が で き る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ｢学 び の  ポ ケ ッ

ト ｣の 関 連 ペ ー ジ を 本 紙 の 中 で 示 す こ と で 、 児 童 が 必 要 な 時 に は 確 認 し 、

自 ら 解 決 す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

  ・  単 元 の 導 入 に あ る 「 わ く わ く ス イ ッ チ 」 の コ ー ナ ー で は 、 児 童 自 身 が

現 在 の 経 験 か ら 、 関 心 を 高 め る 活 動 が 紹 介 さ れ 、 視 覚 的 に 捉 え る こ と が

で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

・  「 ま な び リ ン ク 」 、 ワ ー ク シ ー ト 、 デ ジ タ ル 図 鑑 と い っ た 情 報 が 、 デ

ジ タ ル コ ン テ ン ツ で 確 認 で き る よ う に な っ て お り 、 児 童 が 関 心 を も っ て ､

発 展 的 な 学 習 が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 「 ま な び リ ン ク  も く じ 」 （ 上  p.２ ， 下  p.２ ）  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

⑴  構 成 、 配 列 、 系 統 性 に  

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

⑴  ・  上 巻 「 は じ め の い っ ぽ 」 で は 、 ス タ ー ト カ リ キ ュ ラ ム と し て 、 幼 児 期

の 学 び や 遊 び の 姿 を 、 イ ラ ス ト と 入 学 し て か ら の 学 校 生 活 や 学 習 の 様 子 の

写 真 と 比 較 す る こ と で 、 幼 児 期 の 学 び が 生 活 科 を 中 心 に 各 教 科 に 円 滑 に 移

行 す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 （ 上  p p.３ － ９ ）  

 

 ・  各 ペ ー ジ に 、 生 活 科 の 学 習 活 動 で 発 揮 す る と 効 果 的 な 「 六 つ の 力 （ き

づ く 、 じ ぶ ん で で き る 、 か ん が え る 、 つ た え る 、 ち ょ う せ ん す る 、 じ し ん

を も つ ） 」 を サ イ コ ロ マ ー ク で 明 示 す る こ と で 、 誰 も が 分 か り や す く 学 習

の め あ て を 捉 え る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

⑵  他 教 科 等 と の 関 連 に つ  

い て 配 慮 さ れ て い る か ｡ 

 

⑵  ・  各 単 元 の 学 習 の 際 に 、 巻 末 の 「 学 び の ポ ケ ッ ト 」 に お い て 他 教 科 と の

関 連 を 図 る こ と で 、 指 導 の 効 果 を 高 め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  

 

 ・  「 は っ て ん 」 と し て 、 「 社 会 科 へ の ま ど 」 、 「 理 科 へ の ま ど 」 の コ ー

ナ ー を 設 け る こ と で 、 ３ 年 生 の 社 会 科 、 理 科 と 接 続 す る こ と が で き る よ う

配 慮 さ れ て い る 。   

（ 下  p.９ ， p. 31）  
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令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料 

 種 目 生 活 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  

光 村 図 書 出 版 株 式 会 社  
生 活  12 7  

 せ い か つ  た ん け ん た い  上  

 は じ め て が  い っ ぱ い  

生 活  12 8   

せ い か つ  た ん け ん た い  下  

 は っ け ん  だ い す き  

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

⑴  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ  

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

① 学 校 、 家 庭 及 び 地 域 の

生 活 に 関 す る こ と  

 

 

 

 

 

② 身 近 な 人 々 、 社 会 及 び

自 然 と 関 わ る 活 動 に 関 す

る こ と  

 

 

 

 

 

 

 

③ 自 分 自 身 の 生 活 や 成 長

に 関 す る こ と  

 
 
 
 

⑴   上 下 巻 を 通 じ て 、 下 記 の 内 容 が 特 に 重 視 さ れ て お り 、 目 標 や 内 容 に つ

い て 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

①   【 家 庭 と 生 活 】  

生 活 科 で の 学 び を 家 庭 で も 生 か す こ と が で き る よ う に 保 護 者 へ

の メ ッ セ ー ジ が 多 く 掲 載 さ れ 、 自 分 の 役 割 を 積 極 的 に 果 た し た

り 、 健 康 や 安 全 に 気 を 付 け て 生 活 し た り す る こ と が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る 。  

 

 

②   【 動 植 物 の 飼 育 ・ 栽 培 】  

単 元 導 入 部 分 に 、 ダ イ ナ ミ ッ ク な 写 真 資 料 を 掲 載 し 、 児 童 が 身

近 な 自 然 に 興 味 を も て る よ う な 工 夫 が さ れ て い る 。 さ ら に 、 児 童

の つ ぶ や き に よ り 、 性 質 や 変 化 、 特 徴 や 違 い が あ る こ と に 気 付 か

せ る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

「 さ い て ほ し い な わ た し の は な 」 （ 上  pp. 3 0－ 41）  

「 い き も の と な か よ し 」 （ 上  pp . 5 6－ 6 5）   

「 お い し い や さ い を そ だ て た い 」 （ 下  pp. 2 4－ 33）   

「 生 き も の と 友 だ ち 」 （ 下  pp . 3 4－ 4 3）   

 

③   【 自 分 の 成 長 】  

上 巻 は 、 発 達 段 階 に 応 じ た 無 理 の な い 活 動 設 定 が 配 慮 さ れ て い

る 。 ま た 、 下 巻 は 、 多 様 な ま と め 方 が で き る よ う 伝 え る 方 法 を 紹

介 す る こ と で 、 自 分 の 成 長 に 気 付 く と と も に 、 こ れ か ら の 成 長 へ

の 願 い を も っ て 意 欲 的 に 生 活 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。   

「 も う す ぐ み ん な ２ 年 生 」 （ 上  pp . 9 8－ 10 6）  

「 広 が れ わ た し 」 （ 下  p p. 8 6－ 95）   

 ⑵  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い  

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

⑵  全 て の 小 単 元 に 、 次 に つ な が る 思 い や 願 い の 振 り 返 り の 視 点 を 入 れ る  

こ と で 、 一 人 一 人 の 発 見 が 共 有 さ れ 、 気 付 き の 質 を 高 め る こ と が で き る

よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 ⑶  地 域 の 実 態 に 応 じ る 配  

慮 が さ れ て い る か 。  

 

⑶  季 節 ご と の 各 地 の ま つ り や 遊 び 、 年 中 行 事 な ど を 紹 介 す る こ と で 、 児  

童 が 地 域 に 興 味 ・ 関 心 を も ち 、 季 節 と 人 々 と の つ な が り や 人 々 の 暮 ら し

ぶ り を 知 る こ と が で き る よ う 、 絵 や 写 真 が 効 果 的 に 使 用 さ れ 、 工 夫 さ れ

て い る 。   

「 な つ の た の し み 」 （ 上  p p. 5 4－ 55）   

「 ふ ゆ の た の し み 」 （ 上  p p. 8 6－ 87）  

 「 も っ と や っ て み よ う 」 （ 上  pp . 9 6－ 9 7）  

 「 き せ つ の く ら し 」 （ 下  pp . 1 2－ 1 3， 下  p p. 4 4－ 45， 下  p p. 5 6－ 57，  

下  pp . 8 4－ 8 5）  
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大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

⑴  発 達 の 段 階 、 興 味 ・ 関  

心 に つ い て 考 慮 さ れ て

い る か 。  

 

⑴  ・  「 さ あ と び だ そ う 」 で は 、 町 の 様 子 や そ こ に 住 む 人 々 の イ ラ ス ト を 掲

載 す る こ と で 、 児 童 が 幼 児 期 の 経 験 や こ れ ま で の 生 活 体 験 を 基 に 、 自 分 の

思 い を 自 由 に 話 す こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 「 さ あ と び だ そ う 」 （ 上  pp .６ － ９ ）  

 

・  「 こ ん な こ と も あ る か も ね 」 、 「 こ ん な の も い い か も よ ？ 」 な ど 、 児

童 一 人 一 人 の 個 性 を 尊 重 す る よ う な 短 い 話 を 記 載 す る こ と で 、 児 童 が 自 分

の 感 じ た こ と や 考 え た こ と に 自 信 を も っ て 、 意 欲 的 に 学 習 に 取 り 組 む こ と

が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

（ 上 pp. 2 3， 上 pp. 3 5， 下 pp .4 1）  

 

・  １ 年 間 の 学 習 や 生 活 を 振 り 返 り 、 ま と め る 活 動 を 通 し て 、 自 分 の 成 長

に 気 付 き 、 新 た な 学 年 に 向 け て 意 欲 を 高 め る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て

い る 。   

「 １ 年 か ん を お も い だ そ う 」 （ 上  pp . 1 0 4－ 1 09）  

 「 広 が れ わ た し 」 （ 下  pp . 8 6－ 9 9）  

⑵  補 充 的 な 学 習 、 発 展 的  

な 学 習 に つ い て 配 慮 さ

れ て い る か 。  

 

 

⑵  ・  単 元 の 初 め に は 、 児 童 の 思 考 を 促 す 「 ひ ん と を み て  か ん が え よ う 」 の

コ ー ナ ー 、 単 元 の 終 わ り に は  「 ふ り か え ろ う 」 の コ ー ナ ー を 設 け る こ と

で 、 単 元 を 通 し て 児 童 の 思 考 を 整 理 す る こ と が で き 、 次 の 学 習 へ つ な げ る

こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 「 ひ ん と を み て  か ん が え よ う 」 （ 上  pp. 2 2）  

 「 ふ り か え ろ う 」 （ 上  pp . 2 3）   

 

・  巻 末 の 「 ひ ろ が る せ い か つ じ て ん 」 で は 、 道 具 や 情 報 の ま と め 方 の 例

や 、 植 物 の  1 年 間 の 様 子 が 例 示 さ れ て お り 、 児 童 の 学 習 を 深 め る こ と が

で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

「 ひ ろ が る せ い か つ じ て ん 」 （ 上  別 冊 ， 下  別 冊 ）  

 

・  学 習 内 容 を 「 け ん こ う 」 、 「 ど う ぐ 」 、 「 あ ん ぜ ん 」 、 「 ち か づ か な

い 」 と 、 項 目 ご と に 色 分 け す る こ と で 、 必 要 な 情 報 を 確 認 す る こ と が で き

る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 （ 上  p p. 1 1， 上  pp . 2 6， 上  pp . 4 5， 上  pp. 7 1）  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

⑴  構 成 、 配 列 、 系 統 性 に  

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

⑴  ・  幼 児 期 に 育 成 さ れ た 様 々 な 力 が 小 学 校 生 活 の 中 で 生 か さ れ る 場 面 を イ

ラ ス ト で 表 し た り 、 生 活 科 の 学 習 と 他 教 科 の 学 び が 関 連 し て い る 様 子 を 提

示 し た り す る こ と で 、 幼 児 期 か ら の 接 続 や 他 教 科 と の 関 連 を 大 切 に す る こ

と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 「 い ち ね ん せ い が は じ ま る よ 」 （ 上  pp . 6－ 1 9）  

 

・  上 巻 の 最 後 に は 、 ２ 年 生 の 生 活 科 の 目 次 を 掲 載 し た り 、 下 巻 の 最 後 に

は 、 こ れ ま で に 身 に 付 け た 資 質 ・ 能 力 を 振 り 返 り 、 ３ 年 生 の 学 習 を イ メ ー

ジ す る 写 真 を 掲 載 し た り す る な ど 、 生 活 科 で 学 習 し た こ と が 次 の 学 年 で 生

か す こ と が で き る よ う 関 連 が 図 ら れ て い る 。   

（ 上  pp . 1 1 0， 下  pp . 9 6－ 9 7）  

⑵  他 教 科 等 と の 関 連 に つ  

い て 配 慮 さ れ て い る か ｡ 

 

⑵  ・  生 活 科 を 中 心 と し た 、 合 科 的 ・ 関 連 的 な 指 導 を 踏 ま え た 学 習 活 動 を 提

示 す る こ と で 、 幼 児 期 に お け る 学 び か ら 、 教 科 等 に お け る 学 習 へ 円 滑 に 接

続 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

（ 上  pp . 1 8－ 1 9）  

・  他 教 科 と 関 連 し た 学 習 内 容 を 提 示 す る こ と で 、 生 活 科 と 他 教 科 と の 相

互 の 学 習 効 果 を 高 め る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 （ 上  p p. 2 5， 上  pp . 3 9， 下  pp .６ ）  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 生 活 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  

株 式 会 社 新 興 出 版 啓 林 館  生 活 129 

わ く わ く  せ い か つ 上  

生 活 130 

い き い き  せ い か つ 下  

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

⑴   学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て

配 慮 さ れ て い る か 。  

 

① 学 校 、 家 庭 及 び 地 域 の

生 活 に 関 す る こ と  

 

 

 

 

 

 

 

② 身 近 な 人 々 、 社 会 及 び

自 然 と 関 わ る 活 動 に 関 す

る こ と  

 

 

 

 

 

③ 自 分 自 身 の 生 活 や 成 長

に 関 す る こ と  

 

 
 
 

⑴   上 下 巻 を 通 じ て 、 下 記 の 内 容 が 特 に 重 視 さ れ て お り 、 目 標 や 内 容 に つ

い て 配 慮 さ れ て い る 。  

 

  

①   【 地 域 と 生 活 】  

 「 町 た ん け ん マ ッ プ 」 を 継 続 し て 用 い て 学 び を 深 め る こ と で 、 人 ､

社 会 、 自 然 を 自 分 と の 関 わ り で 捉 え る こ と に よ り 、 地 域 の 人 々 や 場

所 の 良 さ に 気 付 き 、 親 し み や 愛 着 を も つ こ と が で き る よ う 関 連 が 図

ら れ て い る 。  

 「 と び 出 せ ！ 町 の た ん け ん た い 」 （ 下  pp. 2 8－ 43）  

 「 も っ と 知 り た い  た ん け ん た い 」 （ 下  p p. 7 6－ 87）  

 「 町 の す て き つ た え た い 」 （ 下  pp . 8 8－ 97）  

 

②   【 季 節 の 変 化 と 生 活 】  

季 節 の 図 鑑 を 掲 載 す る こ と で 、 児 童 の 好 奇 心 や 探 究 心 を 高 め る こ

と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  ま た 、 直 接 観 察 し た り 見 付 け た

り す る こ と が 難 し い 対 象 に つ い て は 、 二 次 元 コ ー ド を 効 果 的 に 使 う

こ と で 、 児 童 の 興 味 ・ 関 心 を 高 め る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。   

（ 上  pp . 1 8－ 1 9， 上  p p. 5 0－ 51， 上  p p. 7 8－ 7 9， 上  pp . 1 0 6－ 10 7）  

 

③   【 自 分 の 成 長 】   

こ れ ま で の 写 真 や 作 品 、 周 り の 人 の 話 を 手 掛 か り と し て 自 分 自 身

の 生 活 や 成 長 を 振 り 返 る と と も に 、  自 分 の こ と や 支 え て く れ た 人

々 に つ い て 考 え る こ と で 、 こ れ か ら の 成 長 へ の 願 い を も っ て 意 欲 的

に 生 活 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

「 も う す ぐ ２ ね ん せ い 」 （ 上  pp . 1 0 9－ 117）  

        「 こ れ ま で の わ た し  こ れ か ら の わ た し 」 （ 下  pp . 1 0 0－ 109）   

「 ３ ね ん せ い へ の ス テ ッ プ ブ ッ ク 」 （ 下  巻 末 付 録 ）  

 ⑵  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い  

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

⑵   上 下 巻 と も に 単 元 ご と に 「 わ く わ く 」 、 「 い き い き 」 、 「 ぐ ん ぐ ん 」

の ３ 段 階 構 成 に す る こ と で 、 児 童 が 見 通 し を も っ て 学 習 に 取 り 組 む こ と

が で き る よ う 取 り 上 げ ら れ て い る 。  ま た 、 試 す 、 比 べ る 、 工 夫 す る な

ど の 多 様 な 学 習 活 動 を 示 し 、 児 童 が 気 付 い た こ と を 基 に 考 え る こ と で 、

気 付 き の 質 を 高 め る こ と が で き る よ う 取 り 上 げ ら れ て い る 。  

（ 下 pp. 6 6－ 67）  

 ⑶  地 域 の 実 態 に 応 じ る 配  

慮 が さ れ て い る か 。  

 

⑶   図 鑑 の ペ ー ジ で は 、 豊 富 な 写 真 を 掲 載 し 各 地 の 伝 統 行 事 や 自 然 な ど を

紹 介 す る こ と で 、 児 童 が 地 域 に 興 味 ・ 関 心 を も つ こ と が で き る よ う 配 慮

さ れ て い る 。   

「 む か し か ら の あ そ び を た の し も う 」 （ 上  p .1 0 8）  

「 び っ く り ず か ん  L IV E」 （  下  pp . 1 0－ 1 1， 下  p p. 5 8－ 5 9，  

 下  pp . 7 4－ 7 5， 下  p p. 9 8－ 9 9）  
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大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

⑴  発 達 の 段 階 、 興 味 ・ 関  

心 に つ い て 考 慮 さ れ て

い る か 。  

 

⑴  ・  上 巻 「 す た あ と ぶ っ く 」 で は 、 幼 稚 園 や 保 育 所 な ど の 活 動 の 写 真 を 掲

載 す る こ と で 、 幼 児 期 に 経 験 し た こ と を 話 し 合 う こ と が で き る よ う 工 夫 さ

れ て い る 。  

ま た 、 写 真 や イ ラ ス ト で ２ 年 生 と の 交 流 の 場 面 を 掲 載 す る こ と で 、 小 学

校 で の  生 活 や 学 習 へ の 安 心 感 を 高 め 期 待 を も つ こ と が で き る よ う 工 夫 さ

れ て い る 。  

  

・  各 単 元 の 初 め に 、 学 習 し た い こ と を 想 起 さ せ る 「 わ く わ く た い む 」 を

設 け 、 児 童 の 興 味 を 引 く 写 真 や 、 自 分 の 生 活 を 振 り 返 る 言 葉 掛 け を 提 示 す

る こ と で 、 児 童 が そ の 単 元 で ど の よ う な 活 動 に 取 り 組 み た い か に つ い て 考

え る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 （ 上  p p. 2 2－ 23， 下  pp . 1 4－ 1 5）  

 

 ・  生 き 物 の 育 て 方 や お も ち ゃ の 作 り 方 な ど の 多 様 な 学 習 活 動 の 例 を 、 見

開 き の ペ ー ジ に 写 真 と イ ラ ス ト を 合 わ せ て 記 載 す る こ と で 、 児 童 が 意 欲 的

に 活 動 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

（ 下  pp . 5 6－ 5 7， 下  p p. 7 2－ 73）  

 

⑵  補 充 的 な 学 習 、 発 展 的  

な 学 習 に つ い て 配 慮 さ

れ て い る か 。  

 

 

⑵  ・  巻 末 の 「 が く し ゅ う ず か ん 」 で は 、 「 児 童 の 活 動 の 基 本 と な る 学 習 の

調 べ 方 」 、 「 観 察 の 仕 方 や ま と め 方 」 、 「 道 具 の 使 い 方 や タ ブ レ ッ ト の 使

い 方 」 な ど 、 学 習 を 進 め る 上 で 必 要 な 技 能 が 集 約 さ れ て お り 、 効 果 的 な 学

習 に つ な が る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

「 が く し ゅ う ず か ん 」 （ 上  pp . 1 1 8－ 12 7）  

「 が く し ゅ う ず か ん 」 （ 下  pp . 1 1 0－ 12 8）  

 

 ・  上 下 巻 と も に 掲 載 さ れ て い る 「 び っ く り ず か ん  LI V E」 の ペ ー ジ で

は 、 四 季 の 動 植 物 の 名 前 や 遊 び 、 季 節 ご と の 地 方 行 事 の 情 報 を 掲 載 す る こ

と で 、 児 童 の 学 習 意 欲 が 高 め る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 ・  二 次 元 コ ー ド を 読 み 込 み 、 低 学 年 児 童 で も 活 用 で き る 「 デ ジ タ ル た ん

け ん ブ ッ ク 」 と い う 学 習 の 参 考 に な る 情 報 を 閲 覧 す る こ と で 、 調 べ 学 習 や

個 人 の 興 味 に 合 わ せ た 発 展 的 な 学 習 に つ な げ る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ

て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

⑴  構 成 、 配 列 、 系 統 性 に  

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

⑴  ・  上 巻 の 巻 頭 で は 、 ス タ ー ト カ リ キ ュ ラ ム に 関 す る 単 元 で あ る 「 す た あ

と ぶ っ く 」 を 扱 う こ と で 、 幼 児 期 に 育 ま れ た 資 質 ・ 能 力 を 発 揮 し な が ら 、

楽 し く 安 心 し て 学 校 生 活 を 始 め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 ・  「 わ く わ く （ 単 元 導 入 ） 」 、 「 い き い き （ 主 な 活 動 ） 」 、 「 ぐ ん ぐ ん

（ 振 り 返 り ） 」 と 構 成 す る こ と で 、 各 単 元 の 活 動 の 連 続 が 意 識 さ れ 、 単 元

を 通 し た 学 習 の 見 通 し を も つ こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

 

・  下 巻 の 巻 末 「 ス テ ッ プ ブ ッ ク － み ら い に む か っ て － 」 で は 、 ２ 年 間 の

生 活 科 の 学 習 を 振 り 返 る 活 動 を 通 し て 、 自 信 と 意 欲 を も っ て ３ 年 生 に 進 級

す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

⑵   他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

⑵  ・  「 す た あ と ぶ っ く 」 を 用 い て 、 幼 児 期 か ら の 学 び や 育 ち を 生 か す 活 動

を き っ か け に 、 各 教 科 等 の 学 習 に 円 滑 に つ な げ る と と も に 、 「 合 科 的 ・ 関

連 的 な 学 習 を 示 す マ ー ク 」 を 付 け る こ と で 、 ど の 教 科 と 関 連 し て い る か を

視 覚 的 に 把 握 で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

（ 上 ［ 小 寸 ］ pp.1 0－ 1 1， 上  p. 3 1， 上 ｐ .46， 上  p p. 6 0－ 61， 下  p .6 9）  

 

 ・  「 こ ん な と き ど う し よ う 」 の コ ー ナ ー や 、 「 が く し ゅ う ず か ん 」 に あ

る 挨 拶 や マ ナ ー な ど に よ り 、 生 活 科 の 学 習 の 中 で 道 徳 教 育 を 適 切 に 指 導 す

る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 「 こ ん な と き ど う し よ う 」 (上  p .７ ， 下  p .3 3， 下  p. 4 1， 下  p .8 1，  

下  p. 1 2 7 )   

 「 が く し ゅ う ず か ん 」 (上  pp . 1 1 8－ 11 9 ,  下  p p . 1 1 0－ 1 28 )  
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那須塩原市・那須町採択地区協議会 
 
 
 
 
 

音 楽 



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 音 楽 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

教 育 出 版 株 式 会 社  

音 楽 103 
小 学 校 音 楽  

お ん が く の  
お く り も の

１  

音 楽 203 
小 学 校 音 楽  

音 楽 の  
お く り も の

２  

音 楽 303 
小 学 校 音 楽  

音 楽 の  
お く り も の

３  

音 楽 403 
小 学 校 音 楽  

音 楽 の  
お く り も の

４  

音 楽 503 
小 学 校 音 楽  

音 楽 の  
お く り も の

５  

音 楽 603 
小 学 校 音 楽  

音 楽 の  
お く り も の

６  

大  
観  
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ
た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
①  歌 唱 に 関 す る こ と  

 

 
 
 

②  器 楽 に 関 す る こ と  
 
 

 
 

 

 
 
 

 
③ 音 楽 づ く り に 関 す る こ
と  

 
 
 

④  鑑 賞 に 関 す る こ と  
 
 

 
 
 

 
 

⑤  〔 共 通 事 項 〕 に 関 す

る こ と  

( 1)  
 
 

 
①   写 真 や 絵 が 大 き く 取 り 上 げ ら れ て お

り 、 児 童 の 興 味 関 心 を 高 め 、 歌 詞 の 表 す

情 景 や 様 子 を 思 い 浮 か べ な が ら 歌 唱 す る
こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

 

②    奏 法 や 運 指 を 確 認 す る こ と が で き る 写
真 が 配 置 さ れ て い る だ け で な く 、 ま な び
リ ン ク の QRコ ー ド か ら 動 画 を 見 る こ と も

で き る 。 ま た 、 巻 末 を 開 く と 学 年 に 応 じ
て 楽 器 紹 介 や 楽 典 の ま と め 、 リ コ ー ダ ー
の 運 指 を 確 認 す る こ と が で き る 折 り 込 み

ペ ー ジ が 設 け ら れ て お り 、 児 童 が 必 要 に
応 じ て 確 認 し な が ら 学 習 を 進 め る こ と が
で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
③    例 示 が 分 か り や す く 提 示 さ れ て い て 、

発 想 が 広 が る よ う な 条 件 が 設 定 さ れ て い

る 。 ま た 、 思 い や 意 図 を 無 理 な く 音 や 音
楽 に で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

④    図 形 楽 譜 を 用 い て 視 覚 的 に 音 や 音 楽 を
捉 え 、 曲 の 変 化 や 曲 想 な ど の 特 徴 を つ か
み や す い よ う に 工 夫 さ れ て い る 。 旋 律 の

動 き に 合 わ せ て 、 身 体 表 現 や 指 揮 を す る
活 動 が 多 く 取 り 上 げ て い る 。 そ の た め 、
様 々 な 感 覚 を 働 か せ て 音 や 音 楽 と 関 わ る

こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   
 

⑤    音 楽 を 形 づ く っ て い る 要 素 が 「 音 楽 の

も と 」 と し て 示 さ れ て お り 、 児 童 が そ の
働 き を 意 識 し な が ら 学 習 に 取 り 組 む こ と
が で き る よ う 、 配 慮 さ れ て い る 。  

 

(1) 
 
 

 
① ３年「ふじ山」 

４年「さくらさくら」 

５年「こいのぼり」 
６年「おぼろ月夜」 

 

② １年「こんにちは けんばんハ 
   ーモニカ」 
３年「こんにちは リコーダ

ー」 
３年～６年「リコーダーの指

づかい」 

 
 
 

 
③ ２年「はくにのってことばの  

 リズムであそぼう」 

５年「和音に合わせてせんりつ
をつくろう」 

 

④ １年「おどるこねこ」 
３年「白鳥」 
４年「ノルウェー舞曲 第２

番」 
６年「交響曲第５番『運命』第

１楽章から」 

 
 
⑤ ４年「はくとせんりつ」 

５年「和音のはたらきを感じ 
取ろう」 

 
 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 

 

⑵    「 ま な び ナ ビ 」 、 「 学 び 合 う 音 楽 」 に  
よ り 、 学 び 方 が 示 さ れ て お り 、 児 童 が 見

通 し を も っ て 学 習 に 取 り 組 ん だ り 、 協 働
し て 音 楽 活 動 を し た り す る こ と が で き る
よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

⑵  １ 年 「 し ろ く ま の ジ ェ ン
カ 」  

３ 年 「 こ の 山 光 る 」  
４ 年 「 ゆ か い に 歩 け ば 」  

「 と ん び 」  

６ 年 「 ぼ く ら の 日 々 」  

 

 

1

1



 

 

大

観

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ

て い る か 。  

 

⑴   興 味 関 心 を も っ て 活 動 が で き る よ う に 、

児 童 の 発 達 段 階 に 応 じ て 、 耳 に 馴 染 み の あ

る 楽 曲 や 、 ジ ャ ズ 、 歌 劇 、 物 語 、 民 族 音 楽

な ど 、 様 々 な ジ ャ ン ル の 音 楽 が 取 り 上 げ ら

れ て い る 。  

⑴ １年｢おおきなかぶ」 

２年｢クリスマスソングメドレー」 

３年｢ミッキーマウスマーチ」 

４年｢サウンドオブミュージック」 

５年｢ルパン三世のテーマ｣ 

６年｢ラプソディーインブルー」 

( 2)  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

 

⑵  ・ 各 学 年 に 「 も っ と あ そ ぼ う 」 コ ー ナ ー が

 設 定 さ れ て お り 、 学 習 の 進 み 方 に 応 じ  
 て 、 発 展 的 な 活 動 が で き る よ う 工 夫 さ れ
 て い る 。   

 
・ 全 学 年 の 巻 末 の 「 お ん が く ラ ン ド 」 で

は 、 歌 唱 や 演 奏 な ど 幅 広 い 楽 曲 が 掲 載

さ れ て い る 。  
 

・  全 学 年 の 巻 末 に 、 発 達 の 段 階 を 考 慮 し

編 曲 さ れ た 同 じ 曲 が 掲 載 さ れ 、 全 校 で
一 つ の 歌 を 歌 う 一 体 感 や 楽 し さ を 味 わ
う こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

(2) 

・ 「もっと遊ぼう」コーナー 
１年 p.49、２年 p.17、p.33 
３年 p.37、p.59、４年 p.49 

５年 p.43、６年 p.37 
・1年p.60～66 
 2年p.62～66 

 3年p.64～68 
 4年p.64～70 
 5年p.64～70 

 6年p.56～70 
・全学年｢音楽のおくりもの｣ 

「さんぽ」 

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

⑴  ・  学 習 の 内 容 を 積 み 重 ね 、 こ れ ま で に 学

 ん だ こ と を 生 か し て 学 習 を 深 め る こ と が
 で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  
・  全 学 年 に 「 学 習 マ ッ プ 」 の ペ ー ジ が あ

り 、 1年 間 の 見 通 し を も っ て 学 習 に 取 り
組 む こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。  

 
 

⑴  

１ 年 「 ど れ み ふ ぁ そ の お と
で あ そ ぼ う 」  

２ 年 「 音 の か さ な り や リ ズ

ム を え ら ん で 合 わ せ
よ う 」  

３ 年 「 ソ ラ シ で リ レ ー 」  

「 ば ん そ う に 合 わ せ て せ
ん り つ を つ く ろ う 」  

４ 年 「 音 の 動 き 方 を 生 か し て

せ ん り つ を つ く ろ う 」  
５ 年 「 和 音 に 合 わ せ て せ ん

り つ を つ く ろ う 」  

６ 年 「 じ ゅ ん か ん コ ー ド を
も と に ア ド リ ブ で 遊
ぼ う 」  

( 2)  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

⑵  ・  全 学 年 に 掲 載 さ れ て い る 「 シ ョ ー ト タ

イ ム ラ ー ニ ン グ 」 の コ ー ナ ー に は 、 外

国 語 や 算 数 な ど に 関 連 す る 歌 唱 教 材 が

掲 載 さ れ て お り 、 他 教 科 等 と の 関 連 が

図 ら れ て い る 。  

⑵  算 数 に 関 す る 歌  

２ 年 「 み ん な で 九 九 」  

３ 年 「 た ん い の 歌 」  

英 語 の 歌  

１ 年 「 T w i n k l e ,  T w i n k l e ,  L i t t l e  

S t a r」  

２ 年 「 B I N G O 」  

３ 年 「 I t’ s  a  S m a l l  W o r l d 」  

４ 年 「 I  L o v e  t h e  M o u n t a i n s 」  

５ 年 「 M i c h a e l , R o w  t h e  B o a t  

A s h o r e」  

６ 年 「 C l i m b  E v’ r y  M o u n t a i n 」  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 音 楽 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

株 式 会 社 教 育 芸 術 社  
音 楽 104   

小 学 生 の  

お ん が く １  

音 楽 204 

小 学 生 の  

音 楽 ２  

音 楽 304 

小 学 生 の  

音 楽 ３  

音 楽 404 

小 学 生 の  

音 楽 ４  

音 楽 504 

小 学 生 の  

音 楽 ５  

音 楽 604 

小 学 生 の  

音 楽 ６  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ
た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
①  歌 唱 に 関 す る こ と  

 
 
 
 

 
 
 
② 器 楽 に 関 す る こ と  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
③ 音 楽 づ く り に 関 す る こ
と  

 
 
 

 
④ 鑑 賞 に 関 す る こ と  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
⑤ 〔 共 通 事 項 〕 に 関 す る
こ と  

 
 

( 1 )  

 

①   「 歌 声 ル ー ム 」 で 口 の 開 け 方 や 姿 勢 、

体 や 息 の 使 い 方 な ど が 示 さ れ て お り 、 曲

の 特 徴 に ふ さ わ し い 歌 唱 表 現 の 基 礎 的 な

技 能 を 身 に 付 け る こ と が で き る よ う 工 夫

さ れ て い る 。  

 

②    リ コ ー ダ ー や 鍵 盤 ハ ー モ ニ カ の 運 指 、

様 々 な 楽 器 の 奏 法 の ア ド バ イ ス な ど が 細

か く 示 さ れ て い る 。 楽 器 の 写 真 を 大 き く

掲 載 し た り 、 楽 器 を 使 っ て 遊 び 活 動 を 取

り 入 れ た り す る こ と で 、 興 味 関 心 を も っ

て 演 奏 が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

 

 

 

③   作 品 例 や 工 夫 の ア イ デ ィ ア な ど 、 児 童

が 主 体 的 に 学 習 で き る よ う に 細 か く 示 さ

れ て い る 。  

 

④   鑑 賞 す る 楽 曲 に 使 わ れ て い る 楽 器 の 写

真 や 「 楽 器 図 鑑 」 に 関 連 す る 楽 器 が 掲 載

さ れ て お り 、 楽 器 の 特 徴 や し く み を 捉 え

る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。 ま

た 、 記 号 や 色 、 図 形 な ど を 用 い た 楽 譜 が

掲 載 さ れ て お り 、 音 色 や 曲 の 特 徴 を 視 覚

的 に 捉 え る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て

い る 。  

⑤   音 楽 を 形 づ く っ て い る 要 素 を ペ ー ジ の

端 に 示 し た り 、 「 楽 譜 マ ス タ ー 」 の コ ー

ナ ー で 取 り 上 げ ら れ た り し て お り 、 表 現

及 び 鑑 賞 の 様 々 な 学 習 活 動 の 中 で 、 音 楽

に お け る 働 き と 関 連 付 け て 理 解 す る こ と

が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

⑴ 

 

① １年 p.21 

２年 p.21 

３年 p.42 

４年 p.15，p.31 

５年 p.11，p.36，p.41 

６年 p.11，p.27 

② １年「どれみとなかよくなろう」 

 「きらきらぼし」 

２年「かっこう」 

「かえるのがっしょう」 

３年「リコーダーのひびきに親

しもう」 

４年「ことをひいてみよ」 

５年「小さな約束」 

６年「メヌエット」 

③ ２年「名前でせんりつあそび」 

 ４年「言葉でリズムアンサンブル｣ 

 ６年「雨のうた」 

 

④ ４年「管弦楽組曲第２番から 

ポロネーズ」 

「こと独奏による主題と６ 

の変奏「さくら」より」 

 ５年「アイネクライネナハトム

ジーク 第１楽章」 

 

 

 

 

⑤ 「楽譜マスター」 

２年 p.32 

５年 p.25 

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い
学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 

 

⑵   「 考 え る 」 、 「 見 つ け る 」 、 「 歌 う 」 、

「 演 奏 す る 」 、 「 つ く る 」 の マ ー ク で 、 何

を 学 ぶ か が 具 体 的 に 示 さ れ て い る こ と に よ

り 、 児 童 が 見 通 し を も っ て 主 体 的 に 学 習 に

取 り 組 む こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  

ま た 、 題 材 や 教 材 ご と に ね ら い と ま と め

が 示 さ れ て い た り 、 学 ん だ こ と を 記 述 で き

る 欄 が 設 け ら れ て い た り 、 次 の 学 習 に つ な

げ る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

⑵  １年「うみ」 

 ２年「虫のこえ」 

 ３年「メリーさんのひつじ」 

 ４年「『さくら さくら』の音

階でせんりつづくり」 

 ５年「こげよマイケル」 

 ６年「ボイスアンサンブル」 

 
 

3

3



 

 

大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・
関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 1 )  ・ 作 詞 者 や 、 演 奏 家 の メ ッ セ ー ジ 、 楽 曲

 に ま つ わ る コ ラ ム が 掲 載 さ れ て お り 、

 児 童 の 興 味 ・ 関 心 や 学 習 意 欲 を 高 め る

 こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

・ イ ラ ス ト や 写 真 な ど 、 発 達 段 階 に 応 じ

て 工 夫 し て い て 、 楽 曲 の イ メ ー ジ を 膨

ら ま せ や す く な っ て い る 。  

・ キ ャ ラ ク タ ー を 設 定 し 、 そ の キ ャ ラ ク

タ ー が 学 習 の ポ イ ン ト や ア ド バ イ ス な

ど を つ ぶ や く 形 で 児 童 に 伝 え て い る 。  

 

(1) ３年「神田囃子『投げ合い』」 

５年「Ｂｅｌｉｅｖｅ」 

「こいのぼり」 

 

( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展
的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

 

 

( 2 )  ・ 「 み ん な で あ わ せ て た の し も う 」 、

「 み ん な で 楽 し く 」 の コ ー ナ ー で は 、

学 ん だ こ と を 生 か し 、 音 楽 に よ り 楽 し

み 親 し め る よ う な 発 展 的 な 曲 が 取 り 上

げ ら れ て い る 。  

・ 「 チ ャ レ ン ジ 」 コ ー ナ ー が 設 け ら れ て

お り 、 鑑 賞 や 音 楽 づ く り か ら 発 展 し た

活 動 を 行 う こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ

て い る 。  

 

⑵  

１年｢とんくるりん ぱんくるりん｣ 

３年「ミッキーマウスマーチ」 

５年｢アフリカン シンフォニー｣ 

 

「チャレンジ」 

３年 p.35、p.65 

４年 pp.28－29、p.60 

５年 p.60 

 

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性
に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

( 1 )  ・ 歌 唱 に お い て 、 低 学 年 で は 交 互 唱 や 輪

唱 、 中 学 年 で は 二 部 合 唱 に 向 け た 段 階

的 な 教 材 、 高 学 年 で は 部 分 三 部 合 唱 を

含 む 音 の 重 な り を 意 識 し た 教 材 が 取 り

上 げ ら れ て お り 、 学 年 が 上 が る ご と に

徐 々 に 学 習 が 深 ま る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。  

 

・ 児 童 が 「 学 習 マ ッ プ 」 と 「 ふ り 返 り の

ペ ー ジ 」 を 活 用 す る こ と に よ り 、 見 通

し を も つ こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て

い る 。  

(1) 

１年「やまびこごっこ」 

２年「かえるのがっしょう」 

３年「歌おう声高く」 

４年「もみじ」 

５年「それぞれの空」 

６年「街にだかれて」 

( 2)  他 教 科 等 と の 関 連 に
つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

( 2 )  ・ ど の 学 年 に も 日 本 や 地 域 の 伝 統 的 な 音

楽 を 学 ぶ 題 材 が 取 り 上 げ ら れ て お り 、

生 活 科 や 社 会 科 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間

な ど と の 関 連 が 図 ら れ て い る 。  

 

・ 各 学 年 に 英 語 の 歌 が 掲 載 さ れ 、 外 国 語

活 動  

・ 外 国 語 と の 関 連 が 図 ら れ て い る 。  

(2) 

・３年｢神田囃子『投げ合い』」 

４年「こきりこ」 

５年「ソーラン節」 

 

・１年「セブンステップス」 

２年「小犬のビンゴ」 

「ロンドンばし」 

３年「Head, Shoulders, Knees 

And Toes」 

４年「Sing a rainbow」 

５年「こげよマイケル」 

６年「Edelwaiss」 
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 図画工作 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１ ・ ２  年  ３ ・ ４  年  ５ ・ ６  年  

開 隆 堂 出 版 株 式 会 社  

図 工 105 1 0 6  

ず が こ う さ く 1・ 2 

上  わ く わ く す る ね  

下  み つ け た よ  

図 工 305   3 0 6  

図 画 工 作 3・ 4 

上  で き た ら い い な  

下  力 を 合 わ せ て   

図 工 506 5 0 7  

図 画 工 作 5・ 6 

上  心 を ひ ら い て  

下  つ な が る 思 い  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

①  造 形 遊 び を す る こ と  

 

 

 

 

 

 

② 絵 や 立 体 、 工 作 に 表 す

こ と  

 

 

 

 

 

 

  

 ③ 鑑 賞 す る こ と  

 

 

 

 

④ 〔 共 通 事 項 〕 に 関 す る

こ と  

 

 

( 1 )  

 

①  用 具 ・ 材 料 ・ 環 境 共 に 、 身 近 な も の か  

ら 少 し ず つ 外 の 世 界 に 視 点 が 向 く よ う に

配 慮 さ れ て お り 、 生 活 や 社 会 の 中 の 形 や

色 な ど と 、 豊 か に 関 わ る こ と が で き る 。

自 分 が 表 現 し た も の を 、 他 者 と 関 わ る こ

と で 、 再 構 築 す る 場 を 写 真 で 掲 載 す る こ

と で 表 現 方 法 が 多 面 的 に あ る こ と を 示 し

て い る 。  

 

②  発 達 段 階 を 追 っ て 、 技 能 を 高 め ら れ る  

よ う な 構 成 に な っ て い る 。 絵 で は 、 ク レ

ヨ ン や 絵 の 具 な ど の 用 具 の 特 徴 を 体 得 さ

せ て か ら 、 作 品 づ く り へ と 広 げ て い る 。

ま た 、 作 品 の 下 に 、 そ の 思 い や 工 夫 し た

点 を 掲 載 す る こ と で 、 自 分 の 作 品 へ の ア

イ デ ィ ア を 広 げ た り 想 像 を 広 げ た り で き

る よ う な 工 夫 が さ れ て い る 。  

 

③  「 小 さ な 美 術 館 」 で は 、 前 単 元 で 学 習  

し た 内 容 と 芸 術 家 の 作 品 を 関 連 付 け 、 鑑  

賞 さ せ る こ と で 、 見 方 や 考 え 方 を 深 め 、

豊 か な 情 操 を 培 う こ と が で き る 。   

 

④  造 形 的 な 特 徴 で あ る 形 や 色 、 線 や 面 、

動 き や 奥 行 き な ど を 注 目 さ せ る よ う な リ

ー ド 文 や 楽 し い 題 材 名 で 、 児 童 の 意 欲 を

高 め る 工 夫 が さ れ て い る 。  

 

 

( 1 )  

  

①  １ ・ ２ 年 上  

「 な ら べ て み つ け て 」  

３ ・ ４ 年 上  

「 か げ の へ ん し ん 」  

   ５ ・ ６ 年 上  

「 地 球 ま る ご と た か

ら ば こ 」  

 

 

②  １ ・ ２ 年 上  

「 す い す い ぐ る ー り 」  

    ３ ・ ４ 年 上  

「 へ ん て こ 山 の 物 語 」  

    ５ ・ ６ 年 上  

「 あ っ た ら い い 町  

ど ん な 町 」  

 

 

③  各 学 年 に お い て 「 小 さ  

    な 美 術 館 」 が 掲 載 さ れ

て い る 。  

 

 

④  各 題 材 に お い て 掲 載 さ

れ て い る 。  

  

( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )・  そ れ ぞ れ の 作 品 に つ い て 、 鑑 賞 の 場 が

設 定 さ れ て い る 。 掲 載 さ れ た 児 童 の つ ぶ

や き や 発 表 の 仕 方 を 知 り 、 言 語 活 動 の 充

実 が 図 れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 ・  題 材 に お け る 活 動 の 手 順 が 示 さ れ て お

り 、 児 童 が 見 通 し を も っ て 学 習 で き る よ

う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 2)・ １ ・ ２ 年 下  

「 た か ら も の も の が た

り 」  

    ３ ・ ４ 年 上  

「 え っ へ ん ！ わ た し が

主 人 公 で す 」  

    ５ ・ ６ 年 下  

「 墨 や 筆 の 技 水 墨 画 の

世 界 へ 」  

 

・ １ ・ ２ 年 下  

「 お は な が み か さ ね て

す か し て 」  

     ３ ・ ４ 年 下  

「 ど ろ ど ろ カ ッ チ ン 」  

  

1

1



 

 

大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ

て い る か 。  

 

( 1 )・  題 材 で 扱 う 技 法 を 用 い て 、 表 紙 や タ イ

ト ル を デ ザ イ ン し 、 児 童 の 気 持 ち を 惹 き

付 け て い る 。  

( 1)   １ ・ ２ 年 上  

「 は こ と は こ を く み あ

わ せ て 」  

    ３ ・ ４ 年 上  

「 た め し て あ そ ん で マ

グ ネ ッ ト 」  

    ５ ・ ６ 年 下  

「 心 も 動 き 出 す か ら く

リ ン ク 」  

( 2)  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮

さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )・  各 題 材 の ペ ー ジ に デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ  

が 充 実 し て お り 、 そ こ か ら 必 要 な 鑑 賞 ワ

ー ク シ ー ト や 動 画 等 を 見 る こ と が で き

る 。 児 童 が 自 分 で 必 要 な 情 報 を 得 る こ と

も で き る 。  

( 2)  各 題 材 に お い て 掲 載 さ

れ て い る 。  

( 3)  学 習 を 安 全 に 行 う 上

で の 配 慮 が さ れ て い る

か 。  

 

( 3 )・  安 全 に 活 動 す る た め に 気 を 付 け る こ  

と を 、 マ ー ク や 写 真 を 使 っ て 分 か り や す

く 示 し て い る 。  

( 3)  １ ・ ２ 年 下   

「 わ く わ く カ ッ タ ー ナ イ

フ 」  

   ３ ・ ４ 年 下  

「 ほ っ た 線 か ら は じ ま

る お 話 」  

    ５ ・ ６ 年 上  

「 見 つ け て ワ イ ヤ ー ワ

ー ル ド 」  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

 

( 1 )・  題 材 の ね ら い に 沿 っ て 、 使 用 す る 材 料

や 用 具 な ど の 取 り 扱 い に つ い て 、 学 年 を

追 う ご と に 深 ま る よ う に な っ て い る 。 ま

た 、 こ れ ま で の 学 習 を 生 か し て 、 さ ら に

新 し い 学 習 に 取 り 組 め る よ う 配 列 さ れ て

い る 。  

  

 

 

 

・   準 備 、 導 入 、 展 開 、 振 り 返 り ま で の 流  

れ が 見 開 き で 見 ら れ る よ う に な っ て い た

り 、 巻 頭 に 目 次 と 一 年 間 の 流 れ が 、 題 材

名 が 写 真 と 共 に 掲 載 さ れ て い た り す る こ

と で 、 見 通 し を も っ て 主 体 的 に 学 習 に 取

り 組 ん だ り 指 導 し や す く な っ て い た り す

る 。  

 

・  作 品 例 の 下 に 番 号 を 振 り 、 注 目 し や す い  

よ う に な っ て い る 。  

 

・  １ ・ ２ 年 の 上 巻 に 幼 稚 園 教 諭 か ら の メ ッ  

セ ー ジ が 掲 載 さ れ て お り 、 幼 児 期 の 教 育

と 接 続 を 図 る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ

て い る 。 ま た 、 ５ 、 ６ 年 の 下 巻 に 小 学 校

の 学 び を 中 学 校 の 学 習 や 生 活 及 び キ ャ リ

ア 教 育 に つ な が る 内 容 が 掲 載 さ れ 、 中 学

校 や 社 会 生 活 と 接 続 を 図 る こ と が で き

る 。  

( 1)・ １ ・ ２ 年 下  

「 こ ん に ち は む ぎ ゅ た

ん 」  

   ３ ・ ４ 年  

「 け ず っ て つ け て わ た

し た ち の 形 」  

   ５ ・ ６ 年 下  

「 ね ん 土 の 板 か ら 生 み

出 す 形 」  

 

・ 各 題 材 や 各 学 年 の 巻 頭  

に お い て 掲 載 さ れ て い

る 。  

 

 

 

 

 

・ 各 題 材 に 掲 載 さ れ て い

る 。  

 

 ・ １ ・ ２ 年 上  表 紙 裏  

  ５ ・ ６ 年 下  

「 未 来 に つ な が る 図 画 工

作 」   

 

 

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

( 2 )・  他 教 科 、 他 領 域 と 関 連 す る 各 題 材 に お

い て 、 教 科 書 の 下 部 に 関 連 す る 各 教 科 名

と 活 動 内 容 を 掲 載 し 、 関 連 す る 活 動 内 容

を 具 体 的 に 示 す こ と で 、 教 科 等 横 断 的 な

学 び を 図 る こ と が で き る 。  

( 2)  各 題 材 に お い て 「 あ わ

せ て 学 ぼ う 」 が 掲 載 さ れ

て い る 。  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 図画工作 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１ ・ ２  年  ３ ・ ４  年  ５ ・ ６  年  

日 本 文 教 出 版 株 式 会 社  
図 工 107   1 0 8   

ず が こ う さ く １ ・ ２  

上 ・ 下 ま る ご と  た の し も う  

図 工 307  3 0 8  

図 画 工 作 ３ ・ ４  

上 ・ 下 た め す  見 つ け る  

図 工 507  5 0 8 1  

図 画 工 作 ５ ・ ６  

上 ・ 下 わ た し と ひ び き 合 う  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ
た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
①  造 形 遊 び を す る こ と  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 絵 や 立 体 、 工 作 に 表 す
こ と  

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 鑑 賞 す る こ と  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 〔 共 通 事 項 〕 に 関 す る
こ と  

 
 

( 1 )  

 

①  身 近 な 学 校 の 環 境 を 工 夫 し 、 造 形 的 に 魅

力 的 な 空 間 に つ く り か え る 写 真 を 掲 載 す る

こ と で 、 子 ど も の 発 想 を 広 げ る 工 夫 を し て

い る 。 ま た 、 複 数 の 友 達 と つ く り 上 げ る 様

子 を 示 し 、 協 働 し て 作 品 を つ く る 楽 し さ を

伝 え る 工 夫 が さ れ て い る 。  

 

 

 

②  工 作 や 立 体 の 作 品 例 や 作 っ て い る 過 程 を

数 多 く 載 せ る こ と で 、 児 童 の ア イ デ ア を 引

き 出 し 、 発 想 が 広 が る 工 夫 を し て い る 。  

  紙 だ け で な く 、 布 に 描 い た り 画 用 紙 を 立

て た り と 素 材 の 良 さ や 物 の 見 方 を 変 え て 考

え る こ と を 取 り 入 れ て い る 。  

 

③  鑑 賞 す る 活 動 を 多 く の 題 材 で 位 置 付 け 明

確 化 を 図 っ て い る 。  

  「 友 だ ち と 作 品 を 見 て 話 そ う 」 や 鑑 賞 題

材 で 鑑 賞 の 方 法 や 視 点 を 提 示 し 、 様 々 な 感

じ 方 を 大 切 に し よ う と す る 態 度 の 育 成 を 図

っ て い る 。  

 

④  造 形 的 な 特 徴 で あ る 形 や 色 、 線 や 面 、 動

き や 奥 行 き な ど を 注 目 さ せ る よ う な リ ー ド

文 や 楽 し い 題 材 名 で 、 児 童 の 意 欲 を 高 め る

工 夫 が さ れ て い る 。  

( 1)  

 

①  １ ・ ２ 年 下  

「 し ん ぶ ん し と な か よ  

 し 」  

３ ・ ４ 年 下  

「 組 ん で 立 て て つ な

ぐ ん ぐ ん 」  

５ ・ ６ 年 下  

「 糸 か ら 生 ま れ る わ  

た し の 空 間 」  

②  ３ ・ ４ 年 上  

「 ぬ の で え が く と 」  

５ ・ ６ 年 下  

「 固 ま っ た 形 か ら 」  

 

 

 

③  ３ ・ ４ 年 上  

「 絵 を 見 て 話 そ う 」  

５ ・ ６ 年 下  

「 こ の 筆 あ と 、 ど ん な  

空 ？ 」  

 

 

④  各 題 材 に お い て 掲 載 さ

れ て い る 。  

  
( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 

 

 

( 2 )・  め あ て ・ 振 り 返 り の ほ か 、 思 考 ・ 判

断 ・ 表 現 と 鑑 賞 が 関 連 さ れ 見 通 し を も

っ て 取 り 組 め る よ う に な っ て い る 。 ま

た 、 大 切 な め あ て や ヒ ン ト を イ ラ ス ト

で 提 示 し 注 目 さ せ る こ と で 、 主 体 的 に

取 り 組 む 手 立 て が 示 さ れ て い る 。  

 

  ・  児 童 が 対 話 す る 活 動 で は 、 児 童 同 士  

の や り 取 り が 写 真 や 言 葉 で 示 さ れ て お  

り 、 対 話 的 な 活 動 を 通 し て 自 分 の 考 え  

な ど を 広 げ た り 深 め た り で き る よ う 配  

慮 さ れ て い る  。  

 

( 2 )・  各 題 材 に お い て 掲 載

さ れ て い る 。  

 

 

 

 

 

・ １ ・ ２ 年 上  

「 お っ て た て た ら 」  

３ ・ ４ 年 上  

「 ト ン ト ン ど ん ど ん  

く ぎ う っ て 」  

５ ・ ６ 年 上  

「 笑 顔 が 生 ま れ る し か

け 」  

3

3



 

大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 
( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

 
( 1 )・  身 近 な も の か ら 広 が り 美 術 作 品 、 伝 統

的 作 品 、 海 外 作 品 へ と 段 階 的 に 出 会 う 作
品 を 広 げ 発 達 段 階 に 合 わ せ て い る 。  

 
 
 
 
    

・  発 達 段 階 に 応 じ て 興 味 関 心 を も つ 様 々
な 材 料 や テ ー マ を 取 り 上 げ て い る 。  

 
( 1 )・  １ ・ ２ 年 下  

「 き ょ う か し ょ び じ ゅ  
つ か ん 」  

 ３ ・ ４ 年 下  
「 教 科 書 美 術 館 」  

 ５ ・ ６ 年 下  
「 教 科 書 美 術 館 」  

 
・  １ ・ ２ 年 下  

「 音 づ く り フ レ ン ズ 」  
 ３ ・ ４ 年 上  

「 こ れ で か き た い 」  
 ５ ・ ６ 年 上  

「 切 り 分 け た 形 か ら 何
つ く る ？ 」  

 
( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 
 

 
( 2 )  ・  「 図 工 の み か た 」 で は 、 身 の 回 り の 生

活 や 社 会 に 関 わ る 色 や 形 に つ い て 取 り 上
げ る こ と で 、 様 々 な 材 料 や 見 方 を 与 え 、
表 現 の 幅 を 広 げ 、 学 ん だ こ と を 生 か し た
発 展 的 な 学 習 が で き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。  

 
・   ｢ア ー ト カ ー ド を 楽 し も う 」 で は 、 多
く の 芸 術 家 の 作 品 を 紹 介 し て い る 。 ま
た 、 鑑 賞 の ポ イ ン ト を 示 し て お り 、 そ れ
ぞ れ の 美 術 品 の よ さ や 美 し さ を よ り 深 く
感 じ 取 る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。  

 
 
 
 
 
  ・  QRコ ー ド を 読 み 取 り 、 用 具 や 鑑 賞 、 図

工 体 操 な ど 多 面 的 に 学 習 を 深 め ら れ る よ
う に な っ て お り 、 児 童 の 興 味 ・ 関 心 を 深
め ら れ る よ う に な っ て い る 。  

 
( 2 )・  １ ・ ２ 年 下  
   「 ず こ う の み か た 」  
   ３ ・ ４ 年 上  
   「 図 工 の み か た 」  

 ５ ・ ６ 年 上  
「 図 工 の み か た 」  

 
・  １ ・ ２ 年 下 巻 末  

「 ア ー ト カ ー ド を た  
の し も う 」  

 ３ ・ ４ 年 上 下 巻 末  
「 ア ー ト カ ー ド を 楽 し

も う 」  
 ５ ・ ６ 年 上 下 巻 末  

「 ア ー ト ・ カ ー ド を 楽
し も う 」  

 
 
  ・  １ ・ ２ 年 上  

「 す な や つ ち と な か よ  
し 」  

  ５ ・ ６ 年 下  
  「 美 し く 立 つ は り 金 」  

 
( 3 )  学 習 を 安 全 に 行 う 上

で の 配 慮 が さ れ て い る
か 。  

 

 
( 3 )・  各 題 材 や 巻 末 資 料 「 材 料 と 用 具 の ひ き

だ し 」 で は 、 注 意 喚 起 マ ー ク を 付 し 、 文
字 や イ ラ ス ト 、 写 真 に よ っ て 配 慮 す べ き
点 に つ い て 示 す こ と で 、 材 料 や 用 具 を 安
全 で 適 切 な 扱 い が で き る よ う 工 夫 さ れ て
い る 。  

 
( 3 )各 学 年 「 材 料 と 用 具 の 引  

き 出 し 」  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 
 

 
( 1 )・  前 学 年 の 学 習 内 容 を 生 か し な が ら 発 達

段 階 に 応 じ た 学 び が で き る よ う に め あ て
や 材 料 、 用 具 が 工 夫 さ れ て い る 。  

 
 
 
 

・  １ ・ ２ 年 上 巻 で は 幼 児 期 で の 造 形 活 動
を 想 起 し て 小 学 校 の 図 画 工 作 の 学 習 に 取
り 組 め る 写 真 が 掲 載 さ れ て い る 。 下 巻 に
は 学 び を 振 り 返 る ペ ー ジ が あ り 、 大 き な
ス パ ン で 成 長 を 振 り 返 れ る よ う に な っ て
い る 。 ５ ・ ６ 年 下 巻 で は ６ 年 間 の 学 び を
振 り 返 り 、 中 学 校 美 術 科 へ と 繋 が る 写 真
が 掲 載 さ れ 、 幼 小 中 の 接 続 に 配 慮 さ れ て
い る 。  

 
・  各 題 材 で 扱 う 材 料 や 用 具 の 取 り 扱 い に

つ い て 、 各 学 年 で 統 一 さ れ た 「 か く 」
「 切 る 」 な な ど の 表 示 に よ っ て 技 法 の 種
類 ご と に ま と め ら れ て お り 、 取 り 扱 う こ
と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 
( 1 )・  １ ・ ２ 年 下  

「 ま ど を あ け た ら 」  
 ３ ・ ４ 年 下  

「 の こ ぎ り ギ コ ギ コ 」  
 ５ ・ ６ 年 上  

「 糸 の こ ス イ ス イ 」  
 

   ・  １ ・ ２ 年 上  
   「 ど ん な こ と す き だ っ

た 」  
 ５ ・ ６ 年 下  

「 図 画 工 作 で の 学 び を
振 り 返 っ て み よ う 」  

 
 
 
 

・  各 学 年  
「 材 料 と 用 具 の 引 き 出

し 」  

 
( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 
 

 
( 2 )・  各 題 材 の 教 科 書 下 部 に 「 つ な が る 学  

び 」 を 示 し 、 関 連 す る 他 教 科 等 の 学 習 内
容 と 結 び 付 け 、 教 科 横 断 的 な 学 習 が で き
る よ う に 配 慮 さ れ て い る 。  

 
( 2 )各 題 材 「 つ な が る 学 び 」  
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令和６年度使用 
 
 

小学校・義務教育学校前期課程用 

教科用図書調査研究資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那須塩原市・那須町採択地区協議会 
 
 
 
 
 

保 健 



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 保 健 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３ ・ ４  年  ５ ・ ６  年  

東 京 書 籍 株 式 会 社  保 健  3 06  

新 編  新 し い 保 健 3・ 4 

保 健  5 06  

新 編  新 し い 保 健 5・ 6 

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

〔 ３ ・ ４ 年 生 〕  

①  健 康 な 生 活  

 

 

②  体 の 発 育 ・ 発 達  

 

 

〔 ５ ・ ６ 年 生 〕  

①  心 の 健 康  

 

②  け が の 防 止  

 

③  病 気 の 予 防  

 

 

 

 

( 1 )  

 

 

 

 

①  児 童 が 取 り 組 み や す い 実 験 を 行 っ た り 、 自 分 の 生 活 を 振 り 返 り 話 し 合 っ

た り す る こ と で 、 体 を 清 潔 に 保 つ こ と の 大 切 さ や 、 生 活 環 境 を 整 え る こ

と の 大 切 さ が 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

②  グ ラ フ や 写 真 を 比 較 で き る よ う な 配 置 と な っ て お り 、 成 長 の 様 子 や 個 人

差 を 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

 

 

①  心 の 変 化 の 様 子 を イ ラ ス ト で 示 し 、 体 の 変 化 を 選 択 し な が ら 考 え る こ と

で 、 心 と 体 の つ な が り に つ い て 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

②  け が や 事 故 が 起 こ っ た 様 々 な 場 面 を 掲 載 し 、 考 え る こ と で 、 人 の 行 動 と

環 境 か ら 原 因 と 防 止 に つ い て 考 え 、 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

③  健 康 な 人 と そ う で な い 人 の 写 真 や グ ラ フ や 数 値 を 使 い 比 較 す る こ と で 、

健 康 的 な 生 活 習 慣 を 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )・ ４ つ の 学 習 の 進 め 方 を 示 し 、 児 童 が 見 通 し を も っ て 主 体 的 に 学 習 に 取

り 組 め る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。  

・ 「 深 め る ・ 伝 え る 」 の 過 程 で は 、 「 他 の 人 の 意 見 を 聞 い て 、 考 え た こ

と や 分 か っ た こ と を 書 く 」 な ど 、 対 話 的 な 活 動 を 取 り 入 れ 、 理 解 が 深

ま る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。  

 ( 3 )  社 会 の 変 化 に 伴 う 諸 課

題 に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

( 3 )・ ３ ・ ４ 年 生 で は 「 コ ン ピ ュ ー タ ー の 使 用 と 健 康 」 、 ５ ・ ６ 年 生 で は 、

「 が ん に つ い て 知 ろ う 」 な ど 、 現 代 社 会 で の 健 康 問 題 に 触 れ 、 領 域 の

最 後 に 発 展 的 な 内 容 と し て 取 り 上 げ て お り 、 課 題 解 決 に つ い て 考 え 行

動 に つ な が る よ う に は 工 夫 さ れ て い る 。  

 
 

1

1



 

 

大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ

て い る か 。  

 

 

( 1 )  ・ 各 ペ ー ジ に QRコ ー ド が た く さ ん 掲 載 さ れ て い て 、 子 供 た ち が 視 覚 的 に

 興 味 ・ 関 心 が も て る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・ 章 の は じ め の 「 気 付 く 見 つ け る 」 で は 、 自 分 の 生 活 を 振 り 返 り 話 し 合

う 活 動 を 行 う こ と で 、 児 童 が 学 習 課 題 を 捉 え る こ と が で き る よ う な 工

夫 が さ れ て い る 。 （ ５ ・ ６ 年 P９ ）  

( 2)  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮

さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )  ・ 章 の は じ め に 関 係 す る SDG Sの 主 な 目 標 が 掲 載 さ れ て い て 、 身 近 な 問 題

か ら 世 界 の 問 題 に も 視 野 を 広 げ ら れ る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

（ ５ ・ ６ 年 p４ ）  

  ・ 各 項 目 に お い て 関 係 す る 資 料 の 掲 載 ペ ー ジ が 明 記 さ れ て お り 、 確 認 を

し な が ら 学 習 を 進 め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

（ ５ ・ ６ 年 P１ ５ ）  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

 

 

( 1 )・ 巻 頭 に 学 習 の 仕 方 や 教 科 書 の 使 い 方 が 示 さ れ て い た り 、 単 元 ご と に 学 習

の 進 め 方 が 示 さ れ て い た り す る の で 、 見 通 し を も っ て 学 習 し や す い 。

（ ３ ， ４ 年 P４ ～ P7）  

・ 「 ま と め る ・ 生 か す 」 な ど の 学 習 過 程 に お い て 、 次 時 や 次 学 年 と の つ な

が り が 明 示 さ れ て お り 、 学 習 内 容 と の 関 連 を 意 識 し て 学 習 で き る 工 夫 が

し て あ る 。 （ ５ ， ６ 年 P８ ）  

 

 

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

 

( 2 )・ 領 域 の 最 初 の 部 分 に 「 つ な げ よ う 」 と あ り 、 そ こ に 他 教 科 と の 関 連 が 書

か れ て い る 。 （ ５ ， ６ 年 P4）  

・ 全 単 元 に SDG sの 目 標 と の 関 連 が 示 さ れ て い る 。 （ ３ ， ４ 年 P6）  

 

 

2

2



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 保 健 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３ ・ ４  年  ５ ・ ６  年  

大 日 本 図 書 株 式 会 社  保 健  3 07  

新 版  た の し い 保 健 3・ 4 

保 健  5 07  

新 版  た の し い 保 健 5・ 6 

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

〔 ３ ・ ４ 年 生 〕  

①  健 康 な 生 活  

 

 

②  体 の 発 育 ・ 発 達  

 

 

 

〔 ５ ・ ６ 年 生 〕  

①  心 の 健 康  

 

②  け が の 防 止  

 

 

③  病 気 の 予 防  

 

 

 

 

( 1 )  

 

 

 

 

①  写 真 で 実 験 結 果 が 掲 載 し て あ り 、 比 較 し た 気 付 き か ら 身 の 回 り の 環 境 が

健 康 に 関 わ る こ と に つ い て 、 理 解 で き る よ う 工 夫 さ れ た 内 容 と な っ て い

る 。  

②  成 長 の 様 子 を イ ラ ス ト や グ ラ フ で 示 し 、 自 分 の 成 長 の 様 子 に つ い て 振 り

返 る こ と で 、 体 の 成 長 や 成 長 の 個 人 差 が 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

 

 

 

①  心 の 様 子 や 体 の 変 化 な ど を イ ラ ス ト で 例 示 す る こ と で 、 心 と 体 の つ な が

り や 、 悩 み ・ 不 安 の 解 決 方 法 が 視 覚 的 に 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

②  児 童 が 生 活 の 中 で 起 こ り え る 場 面 を 示 し 、 け が や 事 故 の 原 因 を 考 え る こ

と で 、 け が や 事 故 を 防 止 す る た め の 手 立 て が 理 解 で き る 内 容 と な っ て い

る 。  

③  病 気 の 起 こ り 方 に つ い て 、 「 生 活 の し か た 」 と 「 環 境 」 に 分 け て 、 考 え

た り 、 飲 酒 ・ 喫 煙 ・ 薬 物 に つ い て 薦 め な い 理 由 を 考 え た り す る こ と で 、

健 康 を 保 つ た め の 望 ま し い 生 活 習 慣 に つ い て 理 解 で き る 内 容 と な っ て い

る 。  

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )・ 「 つ か も う 」 「 話 し 合 お う 」 の 学 習 過 程 で 、 児 童 が 自 分 自 身 の 生 活 を

振 り 返 る 活 動 が 設 け ら れ て お り 、 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む こ と が で

き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・ 「 家 ・ 地 域 で ほ け ん 」 で は 、 学 ん だ こ と を 生 か す た め に 、 実 践 で き

る こ と を 整 理 す る こ と で 、 学 習 内 容 が 理 解 で き る よ う に 工 夫 さ れ て

い る 。  

 ( 3 )  社 会 の 変 化 に 伴 う 諸 課

題 に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

( 3 )・ 「 も っ と 知 り た い 」 で は 、 ３ ・ ４ 年 生 で は 手 洗 い 方 法 や 様 々 な 性 に つ

い て 、 ５ ・ ６ 年 生 で は 悩 み の 解 決 方 法 や 感 染 症 な ど 、 現 代 社 会 で の

健 康 問 題 に 触 れ 、 こ れ か ら の 生 活 に つ な が る よ う に 配 慮 さ れ て い

る 。  

 
 

3

3



 

 

大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ

て い る か 。  

 

( 1 )  ・ ４ つ の キ ャ ラ ク タ ー が 問 い を 投 げ か け た り 、 分 か り や す く 解 説 し た り す

 る の で 、 興 味 ・ 関 心 を も っ て 取 り 組 む こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い  

る 。 （ p５ ）  

・ 教 科 書 の 最 初 に あ る 「 折 り 込 み カ ー ド 」 を 活 用 し て 、 単 元 の は じ め に 自  

分 の 生 活 を 振 り 返 り 学 習 に の ぞ む こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・ 世 間 で も 関 心 が 高 い LG BTに つ い て 触 れ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮

さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )・ 単 元 の 最 後 の 「 も っ と ！ 知 り た い ！ 」 に は 発 展 的 な 資 料 が い く つ も 掲 載

さ れ て い て 、 授 業 で 活 用 で き る 工 夫 が さ れ て い る 。 ま た 、 関 連 す る ペ ー

ジ が 横 に 載 せ て あ る の で 、 学 び や す さ へ の 配 慮 も さ れ て い る 。 （ ５ ・ ６

年 p３ ６ ）  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

 

 

( 1 )・ 単 元 ご と に 学 習 の 流 れ が 示 さ れ て い て 、 児 童 が 見 通 し を も っ て 活 動 し や

す い 。 （ ３ ， ４ 年 P8）  

・ 他 学 年 と の 保 健 の 関 わ り が 示 さ れ て お り 系 統 性 を 意 識 す る こ と が で き

る 。 （ ３ ， ４ 年 生 P1 0）  

・ 巻 末 に は 次 学 年 と の つ な が り を 踏 ま え 、 学 習 が で き る よ う に 工 夫 さ れ て

い る 。 （ ３ ， ４ 年 生 P6 9・ ５ ， ６ 年 生 P45）  

・ 学 習 内 容 と 関 連 の あ る 資 料 の ペ ー ジ が 示 さ れ て お り 、 そ こ か ら 中 学 校 へ

の 内 容 と の 関 連 も 図 ら れ て い る 。  

 

 

 

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

 

( 2 )・ 保 健 の 内 容 と 各 教 科 と の 関 連 が 「 つ な が り 」 マ ー ク で 示 さ れ て い る 。

（ ５ ， ６ 年 P10）  

 

4

4



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 保 健 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３ ・ ４  年  ５ ・ ６  年  

株 式 会 社 大 修 館 書 店  保 健  3 08  

新  小 学 校 ほ け ん  3・ 4年  

保 健  5 08  

新  小 学 校 保 健  5・ ６ 年  

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

〔 ３ ・ ４ 年 生 〕  

①  健 康 な 生 活  

 

 

②  体 の 発 育 ・ 発 達  

 

 

 

〔 ５ ・ ６ 年 生 〕  

①  心 の 健 康  

 

②  け が の 防 止  

 

③  病 気 の 予 防  

 

 

 

( 1 )  

 

 

 

 

①  手 の 汚 れ や 下 着 、 ハ ン カ チ の 汚 れ の 実 験 結 果 か ら 、 細 菌 が 身 の 回 り に あ

る こ と に 気 付 き 、 健 康 な 生 活 の 仕 方 に つ い て 理 解 す る こ と が で き る 内 容

と な っ て い る 。  

②  成 長 の 様 子 を イ ラ ス ト や グ ラ フ 、 写 真 な ど で 比 較 し 、 児 童 が 体 の 成 長 と

成 長 の 個 人 差 を 実 感 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

 

 

 

①  不 安 や 悩 み へ の 対 処 で は 、 児 童 が 生 活 の 中 で 取 り 組 め る 体 操 や 運 動 を 掲

載 す る こ と で 、 心 の 健 康 を 保 つ 方 法 を 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

②  生 活 の 中 で の 危 険 な 場 面 を イ ラ ス ト で 掲 載 し 、 比 較 す る こ と で け が や 事

故 の 原 因 に つ い て 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

③  資 料 や 図 を 基 に 、 話 し 合 う 活 動 を 通 し て 、 感 染 症 予 防 や 喫 煙 、 飲 酒 の 危

険 性 に つ い て 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )・ 「 考 え よ う ・ 話 し 合 お う 」 で は 、 児 童 同 士 が 話 し 合 う こ と で 、 他 者 の

考 え を 聞 き 、 自 分 の 考 え を 深 め 広 げ ら れ る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。  

・ 「 課 題 を つ か も う 」 で は 、 身 近 な 生 活 場 面 か ら 、 学 習 課 題 を 捉 え る こ

と で 、 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 め る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。  

 ( 3 )  社 会 の 変 化 に 伴 う 諸 課

題 に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

( 3 )・ 「 も っ と 学 び を 深 め よ う 」 で は 、 「 ス ポ ー ツ 障 害 」 や 「 ス マ ホ ・ ゲ ー

ム 依 存 」 な ど 、 現 代 社 会 で の 健 康 課 題 が 掲 載 さ れ て お り 、 課 題 解 決 に

向 け て 取 り 組 め る よ う に 配 慮 さ れ て い る 。  

 
 

5

5



 

 

大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ

て い る か 。  

 

 

( 1 )・ 単 元 の は じ め に 、 子 供 た ち が 知 っ て い る 著 名 人 へ の イ ン タ ビ ュ ー が 紹 介

さ れ る こ と で 、 自 分 ご と と し て 学 習 に 関 心 を 持 っ て 意 欲 的 に 取 り 組 む こ

と が で き る 。  

 

( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮

さ れ て い る か 。  

 

 

 

( 2 )・ こ れ ま で 学 習 し た 知 識 を 実 生 活 に 生 か す こ と が で き る よ う 、 ど の 単 元 で

   も 発 展 的 な 資 料 が 掲 載 さ れ て い る 。 現 代 の 子 供 達 の 心 や 体 の 問 題 に つ い

   て イ ラ ス ト に 分 か り や す く ま と め ら れ て い て 、 実 生 活 に 即 し た 内 容 に な

     っ て い る 。  

・ さ ら に 学 習 し た い 内 容 に つ い て 、 QRコ ー ド で 調 べ る こ と が で き る 。 デ ー

タ 元 が き ち ん と 掲 載 さ れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

 

 

( 1 )・ 最 初 に 保 健 の 学 び 方 が 示 さ れ て お り 、 児 童 が 見 通 し を も っ て 学 習 に 取 り

組 め る 工 夫 が さ れ て い る 。 （ ３ ， ４ 年 P6）  

・ 保 健 ク イ ズ が QRコ ー ド で 示 さ れ て い て 、 学 習 内 容 の 定 着 を 楽 し く で き る

よ う に 工 夫 し て い る 。 （ ５ ， ６ P19）  

・ 「 体 育 の 窓 」 で は 体 育 と の 関 連 を 意 識 し た 資 料 が 示 さ れ て い る 。 （ ５ ，

６ 年 P11）  

 

 

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

 

( 2 )・ 教 科 の マ ー ク が あ り 、 他 教 科 と の 関 連 を 確 認 し て 進 め る こ と が で き る 。

（ ５ ， ６ P３ ３ ）  

・ 「 資 料 」 に 金 子 み す ゞ さ ん の 詩 が 示 さ れ て お り 、 道 徳 の 個 性 の 伸 長 の 領

域 と の 関 連 が 図 ら れ て い る 。 （ ３ ， ４ 年 P３ ７ ）  

・ 「 生 活 習 慣 と 予 防 」 で は 、 理 科 や 体 育 と の 関 連 が 図 ら れ て お り 、 話 し 合

い を 通 し て 教 科 横 断 的 に 理 解 が 深 め ら れ る よ う に な っ て い る 。 （ ５ ， ６

年 P57）  

 

6

6



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 保 健 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３ ・ ４  年  ５ ・ ６  年  

株 式 会 社 文 教 社  保 健  3 09  

新 わ た し た ち の ほ け ん  ３ ・ ４ 年  

保 健  5 09  

新 わ た し た ち の 保 健  ５ ・ ６ 年  

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

〔 ３ ・ ４ 年 生 〕  

①  健 康 な 生 活  

 

②  体 の 発 育 ・ 発 達  

 

 

〔 ５ ・ ６ 年 生 〕  

①  心 の 健 康  

 

 

②  け が の 防 止  

 

 

③  病 気 の 予 防  

 

 

 

( 1 )  

 

 

 

 

① イ ラ ス ト や 写 真 で 生 活 の 仕 方 や 汚 れ の 様 子 な ど を 示 す こ と で 、 健 康 な 生

活 の 仕 方 を 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 、  

② 写 真 や イ ラ ス ト 、 グ ラ フ な ど の 資 料 を 用 い て 、 様 々 な 視 点 か ら 変 化 を 比

べ 、 成 長 に よ る 体 の 変 化 に つ い て 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

 

 

① 心 の 発 達 の 学 習 で は 、 ３ ． ４ 歳 の こ ろ と 今 の 自 分 の 考 え 方 を 比 較 す る こ

と で 、 心 の 成 長 を 実 感 で き 、 様 々 な 人 や 事 柄 が 心 の 成 長 に つ な が っ て い

る こ と が 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

② 事 故 や け が に つ い て 、 様 々 な デ ー タ や 身 近 な 場 面 絵 を 用 い る こ と で 、 事

故 や け が に つ い て 考 え 、 防 止 す る た め の 適 切 な 行 動 に つ い て 理 解 で き る

内 容 と な っ て い る 。  

③ 写 真 な ど で 実 験 結 果 や 実 物 を 掲 載 す る こ と で 、 病 気 の 予 防 に つ い て 理 解

で き る 内 容 と な っ て い る 。  

 

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

 

（ 2） ・ 「 わ た し の 〇 〇 宣 言 」 で は 、 友 達 か ら の メ ッ セ ー ジ を も ら え る 欄 が

あ り 、 対 話 を 通 し て 、 健 康 へ の 実 践 意 欲 を 高 め る こ と が で き る よ

う な 工 夫 が さ れ て い る 。  

 

 ( 3 )  社 会 の 変 化 に 伴 う 諸 課

題 に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

（ 3） ・ 「 エ ピ ソ ー ド 」 で 、 SDGｓ や エ イ ズ な ど 、 現 代 社 会 で の 健 康 課 題

や 、 社 会 問 題 に つ い て 取 り 上 げ る こ と で 、 自 ら 問 い を 見 出 し 、 課

題 解 決 に 取 り 組 め る よ う に 配 慮 さ れ て い る 。  

 
 

7

7



 

 

大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ

て い る か 。  

 

( 1 )・ 生 活 習 慣 病 や ネ ッ ト ト ラ ブ ル な ど 、 自 分 事 と し て イ メ ー ジ で き な い 身 近  

な 課 題 に つ い て イ ラ ス ト を 交 え て 問 題 提 起 し て い る 。 課 題 解 決 へ の 関 心

を 高 め る 工 夫 が な さ れ て い る 。 （ ５ ・ ６ 年 p３ ７ ・ p６ ８ ）  

 

( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮

さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )・ 「 も っ と 考 え よ う 課 」 「 epi s o d e」 に は 、 発 展 的 な 内 容 が 掲 載 さ れ て い

た り 、 既 習 内 容 を 実 生 活 に 生 か し た り で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。 写

真 も 多 く 掲 載 さ れ て い て 、 視 覚 的 に 捉 え や す い 。 （ ５ ・ ６ 年 P１ ８ ）  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

 

( 1 )・ 「 me nu」 で 目 標 を 示 し 、 内 容 が 段 階 的 に 進 ん で い く の で 学 習 の 見 通 し が

も ち や す い 。 （ ３ ， ４ 年 P1）  

・ 「 com p l e t e」 で 学 習 内 容 を ま と め る と と も に 、 次 時 へ の つ な が り を 意 識

で き る よ う に 示 さ れ て い る 。 （ ３ ， ４ 年 P１ ８ ）  

・ 前 学 年 の 学 習 内 容 が 示 さ れ て お り 、 系 統 性 を 意 識 さ れ て い る 。 （ ５ ， ６

年 P12）  

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

( 2 )・ 「 体 の よ り よ い 発 育 ・ 発 達 と 生 活 の し か た 」 で は 栄 養 ３ ， ３ 運 動 と し て

家 庭 科 と の 関 連 が 図 ら れ て い る 。 （ ３ ， ４ 年 ｐ 34）  

・ 「 交 通 事 故 の 防 止 」 で は 交 通 事 故 を 防 ぐ 取 り 組 み に つ い て 資 料 が 示 さ れ

て お り 、 社 会 科 と の 関 連 が 図 ら れ て い る 。 （ ５ ， ６ 年 P２ ９ ）  

・ 保 健 関 係 の 職 業 に つ い て の 資 料 が 示 さ れ て い て 、 キ ャ リ ア 教 育 と の 関 連

が 図 ら れ て い る 。 （ ５ ， ６ 年 P78）  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 保 健 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３ ・ ４  年  ５ ・ ６  年  

株 式 会 社 光 文 書 院  保 健  3 10  

小 学 ほ け ん  3・ 4年  

保 健  5 10  

小 学 保 健  5・ 6年  

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

〔 ３ ・ ４ 年 生 〕  

①  健 康 な 生 活  

 

 

②  体 の 発 育 ・ 発 達  

 

 

 

 

〔 ５ ・ ６ 年 生 〕  

①  心 の 健 康  

 

 

②  け が の 防 止  

 

③  病 気 の 予 防  

 

 

 

( 1 )  

 

 

 

 

① 友 達 か ら 健 康 の た め に 気 を 付 け て い る こ と を 書 い て も ら い 、 多 面 的 に 健

康 な 生 活 の 仕 方 に つ い て 考 え ら れ る 内 容 と な っ て い る 。 （ 3・ ４ ）  

 

② 実 物 大 の 写 真 や イ ラ ス ト 、 グ ラ フ な ど を 使 っ て 比 較 す る こ と で 、 成 長 の

様 子 や 男 女 の 違 い に 気 付 き 、 体 の 発 育 発 達 に つ い て 理 解 で き る 内 容 と な

っ て い る 。  

 

 

 

① 心 の 発 達 で は 、 ３ ・ ４ 歳 と 今 の 自 分 を 比 較 す る こ と で 、 様 々 な 人 や 事 柄

が 影 響 す る こ と で 、 心 が 成 長 し て い く こ と を 理 解 で き る 内 容 と な っ て い

る 。  

② 日 常 に 潜 む 危 険 性 に つ い て 場 面 絵 を 用 い て 話 し 合 う こ と で 、 事 故 や け が

の 原 因 に つ い て 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

③ イ ラ ス ト や 実 物 写 真 を 見 て 話 し 合 う こ と で 、 喫 煙 ・ 飲 酒 ・ 薬 物 乱 用 の 危

険 性 に つ い て 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )・ 学 習 活 動 が ５ 段 階 に な っ て お り 、 見 通 し を も っ て 児 童 が 主 体 的 に 学 習

に 取 り 組 め る よ う に 配 慮 さ れ て い る 。  

 

・ 「 話 し 合 お う 」 で は 、 他 者 の 意 見 を 聞 く こ と で 、 自 分 の 考 え を 深 め 広

げ ら れ る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 ( 3 )  社 会 の 変 化 に 伴 う 諸 課

題 に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

( 3 )・ 単 元 内 や 資 料 ペ ー ジ で は 、 SDGｓ や イ ン タ ー ネ ッ ト ト ラ ブ ル な ど 現 代

社 会 を 取 り 巻 く 社 会 問 題 や 生 活 習 慣 の 変 化 に 応 じ た 課 題 が 掲 載 さ れ て

お り 、 課 題 解 決 に つ い て 考 え る こ と が で き る よ う に 配 慮 さ れ て い る 。  
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大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ

て い る か 。  

 

 

( 1 )・ 各 単 元 に 記 載 さ れ て い る 「 ま め 知 識 」 で は 、 発 達 段 階 に 応 じ た 解 決 方 法  

や 説 明 が な さ れ て い る 。 （ ５ ・ ６ 年 p１ １ ）  

  

( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮

さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )・ 中 学 校 で 学 習 す る 内 容 や 生 活 に 生 か せ る 知 識 を 資 料 と し て 掲 載 し て い

る 。 「 は っ て ん 」 （ ５ ・ ６ 年 P１ ６ ）  

  ・ 関 連 す る ペ ー ジ が 記 載 さ れ て お り 、 関 連 付 け て 学 習 を 進 め る こ と が で き

る よ う 工 夫 さ れ て い る 。 （ ５ ・ ６ 年 p２ ０ ）  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

 

 

( 1 )・ 巻 頭 に 学 習 の 進 め 方 が イ ラ ス ト で 示 さ れ て お り 、 児 童 が 意 欲 関 心 を も っ

て 取 り 組 め る 工 夫 を し て い る 。 （ ３ ， ４ 年 P２ ～ P７ ）  

・ 「 保 健 ◯ 年 」 で 学 年 間 の つ な が り が 示 さ れ て い て 、 学 習 の つ な が り を 意

識 し て 学 べ る 工 夫 が さ れ て い る 。 （ ５ ， ６ 年 P４ ６ ）  

・ 「 は っ て ん 」 の 資 料 の 中 に 、 中 学 校 へ の つ な が り が 示 さ れ て お り  

系 統 性 を 意 識 し て い る 。 （ ３ ， ４ 年 P３ ８ 、 P３ ９ ）  

( 2)  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

( 2 )・ 保 健 の 学 習 内 容 と 他 教 科 で 学 習 し た こ と の 関 連 が 示 さ れ て い る 。 （ ５ ，

６ 年 P８ ）  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 保 健 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

３ ・ ４  年  ５ ・ ６  年  

株 式 会 社 Gak k e n  保 健  3 11  

新 ・ み ん な の ほ け ん  3・ 4年  

保 健  5 11  

新 ・ み ん な の 保 健  5・ 6年  

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ

た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

〔 ３ ・ ４ 年 生 〕  

①  健 康 な 生 活  

 

 

②  体 の 発 育 ・ 発 達  

 

 

 

〔 ５ ・ ６ 年 生 〕  

①  心 の 健 康  

 

②  け が の 防 止  

 

③  病 気 の 予 防  

 

 

 

  

( 1 )  

 

 

 

 

① イ ラ ス ト や 写 真 で 実 験 結 果 を 掲 載 し 、 手 や 衣 服 、 空 気 の 汚 れ に つ い て 比

較 す る こ と で 、 健 康 な 生 活 の 仕 方 に つ い て 理 解 で き る 内 容 と な っ て い

る 。  

② イ ラ ス ト や グ ラ フ を 用 い て 比 較 す る こ と で 、 成 長 の 様 子 や 個 人 差 を 理 解

で き る 内 容 と な っ て い る 。  

 

 

 

① 不 安 や 悩 み へ の 対 処 法 を 多 く 例 示 し 考 え る こ と で 、 人 に よ っ て 対 処 法 が

違 う こ と を 理 解 で き る 内 容 と な っ て い る 。  

② 様 々 な 場 面 絵 を 用 い て 事 故 や け が の 原 因 を 考 え る こ と で 、 け が や 事 故 の

発 生 要 因 に つ い て 多 面 的 に 考 え る こ と が で き る 内 容 と な っ て い る 。  

③ 資 料 や 啓 発 ポ ス タ ー 、 デ ー タ を 用 い て 、 児 童 が 自 分 の 考 え を ま と め 、 病

気 の 予 防 に つ い て 理 解 で き る 内 容 に な っ て い る 。  

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習

及 び 指 導 が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )・ 学 習 形 態 が 明 確 に 示 さ れ て お り 、 児 童 が 様 々 な 活 動 を 通 し て 学 習 で き

る よ う に 配 慮 さ れ て い る 。  

・ 単 元 の 初 め に 学 習 課 題 が 明 記 さ れ 、 児 童 が 問 題 解 決 に 向 け て 、 主 体 的

に 取 り 組 め る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 ( 3 )  社 会 の 変 化 に 伴 う 諸 課

題 に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

( 3 )・ イ ン タ ー ネ ッ ト ト ラ ブ ル や 感 染 症 な ど 児 童 の 日 常 生 活 に 関 わ る 問 題 を

多 く 取 り 上 げ て 、 保 健 の 学 習 内 容 と 適 切 に 関 連 さ れ て 取 り 扱 え る よ う

工 夫 さ れ て い る 。  

 
 

11

11



 

 

大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ

て い る か 。  

 

 

( 1 )  各 単 元 の は じ め に は 、 こ れ ま で の 自 分 自 身 の 生 活 に つ い て 振 り 返 え る こ と

で 、 学 習 課 題 に 進 ん で 取 り 組 め る よ う こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

（ ３ ・ ４ 年 P５ ０ ）  

( 2)  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮

さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )・ 「 ほ け ん の は こ 」 で は 、 中 学 校 で 学 習 す る 内 容 や 生 活 に 生 か せ る 知 識 を

資 料 と し て 掲 載 し て い る 。 （ ５ ・ ６ 年 P６ １ ）  

・ 「 も っ と ！ 知 り た い ・ 調 べ た い 」 で は 、 幅 広 い 知 識 を 身 に つ け る こ と が

で き る よ う に 、 発 展 的 な 資 料 が 掲 載 さ れ て い る 。 ま た 、 関 連 す る ペ ー ジ

も 明 記 さ れ 、 既 習 内 容 と 関 連 さ せ な が ら 学 び を 深 め る こ と が で き る 工 夫

が さ れ て い る 。 （ ３ ・ ４ 年 P24・ 25）  

 

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

 

 

( 1 )・ 教 科 書 の 最 初 に 単 元 関 係 な く 、 学 び 方 や 教 科 書 の 使 い 方 が 示 さ れ て い た

り 、 単 元 ご と に 目 標 や 学 習 の 進 め 方 が 示 さ れ て い た り し て 、 見 通 し を も

っ て 学 習 に 取 り 組 み や す い 。 （ ３ ， ４ 年 P5～ P7）  

・ 単 元 ご と に 「 こ れ ま で に 学 習 し た こ と 」 が 示 さ れ て お り 、 単 元 の つ な が

り を 意 識 し や す い 。 （ ５ ， ６ 年 P16）  

・ 終 末 に 「 ふ り 返 る  伝 え る  つ な ぐ 」 で 学 習 内 容 を ま と め ら れ る よ う に

な っ て い る 。 （ ５ ， ６ 年 P4 8）  

・ 「 ほ け ん の は こ 」 で は 学 習 し た 内 容 に 関 連 の あ る 資 料 が 示 さ れ る と と も

に 、 次 年 度 以 降 の 学 習 の 系 統 性 が 意 識 さ れ て い る 。 （ ５ ， ６ 年 P77）  

 

 

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  

 

 

 

( 2 )・ 領 域 の 始 め に 「 つ な ぐ 」 と し て 他 教 科 と の 関 連 が 示 さ れ て い る 。 ま た 、

そ の 領 域 に 関 す る 仕 事 も 示 さ れ て お り 、 キ ャ リ ア 教 育 と の 関 連 も 図 ら れ

て い る 。 （ 3， 4年 P7）  

 

・ 病 気 の 予 防 で は 地 域 の 保 健 活 動 に つ い て 資 料 が 示 さ れ て お り 、 日 常 生 活

と の 関 連 が 図 ら れ て い る 。 （ ５ ， ６ 年 P78～ P 81）  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 家 庭 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

５ ・ ６ 年  

東 京 書 籍 株 式 会 社  家 庭 503 

新 編  新 し い 家 庭  ５ ・ ６  私 が つ く る  み ん な で つ く る  明 日 を つ く る  

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ
た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
 
 
 
 
 
 
A  家 族 ・ 家 庭 生 活  

 
 
 
 
 

 
B  衣 食 住 の 生 活  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
C  消 費 生 活 ・ 環 境  

 
 

( 1 )   本 書 全 体 を 通 し て 、 各 題 材 が 「 課 題 発 見 」 、 「 課 題 解 決 ・ 実 践 活

動 」 、 「 評 価 ・ 改 善 」 の 三 つ の ス テ ッ プ で 構 成 さ れ て お り 、 問 題 解 決 的

な 学 習 を 繰 り 返 し 行 う こ と に よ っ て 、 生 活 を よ り よ く し よ う と 工 夫 す る

資 質 ・ 能 力 を 育 む と と も に 、 家 庭 や 地 域 の 一 員 と し て 実 践 で き る よ う 工

夫 さ れ て い る 。  

 

Ａ  家 族 や 家 庭 生 活 の 学 習 で は 、 家 族 と の つ な が り を 深 め る た め の 内 容

 が 取 り 入 れ ら れ る と と も に 、 家 庭 で の 実 践 事 例 を 示 す こ と で 、 学 習 が

 家 族 や 家 庭 生 活 と 結 び 付 く こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。 ま た 、

 ２ 学 年 と も 、 よ り よ い 家 庭 生 活 を 目 指 し て 実 践 で き る 学 習 展 開 と な る

 よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

Ｂ ・  衣 生 活 で は 、 製 作 活 動 に お け る ポ イ ン ト や 工 夫 が 吹 き 出 し や イ ラ

ス ト 、 写 真 で 例 示 さ れ て お り 、 製 作 意 欲 が 高 ま る よ う な 工 夫 が さ れ

て い る 。  

・  食 生 活 の 学 習 で は 、 デ ー タ を 基 に し た 食 の 大 切 さ や 環 境 に 配 慮 し

 た 買 い 物 や 調 理 の 工 夫 が 明 示 さ れ て い る 。 知 識 及 び 技 能 の 習 得 を 図

 り 、 食 生 活 を よ り よ く し よ う と す る 実 践 的 な 態 度 を 育 成 す る こ と が

 で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・  住 生 活 で は 、 住 ま い 方 と 着 方 が 複 合 的 に 扱 わ れ て い る 。 ５ 学 年 で

 は 自 分 の 身 の 回 り に 視 点 を 置 き 、 ６ 学 年 で は 住 居 に 目 を 向 け る こ と

 が で き る よ う 広 が り の あ る 内 容 構 成 に な っ て い る 。  

Ｃ  家 庭 科 の 学 習 全 体 に 関 わ る 消 費 生 活 ・ 環 境 の 学 習 内 容 を 、 ５ 学 年 の  

早 い 段 階 で 学 習 で き る よ う に す る と と も に 、 消 費 生 活 と 環 境 に つ い て  

複 合 的 に 学 習 し な が ら 物 や 金 銭 の 使 い 方 を 学 習 す る こ と で 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ  

に つ な げ ら れ る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い
学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )  ・  「 ス テ ッ プ １ ・ ２ ・ ３ 」 の 流 れ で 学 習 を 進 め て い く こ と に よ り 、 主

 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び に な る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・   各 題 材 の 最 初 に 「 家 庭 科 の 窓 」 が 設 定 さ れ て お り 、 そ の 題 材 を 学 習  

す る 上 で 主 と な る 視 点 が 示 さ れ て い る 。 児 童 が そ の 視 点 を 意 識 し な が

ら 学 習 す る こ と に よ り 、 深 い 学 び に つ な が る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 ( 3 )  地 域 の 実 態 に 応 じ る 配
慮 が な さ れ て い る か 。  

 

( 3 )  ・  伝 統 的 な 内 容 に 「 日 本 の 伝 統 マ ー ク 」 を 付 す こ と に よ り 、 児 童 が 日

 本 の 伝 統 文 化 や 郷 土 ・ 地 域 の 良 さ を 再 確 認 す る こ と が で き る よ う 工 夫

 さ れ て い る 。  

  ・  「 あ な た は 家 庭 や 地 域 の 宝 物 」 (p.1 2 8 - 1 3 3 )で は 、 活 動 例 や 資 料 を

複 数 取 り 上 げ る こ と に よ り 、 児 童 が 家 庭 や 地 域 へ の 関 わ り を 考 え 、

実 践 で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 ( 4 )  社 会 の 変 化 に 対 応 で き
る よ う 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

( 4 )  ・  「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ で つ く る 私 た ち の 未 来 」 (p .4 3 )で は 、 家 庭 科 で 学 習 し た

 内 容 が Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の ど の 目 標 と つ な が る の か が 示 さ れ て い る 。 持 続 可 能

 な 社 会 を 実 現 す る た め 、 児 童 が 自 ら で き る こ と を 考 え 、 実 践 に 結 び 付

 け る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・  「 買 い 物 に つ い て 考 え よ う 」 (p. 3 8 - 3 9 )で は 、 現 金 以 外 で の 支 払 い

方 法 や イ ン タ ー ネ ッ ト で の 購 入 の 際 に 気 を 付 け る こ と に つ い て 示 す こ

と で 、 様 々 な 購 入 方 法 に 対 応 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  
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大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

 
( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 1 )・  「 成 長 の 記 録 」 (p .6 - 7 )で は 、 各 学 年 の 目 標 や 学 習 後 の 振 り 返 り 、 家 庭

で 挑 戦 し た い こ と を 記 録 す る こ と で 、 児 童 自 ら が 「 分 か っ た 」 、 「 で き

た 」 を 実 感 し 、 自 己 肯 定 感 を 高 め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・  各 題 材 の 初 め に 学 習 の 流 れ を 示 す こ と で 、 児 童 が 見 通 し を も つ こ と が

で き 、 ま た イ ラ ス ト や 写 真 、 動 画 を ふ ん だ ん に 使 用 す る こ と で 、 児 童 の

学 習 意 欲 が 高 ま る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 
( 2 )  補 充 的 な 学 習 、 発 展

的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )・  「 い つ も 確 か め よ う 」 を 、 巻 頭 や 巻 末 、 題 材 の 途 中 に 適 宜 掲 載 す る こ

と で 、 児 童 が 学 習 を す る 上 で の ポ イ ン ト を 繰 り 返 し 確 認 す る こ と が で き

る よ う 工 夫 さ れ て い る 。 ま た 、 巻 末 に は 、 原 寸 大 の 作 業 場 面 の 写 真 や 左

利 き の 実 践 の 写 真 を 大 き く 掲 載 す る こ と で 、 ど の 児 童 も 安 心 し て 実 習 が

で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

  ・  「 夏 休 み わ く わ く チ ャ レ ン ジ 」 、 「 生 活 を 変 え る チ ャ ン ス 」 を 複 数 回

設 定 す る こ と で 、 児 童 が 学 習 し た こ と を 活 用 し て 、 家 庭 や 地 域 で 繰 り 返

し 実 践 す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

   

 
( 3 )  学 習 を 安 全 に 行 う 上

で の 配 慮 が さ れ て い る
か 。  

 

( 3 )・  「 安 全 」 マ ー ク を 付 す こ と に よ り 、 児 童 が 安 心 し て 調 理 や 製 作 活 動 に

取 り 組 め る よ う 配 慮 さ れ て い る 。 特 に 、 禁 止 事 項 に つ い て は ×印 で 示

し 、 注 意 喚 起 を し て い る 。  

・  衛 生 や 安 全 に 関 す る ペ ー ジ を 巻 頭 に 掲 載 す る こ と に よ り 、 児 童 の 目 に

留 ま り や す く す る と と も に 、 安 全 指 導 の 徹 底 を 図 る こ と が で き る よ う 工

夫 さ れ て い る 。   

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

 
( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

( 1 )・  持 続 可 能 な 社 会 に つ い て は 、 ５ 学 年 で 詳 し く 扱 う こ と で 、 継 続 的 に 学

べ る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

・  学 習 内 容 の つ な が り を 考 慮 し 、 大 き な ま と ま り で 単 元 を 捉 え る こ と が

で き る 構 成 に な っ て い る 。 ま た 、 児 童 の 発 達 の 段 階 に 応 じ て 学 習 内 容 や

実 習 内 容 が 基 礎 ・ 基 本 か ら 応 用 へ と 系 統 的 に 配 列 さ れ る こ と で 、 段 階 的

に 学 習 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 
( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

( 2 )・  巻 頭 の 「 成 長 の 振 り 返 り 」 に 、 他 教 科 に お け る ４ 学 年 ま で の 学 習 内 容

と の つ な が り が 具 体 的 に 示 さ れ る こ と で 、 身 に 付 け た 知 識 及 び 技 能 と 関

連 付 け て 学 習 を ス タ ー ト す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・  教 科 内 、 他 教 科 と も に 「 リ ン ク 」 マ ー ク で 関 連 す る 事 項 が 掲 載 さ れ て

い る ペ ー ジ が 示 さ れ 、 既 習 事 項 を 確 認 し た り 、 先 を 見 通 し た り す る こ と

が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

・  日 頃 の 生 活 か ら 防 災 に 向 け て 気 を 付 け る 内 容 を 「 日 々 の 備 え 」 で 示 す

こ と に よ り 、 防 災 学 習 を 意 識 で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
( 3 )  学 校 の 施 設 ・ 設 備 の

実 情 に つ い て 配 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 3 )・  ガ ス コ ン ロ や Ｉ Ｈ ク ッ キ ン グ ヒ ー タ ー な ど 、 各 学 校 や 各 家 庭 に よ っ て

使 用 す る 設 備 が 大 き く 変 わ る も の に つ い て は 、 見 開 き ペ ー ジ で 紹 介 す る

こ と で 、 ど ち ら に も 対 応 し て 学 習 で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・  実 習 で 使 用 す る 用 具 に つ い て 、 用 途 や 収 納 場 所 な ど を 確 認 す る た め の

チ ェ ッ ク リ ス ト を 掲 載 す る こ と で 、 自 校 の 実 情 を 児 童 自 身 が 把 握 す る こ

と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

2

2



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 家 庭 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

５ ・ ６  年  

開 隆 堂 出 版 株 式 会 社  家 庭  5 04  

わ た し た ち の 家 庭 科  ５ ・ ６  

大  

観  

点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ
た 目 標 ・ 内 容 に つ い て 配
慮 さ れ て い る か 。  

 
 
 
 
 

A  家 族 ・ 家 庭 生 活  
 
 
 
 
 
 
 

B  衣 食 住 の 生 活  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C  消 費 生 活 ・ 環 境  
 
 

( 1 )   本 書 全 体 を 通 し て 、 各 題 材 に お い て ｢気 づ く ・ 見 つ け る ｣、 ｢わ か る ・

で き る ｣、 ｢生 か す ・ 深 め る ｣の 三 つ の ス テ ッ プ で 問 題 解 決 的 な 学 習 を 進

め る こ と で 、 生 活 を よ り よ く し よ う と 工 夫 す る 資 質 ・ 能 力 を 育 む と と も

に 、 家 庭 や 地 域 の 一 員 と し て 実 践 す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  

Ａ  家 族 や 家 庭 生 活 の 学 習 で は 、 家 族 と の つ な が り を 深 め る た め の 内 容

が 取 り 入 れ ら れ る と と も に 、 地 域 や 社 会 へ と 視 点 が 広 が る よ う な 単 元

構 成 に な っ て い る 。 こ の こ と か ら 、 家 族 や 地 域 の 人 々 と よ り よ く 関 わ

る 実 践 力 を 育 成 す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。       

   

 

Ｂ ・  衣 生 活 で は 、 製 作 活 動 と 衣 服 に つ い て の 知 識 を 単 元 に 分 け て 取 り

上 げ て い る 。 写 真 や イ ラ ス ト が 見 や す く 提 示 さ れ 、 内 容 を 捉 え や す

く し て い る 。  

・  食 生 活 で は 、 献 立 例 を 複 数 示 し た り 、 食 文 化 に つ い て の 資 料 な ど

も 豊 富 で あ っ た り す る の で 、 食 生 活 を よ り よ く し よ う と す る 実 践 的

な 態 度 が 育 成 で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・  住 生 活 で は 、 快 適 な 住 ま い 方 に 関 し て 写 真 や イ ラ ス ト な ど を 用 い

た 具 体 的 な 資 料 が 提 示 さ れ て お り 、 児 童 の 実 践 力 を 育 成 す る こ と が

で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

Ｃ  消 費 生 活 に つ い て の 内 容 を イ ラ ス ト や フ ロ ー チ ャ ー ト で 考 え さ せ 、

実 生 活 と の 関 連 を 図 り な が ら 、 必 要 な 情 報 を 適 切 に 収 集 ・ 整 理 で き る

よ う に 工 夫 さ れ て い る 。 ６ 学 年 最 後 に 、 環 境 に 配 慮 し た 内 容 を 取 り 上

げ 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 実 践 を 意 識 付 け て い る 。  

  
 
( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い

学 び の 実 現 に 資 す る 学 習
及 び 指 導 が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る か 。  

 

 

 ( 2 )・  児 童 の 考 え や 気 付 き を 記 入 で き る 欄 が あ る こ と で 、 意 欲 や 関 心 を

高 め ら れ 、 主 体 的 に 課 題 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  

・  ｢生 か す ・ 深 め る ｣等 で 、 児 童 が 対 話 し た り 友 達 と 意 見 交 換 し た り

で き る よ う な 学 習 活 動 を 多 く 取 り 入 れ 、 自 ら の 考 え を 広 げ 、 深 め る

こ と が で き る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。  
  

 
( 3 )  地 域 の 実 態 に 応 じ る 配

慮 が な さ れ て い る か 。  
 

 

 ( 3 )・  本 文 に お い て ｢伝 統 マ ー ク ｣を 使 用 し 、 伝 統 文 化 に つ い て 意 識 さ せ

て い る 。 ｢食 文 化 ｣で は 、 各 地 域 の 米 や み そ 、 器 、 雑 煮 等 を 取 り 上

げ 、 地 域 の 生 活 文 化 に つ い て 興 味 ・ 関 心 を 高 め る こ と が で き る よ う

配 慮 し て い る 。  

・  ｢共 に 生 き る 地 域 で の 生 活 ｣で は 、 地 域 の 一 員 と し て 自 分 に で き る

こ と を 考 え る こ と で 、 地 域 と の 連 携 の 大 切 を 実 感 す る こ と が で き る

よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

  
 
( 4 )  社 会 の 変 化 に 対 応 で き

る よ う 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

 ( 4 )・  各 学 年 末 に お い て Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と 関 連 さ せ た 内 容 を 取 り 上 げ る こ と

で 、 身 近 な と こ ろ か ら 環 境 へ の 取 り 組 み が で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  

・  ｢買 い 物 を し て み よ う ｣で は 、 支 払 い に 使 用 で き る カ ー ド や 買 い 物

を す る 際 の 環 境 に 与 え る 影 響 な ど を 示 す こ と で 、 考 え て 買 い 物 を す

る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
 

3

3



 

 

 

大
観
点  

小 観 点 調 査 の 結 果 

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・
関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 1 )・  題 材 の 初 め に ｢学 習 の め あ て ｣が 示 さ れ 、 ど こ の 段 階 の 学 習 を し て い る

の か 捉 え や す く な っ て い る 。  

・  調 理 や 製 作 な ど の 過 程 で 、 吹 き 出 し 等 を 使 っ て 児 童 へ の ア ド バ イ ス や

問 い か け を す る こ と で 、 児 童 の 興 味 ・ 関 心 を 引 き 出 す こ と が で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。  

・  学 習 内 容 に よ っ て 色 分 け さ れ 、 活 動 の 様 子 や 具 体 例 な ど が 見 や す く 分

か り や す く な っ て い る 。 ま た 、 ポ イ ン ト と な る 言 葉 や 重 要 語 句 が 太 字 で

強 調 さ れ 分 か り や す く な っ て い る 。  

( 2)  補 充 的 な 学 習 、 発 展
的 な 学 習 に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

 

( 2 )・  ｢教 科 書 の 中 で 参 照 す る ペ ー ジ ｣の マ ー ク を 掲 載 し 、 参 照 ペ ー ジ を 開 く

こ と で 繰 り 返 し 学 習 す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

・  教 科 書 下 部 に 用 語 の 解 説 や 用 具 、 歴 史 な ど 、 本 文 と 関 連 さ せ た ｢豆 知

識 ｣を 掲 載 す る こ と で 、 補 充 的 な 学 習 が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

( 3 )  学 習 を 安 全 に 行 う 上
で の 配 慮 が さ れ て い る
か 。  

 

( 3 )・  各 題 材 の 適 し た 場 所 に ｢安 全 ｣マ ー ク が 位 置 付 け ら れ る こ と で 、 児 童 が

安 全 に 実 習 に 取 り 組 め る よ う 配 慮 さ れ て い る 。 ま た 、 食 物 ア レ ル ギ ー へ

の 注 意 喚 起 が 詳 し く 掲 載 さ れ 、 児 童 が 食 物 ア レ ル ギ ー へ の 理 解 を 深 め 、

安 全 に 実 習 で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

・   巻 末 に 、 衛 生 や 防 災 に つ い て の 特 設 ペ ー ジ が 設 け ら れ て お り 、 児 童 の

安 全 意 識 を 高 め る よ う な 工 夫 が さ れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性
に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

( 1 )・  題 材 を 細 か く 区 切 っ て 構 成 す る こ と で 、 基 礎 ・ 基 本 を 身 に 付 け ら れ る

よ う 配 慮 さ れ て い る 。 ま た 、 ６ 年 で は 、 既 習 を 生 か せ る 構 成 に す る こ と

で 、 学 ん だ こ と を 実 生 活 で 活 用 す る 力 を 育 む こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ

て い る 。  

・   ｢２ 年 間 の 学 習 を 中 学 校 に つ な げ よ う ｣( P. 1 3 6 - 1 3 7 )で は 、 中 学 校 で の

学 習 内 容 が 示 さ れ 、 つ な が り を 意 識 し て 学 習 す る こ と が で き る よ う 配 慮

さ れ て い る 。  

 

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に
つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

( 2 )・  教 科 内 お よ び 他 教 科 と の 関 連 箇 所 が そ の 都 度 ｢関 連 ｣マ ー ク を 使 っ て 具

体 的 に 示 さ れ て お り 、 既 習 事 項 を 意 識 し 、 つ な げ て 考 え る こ と が で き る

よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

・  巻 末 の ｢生 活 の 中 の プ ロ グ ラ ミ ン グ ｣で は 、 家 電 製 品 の プ ロ グ ラ ミ ン グ

例 を 示 す と と も に 、 フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 効 率 よ く ご 飯 と 味 噌 汁 を つ

く る た め の プ ロ グ ラ ミ ン グ を 考 え る こ と で 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 的 思 考 が 育

成 で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 3)  学 校 の 施 設 ・ 設 備 の
実 情 に つ い て 配 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 3 )・  ガ ス コ ン ロ や IHク ッ キ ン グ ヒ ー タ ー な ど 、 多 様 な 器 具 ・ 用 具 を 取 り 上

げ る こ と で 、 学 校 の 施 設 ・ 設 備 に 応 じ た 実 習 が で き る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。  

・  巻 末 の ｢食 生 活 に 関 わ る 調 理 用 具 や 食 器 ｣に お い て 、 家 庭 で の 普 及 率 が

高 く な っ て き た IHク ッ キ ン グ ヒ ー タ ー の 使 い 方 や 注 意 点 を 具 体 的 に 示 す

こ と に よ り 、 各 家 庭 の 実 情 に 合 わ せ た 実 践 が で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  
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令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料 

 種 目 英 語 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

５ 年 ５・６年 ６ 年 

東京書籍株式会社 英語 509 
NEW HORIZON Elementary 

English Course 5 

英語 510 
NEW HORIZON Elementary 

English Course My Picture Dictionary 

英語 609 
NEW HORIZON Elementary 

English Course 6 

大 

観 

点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

１ 

内
容
に
つ
い
て 

(1) 学習指導要領に示された目標 

 ・内容について配慮されている 

 か。 

 

①外国語の音声や文字、語彙、 

表現、文構造、言語の働きなど 

を理解し、実際のコミュニケー 

ションの中で活用できる基本的 

な技能を身に付けること 

 

②コミュニケーションを行う目 

 的や場面、状況などに応じて、 

表現し、伝え合う基礎的な力 

を養うこと 

 

 

③外国語の背景にある文化に対 

する理解を深め、主体的にコミ 

ュニケーションを図ろうとする 

態度を養うこと 

 

 

(1)  

 

 

 

①・「Sounds and Letters」において、単語のはじめの音に注意

を向けながら聞く活動が設定されており、文字の音に慣れ親し

むことができるよう配慮されている。 

 

 

 

②・「Enjoy Communication」の「Your Goal」では、聞く活動や

話す活動を通して、児童が伝えたい情報を整理した上で、再度

伝え合うことができるよう工夫されている。   

 

 

 

③・「Over the Horizon」では、単元に関連した題材を 扱い、日

本や世界の文化的背景について理解を深めることができるよう

配慮されている。    

 

(1) 

 

 

 

 

①・５年：「はじめの音に慣れ親しもう

（１）」(pp.60-61)      

 

 

 

 

②・ ５年：自己紹介、オリジナルタウン、

観光案内CM など  

・６年：好きなものや宝物、世界の国の

魅力、小学校の思い出、将来の

夢など 

 

③・５年：日本探検・ことば探検 

・６年：世界探検・物語探検  

・５、６年：文化探検 

 

(2) 主体的・対話的で深い学びの 

実現に資する学習及び指導がで 

きるよう配慮されているか。 

 

 

(2)・「Check Your Steps」では、思考ツールを活用して考えを整

理し、既習事項を生かしながら様々な形態で発表できる場面が

設定されており、実践的なコミュニケーション能力を身に付け

ることができるよう配慮されている。 

(2)・５年：自分のこと、身近な地域のこ

と、日本のこと 

 ・６年：世界の国や生活、世界と地

球、思い出と夢 

 
 

1

1



 

 

大 
観 
点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

２ 

程
度
・
選
択
・
取
扱
に
つ
い
て 

(1) 発達の段階、興味・関心に 

ついて考慮されているか。 

 

(1)・「My Picture Dictionary」には、単語に加え、それを生かし

た例文、資料を掲載するとともに、「マイ単語」には、伝えた

い表現をイラストや文字で表すことができるよう工夫されてい

る。   

(1)・５年：世界で活躍する日本人、日本の

四季、日本の名所など  

 

(2) 補充的な学習、発展的な学 

習について配慮されているか。 

 

 

(2)・ページ下部には、「Sounds and Letters」や「Small Talk」、

「Let’s Sing」など、補充的な学習から発展的な学習まで様々

な活動が取り上げられている。  

   

(2)「Let’s Sing」   

・５年：「It’s Sunday!」など  

・６年：「Say hello!」など 

３ 

組
織
・
配
列
等
に
つ
い
て 

(1) 構成、配列、系統性につい 

て配慮されているか。 

 

 

(1)・各単元が、学習内容に慣れ親しむ「Starting Out」、定着を図

る「Your Turn」、単元のゴールの活動を行う「Enjoy Communi-

cation」、世界の文化を知る「Over the Horizon」で構成さ

れ、段階的に学習に取り組むことができるよう配慮されてい

る。 

・「My Picture Dictionary」にある「Digital Map」には、言語

活動に必要な情報や児童の興味・関心を引き出す資料が掲載さ

れており、言語活動の充実を図ることができるよう配慮されて

いる。   

・デジタル教科書には、書き込み表示機能が付いており、児童が

書き込んだものを自由に表示したり、隠したりすることができ

るよう工夫されている。    

 

(1) 「My Picture Dictionary」  

・５年：pp.4-5  

・６年：pp.2-3          

 

(2) 他教科等との関連について 

配慮されているか。 

 

 

(2)・各教科の学習内容やＳＤＧｓ、郷土教育・伝統文化、異文化理

解・多文化共生意識、今日的な課題などの題材が取り上げられて

おり、外国語を通して、様々な内容に関しての理解を深めること

ができるよう配慮されている 

(2)・５、６年：「Over the Horizon」 
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令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料 

 種 目 英 語 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名

５ 年 ６ 年 

開隆堂出版株式会社 
英 語 511  

Junior Sunshine 5 

英語 512 

Junior Sunshine 5  

Word Book 

英 語 611  

Junior Sunshine 6 

英語 612 

Junior Sunshine 6 

Word Book 

大 

観 

点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

１ 

内
容
に
つ
い
て 

(1) 学習指導要領に示された目標 

・内容について配慮されている 

か。 

① 外国語の音声や文字、語彙、 

表現、文構造、言語の働きなど 

を理解し、実際のコミュニケー 

ションの中で活用できる基本的 

な技能を身に付けること 

 

 

 

 

② コミュニケーションを行う目 

的や場面、状況などに応じて、 

表現し、伝え合う基礎的な力を 

養うこと 

 

 

 

③ 外国語の背景にある文化に対 

する理解を深め、主体的にコミ 

ュニケーションを図ろうとする 

態度を養うこと 

 

 

(1) 

   

 

① ・ 各単元では、「聞く」、「話す」活動から「読む」、

「書く」活動へと、音声から文字の習得が円滑に図られるよ

う配慮されている。  

  

 

 

 

 

 

②・ 「Activity」では、「～するために～しましょう。」など

と、コミュニケーションを行う目的や相手意識を明確にして、

伝え合うことができるよう配慮されている。  

  

 

 

 

③・ 「Around the World」では、各単元の題材に関連した世界各

国の文化や生活について取り上げられており、外国語を通し

て、他国の文化や生活についての理解を深めることができるよ

う配慮されている。  

  

 

(1) 

 

  

①・５、６年：  

各 Lessonの２時間目から

６時間目の部分 

 

 

 

 

 

  

②・５、６年：  

各 Lesson の「Activity」

の部分 

  

 

 

 

③・５年： 

世界のあいさつ、世界の行

事やおまつり、世界のめず

らしい授業など  

６年： 

海外の小学生、世界のさま

ざまな行事、世界で働く人

たちの日課など  

  

 

 

 

 

 

 (2) 主体的・対話的で深い学びの 

実現に資する学習及び指導がで 

きるよう配慮されているか。 

 

(2)・ 各単元の初めにゴールまでの活動が示されており、見通し

をもって学習に取り組もうとする態度を養うことができるよ

う工夫がされている。  

  

・５、６年 p.128 

 

 

 

 
  

小観点 
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大 
観 
点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

２ 

程
度
・
選
択
・
取
扱
に
つ
い
て 

(1) 発達の段階、興味・関心に 

ついて考慮されているか。 

 

(1)・ 「Let’s play」、「Let’s Try」、「Activity」で

は、ゲームやインタビューなどの活動が設定されてお

り、学習意欲を高めることができるよう配慮されてい

る。  

  

(1) 

・５年：「ポインティング・ゲーム」

など 

６年：「ビンゴゲーム」など 

(2) 補充的な学習、発展的な学 

習について配慮されているか。 

 

 

 

(2)・ 単元末の「Story Time」では、その単元の既習事項に

加え、発展的な単語や表現が紹介されており、次の学年

や中学校での学習につながる語彙力や読解力を育成する

ことができるよう工夫されている。 

(2) 

・ ５年： 

「Let’s find something new.」 など

  

６年：「Hello, everyone.」など 

３ 

組
織
・
配
列
等
に
つ
い
て 

(1) 構成、配列、系統性につい 

て配慮されているか。 

 

 

(1)・ 各単元が、語句や表現を確かめ伝え合う活動、単元の

ゴールの言語活動に向けてペアやグループで伝え合う活

動、単元のゴールの活動で構成されており、段階的に学

習を進めることができるよう配慮されている。  

  

・ デジタル教科書には、音声読み上げ機能などが付いた

学習者支援があり、単元の学習に沿って児童自身で学ぶ

ことができるよう配慮されている。  

  

(1) 

・５、６年： 

「Follow Up」、「Let’s try」、 

「Activity」  

  

 

(2) 他教科等との関連について 

配慮されているか。 

 

 

(2)・ 児童の日常生活や他教科等との関連を踏まえた地域教

材が設定されており、児童の興味・関心を高め、話題を

広げることができるよう工夫されている。  

  

 

(2)・ 「Story Time」  

 ５年：p.23 など  

６年：p.23 など  

  

 

 

4

4



 

 
令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料 

 種 目 英 語 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

５ 年 ５・６年 ６ 年 

 英 語 513 

CROWN Jr.5 

英 語 514 

CROWN Jr. My Dictionary 

英語 613 

CROWN Jr.6 

大 

観 

点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

１ 

内
容
に
つ
い
て 

(1) 学習指導要領に示された目標 

  ・内容について配慮されている 

か。 

 

① 外国語の音声や文字、語彙、 

表現、文構造、言語の働きなど 

を理解し、実際のコミュニケー 

ションの中で活用できる基本的 

な技能を身に付けること 

 

 

 

 

 

 

② コミュニケーションを行う目 

的や場面、状況などに応じて、 

表現し、伝え合う基礎的な力を 

養うこと 

 

③ 外国語の背景にある文化に対 

する理解を深め、主体的にコミ 

ュニケーションを図ろうとする 

態度を養うこと 

 

 

 

 

(1) 

 

 

 

①･ 「Let’s Talk」の後に、「Let’s Read and Write」

が設定され、聞いたり話したりした語彙を書くことによ

り、書く技能の習得がスムーズに行うことができるよう

配慮されている。  

  

・ 単元末の「Step Up」で、音声で慣れ親しんだ文を読む

など、円滑に読む活動に移行することができるよう配慮

されている。  

  

 

 

②・ 各 Lesson 導入時の「Panorama」の一場面が、単元を

構成する各「Part」で取り上げられており、児童が単元

のゴールを捉えたり、自分の考えや気持ちを伝えたりす

ることができるよう配慮されている。  

  

③・ 日本や外国の文化に触れる「Hello World」や、世界

の物語に親しめる「世界のお話」を通して、外国の文化

を理解することができるよう工夫されている。  

  

  

   

(1) 

 

 

 

 ①  

  

  

  

  

  ・５年：「自己紹介カードを書い

て、 自己紹介をし合お

う。」など      

６年：「自分たちの共通点を伝え

合おう」など  

  

②・ ５、６年：自己紹介(pp.18-19) 

 

 

 

 

③・ ５年：世界のスポーツ(p.30)  

日本、大発見（p.92） 

     ６年：世界のまつり（p.20） 

           世界の小学校（p.62） 

           世界のいろいろな仕事 

                       （p.92）  

  

 

(2) 主体的・対話的で深い学びの 

実現に資する学習及び指導がで 

きるよう配慮されているか。 

 

 

(2)・ 年に３回設定されている「JUMP」では、単元のゴー

ルとなる言語活動が設定されており、各単元で身に付け

た表現を活用することができるよう工夫されている。  

 

 

(2)・５年：「自己紹介をしよう。」

など     

６年： 住んでいる地域紹介 

をしよう。」など 

 

 
 

 

株式会社三省堂 

5

5



 

 

大 
観 
点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

２ 

程
度
・
選
択
・
取
扱
に
つ
い
て 

(1) 発達の段階、興味・関心に  

ついて考慮されているか。 

 

 

 

 

(2) 補充的な学習、発展的な学  

習について配慮されているか。 

 

 

 

 

 

 

 

(1)・ ページ下部では、文字と音のつながり、単語、文の３

通りでChant が用意されており、リズムに合わせて学習で

きるよう配慮されている。  

  

 

 

(2)・ 点つなぎやイラストなど、スモールステップでアルフ

ァベットに触れる機会が設けられており、児童の学習状況

に応じて活動をすることができるよう配慮されている。  

(1)・ ５、６年：各 Lesson 始め  

  

  

  

 

 

(2)・ ５、６年：「ABC FUN BOX」 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

組
織
・
配
列
等
に
つ
い
て 

(1) 構成、配列、系統性につい 

て配慮されているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 他教科等との関連について 

配慮されているか。 

 

(1)・ ６年の Unit ２では、過去形の表現を用いた言語活動

を行う単元が設定されており、既習内容の表現を繰り返し

使うことができるよう工夫されている。  

  

・ デジタル教科書には、教科書の登場人物の会話を音声で

聞くことができる機能があり、児童が繰り返し聞くこと

で、その内容を理解することができるよう配慮されてい

る。  

 

 

 (2)・ 「Story Time」では、２学年を通して物語を読んだ

り聞いたりする活動が位置付けられており、知っている語

句や絵から内容を推測する力を養うことができるよう工夫

されている。  

  

・ プログラミングや世界の食べ物などの題材が扱われてお

り、 他教科等との関連を図ることができるよう配慮され

ている。  

 

(1)・ ６年 Lesson ３～５、JUMP ２  

   

  

  

  

  

 

 

 

  

 (2)・ ５年：ケンの冒険 

（p.78、p. 108） 

６年：ケンの冒険 

（p.38、p.78、p.106）  

  

・ プログラミング  

５年：自動運転車  

（pp.106-107）  

      家庭科  

      ６年：世界の食べ物  

（pp.76-77）  

      ６年：世界の給食（pp.62-63） 

  

  

 

 

 

  

 

6

6



 

 
令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料 

 種 目 英 語 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

５ 年 ６ 年 

教育出版株式会社 英語515  

ONE WORLD Smiles 5 

英語615 

ONE WORLD Smiles 6 

大 

観 

点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

１ 

内
容
に
つ
い
て 

(1) 学習指導要領に示された目標 

・内容について配慮されている 

か。 

 

① 外国語の音声や文字、語彙、 

表現、文構造、言語の働きなど 

を理解し、実際のコミュニケー 

ションの中で活用できる基本的 

な技能を身に付けること 

 

② コミュニケーションを行う目 

的や場面、状況などに応じて、 

表現し、伝え合う基礎的な力を 

養うこと 

 

 

 

③ 外国語の背景にある文化に対 

する理解を深め、主体的にコミ 

ュニケーションを図ろうとする 

態度を養うこと 

 

 

(1) 

 

 

 

①・ 各単元の最後に「Sounds and Letters」が設定されて

おり、文字や音に慣れ親しむことができるよう工夫され

ている。 

 

 

 

②・ 「Activity」や「Final Activity」では、活動形態を

変えることにより、伝え合う基礎的な力を養ったり、自

分の考えを深めたりすることができるよう工夫されてい

る。 

 

 

 

③・ 日本文化や異文化理解についての題材が取り上げられ

ており、外国語を通して、自国や異文化への理解を深め

ることができるよう配慮されている。 

 

(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②・ 「Final Activity」のテーマ 

５年：オリジナル・メニューを考

えて、レストランのロール

プレイをしようなど 

６年：クラスの「思い出のアルバ

ム」を作ろうなど 

 

③・５年：世界の学校の様子、行きた

い都道府県、アメリカの手

話 

６年：日本のよさの紹介、外来

語、夢の世界ツアー 

 
(2) 主体的・対話的で深い学びの 

実現に資する学習及び指導ができ 

るよう配慮されているか。 

 

 

(2)・ 「Final Activity」では、巻末ワークシートを活用

することで、児童が学習した言語材料を活用し、主体的

に学習に取り組み、これまでの学習内容を振り返ること

ができるよう工夫されている。 

(2)・５年：ワークシート①－④ 

６年：ワークシート①－⑨ 
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大 
観 
点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

２ 

程
度
・
選
択
・
取
扱
に
つ
い
て 

(1) 発達の段階、興味・関心に 

ついて考慮されているか。 

 

(1)・ 単元の導入では、主にイラストや写真教材のみ掲載さ

れており、児童が音声に集中して学習できるよう工夫され

ている。 

 

・ 「Final Activity」では、表現例が複数提示されており

児童が自分の考えをもち、見通しをもって活動することが

できるよう配慮されている。 

(1) 

・５年：Lesson9（p.104） 

６年：各Lesson 

 

(2) 補充的な学習、発展的な学 

習について配慮されているか。 

 

 

(2)・ それぞれの活動で、意識するポイントや学習のヒント

が表示されており、場面や目的を変えて学習に取り組むこ

とができるよう工夫されている。 

 

・ 和英辞典などを紹介した「知らない英語の言葉に出会っ

たら」や、既習事項以外の表現を使った「Let’s Enjoy  

the Music」など、発展的な内容が取り上げられている。 

(2)・５年：栄養バランス・地域の食べ

物を使ったメニュー（pp.8

2－83） 

６年：クラスの思い出アルバム 

（pp.74－75） 

３ 

組
織
・
配
列
等
に
つ
い
て 

(1) 構成、配列、系統性につい 

て配慮されているか。 

 

 

(1)・ 各単元の構成は、「聞くこと」、「話すこと」の活動

から「読むこと」、「書くこと」の活動へと段階的に移行

することができるよう工夫されている。 

 

 

・ デジタル教科書に取り上げられているほとんどの英単語

の音声が聞けるようになっており、児童が繰り返し音声を

確認し、進んで学習することができるよう工夫されてい

る。 

(1)・「Let’s Watch 」、「Let’s 

Listen」、「Activity」、「Soun-

ds and Letters」の順に構成され

ている。 

(2) 他教科等との関連について 

配慮されているか。 

 

 

(2)・ 他教科等との関連を踏まえた教材が設定されており、

教科等横断的な学習ができるよう配慮されている。 

(2)・国語「The Letter お手紙」 

６年：pp.66－69 

社会「名所・名物マップ」 

５年：pp.66－69 

６年：pp.56－59 

道徳教材 

５年：「A Good Idea! はし

の上のおおかみ」 

（p.86） 

６年：「A Good Idea! お 

よげないりすさん」 

（p.40） 
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 英 語 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

５ 年 ６ 年 

光村図書出版株式会社 英語 516 

Here We Go! 5 

英語 616  

Here We Go! 6 

大 

観 

点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

１ 

内
容
に
つ
い
て 

(1) 学習指導要領に示された目標 

・内容について配慮されている 

か。 

 

① 外国語の音声や文字、語彙、 

表現、文構造、言語の働きな 

どを理解し、実際のコミュニ 

ケーションの中で活用できる 

基本的な技能を身に付けるこ 

と 

 

 

 

 

 

② コミュニケーションを行う目 

的や場面、状況などに応じて、 

表現し、伝え合う基礎的な 

力を養うこと 

 

③ 外国語の背景にある文化に対 

する理解を深め、主体的にコ 

ミュニケーションを図ろうと 

する態度を養うこと 

 

 

(1) 

 

 

 

①・ 各 Unit の「Step」では、「Story」の一場面が使わ

れており、児童が、「聞く」、「話す」、「読む・書

く」 のスモールステップを通して表現を習得し、活用す

ることができるよう工夫されている。 

  

・ 「言葉について考えよう」では、日本語と外国語の音声

や文字、文構造の違いなどに気付き、理解することがで

きるよう配慮されている。 

 

 

 

②・ 「Picture Dictionary」では、既習語句にマークが付

いており、児童が場面や状況に応じて自分の考えや気持

ちを伝えることができるよう工夫されている。 

 

 

③・ 話す活動では、相づちや Response の例が提示され

ており、児童が相手意識をもって対話することができる

よう配慮されている。 

(1) 

 

 

 

① 

 

 

 

 

・５年：日本語と英語のちがい、心を

つなぐ言葉 

６年：英語になった日本語、文の組

み立て、相手の心に届くスピ

ーチ 

 

②・５、６年：それぞれのPicture  

     dictionary 

 

 

 

③・５年：「How about you?」など 

６年：「One more hint, please」な

ど 

 
 

(2) 主体的・対話的で深い学びの 

実現に資する学習及び指導がで 

きるよう配慮されているか。 

 

 

(2)・ 「学年の目標」を設定し、五つの領域ごとにリスト

化された到達目標や、自己評価できる欄が設けられてお

り、到 達目標の達成に向け見通しをもって学習ができる

よう工夫されている。  

 

(2)・５年：５年生でできるようにな

ること 

６年：６年生でできるようにな

ること 
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大 
観 
点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

２ 

程
度
・
選
択
・
取
扱
に
つ
い
て 

(1) 発達の段階、興味・関心に 

ついて考慮されているか。 

 

(1)・ 音声とイラスト、文字を関連付けて理解することが

できるよう、イラストと文字が合わせて表記されており、

文字への 興味・関心を高めることができるよう工夫され

ている。  

 

 

(1)・５、６年：Unit２-８の導入のペ

ージ 

 

 

 

 

 

 

(2) 補充的な学習、発展的な学 

習について配慮されているか。 

 

 

 

(2)・ 「ＩＣＴを活用しよう」では、活動の目的に応じた

ＩＣＴ機器の活用についての例が挙げられており、授業で

ＩＣＴを活用することができるよう配慮されている。 

  

(2)・５年：p.49他 

６年：p21他 

 

 

 

 

３ 

組
織
・
配
列
等
に
つ
い
て 

(1) 構成、配列、系統性につい 

て配慮されているか。 

 

 

(1)・ 巻末に年間の学習の成果を一覧できる「All About 

Me」というワークシートが付属しており、各単元で児童自

身が学習の成果を確認することができるよう工夫されてい

る。 

 

・ デジタル教科書では、ハイライト表示、文字設定、ツ

ール バーの位置などを自由に変更したり、読み上げ速度を 

13 段階から選んだりすることができ、支援が必要な児童や

左利きの児童にも配慮されている。 

(1)・５、６年：「All About Me」の  

        使い方 

 

 

 

 

 

 

(2) 他教科等との関連について 

配慮されているか。 

 

 

(2)・ 国語や社会、理科等の他教科やキャリア教育、ＳＤ

Ｇｓと 関連する箇所にマークが付いており、教科等横断

的な学習 ができるよう配慮されている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 各学年に「災害と英語」を設け、聞く活動を通して防

災へ の意識を高めることができるよう工夫されている。 

(2)・国語 ５年：p.78 

社会 ６年：pp.42-43 

理科 ６年：pp.54-55 

キャリア教育 

５年：Unit 5 

６年：Unit 7 

SDGｓ 

５年：p.42、p74、 

pp.102-103 

６年：p.58、pp.96-97 

 

・５年：pp.67 

６年：pp.31 
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令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料 

 種 目 英 語 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

５ 年 ６ 年 

株式会社新興出版社啓林館 英語 517  

Blue Sky elementary 5 

英語 617  

Blue Sky elementary 6 

大 

観 

点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

１ 

内
容
に
つ
い
て 

(1) 学習指導要領に示された目標 

・内容について配慮されている 

か。 

① 外国語の音声や文字、語彙、 

表現、文構造、言語の働きなど 

を理解し、実際のコミュニケー 

ションの中で活用できる基本的 

な技能を身に付けること 

 

 

 

 

② コミュニケーションを行う目 

的や場面、状況などに応じて、 

表現し、伝え合う基礎的な力を 

養うこと 

 

 

③ 外国語の背景にある文化に 

対する理解を深め、主体的にコ 

ミュニケーションを図ろうとす 

る態度を養うこと 

 

 

(1)   

 

 

①・ ５年のアルファベットの導入では、小文字を形ごとに分類す

ることで、段階的に基礎的な知識を習得することができるよう

工夫されている。   

 

・ 各単元の「Chant」には、外国語の抑揚を意識したり、自分の

言葉に置き換えたりする表記が示されており、実際のコミュニ

ケーションにおいて活用することができるよう工夫されてい

る。 

 

②・ ３回設定されている「Review」では、既習事項を活用する場

面が設定され、「コミュニケーションのポイント」では、相手

意識をもって話すことができる項目が取り上げられている。    

 

 

 

③・ 単元の導入にある「Introduction」や「Watch the Scene」

では、児童に身近で興味をひくような絵や写真が掲載されてお

り、自由な発想で主体的に学ぶことができるよう工夫されてい

る。   

 

・「Did you know?」や「Friends around the World」では、外国

語や外国人、他国の文化などが取り上げられている。    

(1)    

 

 

・５年：Let’s Read and Write１  

     （p.55）         

 

 

 

 

 

 

 

② ・５年：自分の学校生活紹介、オリジ

ナルロボット、町案内など  

     ６年：自己紹介、自分の国アピー

ル、先週末にしたことなど    

 

  

③・５年：「世界の学校ではどんなことを

学ぶのかな？」など  

６年：「日本語を見つけよう」など 

 

(2) 主体的・対話的で深い学びの 

実現に資する学習及び指導がで 

きるよう配慮されているか。 

 

 

(2)・ 各 Unit 初めの「Goal」での段階的な目標設定や、単元末

の活動場面「Activity」が写真で示されており、児童が具体的

な単元のゴールを見据えて学習できるよう配慮されている。   

・ 「Activity」では、自分の考えをメモすることができる欄が設

けられており、児童自身の本当の考えや気持ちを伝え合うこと

ができるよう工夫されている。 

(2)・５年：「自分の夢の時間割」 など 

６年：「日本のみりょく紹介」など 
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大 
観 
点 

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小観点及び内容の全体的なもの 各学年の特記事項 

２ 

程
度
・
選
択
・
取
扱
に
つ
い
て 

(1) 発達の段階、興味・関心に 

ついて考慮されているか。 

 

(1)・ 単元の導入では、イラストから人物などを探す質問が示され

ており、児童の学習意欲を高めることができるよう配慮されてい

る。 

・吹き出しのセリフやワードリストの英語は、４線ではなく、１

線となっており、児童が正しく理解するために文字が線にかから

ないよう配慮されている。    

 

(1)・６年：スポーツ選手、芸能人、声優、

映画監督、作者、偉人など     

   

 

(2) 補充的な学習、発展的な学 

習について配慮されているか。 

 

 

 

(2)・ 年に３回設定されている「Review」の「Challenge」では、音

声を聞いて、掲示物、広告、グラフなどから必要な情報を読み取

る活動が設けられており、単元の内容を発展的に学習することが

できるよう工夫されている     

・「Pre Unit」では、聞く・話す・書く活動を通して、既習事項を

補充的に学習する機会が取り上げられている。 

(2)・５年：動物園の掲示板、ハンバーガー

ショップの広告、ハワイの観光

パンフレットなど  

６年：デパートのフロア図、好きな本

の投票、観戦したいスポーツア

ンケートなど  

    

・５年：pp.８－11  

・６年：pp.10－13 

３ 

組
織
・
配
列
等
に
つ
い
て 

(1) 構成、配列、系統性につい 

て配慮されているか。 

 

 

(1)・ 各単元は、言葉を使う場面に出会う「Introduction」と

「Scene」、使いながら言葉に慣れる「Step１、２」と、コミュニ

ケーションを楽しむ「Step３」、読む・書く活動に挑戦する

「Let’s Read and Write」で構成されており、段階的に学習を進

めることができるよう配慮されている。    

 

・ デジタル教科書には、「暗記ペン」や「超しおり」などの機能が

付いており、児童自身で学習内容の定着を図ったり、児童同士で

簡単なメモを交換したりすることができるよう配慮されている。   

   

(1)・５、６年：各単元 

  

(2) 他教科等との関連について 

配慮されているか。 

 

 

(2)・ 各単元の「Did you know?」と「Did you know plus?」や巻末

の「Story」では、外国の文化やＳＤＧｓに関連する取組など幅広

い題材が扱われており、他教科や他領域の学習との関連が図れる

よう配慮されている。 

(2)・５年：世界の学校、誕生日、朝ごは

ん、アクセント、海外で人気の

アニメ、和製英語など  

６年：ジェスチャー、日本語、ユニバ

ーサルデザイン、世界で活躍す

る日本人など  

５年：「Story」の「Look at the 

Sky」 
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令和６年度使用 
 
 

小学校・義務教育学校前期課程用 

教科用図書調査研究資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那須塩原市・那須町採択地区協議会 

 

特別の教科 道徳 



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 道 徳 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

東 京 書 籍 株 式 会 社  
道  徳  1 1 2  

 新 編  

あたらしい どうとく １ 

道 徳  21 2  

 新 編  

 新しい どうとく ２ 

道 徳  31 2  

 新 編  

 新しいどうとく ３ 

道 徳  41 2  

 新 編  

 新しいどうとく ４ 

道 徳  51 2  

 新 編  

 新しい道徳 ５ 

道 徳  61 2  

 新 編  

 新しい道徳 ６ 

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ た

目 標 ・ 内 容 に つ い て 配 慮 さ

れ て い る か 。  

 

 

 

 

 

 

Ａ  主 と し て 自 分 自 身 に 関

す る こ と  

 

 

 

 

Ｂ  主 と し て 人 と の 関 わ り

に 関 す る こ と  

 

 

 

 

 

 

Ｃ  主 と し て 集 団 や 社 会 と

の 関 わ り に 関 す る こ と  

 

 

 

 

 

Ｄ  主 と し て 生 命 や 自 然 、

崇 高 な も の と の 関 わ り に

関 す る こ と  

 

( 1 )  小 学 校 学 習 指 導 要 領 の 趣 旨 に 即 し て 、 内 容 項

目 の 四 つ の 視 点 が 適 切 に 取 り 上 げ ら れ て い る 。

  

 

 

 

 

 

 

Ａ  ［ 善 悪 の 判 断 、 自 律 、 自 由 と 責 任 ］  に お

い て 、 児 童 の 学 校 生 活 な ど 身 近 な 題 材 を 取 り

上 げ る こ と で 、 児 童 が 自 分 と の 関 わ り で 考 え

る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

  

Ｂ  「 親 切 、 思 い や り 」 「 友 情 、 信 頼 」 に つ い

て 、 複 数 教 材 取 り 上 げ 、 思 い や り を も つ こ と

や 相 手 の 立 場 に 立 つ こ と な ど に つ い て 考 え ら

れ る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

  

 

 

Ｃ  ［ 規 則 の 尊 重 ］ に つ い て １ 年 は 三 つ の 教 材

で 、 ２ 年 か ら は 二 つ の 教 材 で 取 り 上 げ ら れ て

い る 。 ま た 、 ３ ～ ６ 年 で は 、  ［ 伝 統 文 化 の

尊 重 、 国 や 郷 土 を 愛 す る 態 度 ］ と ［ 国 際 理

解 、 国 際 親 善 ］ に お い て 二 つ の 教 材 を 取 り 上

げ る な ど 、 発 達 の 段 階 に 応 じ て 課 題 と な る 内

容 を 、 重 点 と し て 考 え る こ と が で き る よ う 配

慮 さ れ て い る 。   

  

Ｄ  全 学 年 に お い て ［ 生 命 の 尊 さ ］ で 三 つ ず つ

の 教 材 が 設 定 さ れ て お り 、 教 材 と コ ラ ム を 組

み 合 わ せ る こ と で 、 自 ら 命 を 絶 つ 件 数 が 増 え

る 傾 向 に あ る 時 期 に 合 わ せ て 、 生 命 の 尊 厳 に

つ い て 考 え る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  

( 1 )  各 学 年 に お け る 視 点 別 教 材 数  

１ 年 ( 3 4 )  Ａ 1 0  Ｂ ９  Ｃ ９  Ｄ ６  

２ 年 ( 3 5 )  Ａ 1 1  Ｂ ８  Ｃ 1 0  Ｄ ６  

３ 年 ( 3 5 )  Ａ ８  Ｂ ９  Ｃ 1 1  Ｄ ７  

４ 年 ( 3 5 )  Ａ ９  Ｂ ８  Ｃ 1 1  Ｄ ７  

５ 年 ( 3 5 )  Ａ ９  Ｂ ７  Ｃ 1 2  Ｄ ７  

６ 年 ( 3 5 )  Ａ ８  Ｂ ７  Ｃ 1 2  Ｄ ８  

合 計      Ａ 5 5  Ｂ 4 8  Ｃ 6 5  Ｄ 4 1   

  

Ａ  ２ 年 「 お れ た も の さ し 」

で は 実 生 活 の で き ご と が 取

り 上 げ ら れ て い る 。  

 

 

Ｂ  １ 年 「 は し の う え の お お

か み 」 、 「 は な ば あ ち ゃ ん

が わ ら っ た 」 、 「 ぼ く の は

な さ い た け ど 」 で 繰 り 返 し

親 切 に す る こ と に つ い て 取

り 上 げ ら れ て い る 。  

  

Ｃ  ６ 年 「 と も に く ら す わ た

し た ち 」 、 「 エ ン ザ ロ 村 の

か ま ど 」 が 、 ［ 国 際 理 解 、

国 際 親 善 ］ に つ い て 目 を 向

け る こ と が で き る よ う 工 夫

さ れ て い る 。   

   

 

 

Ｄ  １ 年 「 ど き ど き ど っ き ん

ぐ 」 、 コ ラ ム 「 ぼ く ら は み

ん な い き て い る 」 を 組 み 合

わ せ 、 生 命 の 尊 さ に つ い て

考 え を 深 め る こ と が で き る

よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

 
 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学

び の 実 現 に 資 す る 学 習 及 び

指 導 が で き る よ う 配 慮 さ れ

て い る か 。  

 

 

( 2 )・  児 童 が 自 分 自 身 の 心 と 向 き 合 っ た り 、 友 達

の 考 え と 比 べ  た り す る と き に 、 巻 末 に あ る

心 情 円 な ど の 思 考 ツ ー ル を 使 用 し 、 視 覚 的 に

捉 え ら れ る よ う す る こ と で 、 考 え た り 議 論  

し た り す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。   

・  「 つ な が る ∞ ひ ろ が る 」 が 教 材 と 組 み 合

わ せ て 取 り 上 げ ら れ 、 他 の 学 習 や 普 段 の 生

活 に 広 げ る た め の 工 夫 が さ れ て い る 。  

( 2 )  登 場 人 物 の 心 の 葛 藤 に つ

い て 考 え る 際 に 、 心 情 円 を

活 用 す る こ と で 、 児 童 が 視

覚 的 に 心 の 動 き を 捉 え る こ

と が で き る よ う 工 夫 さ れ て

い る 。  

 ( 3 )  多 様 な 題 材 を 教 材 と す る

こ と に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

( 3 )・  「 い じ め に つ い て 」 は 、 二 つ の 教 材 と コ ラ

ム 「 つ な が る ・ 広 が る 」 を 組 み 合 わ せ 、 様 々

な 視 点 か ら い じ め に つ い て 考 え る こ と が で き

る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

・  「 安 心 ・ 安 全 」 、 「 情 報 モ ラ ル 」 に つ い

て も ユ ニ ッ ト を 設 け 、 児 童 が 考 え を 深 め る

こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 3 )  ４ 年 「 い じ め 」 に つ い て

は 、 扉 の ペ ー ジ に 続 い て 、

直 接 的 な 指 導 教 材 で あ る

「 い っ し ょ に な っ て 、 わ ら

っ ち ゃ だ め だ 」 、 コ ラ ム の

「 い じ め に 『 Ｎ Ｏ 』 の 空 気

を つ く る 」 と 、 間 接 的 な 指

導 教 材 で あ る 「 と な り の せ

き 」 で ユ ニ ッ ト を 組 む な

ど 、 多 様 な 見 方 や 考 え 方 が

で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  

 

1

1



 

  

大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 1 )  印 象 深 い 挿 絵 や 写 真 を 用 い る こ と で 、 児

童 が 共 感 す る 気 持 ち を 高 め た り 、 様 々 な 考
え を も っ た り す る こ と が で き る よ う 工 夫 さ
れ て い る 。   

( 1 )  １ 年 「 は し の う え の お

お か み 」 で は 、 印 象 深 い
挿 絵 か ら 登 場 人 物 の 気 持
ち を 豊 か に 想 像 で き る よ

う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 2)  問 題 解 決 的 な 学 習 や
道 徳 的 行 為 に 関 す る 体
験 的 な 学 習 の 取 扱 い に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

( 2 )  「 問 題 を 見 つ け て 考 え よ う 」 で は 、 考 え
る 視 点 や 他 者 の 考 え と 比 べ 自 分 の 考 え を 深
め る 展 開 の 工 夫 が 示 さ れ て お り 、 児 童 が 主

体 的 に 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る よ う 工
夫 さ れ て い る 。  

( 2)  ３ 年 「 SL公 園 で 」 で
は 、 主 題 を 自 分 と の 関 わ
り で 捉 え 、 自 己 を 見 つ め

直 す こ と が で き る よ う 工
夫 さ れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性
に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 
 

( 1 )  よ り よ い 生 き 方 に つ い て 考 え を 深 め ら れ
る よ う に 、 各 学 年 で 、 「 安 心 ・ 安 全 」 、
「 い じ め 」 、 「 い の ち 」 、 「 情 報 モ ラ

ル 」 、 「 じ ぶ ん 」 の ５ つ の ユ ニ ッ ト が 系 統
的 に 取 り 上 げ ら れ て い る 。  

  

 
 
 

( 1 )  「 情 報 モ ラ ル 」 に つ い
て は 、 発 達 段 階 に 合 わ
せ 、 身 近 な 生 活 か ら よ り

広 い 社 会 で の モ ラ ル に つ
い て 考 え ら れ る よ う 題 材
が 工 夫 さ れ て い る 。   

 
 
 

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に
つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  
 
 

( 2 )  巻 末 の 教 材 一 覧 表 に は 、 主 題 名 と 他 教
科 、 特 別 活 動 、 外 国  語 活 動 、 総 合 的 な 学

習 の 時 間 等 と の 関 連 が 示 さ れ て お り 、 内 容
や 実 施 時 期 を 考 慮 し て 教 材 の 配 列 が で き る
よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 2)  ３ 年 「 ホ タ ル の 引 っ こ
し 」 で は 、 学 習 内 容 に 関

連 し た 「 つ な が る ・ 広 が
る 」  コ ラ ム で 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ
の 他 、 理 科 や 環 境 教 育 等

に つ な げ る こ と が で き る
よ う 配 慮 さ れ て い る  

 

2
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 道 徳 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

教 育 出 版 株 式 会 社  
道 徳  1 1 3  

しょうがくどうとく１ 
はばたこうあすへ 

道 徳  2 1 3  
小学どうとく２ 
はばたこう明日へ 

道 徳  3 1 3  
小学どうとく３ 
はばたこう明日へ 

道 徳  4 1 3  
小 学 道 徳 ４  

はばたこう明日へ 

道 徳  5 1 3  
小 学 道 徳 ５  

はばたこう明日へ 

道 徳  6 1 3  
小 学 道 徳 ６  

はばたこう明日へ 

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て

 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ た

目 標 ・ 内 容 に つ い て 配 慮 さ

れ て い る か 。  

 

 

 

 

 

 

A   主 と し て 自 分 自 身 に 関

す る こ と  

 

 

 

 

B   主 と し て 人 と の 関 わ り

に 関 す る こ と  

 

 

 

 

 

 

C   主 と し て 集 団 や 社 会 と

の 関 わ り に 関 す る こ と  

 

 

 

 

 

 

 

 

D   主 と し て 生 命 や 自 然 、

崇 高 な も の と の 関 わ り に

関 す る こ と  

 

 

 

 

( 1 )  小 学 校 学 習 指 導 要 領 の 趣 旨 に 即 し て 、 内

容 項 目 の 四 つ の 視 点 が 適 切 に 取 り 上 げ ら れ

て い る 。  

 

 

 

 

 

 

Ａ  ［ 正 直 、 誠 実 ］ 、 ［ 善 悪 の 判 断 、 自

律 、 自 由 と 責 任 ］ で は 、 登 場 人 物 の 悩 み

や 葛 藤 、 心 の 揺 れ な ど を 見 つ め 、 児 童 の

多 様 な 意 見 を 引 き 出 す こ と が で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。  

 

Ｂ  ［ 感 謝 ］ で は 、 １ 年 、 ３ 年 、 ４ 年 で 実

態 に 応 じ て 補 充 教 材 を 使 用 で き る よ う 設

定 さ れ 、 感 謝 の 気 持 ち に つ い て 考 え を 広

げ た り 、 深 め た り で き る よ う 工 夫 さ れ て

い る 。  

 

 

 

Ｃ  ［ 家 族 愛 、 家 庭 生 活 の 充 実 ］ が 全 学 年

で 重 点 的 に 取 り 上 げ ら れ て お り 、 家 族 や

家 庭 を 中 心 と し た 道 徳 性 を 育 む こ と が で

き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

Ｄ  低 学 年 で は ［ 生 命 ］ を 、 高 学 年 で は

［ 環 境 ］ を 学 年 の 重 点 的 な 主 題 と し て 取

り 上 げ 、 内 容 項 目 の 異 な る 二 つ の 教 材 と

コ ラ ム を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 主 題 に つ

い て 児 童 が 多 様 な 考 え に 触 れ る こ と が で

き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 1 )  各 学 年 に お け る 視 点 別 教 材 数   

１ 年 ( 3 4 )  Ａ 1 0  Ｂ ８  Ｃ 1 2  Ｄ ４   

２ 年 ( 3 5 )  Ａ 1 1  Ｂ ８  Ｃ 1 2  Ｄ ４   

３ 年 ( 3 5 )  Ａ ９  Ｂ ９  Ｃ 1 2  Ｄ ５   

４ 年 ( 3 5） Ａ ９  Ｂ 1 0  Ｃ 1 0  Ｄ ６   

５ 年 ( 3 5 )  Ａ 1 0  Ｂ ６  Ｃ 1 3  Ｄ ６   

６ 年 ( 3 5 )  Ａ ８  Ｂ ８  Ｃ 1 2  Ｄ ７   

合 計      Ａ 5 7  Ｂ 4 9  Ｃ 7 1  Ｄ 3 2   

  

Ａ  ５ 年 「 参 考 に す る だ け な ら 」

で は 、 正 直 に 言 う こ と が で き な

い 主 人 公 の 姿 に 着 目 し 、 資 料 活

用 を 通 し て 、 人 間 に 対 す る 理 解

が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

  

Ｂ  １ 年 「 『 あ り が と う 』 の く す

り 」 、 ３ 年 「 心 の こ も っ た 給

食 」 、 ４ 年 「 い つ も 心 に 『 フ ァ

イ ト ！ 』 」 が 補 充 教 材 と し て 掲

載 さ れ 、 感 謝 に つ い て 指 導 の 充

実 を 図 る こ と が で き る よ う 工 夫

さ れ て い る 。  

  

Ｃ  ４ 年 「 ブ ラ ッ ド レ ー の せ い き

ゅ う 書 ］ で は 、 教 材 の 最 後 に

「 問 題 を 解 決 し よ う 」 を 設 け 、

「 問 題 を 見 つ け る 」 、 「 解 決 方

法 を 考 え る 」 、 「 考 え た こ と を

生 か す 」 の 流 れ を 示 す こ と で 、

よ り 自 分 と の 関 わ り と し て 捉 え

る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て

い る 。  

  

Ｄ  ６ 年 ［ 勤 労 、 公 共 の 精 神 ］

の 「 青 い 海 を 取 り も ど せ 」 、

［ 自 然 愛 護 ］ の 「 『 ち ょ っ

と 』 の 可 能 性 」 、 コ ラ ム 「 ご

み 問 題 の 解 決 に 向 け て 」 を 組

み 合 わ せ る こ と で 、 価 値 の 理

解 を 深 め る こ と が で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。  

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学

び の 実 現 に 資 す る 学 習 及 び

指 導 が で き る よ う 配 慮 さ れ

て い る か 。  

 

 

( 2 )・  児 童 の 多 様 な 意 見 を 引 き 出 し 、 議 論 が

深 ま り や す く す る た め に 、 資 料 が 、 登 場

人 物 の 悩 み や 葛 藤 等 の 心 の 揺 れ が あ る よ

う な 終 わ り 方 に な る よ う に 配 慮 さ れ て い

る 。  

 

 

・  読 み 物 資 料 に 偏 っ て い な い の で 、 テ

ー マ に 沿 っ て 、 自 分 の 実 体 験 を も と に

意 見 を 交 流 し て 価 値 の 内 面 化 が 図 れ る

よ う に 工 夫 さ れ て い る 。  

( 2 )   ５ 年 「 参 考 に す る だ け な

ら 」 で は 、 ど う す る べ き か 悩

ん で い る 姿 で の 終 わ り 方 が 、

児 童 の 想 像 力 を 生 み 、 活 発 な

話 合 い に つ な が る よ う に 工 夫

さ れ て い る 。  

 １ 年 「 い っ し ょ に あ そ ぼ

う 」 で は 、 身 近 な 場 面 で 起 こ

り う る さ さ い な 出 来 事 が い じ

め に つ な が ら な い よ う に 、 話

し 合 え る 内 容 に な っ て い る 。  

 ( 3 )  多 様 な 題 材 を 教 材 と す る

こ と に つ い て 配 慮 さ れ て い

る か 。  

 

( 3 )・  文 化 、 芸 術 、 歴 史 、 人 物 、 自 然 、 地

域 、 な ど 題 材 の 幅 が 広 く 、 各 教 科 等 で 学

習 し た 既 存 知 を 生 か し な が ら 、 道 徳 的 価

値 に つ い て 考 え ら れ る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。  

( 3 )  ６ 年 「 北 海 道 の 名 づ け 親 」 で

は 、 社 会 科 で 学 習 し て き た こ と

を 生 か し な が ら 、 人 権 や 伝 統 ・

文 化 の 大 切 さ を 理 解 で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。  

 

3

3



 

  

大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 1 )・  演 じ て 考 え る 体 験 的 な 教 材 や 内 容

を 理 解 し や す い マ ン ガ 形 式 の 教 材 を

配 置 す る こ と で 、 児 童 の 興 味 関 心 が

高 ま る よ う に 考 慮 さ れ て い る 。  

 

 

 

・  児 童 の 発 達 の 段 階 に 即 し た 現 代 的

な 課 題 や 時 事 問 題 を 意 図 的 に 教 材 と

し て 取 り 入 れ る 工 夫 が な さ れ て い

る 。  

( 1)   ４ 年 「 見 方 を 変 え て 前 向 き

に 」 で は 、 マ ン ガ 形 式 で 登 場 人

物 の 感 情 な ど を 視 覚 的 に 分 か り

や す く 捉 え ら れ る よ う に す る こ

と で 、 児 童 の 興 味 ・ 関 心 が 高 ま

る よ う な 工 夫 を し て い る 。  

６ 年 「 『 ち ょ っ と 』 の 可 能

性 」 で は 、 自 然 環 境 を 守 る た

め に 、 環 境 と 自 分 の 生 活 を 関

連 さ せ て 考 え る こ と が で き る

よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 2)  問 題 解 決 的 な 学 習 や
道 徳 的 行 為 に 関 す る 体

験 的 な 学 習 の 取 扱 い に
つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 
 

( 2 )・  「 や っ て み よ う 」 「 つ な げ よ う 」

「 も ん だ い を 解 決 し よ う 」 な ど 、 教

材 文 の 最 後 に 問 題 解 決 的 な 視 点 が あ

る 。 そ れ に よ り 、 児 童 が 考 え 議 論

し 、 問 い を 自 分 事 と し て 捉 え ら れ る

よ う に 配 慮 し て い る 。  

( 2)  ３ 年 「 な ん と 言 っ て つ た え

る ？ 」 で は 、 役 割 演 技 を 取 り 入

れ て 、 実 感 を も っ て 問 題 解 決 に

向 か う こ と が で き る よ う に 工 夫

さ れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

( 1 )・  ５ つ の 補 充 教 材 に つ い て は 、 地 域

教 材 や 自 作 教 材 を 用 い る こ と で 学 校

や 児 童 の 実 態 に 合 わ せ た 指 導 が で き

る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 

 

 

 

 

・  児 童 の 発 達 の 段 階 に 即 し た 内 容 と

文 章 量 の 教 材 が 配 列 さ れ て い る 。  

( 1)  ３ 年 「 お 祭 り に こ め ら れ て い

る 思 い 」 で は 、 地 域 の 伝 統 文 化

が 取 り 上 げ ら れ て い る 。 そ れ を

き っ か け に 、 自 分 の 地 域 に は ど

の よ う な 伝 統 や 文 化 が あ る の か

関 心 を も て る よ う 教 材 設 定 の 工

夫 が さ れ て い る 。  

 

２ 年 「 く ら べ て み よ う 日 本

と せ か い 」 で は 、 日 本 と 世 界

の 文 化 の 違 い に つ い て 、 写 真

や イ ラ ス ト な ど 低 学 年 に も 理

解 し や す い 資 料 提 示 の 工 夫 が

さ れ て い る 。  

( 2)  他 教 科 等 と の 関 連 に
つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  
 
 

( 2 )  巻 末 の 学 習 内 容 一 覧 に 教 科 、 特 別 活

動 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 と の 関 連 が 示

さ れ て お り 、 実 体 験 を 想 起 さ せ 、 自 分

と の 関 わ り と し て 、 実 感 を も っ て 考 え

方 を 深 め ら れ る よ う に 配 慮 さ れ て い

る 。  

( 2)  ３ 年 「 新 聞 係 」 で は 、 特 別 活

動 の 係 活 動 と 関 連 さ せ た 内 容 を

取 り 扱 う こ と で 、 実 感 を 伴 っ て

考 え を 深 め ら れ る よ う 配 慮 さ れ

て い る 。  

 

4

4



 

 
        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 道 徳 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

光 村 図 書 出 版 株 式 会 社  
道  徳  1 1 4   

ど う と く  １  

 きみがいちばん ひかるとき 

道 徳  2 1 4   

ど う と く  ２  

 きみがいちばん ひかるとき 

道 徳  3 1 4  

 ど う と く  ３  

 きみがいちばん ひかるとき 

道 徳  4 1 4  

 道 徳  ４  

 きみがいちばん ひかるとき 

道 徳  5 1 4   

道 徳  ５  

 きみがいちばん ひかるとき 

道 徳  6 1 4   

道 徳  ６  

 きみがいちばん ひかるとき 

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ
れ た 目 標 ・ 内 容 に つ い
て 配 慮 さ れ て い る か 。  

 
 
 

 
 

Ａ  主 と し て 自 分 自 身 に

関 す る こ と  
 
 

 
 
 

 
Ｂ  主 と し て 人 と の 関 わ

り に 関 す る こ と  

 
 
 

 
 
 

 
Ｃ  主 と し て 集 団 や 社 会

と の 関 わ り に 関 す る こ

と  
 
 

 
 

Ｄ  主 と し て 生 命 や 自

然 、 崇 高 な も の と の 関
わ り に 関 す る こ と  

 

 
 
 

⑴  小 学 校 学 習 指 導 要 領 の 趣 旨 に 即 し て 、

内 容 項 目 の 四 つ の 視 点 が 適 切 に 取 り 上 げ
ら れ て い る 。   

 

 
 
 

 
 

Ａ  ［ 希 望 と 勇 気 、 努 力 と 強 い 意 志 ］ 、

［ 善 悪 の 判 断 、 自 律 、 自 由 と 責 任 ］ に
お い て 、 漫 画 形 式 の 教 材 や 、 一 枚 の 絵
や 写 真 か ら な る 教 材 な ど を 設 定 す る こ

と で 、 児 童 が 興 味 ・ 関 心 を 高 め 、 自 ら
考 え る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。   

 
Ｂ  「 い じ め 問 題 」 に つ い て 、 児 童 の 発

達 の 段 階 を 考 慮 し た ［ 友 情 、 信 頼 ］ 、

［ 相 互 理 解 、 寛 容 ］ の 教 材 が 取 り 上 げ
ら れ て お り 、 全 学 年 で 「 心 を 通 わ そ
う 」 と い う コ ラ ム を 設 け る な ど 、 他 者

と の 関 わ り や 友 達 と の 関 係 づ く り に つ
い て 考 え を 深 め る こ と が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る 。  

 
Ｃ  全 学 年 に お い て ［ よ り よ い 学 校 生

活 、 集 団 生 活 の 充 実 ］ で 教 材 が 二 つ ず

つ 取 り 上 げ ら れ 、 学 校 生 活 と の 関 わ り
を 、 よ り 深 く 学 習 で き る よ う 配 慮 さ れ
て い る 。  

 
 

Ｄ  全 学 年 に お い て ［ 生 命 の 尊 さ ］ の 教

材 が 三 つ ず つ 取 り 上 げ ら れ て お り 、 生
命 の 尊 厳 に つ い て 重 点 を 置 い て 考 え ら
れ る よ う 配 慮 さ れ て い る 。 ま た 、 環 境

問 題 を テ ー マ に 、 教 材 と コ ラ ム を 組 み
合 わ せ て 、 現 代 的 な 課 題 に 向 か い 合 う
こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

( 1 )  各 学 年 に お け る 視 点 別 教 材 数   

１ 年 ( 3 4 )  Ａ 1 0  Ｂ ８  Ｃ 1 1  Ｄ ５   

２ 年 ( 3 4 )  Ａ 1 0  Ｂ ８  Ｃ 1 1  Ｄ ５   

３ 年 ( 3 4 )  Ａ ９  Ｂ ９  Ｃ 1 1  Ｄ ５   

４ 年 ( 3 4 )  Ａ ９  Ｂ ９  Ｃ 1 1  Ｄ ５   

５ 年 ( 3 4 )  Ａ 1 0  Ｂ ９  Ｃ ９  Ｄ ６   

６ 年 ( 3 4 )  Ａ ８  Ｂ ９  Ｃ 1 0  Ｄ ７   

合 計      Ａ 5 6  Ｂ 5 2  Ｃ 6 3  Ｄ 3 3   
  

Ａ  ６ 年 「 気 に 入 ら な か っ た

写 真 」 、 ４ 年 「 ま あ 、 い い
か 。 」 で は 、 日 常 の 一 場 面
を 漫 画 で 表 現 し 、 児 童 が 自

分 と の 関 わ り と し て 考 え 、
進 ん で 話 し 合 う こ と が で き
る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

  
Ｂ  ５ 年 ［ 相 互 理 解 、 寛 容 ］

の 「 み ん な 、 お か し い

よ ！ 」 と ［ 友 情 、 信 頼 ］ の
「 ド ッ ジ ボ ー ル 対 決 」 を つ
な ぐ こ と で 、 「 い じ め 問

題 」 に 向 き 合 う こ と が で き
る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

  

 
Ｃ  ４ 年 「 み ん な 、 待 っ て い

る よ 」 、 「 わ た し た ち の 校

歌 」 で は 、 学 級 や 学 校 を 、
自 分 と の 関 わ り と し て 考 え
る こ と が で き る よ う 配 慮 さ

れ て い る 。  
  

Ｄ  ６ 年 「 ク ジ ラ と プ ラ ス チ

ッ ク 」 、 「 命 の 旅 」 、 コ ラ
ム 「 よ り よ い 世 界 を 目 ざ し
て 」 の 教 材 を 組 み 合 わ せ 、

環 境 問 題 に つ い て 深 く 考 え
る こ と が で き る よ う 工 夫 さ
れ て い る 。  

 

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深
い 学 び の 実 現 に 資 す る

学 習 及 び 指 導 が で き る
よ う 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 
 

( 2 )  資 料 を 複 数 提 示 す る こ と で 、 児 童 が
進 ん で 話 し 合 え る よ う に 工 夫 さ れ て い

る 。   

( 2 )  ５ 年 「 付 録  日 本 各 地 で
取 り 組 む 『 防 災 活 動 』 」 で

は 、 災 害 や 防 災 の 話 題 を 多
面 的 ・ 多 角 的 に 取 り 上 げ ら
れ 活 発 に 話 し 合 い が な さ れ

る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  
  
 

 ( 3 )  多 様 な 題 材 を 教 材 と
す る こ と に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

( 3 )  教 材 と コ ラ ム を 組 み 合 わ せ 、 現 代 的
な 課 題 と 向 き 合 う こ と が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る 。  

( 3)  全 学 年 で 、 「 い じ め 問
題 」 、 「 情 報 モ ラ ル 」 、
「 環 境 」 、 「 共 生 」 ４ つ の

テ ー マ に つ い て 、 教 材 に コ
ラ ム を 組 み 合 わ せ て 現 代 的
な 課 題 と 向 き 合 う こ と が で

き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  
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大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 1 )  自 分 と の 関 わ り と し て 捉 え や す い 教 材

が 取 り 上 げ ら れ て お り 、 児 童 の 興 味 ・ 関
心 を 高 め る 工 夫 が さ れ て い る 。  

( 1)  ２ 年 「 黒 ば ん が に っ こ り す

る か な 」 で は 、 当 番 活 動 の 役
割 に ふ れ 、 責 任 感 と 達 成 感 に
共 感 し て 考 え ら れ る よ う 工 夫

が さ れ て い る 。  
  
 

( 2 )  問 題 解 決 的 な 学 習 や
道 徳 的 行 為 に 関 す る 体

験 的 な 学 習 の 取 扱 い に
つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 
 

( 2 )  課 題 を 見 つ け 、 整 理 し 解 決 し て い く ま
で の 思 考 の 過 程 を 、 系 統 立 て て 示 し て い

る 。  
 

( 2 )  ５ ・ ６ 年 生 の 教 材 に は 「 問
題 解 決 的 な 話 し 合 い 」 を 手 引

き に 組 み 込 む 配 慮 が な さ れ て
い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性
に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 
 

( 1 )・  学 級 づ く り や 学 校 生 活 、 集 団 生 活 が
充 実 で き る よ う 構 成 を 工 夫 し 、 学 習 の
ふ り 返 り を 通 し て 自 己 の 生 き 方 に 結 び

付 け て 考 え ら れ る よ う に 配 慮 さ れ て い
る 。  

 

 
 

・  「 な ん だ ろ う な ん だ ろ う 」 の コ ー ナ

ー が 全 学 年 に 掲 載 さ れ て お り 、 哲 学 的
な 問 い に つ い て 楽 し み な が ら 考 え る こ
と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

 

( 1 )  １ 年 「 巻 末  ま な び の き ろ
く 」 で は 、 学 習 し た こ と や で
き た こ と を 記 録 し 、 シ ー ル を

用 い て 自 己 評 価 で き る よ う 配
慮 さ れ て い る 。  

 

 
１ 年 「 が っ こ う っ て な ん だ

ろ う 」 、 ２ 年 「 た の し い っ て

な ん だ ろ う 」 、 ３ 年 「 う そ っ
て な ん だ ろ う 」 、 ４ 年 「 と も
だ ち っ て な ん だ ろ う 」 、 ５ 年

「 し あ わ せ っ て な ん だ ろ
う 」 、 ６ 年 「 じ ぶ ん っ て な ん
だ ろ う 」 の よ う に 、 自 分 事 と

し て 考 え ら れ る 問 い が 、 発 達
の 段 階 に 応 じ て 設 定 さ れ て い
る 。  

 

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

( 2 )  巻 末 の 内 容 項 目 別 教 材 一 覧 に は 、 他 教

科 、 特 別 活 動 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 、 図
書 館 活 用 等 と の 関 連 が 示 さ れ て お り 、 内
容 や 実 施 時 期 を 考 慮 し て 教 材 が 配 列 で き

る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   
  
 

( 2 )  ２ 年 「 お せ ち の ひ み つ 」 、

「 す て き な え が お 」 で は 、 学
習 の 手 引 き に 「 つ な げ よ う 」
を 設 け 、 自 分 と の 関 わ り の 中

で 考 え さ せ る 問 い か け が 示 さ
れ て い る 。 関 連 す る 書 籍 を 紹
介 す る な ど 、 日 常 生 活 と つ な

げ る こ と が で き る よ う 配 慮 さ
れ て い る 。   
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 道 徳 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

日 本 文 教 出 版 株 式 会 社  

道 徳  1 1 5  1 1 6 

しょうがく どうとく 

いきる ちから １ 

どうとくノート 

道 徳  2 1 5  2 1 6  

小学どうとく 

生 き る 力  ２ 

どうとくノート 

道 徳  3 1 5  3 1 6  

小 学 ど う と く  

生 き る 力  ３  

どうとくノート 

道 徳  4 1 5  4 1 6  

小 学 道 徳  

生 き る 力  ４  

道 徳 ノ ー ト  

道 徳  5 1 5  5 1 6  

小 学 道 徳  

生 き る 力  ５  

道 徳 ノ ー ト  

道 徳  6 1 5  6 1 6  

小 学 道 徳  

生 き る 力  ６  

道 徳 ノ ー ト  

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ
れ た 目 標 ・ 内 容 に つ い

て 配 慮 さ れ て い る か 。  
 
 

 
 

 

 
Ａ  主 と し て 自 分 自 身 に

関 す る こ と  

 
 
 

 
Ｂ  主 と し て 人 と の 関 わ

り に 関 す る こ と  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

Ｃ  主 と し て 集 団 や 社 会
と の 関 わ り に 関 す る こ
と  

 
 
 

 
 
 

Ｄ  主 と し て 生 命 や 自
然 、 崇 高 な も の と の 関
わ り に 関 す る こ と  

 
 
 

( 1 )  小 学 校 学 習 指 導 要 領 の 趣 旨 に 即 し て 、
内 容 項 目 の 四 つ の 視 点 が 適 切 に 取 り 上 げ

ら れ て い る 。   
 
 

 
 
  

 
Ａ  ［ 善 悪 の 判 断 、 自 律 、 自 由 と 責 任 ］ に

お い て 、 １ 年 か ら ４ 年 ま で 三 つ の 教 材 が

設 定 さ れ て お り 、 問 題 を つ か む 活 動 や 考
え る 活 動 を 促 す 発 問 な ど が 示 さ れ て い
る 。   

  
Ｂ  全 学 年 ［ 親 切 、 思 い や り ］ が 、 二 つ 以

上 の 教 材 が 取 り 上 げ ら れ て お り 、 各 学 年

で 「 人 と の 関 わ り 」 に つ い て の ユ ニ ッ ト
が 位 置 付 け ら れ る こ と で 、 い じ め 問 題 に
つ い て 多 面 的 に 考 え る こ と が で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。   
  
  

 
 
 

Ｃ  低 ・ 中 学 年 で は 、 ［ 規 則 の 尊 重 ］ で 三
つ の 教 材 を 取 り 上 げ る な ど 重 点 化 さ れ て
お り 、 発 達 の 段 階 に 応 じ て 、 集 団 や 社 会

と の 関 わ り に つ い て 深 く 考 え る こ と が で
き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

  

 
 
 

Ｄ  高 学 年 で は ［ よ り よ く 生 き る 喜 び ］ を
二 つ ず つ 教 材 を 取 り 上 げ 、 重 点 的 に 学 習
で き る よ う に 配 慮 さ れ て い る 。 ま た 、 次

学 年 、 中 学 校 に つ な が る よ う な 教 材 が 配
置 さ れ る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

 

( 1 )  各 学 年 に お け る 視 点 別 教 材 数  

１ 年 ( 3 7 )  Ａ 1 1  Ｂ ８  Ｃ 1 3  Ｄ ５  

２ 年 ( 3 8 )  Ａ 1 1  Ｂ ９  Ｃ 1 2  Ｄ ６  

３ 年 ( 3 8 )  Ａ 1 1  Ｂ 1 0  Ｃ 1 2  Ｄ ５  

４ 年 ( 3 8 )  Ａ ９  Ｂ 1 0  Ｃ 1 3  Ｄ ６  

５ 年 ( 3 8 )  Ａ ９  Ｂ 1 0  Ｃ 1 3  Ｄ ６  

６ 年 ( 3 8 )  Ａ 1 0  Ｂ ９  Ｃ 1 3  Ｄ ６  

合 計      Ａ 6 1  Ｂ 5 6  Ｃ 7 6  Ｄ 3 4   

  
Ａ  １ 年 「 や め ろ よ 」 で

は 、  み ん な で 話 し 合 う

こ と で 、 登 場 人 物 の 気
持 ち を  深 く 考 え ら れ る
よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

  
Ｂ  ２ 年 ［ 親 切 、 思 い や

り ］ の 「 ぐ み の 木 と 小

鳥 」 と 、 ［ 善 悪 の 判
断 、 自 律 、 自 由 と 責
任 ］ の 「 あ る 日 の く つ

ば こ で 」 、 心 の ベ ン チ
で の ユ ニ ッ ト が 組 ま
れ 、 考 え を 深 め る こ と

が で き る よ う 工 夫 さ れ
て い る 。   

  

Ｃ  ３ 年 「 み ん な の わ き
水 」 、 「 ジ ュ ー ス の 空
き か ん 」 の  二 つ の 教 材

が 公 共 の 場 所 の 場 面 を
扱 っ て お り 、 児 童 が 自
分 と の 関 わ り と し て 考

え る こ と が で き る よ う
工 夫 さ れ て い る 。   

  

Ｄ  ６ 年 「 ゴ ゴ  九 十 四 歳
の 小 学 生 」 を  最 後 に 配
置 し 、 ６ 年 間 の 学 び の

総 ま と め と な る よ う 工
夫 さ れ て い る 。  

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深
い 学 び の 実 現 に 資 す る
学 習 及 び 指 導 が で き る

よ う 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

( 2 )・  別 冊 「 道 徳 ノ ー ト 」 に は 、 自 分 自 身
の 考 え や 友 達 の 考 え を 記 録 で き る よ う
に な っ て い る 。   

  
・  「 ぐ っ と ふ か め る 」 で は 、 友 達 と 話

し 合 っ た り 役 を 演 じ た り す る こ と で 深

い 学 び に な る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。   
 

( 2 )  ２ 年 「 お よ げ な い り す
さ ん 」 で は 、 役 割 演 技 を
す る こ と を 通 し て 、 深 い

学 び に な る よ う 、 配 慮 さ
れ て い る 。  

 ( 3 )  多 様 な 題 材 を 教 材 と

す る こ と に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

( 3 )  コ ラ ム 「 心 の ベ ン チ 」 で は 、 教 材 に 関

わ る 情 報 を 掲 載 し た り 、 考 え を 書 き 込 む
こ と が で き る 欄 を 設 け た り す る こ と で 、
考 え を 広 げ る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ

て い る 。   
 

( 3 )  ５ 年 の 「 心 の ベ ン チ 」

の 「 見 方 を 変 え る と 」 で
は 、 新 し い 自 分 に 気 付 け
る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  
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大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 1 )  児 童 の 心 を 捉 え る 漫 画 や 写 真 な ど 取 り 入

れ る こ と で 、 児 童 の 興 味 ・ 関 心 を 高 め る こ
と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

  

 
 

( 1 )  ２ 年 「 花 火 に こ め ら れ

た ね が い 」 で 花 火 の 写 真
を 取 り 上 げ 、 興 味 を も た
せ て い る 。   

  
 

( 2 )  問 題 解 決 的 な 学 習 や
道 徳 的 行 為 に 関 す る 体
験 的 な 学 習 の 取 扱 い に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

( 2 )  問 題 解 決 的 な 学 習 や 体 験 的 な 学 習 の あ と
に 「 ぐ っ と 深 め る 」  を 示 し 、 自 分 自 身 と
向 き 合 え る よ う な 発 問 や 役 割 演 技 な ど に  

よ り 、 児 童 が 活 動 す る と き の 参 考 に な る よ
う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 2)  ３ 年 「 気 づ い て い な か
っ た こ と 」 で  は 、 実 際 に
役 割 演 技 す る 場 面 や 話 し

合 う 様 子 を 写 真 で 示 す こ
と で 、 様 々 な 考 え を も っ
た 友 達 と 交 流 が で き る よ

う 工 夫 さ れ て い る 。   
  
 

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性
に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 
 

( 1 )  各 学 年 で 「 人 と の 関 わ り 」 に つ い て の ユ
ニ ッ ト が 位 置 付 け ら れ る こ と で 、 い じ め や
人 と の 関 わ り 方 に つ い て 多 面 的 に 考 え る こ

と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   
  
 

( 1 )  ６ 年 「 二 十 五 人 で つ な
い だ 金 メ ダ ル 」 、 「 ブ ラ
ン コ 乗 り と ピ エ ロ 」 、

「 わ た し の せ い じ ゃ な
い 」 と 「 心 の ベ ン チ 」 を
ユ ニ ッ ト で 学 習 す る こ と

で 、 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考
え を 深 め て い け る よ う 工
夫 さ れ て い る 。   

  
 

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に
つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  
 
 

( 2 )  巻 末 の 学 習 内 容 一 覧 に は 、 主 題 名 と 他 教
科 、 特 別 活 動 、 外 国 語 活 動 、 総 合 的 な 学 習

の 時 間 等 と の 関 連 が 示 さ れ お り 、 内 容 や 実
施 時 期 を 考 慮 し て 教 材 を 配 列 で き る よ う 工
夫 さ れ て い る 。  

( 2)  ３ 年 「 き ま り は だ れ の
た め ？ 」 で  は 、 情 報 モ ラ

ル や 体 育 科 、 総 合 的 な 学
習 の 時 間 等 へ 学 習 を 広 げ
る こ と が で き る よ う 配 慮

さ れ て い る 。   
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 道 徳 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

株 式 会 社 光 文 書 院  
道  徳  1 1 7  

しょうがく どうとく 

ゆたかな こころ １ねん 

道 徳  21 7  

小学 どうとく 

ゆたかな こころ ２年 

道 徳  31 7  

小学どうとく 

ゆたかな心 ３年 

道 徳  41 7  

小 学 道 徳  

ゆたかな心 ４年 

道 徳  51 7  

小 学 道 徳  

ゆたかな心 ５年 

道 徳  61 7  

小 学 道 徳  

ゆたかな心 ６年 

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ

れ た 目 標 ・ 内 容 に つ い
て 配 慮 さ れ て い る か 。  

 

 
 
 

 
 

Ａ  主 と し て 自 分 自 身 に

関 す る こ と  
 
 

 
 
 

 
Ｂ  主 と し て 人 と の 関 わ

り に 関 す る こ と  

 
 
 

 
 
 

Ｃ  主 と し て 集 団 や 社 会
と の 関 わ り に 関 す る こ
と  

 
 

 

 
 
Ｄ  主 と し て 生 命 や 自

然 、 崇 高 な も の と の 関
わ り に 関 す る こ と  

( 1)  小 学 校 学 習 指 導 要 領 の 趣 旨 に 即 し て 、

内 容 項 目 の 四 つ の 視 点 が 適 切 に 取 り 上 げ
ら れ て い る 。   

 

 
 
 

 
 

Ａ  ［ 希 望 と 勇 気 、 努 力 と 強 い 意 志 ］ 、

［ 個 性 の 伸 長 ］ に お い て 、 教 材 に 続 け て
コ ラ ム 「 へ こ ん で も 立 ち 直 る 」 が  取 り
上 げ ら れ 、 児 童 が 発 達 段 階 に 合 わ せ て 自

分 の よ さ や 可 能 性 を 認 識 し 、 自 己 肯 定 感
を 高 め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。   

   
Ｂ  「 い じ め を 生 ま な い 心 」 が 全 学 年 で 重

点 的 な テ ー マ と し て 取 り 上 げ ら れ て い

る 。 ま た 、 中 学 年 で は 「 み ん な で 力 を 合
わ せ て 」 と い う 主 題 を 設 定 し て お り 、
［ 友 情 、 信 頼 ］ や  ［ 相 互 理 解 、 寛 容 ］

に つ い て 考 え を 深 め る こ と が で き る よ う
工 夫 さ れ て い る 。   

  

Ｃ  ［ 国 際 理 解 、 国 際 親 善 ］ に つ い て は 、
特 に 高 学 年 で 、 発 達 の 段 階 に 合 わ せ て 集
団 や 社 会 と の 関 わ り や 人 と の 共 生 に つ い

て 深 く 考 え る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ
て い る 。   

  

 
 
Ｄ  全 学 年 で ［ 生 命 の 尊 さ ］ を 重 点 的 な テ

ー マ と し て 取 り 上 げ て お り 、 二 つ の 教 材
を 続 け て 扱 う こ と で 、 生 命 に つ い て 考 え
を 深 め る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い

る 。  

( 1 )  各 学 年 に お け る 視 点 別 教 材 数  

１ 年 ( 4 0 )  Ａ 1 1  Ｂ ９  Ｃ 1 3  Ｄ ７  

２ 年 ( 4 0 )  Ａ 1 0  Ｂ 1 0  Ｃ 1 3  Ｄ ７  

３ 年 ( 4 0 )  Ａ 1 0  Ｂ 1 1  Ｃ 1 2  Ｄ ７  

４ 年 ( 4 0 )  Ａ ８  Ｂ 1 1  Ｃ 1 4  Ｄ ７  

５ 年 ( 4 0 )  Ａ ９  Ｂ ８  Ｃ 1 4  Ｄ ９  

６ 年 ( 4 0 )  Ａ ９  Ｂ ８  Ｃ 1 5  Ｄ ８  

合 計      Ａ 5 7  Ｂ 5 7  Ｃ 8 1  Ｄ 4 5   

  

Ａ  ２ 年 「 な か よ し で い

た い 」 の コ ラ ム で は 、
へ こ ん で も 立 ち な お る
心 の 力 を 取 り 上 げ 、 自

分 の 心 の 状 態 を 見 つ め
る こ と が で き る よ う 配
慮 さ れ て い る 。   

  
Ｂ  中 学 年 で は 、 「 こ と

ば の キ ャ ッ チ ボ ー ル 」

と い う コ ラ ム が 設 定 さ
れ て お り 、 友 達 と よ り
よ い 関 係 を 築 く こ と が

で き る よ う 配 慮 さ れ て
い る 。   

  

Ｃ  ６ 年 「 ハ ス の 花 の よ
う に 」 で は 、 世 界 の 人
々 と 共 に 生 き て い く と

き に 大 切 な の は ど ん な
こ と か 考 え る こ と が で
き る よ う 工 夫 が さ れ て

い る 。   
  

Ｄ  ５ 年 「 命 を か が や か

せ る 」 の ペ ー ジ に 続 い
て 、 「 命 を か け て 命 を
守 る 」 と 、 「 命 と 向 き

合 う 人 生 」 を 続 け て 扱
い 、 生 命 の 尊 さ に つ い
て 深 く 考 え る こ と が で

き る よ う 工 夫 さ れ て い
る 。   

 

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深
い 学 び の 実 現 に 資 す る
学 習 及 び 指 導 が で き る

よ う 配 慮 さ れ て い る
か 。  

( 2)  「 い ろ い ろ な や り 方 で 考 え て み よ う 」
の ペ ー ジ に は 発 達 の 段 階 に 応 じ た 思 考 ツ
ー ル や 対 話 ツ ー ル が 掲 載 さ れ て お り 、 児

童 自 身 の 考 え を 視 覚 化 し た り 、 ま と め た
り す る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。  

( 2)  １ 年 い ろ い ろ な や り か
た で か ん が え て み よ う で
は 、 「 ぷ う た の や く め 」

に は 心 状 円 ・ ス ケ ー ル が
紹 介 さ れ て い る 。  

 ( 3 )  多 様 な 題 材 を 教 材 と
す る こ と に つ い て 配 慮
さ れ て い る か 。  

 

( 3 )  現 代 的 な 課 題 と し て 、 児 童 が 互 い の 多
様 性 を 認 め 合 い な が ら と も に 生 き る 社 会
に つ い て 、 実 感 を も っ て 考 え る こ と が で

き る よ う な 教 材 が 複 数 取 り 上 げ ら れ て い
る 。  

( 3)  ２ 年 「 オ リ ン ピ ッ ク と
パ ラ リ ン ピ ッ ク の は た 」
で は 、 い ろ い ろ な 国 の 人

た ち や 障 害 を も っ た 人 た
ち と 認 め 合 い 、 互 い に 助
け 合 う 大 切 さ や 、 仲 良 く

過 ご す 喜 び を 感 じ る こ と
が で き る よ う 工 夫 さ れ て
い る 。  
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大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 1 )  情 報 モ ラ ル に つ い て 、 発 達 段 階 に 合 わ せ

た 情 報 機 器 の 安 全 な 使 い 方 、 日 常 生 活 の 場
面 や 利 用 の 実 態 を 取 り 上 げ 、 児 童 が 情 報 機
器 と ど の よ う に 関 わ っ て い け ば よ い か 考 え

ら れ る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  
  
 

 
 
 

( 1 )  ３ 年 「 イ ン タ ー ネ ッ ト

の じ ょ う ほ う は か な ら ず
正 し い の ？ 」 で は 、 情 報
が 正 し い か ど う か を 自 分

で 見 極 め る 力 を つ け る こ
と の 大 切 さ に つ い て 取 り
上 げ て い る 。  

 
 
 

 

( 2 )  問 題 解 決 的 な 学 習 や
道 徳 的 行 為 に 関 す る 体
験 的 な 学 習 の 取 扱 い に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

( 2 )  コ ラ ム 「 み ん な で や っ て み よ う 」 、 「 い
ろ い ろ な や り 方 で 考 え て み よ う 」 で は 、 問
題 解 決 的 な 学 習 や 体 験 的 な 学 習 が で き る よ

う 、 活 動 の 例 が 取 り 上 げ ら れ て い る 。  

( 2)  ５ 年 「 み ん な の 劇 」 の
「 ナ イ ス リ タ ー ン （ 思 い
を 伝 え 合 う に は ） 」 で

は 、 複 数 の 事 例 を 挙 げ 、
様 々 な 立 場 や 場 面 で 役 割
演 技 や 動 作 化 で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性
に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 
 

( 1 )  １ 年 は 六 つ 、 ２ ～ ６ 年 は 五 つ の 付 録 教 材
が 設 定 さ れ て お り 、 学 校 や 地 域 の 実 態 な ど
に 即 し て 弾 力 的 に 取 り 扱 う こ と が で き る よ

う 工 夫 さ れ て い る 。  
 
 

 
 

( 1 )  全 学 年 で 四 つ の 視 点 に
対 し て そ れ ぞ れ 付 録 教 材
を 取 り 上 げ 、 学 校 や 児 童

の 実 態 に 合 わ せ て 取 り 扱
う こ と が で き る よ う 配 慮
さ れ て い る 。  

 
 
 

( 2 )  他 教 科 等 と の 関 連 に
つ い て 配 慮 さ れ て い る

か 。  
 
 

( 2 )  巻 末 の 内 容 項 目 別 教 材 一 覧 で は 、 他 教
科 、 現 代 的 課 題 、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 等 と

の 関 連 が 示 さ れ て い る 。  

( 2)  ４ 年 「 レ ス キ ュ ー 隊 」
で は 、 教 材 終 末 の 「 ひ ろ

げ よ う 」 の 問 い を 通 し
て 、  学 習 内 容 を 社 会 科 や
防 災 教 育 へ 生 か す こ と が

で き る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。  
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        令 和 ６ 年 度 使 用 小 学 校 用 教 科 用 図 書 調 査 研 究 資 料       

 種 目 道 徳 

教 科 用 図 書 の 記 号 ・ 番 号 ・ 名 称 発 行 者 名 

１  年  ２  年  ３  年  ４  年  ５  年  ６  年  

株 式 会 社 Gak k e n  
道 徳  11 8  

 新 版  
みんなのどうとく１ 

道 徳  2 1 8  
 新 版  

 みんなのどうとく２ 

道 徳  3 1 8  
 新 版  

 みんなのどうとく３ 

道 徳  4 1 8  
 新 版  

みんなの道徳４ 

道 徳  5 1 8  
 新 版  

みんなの道徳５ 

道 徳  6 1 8  
 新 版  

 みんなの道徳６ 

大  

観  

点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

１ 

内

容

に

つ

い

て 

( 1 )  学 習 指 導 要 領 に 示 さ れ た
目 標 ・ 内 容 に つ い て 配 慮 さ
れ て い る か 。  

 
 
 
 
 
 

A  主 と し て 自 分 自 身 に 関 す
る こ と  

 
 
 
 

 
B  主 と し て 人 と の 関 わ り に

関 す る こ と  
 
 
 
 
 

C  主 と し て 集 団 や 社 会 と の
関 わ り に 関 す る こ と  

 
 

 
 
 
 

D  主 と し て 生 命 や 自 然 、 崇
高 な も の と の 関 わ り に 関
す る こ と  

 
 
 
 

( 1 )  小 学 校 学 習 指 導 要 領 の 趣 旨 に 即 し て 、 内 容 項
目 の 四 つ の 視  点 が 適 切 に 取 り 上 げ ら れ て い る 。  

  
  
  
  
 
  
 

Ａ  ［ 希 望 と 勇 気 、 努 力 と 強 い 意 志 ］ 、 〔 個 性
の 伸 長 〕 に お い て 、 児 童 の 興 味 ・ 関 心 を 引 く
人 物 教 材 を 取 り 上 げ る こ と で 、 著 名 な 人 物 の
生 き 方 に 触 れ な が ら 、 自 己 を 見 つ め 、 考 え を
深 め る 学 び が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。   

  
 
Ｂ  低 ・ 中 学 年 で は ［ 親 切 ・ 思 い や り ］ に つ い

て 、 中 学 年 で は ［ 友 情 ・ 信 頼 ］ が そ れ ぞ れ 三
つ ず つ の 教 材 が 取 り 上 げ ら れ る な ど 重 点 が 置
か れ て お り 、 人 と の 関 わ り 方 に つ い て 子 供 た
ち が 主 体 的 に 考 え る こ と が で き る よ う 工 夫 さ
れ て い る 。   

 
Ｃ  ［ 国 際 理 解 、 国 際 親 善 ]の 教 材 を ３ 年 か ら 二

つ に 増 や す な ど 、 発 達 の 段 階 に 応 じ て 自 分 と
社 会 と の 関 わ り に つ い て 、 考 え る 範 囲 を 少 し
ず つ 広 げ る こ と が で き る よ う 配 慮 さ れ て い
る 。   

 
 
 

Ｄ  全 学 年 で ［ 生 命 の 尊 さ ］ に つ い て 、 他 の 内
容 項 目 の 教 材 と 組 み 合 わ せ る こ と で 、 生 命
に つ い て の 考 え を 深 め る こ と が で き る よ う
工 夫 さ れ て い る 。  

⑴   各 学 年 に お け る 視 点 別 教 材  

１ 年 ( 3 4 )  Ａ 1 1  Ｂ ８  Ｃ ９  Ｄ ６  

２ 年 ( 3 5 )  Ａ 1 2  Ｂ ８  Ｃ ９  Ｄ ６  

３ 年 ( 3 5 )  Ａ ９  Ｂ ９  Ｃ 1 1  Ｄ ６  

４ 年 ( 3 5 )  Ａ ９  Ｂ ９  Ｃ 1 1  Ｄ ６  

５ 年 ( 3 5 )  Ａ ９  Ｂ ８  Ｃ 1 0  Ｄ ８  

６ 年 ( 3 5 )  Ａ ９  Ｂ ８  Ｃ 1 1  Ｄ ７  

合 計      Ａ 5 9  Ｂ 5 0  Ｃ 6 1  Ｄ 3 9   

  

Ａ  ２ 年 「 美 宇 は 、 み う 」 、
４ 年 「 名 人 を こ す  藤 井 聡
太 」 、 ６ 年 「 栄 光 の 架 橋 」
で は 、 先 人 だ け で な く 現 在
も 活 躍 す る 人 物 が 取 り 上 げ
ら れ て い る 。   

  
Ｂ  １ 年 「 な い ち ゃ っ た 」 、

３ 年 「 ぽ か ぽ か 言 葉 」 で
は 、 日 常 の 会 話 を も と に 役
割 演 技 を し 、 自 分 を 見 つ め
深 め る 内 容 が 取 り 上 げ ら れ
て い る 。  

 
Ｃ  ４ 年 「 つ な が っ て い る 日

本 と 外 国 」 や ６ 年  「 世 界
の 子 供 た ち の 夢 」 で は 、 外
国 の 文 化 に 触 れ る こ と を 通
し て 、 自 分 と 社 会 と の 繋 が
り を 考 え る こ と が で き る よ
う 工 夫 さ れ て い る 。   

  
Ｄ  １ 年 ［ 生 命 の 尊 さ ］ の

「 ハ ム ス タ ー の 赤 ち ゃ
ん 」 、 ［ 節 度 、 節 制 ］ の
「 ど う し て や め な い と い け
な い の 」 を 組 み 合 わ せ る こ
と で 、 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考
え ら れ る よ う 配 慮 さ れ て い
る  

 ( 2 )  主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学
び の 実 現 に 資 す る 学 習 及 び
指 導 が で き る よ う 配 慮 さ れ
て い る か 。  

 
 

( 2 )・  心 の パ ス ポ ー ト や 学 研 教 科 書 サ イ ト で は 、
教 材 と つ な げ て 考 え を 深 め る こ と が で き る 資
料 が 紹 介 さ れ て い る 。  

 
・  各 資 料 の 最 後 の 「 考 え よ う 」 で は 、 児 童
が 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え る こ と が で き る よ う
な 問 い が 厳 選 さ れ て い る 。  

 
・  「 深 め よ う 」 で は 、 発 達 段 階 や 教 材 に 応
じ て 継 続 し た 学 び を 促 す 問 い が 工 夫 さ れ て い
る 。  

( 2 )  ４ 年 「 道 子 の 赤 い 自 転
車 」 で は 、 き ま り や マ ナ ー
に つ い て 継 続 的 な 学 び が で
き る よ う 配 慮 さ れ て い る 。  

 
 

 ( 3 )  多 様 な 題 材 を 教 材 と す
る こ と に つ い て 配 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 3 )・  現 代 的 な 課 題 と し て 、 情 報 モ ラ ル や
環 境 問 題 に つ い て 、 児 童 が 実 感 を も っ
て 考 え る こ と が で き る 教 材 が 取 り 上 げ

ら れ て い る 。  

( 3)  ５ 年 「 ア ッ プ す る の 」
で は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や
SNSな ど に つ い て 取 り 上

げ る こ と で 、 児 童 が 自 分
と の 関 わ り と し て 考 え る
こ と が で き る よ う 工 夫 さ

れ て い る 。  

 
 

11

11



 

 

大
観
点  

小 観 点 
調 査 の 結 果 

小 観 点 及 び 内 容 の 全 体 的 な も の  各 学 年 の 特 記 事 項  

２ 

程

度

・

選

択

・

取

扱

に

つ

い

て 

( 1 )  発 達 の 段 階 、 興 味 ・

関 心 に つ い て 考 慮 さ れ
て い る か 。  

 

( 1 )・  児 童 の 発 達 の 段 階 に 応 じ た テ ー マ や 人

物 が 取 り 上 げ ら れ て お り 、 児 童 が 興 味 ・

関 心 を も っ て 取 り 組 む こ と が で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。   

  

・  視 覚 的 に 捉 え や す い 写 真 や 漫 画 を 配 置

し 、 児 童 が 教 材 の 場 面 の 様 子 を 想 像 し や

す く な る よ う 配 慮 さ れ て い る 。   

  

  

  

 

( 1 )  低 学 年 で は 、 漫 画 の キ

ャ ラ ク タ ー や 写 真 が 取 り

上 げ ら れ 、 高 学 年 で は

「 内 村 航 平 」 や 「 羽 生 結

弦 」 な ど 著 名 な 人 物 が 教

材 と し て 取 り 上 げ ら れ て

い る 。  

( 2)  問 題 解 決 的 な 学 習 や
道 徳 的 行 為 に 関 す る 体

験 的 な 学 習 の 取 扱 い に
つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 
 

( 2 )  問 題 解 決 的 な 学 習 を 「 深 め よ う 」 と し て

設 定 す る こ と で 、 児 童 が 物 事 を 自 分 と の 関

わ り と し て 考 え た り 、 話 題 を 広 げ た り で き

る よ う 配 慮 さ れ て い る 。 ま た 、 「 心 の パ ス

ポ ー ト 」 の 中 に 、  動 作 化 や 役 割 演 技 な ど

の 体 験 的 な 学 習 を 取 り 入 れ る こ と で 、 様 々

な 学 び 方 で 考 え を 深 め る こ と が で き る よ う

工 夫 さ れ て い る 。  

( 2)  ５ 年 「 い じ め を な く す

た め に 」 で は 、 自 分 だ っ

た ら ど う 思 う か ３ つ の 対

場 で 考 え る 学 習 活 動 を 取

り 入 れ 、 様 々 な 考 え を 引

き 出 せ る よ う 配 慮 さ れ て

い る 。  

３ 

組

織

・

配

列

等

に

つ

い

て 

( 1 )  構 成 、 配 列 、 系 統 性

に つ い て 配 慮 さ れ て い
る か 。  

 

 

( 1 )・  「 い の ち 」 、 ｢多 様 性 （ み ん な で ） ｣､

「 キ ャ リ ア （ み ら い へ ） 」 の テ ー マ に つ

い て 、 内 容 項 目 が 異 な る 二 つ の 教 材 を  

「 ユ ニ ッ ト 」 と し て 扱 う こ と で 、 現 代 的

課 題 を 自 分 事 と し て 考 え ら れ る よ う 工 夫

さ れ て い る 。   

 

・  「 キ ャ リ ア （ み ら い へ ） 」 の ユ ニ ッ ト

を 、 １ ～ ４ 年 は 年 度 当 初 に 扱 い １ 年 間 へ

の 意 欲 を 、 高 学 年 は ２ 月 後 半 か ら ３ 月 に

扱 う こ と で 、 進 級 ・ 進 学 に 向 け て の 意 欲

を そ れ ぞ れ 高 め る こ と が で き る よ う 配 慮

さ れ て い る 。  

( 1)  ６ 年 ユ ニ ッ ト 教 材 「 未

来 に 向 か っ て 」 で は 、 二

つ の 教 材 と 心 の パ ス ポ ー

ト を 年 度 末 に 扱 う こ と

で 、 進 学 に 向 け て の 意 欲

を 高 め る こ と が で き る よ

う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 2)  他 教 科 等 と の 関 連 に

つ い て 配 慮 さ れ て い る
か 。  

 

 

( 2 )  巻 頭 の 見 開 き 「 つ な が る 私 、 広 が る 私 」

で は 、 現 代 的 な 課 題 を 挙 げ て お り 、 教 材 の

タ イ ト ル 下 に 現 代 的 課 題 と の 関 連 が 示 さ れ

る な ど 、 他 領 域 等 へ の 広 が り を 視 覚 的 に 捉

え る こ と が で き る よ う 工 夫 さ れ て い る 。  

( 2)  ５ 年 で は 、 「 か が や か

せ よ う い の ち 」 を テ ー マ  

に し た 教 材 を 連 続 し て 配

列 し 、 関 連 し た 「 心 の パ

ス ポ ー ト 」 を 設 け る こ と

で 、  命 、 家 庭 、 い じ め に

繋 が る よ う 配 慮 さ れ て い

る 。  
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